日本マンガにはまったアメリカ人の熱血マンガ論 





本書の内容 


日本 マン ガを深く愛するアメリカの ノン 
フィクション 作家が、 マジ メに、ときには 
熱く、ときには厳しく、現代の日本 マン ガ 
を語り、世界に紹介した本格的 マン ガ論。 
その背後には、現代日本社会の姿が見え隠 
れする。 

近年海外でも人気が高まっているという 
日本マンガ。それは実際にどのように受け 
とめられているのか。世界的傾向ともいわ 
れる「オタク」現象などもふまえ、国際的 
視野から、文化としてのマンガを考えた、 
現代日本人必読の一冊！ 































▲ 「ダーティ•ペア」（©高千穂遙) 
高千穂遙原作の小説のキャラクター 
を正規に借りて、アメリカでマンガ 
化した作品。キャラクターの体型や 
目が大きいことなど、日本マンガの 
影響がみられる。 




同「マドカ」。 



▲ベン.ダンの I ニンジヤ•ハ 
イ-スクール」。日本 マン ガの 
影響を受けたいわゆる「ァメリ 
カン•マン ガ」 の一つ 〇日 本人 
キヤ ラクターも登場する。 


週刊少年マガジン台湾版1995年7月10日号 〇 ▲ 
1995 ©講談社 / TONG LI (束立出版社） 





▲書店 Junku の日本マンガ 
コーナー。シヨ ッ ト氏の 

著書も。 


▲バス テイーユ 地区の マン ガ専門店 「力、. 
これは店長お気に入りのキャラクター名。 
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▲ 「らんま1/2」英語版 © 1997高橋留美子：小学館刊 
:英語版© VIZ COMMUNICATIONS INC . 


次々に出版される 
英訳日本マンガ 



▲ 「はだしのゲン」英語版©中沢啓治 


はじめてアメリカの流通経路に乗った記念す 
べき作品。作品の性質上からも、翻訳および 
出版はほとんどボラン テイ アの手で行われた。 
その後もさまざまな言語に翻訳された。 



「機動警察パトレイバー」英語版 


▲丨ああっ女神さまつ」英語版©1997藤島康介 



© 1997ゆうきまさみ：小学館刊 ：講談杜刊：英語版 © STUDIO PROTEUS & 

:英語版© VIZ COMMUNICATIONS INC . DARK HORSE COMICS 1 NC 
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:英語版 VIZ COMMUNICATIONS INC . 

日本とアメリカではページの進み方が逆なの 
で、英訳マンガはふつう左右を反転させる。 
また手描き文字も描き直さなけれぼならない。 
カラ ー 化は必ずしも行われない。 
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▲アメリカのマンガ雑誌 「MANGA VIZION 」 とその目次 
©1997 VIZ COMMUNICATIONS INC . 

アメリカでは 1 冊に 1 作品がふつうだが、複数速載形式の 



ものも出はじめている。 





































































アメリカの日本マンガ「オタク』 



<1995年「アニメ •イースト | 東海岸大会 > 


<19%年サンホゼ市「アニメ •アメリカ」大会> 



▲マンガ.コンベンションで、コスチューム プレイを 楽しむファンの 姿。 

自らを「オタク （ otaku )」 と称する 0 海外では「オタク」には暗い意味はない。 



▲「FANTASTIC PANIC 」©1994 GANBEAR 
アメリカの「同人誌」。日本のマンガ同人誌を英訳 
出版したもの。 テキサス州 、 ANTARCTIC PRESS 
発行。 ▲アニメとマンガの評論および情報誌 fANIMERICAlo 
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01997 VIZ COMMUNICATIONS INC . 

インタビュー記事などが載っている。 


◄ アメリカのフアン活動には、インターネット 
による情報交換が欠かせない。 
rAnime Web Turnpike 」 のオープニング画面。 
〇1998 Jay Fubler Harvey 
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日本マンガにはまったアメリカ人の熱血マンガ論—— 

フレデリック L •シヨツト著 

樋口あやこ訳 


マール 社 




Dreamland Japan: writings on modern manga by Frederik し . Schodt 
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Translated by Avako Hisuchi 


鳥羽僧；止覚 ■( 丨 o 5 3 -4 〇)の 霊に この 本を ささげます。 



まえがき 


まえがき 


1983年(いまとなってはもうはるか大昔だ)、「マンガ！マンガ！日本漫画の世界」なるタイトルの本を私は書いた。ベ 
ストセラ—とまではとうていいかなかったが、いまや「カルト本の名著」と称されているそうだ。カリフォルニアの バーク レー 
には、この本のタイトルをそのまま店名にした日本風ビストロまである。なるほど、この本が出た当時、アメリカでは、日本の 
マンガのことなど全然知られていなかった。日本といえば、「新しい経営法や座禅や美術工芸の国」というのが当時のアメリカ人 
の反応だった。コミックスを意味する日本語「マンガ」という言葉を聞いたとしても、平均的な頭の持ち主のアメリカ人なら、 
「珍しい金属か何かの名前かな」とでも思うのが関の III だっただろう。 まあ、 イタリア•レストランに入って、メニユーの料理の 
名前を見たときもそうだが。 

だがいまや、当時とは事情ががらりと変わった。「マンガ」およびその親戚の「アニメ (アニメーションを意味する日本語。口 
本製のアニメを『ジャパニメ —シヨン』と呼ぶこともある)」は、若い「マンガ•アニメフアン」の間で確固たる地位を占めてい 
る。いずれそのうち、「マンガ」「アニメ」の二語は、「ハラキリ」「カラオケ」と並んで、英語の辞書に堂々と顔を見せることま 
ちがいなしだ。マンガもアニメも、各国の言語に訳されて - 111 : 界中に広まり、「マンガ.アニメ産業」をテーマにした英語の月刊誌 
も複数ある。そのうえ世界中で一年に数回、日本人以外のマンガ•アニメファンのためのコンベンションまで開かれているとい 
う。マンガ自体もおおいに変化した。マンガ産業は、1983年に比べてはるかに巨大化し、若いマンガ作家たちは、スタイル、 
内容両面で、革新的な仕事に取り組んでいる。 

だから私は、よく人にこうきかれる。「そろそろ、現在に即した『マンガ！マンガ！』を書いてみたらどうですか？」だがこう 
言われるたびに、だんだんつらくなってきたのだ。1983年の本を出した日本の出版社から、「改訂版を出しましよう」と言わ 
れたことがあったのだが、その後その会社は、何かの理曲があったのだろう か、 方針を変えたとみえ、ぷっつりとその企画は立 
ち消えになってしまった。1989年 ごろ、 私は友人とふたりで、マンガに関するまったく新しい本をほとんど書き終え て、 二 
ユーヨ—クのとある出版社と出版契約を結んだが、結局どうなったかといえば、そのあと社内では出版界におきまりのすったも 
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んだが 起き、 編集者たちが一奔に辞めて しまって、 私たちの計画 も 一応それで「没」になっ てしまった。 だが まあ、 作家の苦労 
話は これく らいに しておこう。 

本書は、過去 16 年間の日本のマンガ産業の観察記だ。言ってみれば、マンガを考察してのコメントと批評を、お菓子の詰合せ 
のようにいろいろと詰め合わせてパックした本なので、ごく一部だけをまとめて読んでいただいてもおもしろいし、はじめから 
終わりまで通読していただいてもいい。内容に関していえば、以前に別のかたちで他の雑誌や新聞などに出たもので、この本の 
ために新たに書き加えたり、書き直したりした部分もある◦そのため「あっ、これはもしかしたら『漫画人』(アトランタで発行 
されている雑誌)とか『アニメリカ』(サンフランシスコで発行されているマンガ雑誌)の記事のバクリじやないか」などと勘違 
いする読者の方 も、 少数ながらおられるかもしれない。そのほか、私自身がここ7年間、東京の英字新聞「マィニチ:..アィリ 
— •ニユーズ」に書いてきたコラム記事の焼き直しもある。一度書いたものをまた利用するというのは、さすがに気がひけない 
でもない。だがこの英字紙は、日本にも、外国にも、読者はわずかだそうだ。これは私にとっては好都合で、購読者が少ないか 
ら こそ、 コラムで取り上げたテーマを、もっと進めた形であとで本にまとめようという気にもなったの だ。 

ところで、日本のマンガの ファンは、 (ときとして学者先生などよりずっ と) 潔癖主義で、ささいなことにも手厳しい。だから、 
そもそもこの本がどういう本なのか、それをはっきりさせておかないと、あっちこっちから矢がとんで くる ことになりかねない 
ので、ここで言っておこう。 

まず第一、この本は、マンガのことを書いたもので、アニメの本ではない。現在、世界中の日本製マンガファン(日本人以外 
の) は、 まず日本製アニメの洗礼を受けてから初めてマンガに接する。 いや、 日本人で も、 アニメの方がマンガより親しみやす 
いという場合もあるだろう。というのは、マンガはまず、文字のセリフを読むという面倒が あり、 しかもいくつかの約束ごとを 
頭に入れて読まなくてはならないからだ。それに 対し、 アニメにはそんな面倒くささはない。だが、アニメには独特のすばら . L 
さがあることは認めるにせよ、 しよ せん、マンガの生み出した「子」のようなもの だ。 原作はほとんどマンガである。 そして、 
アニメは原作マンガに比べれば、水増しされてふやけた感じのものが多い。さらに、アニメは非常に多数の視聴者を相手として、 
多人数のプロダクションによって生産されるのに 対し、 マンガの描き手はたいていはひとりきりで あり、 読者に 対して、 より直 
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接 的に、 濃密にかかわってく る。 「マンガ」という用語はあいまいな使われ方をして おり、 「風刺絵」「四コママンガ」ーマンガ本」 
のどれをも指すし、ときにはアニメさえ「マンガ」と呼ばれることも ある。 だが本書では、「マンガ」といえば「現代 R 本の、 印 
刷されたマンガ本」を指すことと する。 

第二に、 本書で論じる「マンガ」 は、 特に 「スト—リー マンガ」のこと である。つまり 物語マンガ であり、 連続した場面をも 
つ独特の ァート 形式 だ。 別名 「コミックス」とも呼ばれ、 戦後の日本で発展を とげた、 大河小説にも似た物語形式で、 ときには 
数千べ—ジにもおよぶ。したがって本書でいう「マンガ」 には、 ーコママンガ 、政治 風刺マンガそのほかのマンガは含まれてい 
ない。なぜ ストーリー マンガに限定したかとい うと、 このジャンルにおいて こそ、 日本のマンガは他のいかなる国のマンガより 
も、 きわだつて群をぬいて おり、 おもしろいからだ。 なお 本書では、「マンガ」といえば「日本のマンガ」 、「コミックス」 といえ 
ば「日本以外の国々のマンガ」を指すこととする。 

第三に、英語圏に住むマンガファンの読者は本書を読んで「なんだ、おれの大好きなマンガが出ていないじゃないか」と思う 
かもしれない。たとえば、「らんま1\2」 「 AKIRA 」 「美少女戦士セーラームーン」などについて、いろいろ書いてあるだろ 
うと期待された向きは、失望するだろう。だがこれら有名作品ならば、いまや数か国語に翻訳出版されていて、日本以外の国で 
もたやすく買えるし、アニメにもなつてい る。 だからこれら有名作品の読者たちは、自分なりの意見もちゃんと言える。ところ 
が私が本書で意図したのは、「マンガ全般と、そして最近のマンガの傾向について、日本人以外の人々にとっても当の日本人にと 
つても、まつたく耳新しいことを書きたい」ということなのだ。私にとつてマンガとは、もうひとつの UI : 界を映してくれる鏡の 
ようなものだ。だから私が読むマンガは、どうしても、世間的な人気を得にくい個性的なものになってしまう。だがそういう作 
品にこそ、私は惚れ こみ、 おもしろいと思う。そういう意味では本書は、まったく個人の趣味にのっとった本であり、私として 
はた だ、 読者が、私の好きなマンガを少しでも 「、っん、 惡くないな」と思ってくれればいいと願っている。 

なお、 特に注意書きがない場合、本書では、 1 ドル =100円で計算していただきたい。 

一冊の本をつくるにあたっては、たくさんの人の協力がつきものだが、本書も例外ではない。本書を書く際にご協力くださっ 
た方々 に、 深い感謝をささげる。何年にもわたっ て、 マンガ家や編集製作者数十人にィンタビュ—を重ねた が、 なかで も、 19 
89 年から 1996 年の 間に、 ィンタビューに応じてくれたり、また個人的な面でもたいへんあたたかくサボー トを してくれた 
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方々には心から感謝している。また、もし本書でとりあけられたり、またはとりあげられなかったりで、迷惑をおかけしたマン 
ガ家の方々もいるかもしれないので、ここでおわびを申し卜ける。 

ご協力くださったマンガ家：セルジオ.アラゴネス、蛭子能収、ゥイル•アイズナー、藤子不二雄®、藤子. F . 不二雄、後 
藤清、花輪和一、ひさぅちみちお、井口真吾、石井 It 、 ア—ヴヱル•ジョーンズ、北野英明、ステイーヴ•レイアロハ、丸尾末 
広、峰岸達、水木しげる、森本暢之、森下裕美、森園みるく、成田アキラ、成田コージ、岡野玲子、リチヤード&ゥヱンデイ. 
ピニ、モンキー •パンチ、トリナ•ロビンス、ジェリー•ロビンスン、ブライアン•ステルフリーズ、杉浦□向子、たむらしげ 
る、 寺沢武一、やまだ 紫、 湯村輝彦。 

ご協力くださった編集•製作者：秋山隆史、堂本尚志、藤井悟、藤 III 亮、入江祥夫、伊藤淳子、片山雅博、加藤かついち、川 
上修、メアリー•ケナード、栗原良幸、黒川和彦、黒沢哲哉、フレッド•ラッド、松谷孝征その他手塚プロダクション、宮治道 
幸、三好寛、水野正文、長并勝一、岡崎充、大友貞夫、佐川俊彦、才谷遼'佐々木利春、ヴオーン.シモンズ、ト ー レン•スミ 
ス、末井昭、田村恵子、谷田部周次、米沢嘉博、米沢英子。 

ご協力くださった批評家おょび各方面の専門家：ジェイ•フブラ—、ハーヴイ I 、呉智英、ステイーヴ.パール、関川夏央、 

クリス•スウエット。 

全般的に助言くださった方々：ジョナサン •クレメンツ、 ダグラス•ド リン、 井上城&井上七重、ヘレン•マッカーシ I 、水 
野美代子&水野亜美、茂木弘 道、 時岡敬 子、 「漫画人」編集同人 一同、 「マイニ チ •デイリー.ニューズ」 、スタジオ. プロテゥス、 
ビズ•コミュニケーションズ(清治と久美へお礼の気持ちをこめて〇ェデイ&マーギ•ショット、フレッド•パッテン、レナー 
ド•ライファスは生原稿を読んでくださったし、ライファスは図の製作を手伝ってくれた。第七章を読んでアドバイスしてくだ 
さつた藤井 悟、 アラン•グリー スン、 トリッシュ•ルド I 、トーレン •スミス。 

イラスト使用を快諾してくださった口本おょび lit 界のアーテイストの方々には、特にお礼申し上げる。ストーン•ブリッジ. 
プレスの全社員の方々、特にピータ—.グッドマン、そして本書の編集•出版に携わった方々と友人たち(みんな本書がすばら 
しいものになると信じて、原稿の遅れを辛抱強く待ってくれた)。レナード•コーレン(本書の重要なアイデアをいくつか提供し 
てくれた)、レイモンド1フレット(すばらしい表紙をデザインしてくれた)、蛭子能収(作品をイラストとして提供してくれた)、 
そしてみさを(すてきな魂を持った女性)、以上の方々に感謝の意を表する。 
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【日本語版の出版にあたって】 

読者がいま、！13にされているこの本は、もともと英語圏の読者を対象にした英語の本を、そのまま日本語に訳したものです。 
とくに日本の市場のために特別に書き直したり、大幅な再編集などはいたしておりません。日本マンガどころ か、 もともと日本 
という国そのものについて、あまり知識を持っていない読者を想定していた本ですから、ところどころで日本の読者の皆様にと 
つて「常識」に近いことも書いてあるかもしれないし、逆に「違和感」を感じさせるところもあるかもしれませんが、なにとぞ 
ご了承ください。日本だけでなく、マンガそのものが「国際化」している現在、外国人の立場に立って、外国人の目で日本や日 
本マンガ文化を もう 一度考えていただければ、と思っています。 

なお、 特別な再編集はされていないとは申し上げました が、 事情があって、英語版にある ィラスト や文の中で、ごく僅かでは 
あります が、 日本語版では掲載できなかったものがあります。たとえばォゥムのマンガの図版や一部の英訳マンガの表紙などで 
す。どうしてもそれをご覧になりたい方は、英語版も合わせてお読みいただければ幸いです。 

最後に、日本語版の出版にあたっ ては、 いろいろご協力をいただいた藤田尚さん、苦労されたマール社編集者の鈴木章代さん 
と岡 妙子さん、 そして翻訳者の樋口あやこさんにも脱帽！ 

フレデリック • L •ショット 
在サンフランシスコ 

〔編集部ょり〕 

本書は、1996年にアメリカで出版された 「Dreamland Japan 」 を日本語に翻訳したものです。本書に出てくるさまざまなデ 
1夕は、 原則として、原書が出版された 1996 年初頭当時そのままにしてあります。そのため現在はかなり変わつている点も 
ありますので、ご注意ください。 

1998 . H 1-2 月 マ ー ル 社 
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ーッボンマンガ論 

——日本マンガにはまったアメリカ人の熱血マンガ論 



第一章意識下を脱く 


第一章意識下を覗< 

-マンガにあらわれる現代日本人の姿 


1995 年、 日本の元総理大臣、宮沢喜一がとあるマスコミにコラム記事を連載しはじめた。ところがなんとそれ は、 新聞で 
もなければお堅い雑誌でもな く、 マンガ雑誌「ビッグコミックスピリッツ」だったの だ。 宮沢は当時75 歳、 尊敬を集める政治家 
にして言論人でもあることだし、マンガ雑誌などほとんど手に取りもしないだろう。その宮沢がわざわざマンガ雑誌を選んだ理 
凼 は、 はっきりしている。「ビッグコミックスピリッツ」はおよそ140万人もの読者(若いサラリーマンをはじめ、選挙権年齢 
に達している人を主とする)を持っている大雑誌 だ。 日本のマンガ雑誌は いまや、 大衆に訴え世論を動かすには絶好の、大マス 
コミ媒体なの だ。 

日本は、世界にさきがけて 「コミックス」 に市民権を与えた国 だといえる。 もともと 「コミックス」は、 主として若者のため 
の、 ユーモアある娯楽の一つだったが、日本ではいまや小説や映画とほとんど同じ立場にある。日本においては 、「コミックス」 
は、 まったく新たなものへ と 変容をとげたの だ。 いまの日本では 、「『コミックス』 が氾濫している」 とい っても よい。 出版科学 
研究所の調査に よると、 199 5年度の日本の雑誌書籍売上高の うち、 なんと マン ガが40パー セント 近くを占める という。 

これは、ちよつとぎよつとさせられるような数字だが、じつは、日本におけるマンガの勢力をあらわす統計は、まだまだ ある。 
1995年のマンガ本•マンガ雑誌の総販売部数は、なんと23億 冊。 実売数は19億册近くに 達し、 実に日本の 総人口、ひとり あ 
たり 一年に15冊ものマンガ本やマンガ雑誌を読んでいる計算になる。国際通貨に換算すれば、総販売額は70億から90億米ドル 
(アィスランドの国民総生産の約 2 倍) にあたり、 実売額は 60 億ドルから 70 億ドル。日本の全人口が、年間 ひとりあたり 50 ドル 以 
上を、 マンガ本に費やした勘定になる。この数字には、いわゆる「同人誌」はいっさい含まれていない。同人誌というのはアマ 
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第一章意識下を舰く 


<販売金額の割合> 


ンガ単行本 (9.7%) 


<販売部数の割合> 


マンガ単行本 ；（11.3%) 


そのほか 

(77.4%) 



マンガ雑誌 
(12.9%) 


そのほか 

(60.7%) 



マンガ雑誌 

(28.0%) 


全办辂 • 雑誌の販売金額2兆5 T 8961 SHJ 
命マンガ単行本•マンガ雑誌の阪：金額5 丁864傲リ 


令#锫 • 雑誌の販売部数48值4千万冊* 

令マンガ本•マンガ雑誌の販先部数18位9 T •万盼 


出版科学研究所「出版月報」1996年3月号 p 4 〜 p 9 および、同研究所の佐々木利春のインタビューによる 


1995年度に□本で出版されたすベての書緖 • 雑誌(こ占めるマンガの割合。 


チユアの作っているマンガ本のことで、商業誌のょうな販売経 
路をとっていない。 しかも、 以上の数字には、マンガ専門誌以 
外の雑誌は いっさい含まれていないのだが、いまや 普通の雑誌 
までが、どんどんマンガの連載をふやしているのだ。そのうえ、 
マンガフ ァンは、 雑誌 や本を個人で買わずに、仲間同士で「回 
し 読み」 することが 多い ので、 実際の マンガの 普及 度は、 実売 
数が示す ょりもさらに 高い にちがいない。 

数字だけを見て いては、 現在の 日本社会で、マン ガが どれほ 
ど 大きな役割を はたしているか、 実際に想像が つかないだろう。 
日本では、マンガは今や、 巨大な ファンタジ ー 製造 マシーンの 
中枢に君臨す る 「超 メディア」だ。マンガ 製造の 現場は、まず、 
雑誌(週刊、隔週刊、月刊、隔月刊、季刊などいろいろ)に、 
スト—リ ー マンガが連載されるところからはじまる。もし 読者 
の人気を得ることができれば、やがてその作品は単行本化され、 
ときには 豪華 本に なったり する。そしてテレビアニメに なり、 
さらに劇場でアニメ映画として公開される。特に大人気を博し 
たマンガの場合、この 一連の プロセスが何度かくりかえされた 
る。 

こ、っして、たった一本の人気マンガが、世界最大のアニメー 
ション産業のメシの種になるばかりか、いまや急成長をとげつ 
つある CD 、 キャラクターグッズ、文具、ゲーム、音楽劇、テ 
レビドラマ、劇場用実写映画、そしてときには小説にまでなつ 
たりするのだ。 
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第一章意識下を視く 


権威 ある 大手出版社 も、 いまや売れ行きの惡い文学作品ょり、マンガ関係書に力を人れている、と公然と語る"マンガは日本 
の子供から老人まで、 ありとあらゆる 人々に愛読されているから、最高の知識人と固される面々にと つても、 マンガを論じる こ 
とが当たり前になつて いる。 マンガはア ー トや 文学の世界に も 影響をおょぼしはじめ た。こぅして、 現在の日本を語る には、も 
はやマンガが日本社会の中では たして いる力を理解することが欠かせなくなつているのだ。 


しマンガとは何か？ 

ささやかな背景 

いったい、マンガとはそもそも何なのか？ いったいどこからきたのか？ 一言でいってしまえば、答えは簡単 だ。 マンガ— 
—それは、昔から日本人を楽しませてきた美術の長い伝統が、西欧から入ってきた形式を まとっ たもの だ、 といえる。 

1994年も暮れのことだったが、私は、来日したアメリヵ人著名マンガ家数人といっしよに、日本の著名マンガ家たちとデ 
イスヵッションしたことがある。ゥイル•アイズナ ー( 米国におけるコミック本の先達者で大マンガ家)も一緒だった。アイズ 
ナーは、日本でマンガ本がいかに勢力をもっているか、初めて目の当たりにし、大ショックを受けたという。自身、米国でコミ 
ックスがもっと日の目を見るようにと、悪戦苦闘を重ねてきたからだ。だが、「江戸東京博物館」に足を運んだ際、 19 世紀の日本 
の挿し絵人り滑稽本をじっくり眺めたとき、アイズナーの顔はぱっと明るくなった。まるで「悟り」を開いた仏の顔のようだっ 
た。なぜ、日本人がこんなにもマンガが好きなのか、やっと合点がいった、というのだ。なぜか？日本人は、昔からマンガ好 
きな民族だったからだ、という。 

たしかに、 日本人は 昔から、 大の美術好きだ (特に、 白黒の線描にすぐれてい る)。ファンタス テイ ックで、 ユーモ ラスで、 エ 
ロティック で、 ときには暴力 的で さえある 日本画の 数々。 その最高の 例が、 「鳥獣戯画」 だ。これは 12 世紀に描かれた動物画の絵 
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第一章意識下を視く 


巻物で、僧侶と貴族を風刺している。作者は、鳥羽僧正という僧侶だとされている。だが、現代日本マンガの直接の源流は、大 
きく分けてふたつある。ともに 18 I 11- 紀から19世紀初期にかけて盛んだった形式で、ひとつは「鳥羽絵」(鳥羽僧正の名に由来する)、 
もうひとつは「黄表紙」だ。両方とも、大量生産の木版出版物で、生産過程といい分業制度といい、今日のマンガ(マンガ家と 
アシスタントによって描かれる)に似たところがある。これまた今日のマンガと同じく、シリ ー ズものとして描かれ、江戸や大 
阪といった大都市の読者に人気を博していた。ほんとうの意味で、世界初のコミック本といえるのは、これら鳥羽絵や黄表紙だ 
ろう。 

一方、形式的なお手本——すなわち、セリフの入ったフキダシのあるコマがぺージに並び、全体としてひとつのスト—リーを 
構成する、という形式は、 19 I 1 I - 紀から20世紀に人るころ、米国から輸入されたものだ。当時輸入された米国の新聞連載マンガに 
は、たとえばジョージ.マクマナスの「おやじ教育」などがある。だが、大きな違いが一つある。米国初のいわゆる「コミッ 
ク•ブック」は、1930年代に出版された。薄手の本で、内容は新聞の連載マンガを集めたものだった。それに対し、戦前に 
出た日本初のマンガ本というのは厚手で、内容も、分厚い少年少女月刊誌の連載マンガを集めたものだった。この伝統が今日な 
お続いている。マンガ雑誌には' いろいろなマンガ家の連載ストーリーマンガが何本も戦り、やがてそれぞれのマンガが一 ml - の 
単行本になって出版される、というスタィルをとっているのだ。 

日本のマンガは、ほかの国の「コミックス」とどうちがうか？ 

現在、世界のコミックスを二分する二大巨頭は、米国と日本とであり、それぞれきわめて個性的だ。ョーロッバ、ラテンアメ 
リカ、 アジアなどのコミックスは、すべてどちらかの亜種といえる。米国のコミックスも□本のマンガも、もともとはよく似た 
形式から出発したのだが、その後、形式面ではひどく異なった発展の仕方をした。日本語の文字の書き方が英語とは違うので、 
ぺ I ジのめくり方が逆になる、などという違いだけではない。最大の違いは、長さだ。米国の「コミック.ブック」は普通 30 ぺ 
—ジから50ぺージから成る薄手の雑誌で、このべージ数で|つの連載ストーリーしかない。そして月刊のスタィルをとっている0 
それに対し、日本のマンガ雑誌の多くは週刊誌で、400ぺージほどもあって分厚く、一冊の中に何本もの連載マンガが詰めこ 
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第一章意識下を視く 


まれて いる(中には、 千べ—ジもあって40本ものマンガが載って いる 雑誌 さえある)。 そして、一本の スト ー リ ー が完結して単行 
本と なると、 1卷250ぺージ 以上、 全50卷 以上、などという 作品 さえ珍しくない。 

日本のマンガ雑誌の値段は、非常に安い。1995年度末の対ドル円相場で換算しても、安いと思える。米国の典型的なコミ 
ック本は、普通 32 ぺージほどで(しかもふんだんな広告べージ入り)、値段は 2 ドル以上もする。ところが日本のマンガ雑誌は4 
〇〇ぺージ以上なのに、たった3ドルか4ドル。1ぺ—ジあたりの値段で見ると、日本は米国の6分の 一 以下 だ。 こんなに安上 
がりな原因は、日本の出版社がおおいに享受している大量生産によるコスト効率、低価格の再生紙の利用、そして主としてカラ 
—印刷べージが少ないこと、以上 三 点だ。 

出版社側は、マンガ雑誌を「読者の蔵書にしてもらおう」などとは思っていないし、「しばらくのあいだ読んでもらいたい」な 
どとも考えていなかったりする。その証拠に、マンガ雑誌は読んだらすぐに屑かご行きになるか、あるいは紐でしばられて再資 
源ゴミとして出されてしまう。ただ、人気のある作品のみは、単行本(ベーパーバックあるいはハードカバ—)にまとめられて、 
また読者を得る。このようにして、日本のマンガの名作は、 40 年も昔の作品でさえ、非常な廉価で、いまだに本屋に並んでいる 
のだ。その結果、日本のマンガは、米国のコミックスが被ったような災難をまぬがれた。その災難とは？ 「高値」である。米国 
のコミックス界では、「コレクタ—」が大変な猛威をふるっており、いまや市場に出回っていない過去の人気コミックスを買いあ 
さっては、後生大事にビニール袋に入れ、自宅の引き出しにしまいこんでいるのだ。もちろん、手にとって読むことなどめった 
にしない。こ、っして、米国では新旧問わず、人気コミックス本の値段がどんどんつりあがっている。1995年、あるコレクタ 
I は、「アクション•コミックス」創刊号一冊を、なんと 13 万7千5 00ドルも払って買い込んだ。「スーパ—マン」が初めて載 
った号だからだ。米国で、日本のマンガの総合企画者として仕事をするトーレン•スミスいわく、「米国のコミックス本の出版社 
は、いまやフランクリン.ミント (訳注： コレクターを対象に 投資 目的の 記念 コィンやメダルを 製造 販売している 会社) のよう 
なものになりさがったね」。これは、主としてコレクタ— 向けの 本を出してちまちまと 小遣い稼ぎを する出版社を、 暗に 非難する 
言葉 だ。 

米国やヨーロッバのコミックスが豪華なカラー印刷であるのに 反し、 日本のマンガは白黒印刷で、ただ表紙とほんの数ぺージ 
のみ、 カラーになっている。だが、アート的な印象度からいえば、白黒はちっともハンデにはならない。それどころ か、 里 M 色 
の線描を芸術的に洗練 させ、 線と影によって絵に深みとスピー ドを つけることに見事に成功しているマンガ家もい る。 日本絵画 
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第一章意識下を視く 


の伝統は「簡潔こそ美しい」であり、多くのマンガ家はこれにのっとり、最小限の筆使いによって、じつに繊細な感情を描き出 
す。弓なりにあがった眉、、っつむきかげんの顔、後頭部をひっかくような手のしぐさ、たったこれだけで、文章にすれば何十行 
もかかりそうな人物の感情がみごとに描き出せる。そのうえ、現在ではマンガがますます大量生産されるようになったため、マ 
ンガ家は、黒白の背景をよりスピーデイに描けるようにと、いろいろな文明の利器を活用するようになった。たとえばコピー機 
だ。背景に使いたい写真をコピーして、画面に貼りこむことができる(最近、写真家の中には、マンガ家が作品を「盗用」して 
いる、と主張する人が出てきた)。あるいは「スクリーントーン」。これは市販されている模様入りシートで、画面に切り貼りす 
れば、すぐに影や、好きな材質感が出せる。スクリーントーンは世界中のコミックス作家が使っているが、日本のマンガ家はと 
びぬけて多種多様なものを使いこなせるため、いまや世界中の同業者の垂涎の的だ。なかには、市街や海などの背景用のスクリ 
—ント丨ン、などといつたものまでできている。スクリーントーンを使わずに、背景はあくまで手で描きたい、というマンガ家 
のためには、「背景カタログ集」というものがある。これは、背景のいろいろを集めたカタログで、学校の教室、オフイス、駅、 
レストラン、そのほかマンガの背景に よく 使われる場所がたくさん出ている。 

しかし、 米国やョーロッバのコミックス本に比べる と、 日本のマンガ家の画 力は、どうもいまひとつ、 というふうに見える場 
合が多い。1994 年、 米国と日本の有カマンガ家が集まって会議を開いた が、 その 席上、 日本側は、自分たちの作品が形式面 
ですぐれて いる、 とおおいに自慢した—— が、 画力の話になると形勢は一変した。日本側は一様におとなしく なり、 「米国のコミ 
ッ クスの正確な画 力には、 とうてい自分たちはおよばない」と認めたの だ。 

だがマンガを評価するさいの本当の決め手は、画力ではなく、スト—リーとキャラクタ丨である。第二次世界大戦後、手塚治 
虫というひとりのマンガ家が、日本のマンガの大改革の担い手となった。その方法というのは、ストーリーラインを豊かにふく 
らませる、というものだ。手塚は米国アニメ映画の影響を受けたためだろうが、それまでのマンガ家たちが10ぺージから20ベー 
ジ以内で一本のストーリーマンガを描いていたのにひきかえ、数百べージ、ときには数千べ—ジもにわたって、一編の大河小説 
にも似たマンガ作品をつくりあげた。しかも、技法的には、複数の視点を駆使し、視覚的効果をいろいろとあみだした。いわゆ 
る「映画的技法」と称されるようになったテクニックだ。米国のコミックス作家(たとえばゥイル.アイズナ ー) たちは、すで 
に10年も前に、この種の「カメラ的効果」を工夫していたけれども、この技法を、ストーリーの工夫とからませてマンガの改革 
をおこなったのは、手塚が初めてだった。 
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その 結果、 日本のマンガはどうなつたか？ まず、 セリフの数が、米国やヨーロツバの コミックス と比べてぐ つと 減り， その 


かわり、ひとつのアクシ 


3 


、ひとつの、 し理をあらわすのに も、 はるかに多くのコマとぺ—ジ数を費やすようになつた。たとえ 


ば米国の コミックスなら、ス— パーマンがヒロィンのロィス •レーンを 救い出す、というシ ー ンを 描くためには、コマはたつた 
ひとつ、 そのかわりにセリフ入りフキダシを盛りだくさん と、 説明セリフを使うだろう。しかし日本のマンガ なら、 同じシーン 
を 描く のに、言葉の説明やフキダシはいつさいなし で、10 ぺージ も 使うだろう(もちろん、白黒 印刷、 安い再生 紙、 そして大量 
生産による コスト効率、 という好条件がそろつているおかげで、マンガ家はこんなにたくさんのぺージ数が使えるのだが)。 

ここ数年、米国のコミ 
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ックス 作家たちも日本の 
影響を非常に受けている 
ため、 両国のマンガの違 
いは、 前ほどでは なくな 
ってき た。だが、 ものす 
ごくおおざっぱに言って 
ょければ、ごくごく最近 
まで、 米国の コミックス 
は いわゆる「絵入り物語」 
に 近く、 日本のマンガは 
「まるごと絵で語る物語」 

だ。セリフといつて は、 

特に効果をねらぅための 
わずか数個しか入ってい 
なぃ。 

映画的スタィルを導入 
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した結果，日本のマンガ家は、ストーリ—をいっそう発展させ、キャラクタ—の心理をより複雑に、感情をより深く描き出すよ 
うになった。ちょうど、映画監督の仕事と同じだ。キャラクタ—の日常生活の細かいことにまで読者の注意を集中させる。はら 
はらと舞い落ちる木の葉、ラーメンのどんぶりからたちのぼる湯気、会話のあいだの息詰まるような沈黙の一瞬。すると読者は、 
心を深く揺りうごかすような過去の記憶をいやおうなしによみがえらせる。日本のマンガが世界でもまれだと思えるのは、マン 
ガフアンたちが集まると、「あのシ—ンを読んだとき、感動で涙をぽろぽろこぼして泣いてしまつた」というたぐいの話になる場 
合が よくある、ということだ。 

映画 的スタイルが導入された結果、もうひとつの変革が起こった。欧米のコミックスよりも、ずっと図解的になったのだ0 
個々の絵そのものは、ストーリーの流れをちゃんと説明するという役目をはたしていればよく、それほどうまく描かれている必 
要はない。そもそも、なぜ、完璧にうまく描かれている必要があるのだろうか？欧米のコミックスフアンは、大好きな作品の 
ぺージをじっくり眺めては、作者のみごとな絵の技術をほめたたえてあきることがない。だが日本のマンガフアンはそうではな 
い。1983年の著書でも書いたことだが、米国の関係者にきかせればびっくり仰天するだろうが、日本のマンガフアンは32 
〇ぺージもの分厚いマンガ雑誌を、たった20分で読み上げてしまう。丨ぺージあたりわずか3 .75 秒だ。これでみるかぎり、 
マンガは「ある種の言語」なのであって、コマやべージは単なる「単語」だ。ただ、普通の言語に比べて、いわば、文法が異な 
っているにすぎない。日本人にいわせると、マンガを読むのは日本語を読むのと似ているという。たしかにそうだ。というのは、 
マンガの絵は漢字に似ているところもあるからだ。漢字そのものが一種の「絵」だし、言葉をかえていえば、漢字という表意文 
字は、 事物を線画で あらわしたものだといえるからだ。 

日本のマンガは、米国のコミックスより、はるかに多くの 視覚 的変化をもっている。米国のコミックスはいまだに 古代 ギリシ 
ア 以来の伝統に とらわれていて、人間の 姿 かたちをあきもせずにそのまま写し出し、しかもあいもかわらず、筋骨たくましい男 
性とグラマラスな女性、というワンパタ 丨ンを 踏襲している。日本のマンガと同じような斬新な世界をつくりだしているのは、 
米国ではわずかに、「アンダーグラゥンド•コミックス」か「インデイーズ」だけだ。そこでは、人間は一つのストーリーの中で、 
リアルに、しかも同時にリアルで なく、 という両条件をみたして描き出される。背景 も、 「マンガ的」であったり「シリアス」で 
あったりする。 

テーマにおいても、マンガは変化に富んでいる，•欧米のコミックスのテーマといえば、以前からシリアスものが多い。だから 
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マンガにあらわれた映画的効果の例その2。はしもとてつじ I いつも君がい 
た」 （1980 年)。 ©はしもとてつじ（秋田書店）1980 
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「コミック•ブック (吹き出したくなるような本ごという八叩名は一一5つてみれば矛盾していた(そのため「グラフィッ ク •ノベル 
(绘小説)」という言葉を代わりに使う 人 もいた が)。 テーマに関しては、その後たくさんの作家が実験を試みた が、 それでもなお 
依然として、米国 コミックスの 多くは若い男性読者を対象とするため、いまなお主要テーマといえばスーパ—ヒーローものであ 
る。 だが日本では、ストーリ—のテ—マはそれこそ千差万別で、人間の頭で考えつく かぎりの、 ありとあらゆることがとりあげ 
られて ハる。つまり、 日本のマンガは 、この 意味で小説に匹敵するのだ。男性向けあるいは女性向けのポルノ (ソフトコア、 ハ 
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—ドコア両方)あり、退屈なオフィスでのややこしい人間関係のあれこれあり、新宿の安売り ヵメラ ショップの店員が精神的な 
喜びを得る話あり。マンガはまさに大衆向けのメディアなので、老若男女、いかなる趣味の持ち主で あろうと、 ありとあらゆる 
読者に向けて、必ず何かを提供してくれる。 

だがとどのつまり、日本のマンガが世界の覇者となったほんとうの理由は何か？それはひとえに、マンガが「普通の人への賛 
歌」だからだ。米国のコミックス作家、ブラィアン•ステルフリーズがいみじくも言つたように、「米国のコミックスはあまりに 
も戯画的になりすぎてしまつた。信じられないような人間たちが信じられないことをしでかす...それが米国のコミックスだ 
ろう。だけど日本のマンガは、ごく普通の人間があたりまえのことをやる、そういうことじゃないか」 

だが、普通の人への賛歌であるということは、両刃の剣でもある。まさにこのために、マンガの多くが、読まれれば即くずか 
こ行きの運命をたどっているのだから。良質の作品でさえもが、あえなく読み捨てにされ、作家のエネルギーの浪费となってい 
る。大衆相手の人気商売であるために、マンガ家にはプレッシャ ー がか かり、 出版社側は、少しでも儲けを 搾りとろうとやっき 
になる。その結果、人気連載マンガは、最初のエネルギ—を失い、やがて惰性だけで、だらだらと長くつづく ような ことになり 
はてるのだ。 

マンガとほかのメディアとはどうちがうのか？ 

経済市場では、マンガはほかのメディアとたいしたちがいはない。だがアート的な面では、かつて子供相手の安上がりな娯楽 
だつたという負い目をいまだにひきずつている。いまだに、アートとしては、まともにとりあげられたことがない。マンガ家の 
中には、ちょうど小説界におけるトルストィや川端康成のように、芸術的に高いものをつくりだそうという野心的な人々もい る。 
だが大多数はそうではない。だいたい新人マンガ家の目標は、ひたすら「読者を楽しませて、せいぜい自分も楽しもう。そして 
金儲けをしよう」だ。仕事をしていく上で、小説家や映画作家のように、批評家のきびしい目にさらされるチャンスもあまりな 
い(日本には、マンガ評論家は存在する。だがマンガそのものがたわいない大衆の娯楽とされている関係上、評論家もマンガ評 
論一本で食っていくことができなくて、たいていはほかの仕事で生計をたてている〇その結果、マンガ作家は、質的に高い作品 
を生み出そうとするほうにはいかず、ひたすら大衆の趣味におもねることとなり、しばしばセックスと暴力をくりかえし描くこ 
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とになりがちだ。だが、批評の目にさらされないという弱点が、逆に武器になることもある。作家自身は気づいていないかもし 
れないが、批評を気にせず、自由に表現し、たえず創造性を高めていくことも可能なのだ。 

マンガという表現手段は、他の分野に比べれば、創造性を発揮する余地が大きい。小説家の場合は、文章修業という長い訓練 
期間を要する。映画作家の場合は、俳優やスタッフを使いこなす技量、莫大な費用、多人数による製作、という難関がひかえて 
いる。たしかにマンガ家の場合 も、 人気作家ともなれば自分のプロダクションをもち、10人以上のアシスタント、マネージャー、 
それに専厲写真家までかかえていたりする。だが新人の場合、必要なものはよいアイデア、ある程度の肉体的精神的スタミナ、 
それにペン、鉛筆、紙、それだけあれば充分だ。とびぬけた絵の才能などは、必ずしもなくてもよい。 

つまりマンガは、表現手段としては、映画、 CD 、 小説、テレビなどといつた他のメディアのはざまにあるといえる。胃にも 
たれない、軽いエンターテインメントだ。仕事や試験勉強の前、駅での電車待ち、美容室で髮をきれいにしてもらつているとき、 
ヵップラ ー メンのできあがりを待つ数分間、喫茶店での待ち合わせ.•こ」、っいつたちよつとした手持ちぶさたの時間に、マン 
ガはおおいに役に立つ。持ち運びができるし、それに、今日の日本の都会の雑踏を考えれば重要なことは、「他の人のじやまをせ 
ずに楽しめる娯楽」だということだ。 

J なぜマンガを読むべきか？ 

ありのままの真実 

日本語の翻訳家、通訳者、そのほか、日本人ではないが日本語に精通する必要のある方々は、マンガを読めば、たえまなく変 
化する現代日本語の様相が手にとるように把握できる。マンガのセリフの日本語は、他のいかなるメディアの日本語よりも、い 
きいきしていて、町で普通の日本人がしやべつている言葉に近い。多くの新しい表現の源泉ともなつている。また、これから日 
本語を学ぼうという学生にとつても、マンガは視覚的に理解できるので、たいへんよいテキストになるだろう。これに関係した 
ことで、最近、米国出扳界でなかなかおもしろいことがあつた。1990年、ヴォ—ン•シモンズという名のアトランタ在住の 
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一米国人が、このアィデアを実行に移し、「漫画人」なるタィトルの雑誌を創刊した。日本のマンガに英語の説明を入れ、マンガ 
を使って日本語と日本文化を知ろうという雑誌だ。読者は、難しい漢字入りのセリフと悪戦苦闘して疲れたら、英語の説明を読 
んで 頭を 休めれば よい。 

だが、マンガを読むことをおすすめしたいのには、もっと大きな理由がある。来日した外国人がとまどう最大のもののひとつ 
は、 「たてまえ(表向きの意思あるいは ィメー ジごと「ほんね(本当の意思や感情)」の使い分けだ。その場の状況にあわせて意 
見を言ったり行動した りする、 というのは、なにも日本人だけの特技とはかぎらない。世界中ほとんどどこの国でも行われてい 
ることだ。だが、特に日本のように人口過密な社会にあっては、この使い分けこそ、他人と衝突しないです むし、 公的な自分と 
私的な自分とをきっちり分けておくことができる、大きな秘訣なのだ。しかしその結果、日本人は自分たちが外国人に「誤解さ 
れている」としよっちゆう感じているし、外国人は外国人で、日本人を「わけがわからない国民だ」と思いこむことにもなる。 

マンガを読めば、「わけのわからなさ」がすぐさま解消される、というわけではない。だが少なくとも、日本社会にいて感じる 
「不透明さ」は、かなり消えるだろう。まず言っておきたいのは、日本人以外の人々(マンガをほとんど読まない、というごく少 
数の日本人を含む)がマンガを読めば、「わかりにくい」と感じるにちがいない。日本のマンガは、たとえどんなに巧みに英語に 
訳されていようが、ストーリー、絵柄、テンポなどありとあらゆる意味でまさに「日本的」だからだ。日本語に頼ったジョーク 
やだじゃれのセリフ。時として「•••」しか入っていないフキダシ。じっと地平線を見つめているだけだったり、激しいしぐ 
さをしているだけの人物たち。頭の中はセックスー色、といった男性キヤラクタ1は、時として突然「鼻血ブ I 」になったりす 
る。わざわざ遠回しになってみたりするストー リー 。いったいなぜ、もっと話をまっすぐに発展させないのだろうか？ その答 
えはすぐに出る。これらのマンガの作者たちはみ な 日本語で考えているのであり、英語ではないからだ。だから日本人以外の読 
者はいらいらしたり、じれったくなったりする。たとえセリフが英語に訳されている場合でも、だ。しかし、そこで投げ出して 
はならない。いままで接したことのないこれらの絵、セリフに、じっくり 腰を すえて取り組まなくてはならない。それに、マン 
ガは 現実の忠実な再現な どではありえない。たとえ、ありふれた男女の 日常茶飯事を 描くマンガであれ、きわめて 忠実に 描かれ 
た 歴史 マンガであれ、あるいは 税率の 問題を扱っているようなおかたいマンガであれ、およそマンガというものの根底にあるの 
は、すべて、 純粋な (ときとして過激な)フアンタジ—なのだから。 

さて、いったんマンガという r 言語」 の 「単語 や文法」に慣れてしまうと、マンガというものの本質がみえて くる。それは、 
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マンガ家の精神の内面的作業のあらわれなのだ。よけいなものをまじえず、内面そのものの働きがそのままあらわれている。こ 
の点で、マンガは、映画、一般雑誌、テレビなどとはおおいにちがう。映画そのほかの場合、ぼうだいな編集作業、多数のスタ 
ッフによる会議などが行われるシステムになっている。米国の場合はコミックスすらそうだ。米国のコミックスの多くは、コミ 
ックス作家のみならず、セリフを描くデザィナー、ペン入れの技術者、それに原作者など、おおぜいのスタッフが出版社のコン 
トロールのもとで働く共同作業なのだ。なるほど日本でも、マンガ家はおおぜいのアシスタントをかかえ(場合によっては専属 
ヵメラマンまでいる)、指揮者のように采配をふるつていたりはする。だが、このプロダクションの中心にいるのは、あくまでそ 
のマンガ家ひとりであり、何を描くかを決定する権利は、マンガ家のみの手ににぎられている。この仕事には、必ずしも高い学 
歴や教養が必要とはかぎらない。マンガ家の携わっている仕事の内容はシンプルなものだ。ただ必要なのは、自分の作品が、読 
者に、マンガ家自身のきわめて個性的な世界観を、生のまま伝えてくれるようにと、ひたすらセンスをみがくことなのだ。絵の 
技術がとびぬけてうまい必要はない。 

だから、毎年無数のマンガ作品が生み出されてはいるが、大部分は、夢を語るにも似た性質の作品が多い。読者の希望や恐れ 
に訴えかけるのだ。毎日ストレスにおしつぶされ、神経症気味になったりいらいらしたりしている都会人の気分に、マンガはぴ 
ったり マッ チす る。こ、っ 考えてみると、信じられないほど大量につくりだされるこれらのストー リーマン ガというのは、とどの 
つまり、たえまないおしゃべりの無意識な集成なのではないだろうか。夢の世界の明確な表現と言ってもいい。だから マン ガを 
読むという行為は、 H 本人の心の、二度と見ることができないありのままの真実を贶きみることでも ある。 

「マンガを読むことは、「たてまえ」のむこうのありのままの日本文化を知ることだ」-というと、読者の中には、「そんな 

のは日本愛好家 か、 日本語を勉強する学生にしか関係ない ことだ」 とおっしゃる方もおられるにちがいない。そういう人は、現 
在のわれわれの日常に、日本文化がどれほどたくさんの影響をおよぼしているか、そしてその影響がどんなに深いか、をごぞん 
じないの だ。 特にマンガとアニメは、米国のポップ •ヵル チャーのすみずみにまで浸透している。そしてい まや、 英語文化の表 
層の レベルにまで、 頭をもたげはじめているの だ。 ハリウッドの メジ ャ ー 映画、ロック•ミ ユ— ジック•ビデオ、 それに アート 
作家の世界で も、 マンガやアニメの影響が、大なり小なりどんどんあらわれてきている。マンガやアニメは、 いまや、 われわれ 
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米国人の色彩感覚にまで影響力をふるうようになった。「ニューョーク タイムズ」1995年2月3日 の記事には、こうある。 
「ジャン.ポー ル.ゴル チェのような人気デザ イナ ーが、日本のマンガ雑誌の表紙に使われている新しいエキゾチックな色をどん 
どん採用している」また、米国の子供たちは、テレビアニメを見ながら成長する。 親が てっきり「米国製だ」と思いこんでいる 
それらのアニメは、実は日本のマンガが原作であり、日本製アニメの二番煎じにすぎない。 南北 両アメリカ、ョーロッバ、アジ 
ア 、才丨 ストラリア、いたるところで影響力をふるつているこれらのものの裏には、いつたいいかなる 精神が ひそんでいるの 
か？それを知るのは、われわれの義務だ。1960年代の「アストロ.ボーイ(鉄腕アトム)」は、いったいなぜ、米国産アニ 
メとあんなにもちがっていたのか？ 「スタ 丨 •ブレイザ ー ズ(宇宙戦艦ヤマトごの中にある民族主義的な思想とはなんなの 
か？ ロボットの概念を変えたのは、いったいだれなのか？1995年の「セ I ラ ー ムーン」 シリー ズのヒロインたちは、な 
ぜ、あんなにも大きな瞳をしているのか？これらの答えは、マンガを読み、マンガを通じて日本文化を知れば、おのずとわか 
るだろう。 

コミックスが大好きという読者にとって は、 マンガを読むことにはもうひとつ別の意味がある◦マンガというメディアを通し 
て、なにができるだろうか、というのがわかるのだ。「コミック•ブック」に、世界で初めて正当な市民権を与え、そしてかくも 
壮大なスケ I ルで、マンガの可能性を追求している H ± 界最初の国、それこそ日本なのだ。マンガは現在なおさまざまな実験に挑 
戦中であり、およそコミックス、新しいメディア、新しいコミュニケーションの方法、読み書き能力、といったものにわずかな 
りとも関心のある向きにとつて は、 日本ほどおもしろい国もない。むずかしい内容をマンガを通じて伝える、ということが、ど 
の程度可能かも、日本を見ていればわかるだろう。かつては子供のものだったこの新しい表現手段が、ほかの表現手段と、はた 
してやすやすと共存していけるものだろうか？文字のみの表現手段はいずれ、マンガにとってかわられてしまうのだろうか？ 
これらの 疑問の 答えは、いずれ 時が たてば、はっきりするだろう。 

いろいろ述べてきたが、とどのつまり、マンガを読むことをおすすめする最大の理曲 は、 きわめて単純だ。人がマンガを読む 
最大の 理由は、 なにも日本文化や日本語を 学ぶ ことでもない し、 そのほかの小難しい 社会学 的な理屈とも関係ない。要するに、 
マンガがひたすらおもしろいから。ただそれだけなのだ。 


30 


第二章世紀末現象としてのマンガ 


第二章世紀末現象としてのマンガ 

-日本マンガは本当に「危険」なのか？ 

19 世紀末ころ、西欧杜会では、日本へ旅行して、この「変な国」のことを報告す る、 というのが流行りだった。パーシヴァ 
ル.ロウェルという人物がいた。のちに著名な天文学者となり、火星に生物がいるかもしれないと論じて評判となった人だが、 
この人が 1888 年に出した著書「極束の魂」には、こういう一節がある。「実際これら外国人の姿は、われわれそっくりだが、 
まるで別もののようにも見える。彼らの姿を見ていると、いわゆる『あべこべ鏡』にわれわれの人間性を映しているように見え 
てく る。 たしかにわれわれにもなじみ深い思考法が映し出されているのだが、ただ、まるであべこべの映像なのだ」さいわい 
(というよりむしろ、不幸にもというべきだろうか)、ロウェル自身はマンガを読んだことなどなかった。およそ日本文化はすべ 
てそうだが、マンガもまた、欧米のコミックスと比べて、まつたく同じようなものだともいえる し、 まつたく異なつているとも 
いえる。そして、この「同じ」と「異なる」との両ベクトルが、相交じりあつているところからこそ、学べることが多くあるの 
だ0 

I 漫画、まんが、 マンガ 、コミックス 

「マンガ」と「コミックス」 

英語に おける「コミックス I を、 日本人ならまず全員が、「マンガ I という。だが、マンガ 雑誌の タィトルには 英語の 「コミ 
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ックス」のつくものもあるし、マンガ業界人の中には、一般人とのちがいを示そうとしてわざわざ「マンガ」のことを r コミッ 
クス」と呼ぶ人も多い。出版科学研究所(日本における出版物のデータをとる団体。ここの出す資料には、「マンガ」ではなく、 
必ず「コミックス」とある)のとある代表者は、こう語ってくれた。「『マンガ』という言葉には、なんか『やぼったい』『安っぽ 
い』というイメージがある。だからあまり使われないんだね。だけどまあ、近いうちに、『マンガ』のほうがよく使われるように 
なると思うよ。マンガ雑誌の編集者も、マンガという語そのものには抵抗がなくなっているからね」 

英語国民もそうだが、日本人も、「ひとつのまとまった物語をあらわす続き絵」にぴたりとくる言葉はないものか、と苦心惨儋 
してきたのだ。米国の場合だと、「力—トゥーンズ」「コミック•ブックス」「フアニー•ブックス」「グラフイック•ノベルズ」 
などいろいろな言葉が使われるが、最もポピュラーなのは「コミックス」だ。この語は、「しよっちゅう冗談をとばしている人」 
という意味にもなるから、シリアスな作品の呼び名としては、いささか不都合ではある。日本ではどうかというと、シンプルな 
戯画は、昔からいろいろな呼び名で呼ばれてきた。たとえば「鳥羽絵(ユーモラスな絵巻物を初めて描いたといわれている僧侶 
「鳥羽僧正」に由来する)」、「戯画(遊んでいるような絵ご、「ボンチ絵(英国の人形芝居「パンチとジュデイ」および、英国のユ 
—モア雑誌「パンチ」に由来)」などなど。「漫画」という語が初めてあらわれたのは、1814年、葛飾北斎の描いた木版画の 
タイトルとしてだ。これは文字通り「きまぐれな絵」という意味だった。今日のように、まとまった続き絵、「コミックス」を指 
すものとしてこの語が使われるようになったのは、 20 此紀になってからで、しかもはじめは、そんなに定着した語ではなかった 
らしい。そもそも最初は漢字二字で「漫画」と表記されていた。「漫」という字は、「とりとめもなく」とか「心にもなく」とい 
う意味をあらわし、「不道徳な•みだりがましい」という意味合いもそれとなく含まれている。「画」という字は「絵」をあらわ 
す。専門用語としては、今日の「マン ガ」 という語は、「カリカチュア」 「時事 マン ガ」「連載 マン ガ」 「コミック 本」 のすべてに 
あてはまり、「アニメーション」のことを指す場合さえある。ただし、若者たちは「アニメーション」のことは「アニメ」とよび、 
「マンガ」とは区別している。 

このように、非常に広い意味をもつという点で、日本語の「マンガ」は、英語の「カートゥーン」に似ている。そしてまた、 
ユーモアのある作品もシリアスな作品も両方とも含まれるという点で、英語の「コミックス」という語とも共通点がある。だが、 
もっと正確な言葉を使いたいという人も多く、そのさいよく使われる語のひとつが「劇画(劇的な絵、または絵小説、といった 
意味の日本語)」だ。一方「コミックス」という英語もそのままよく使われるが、これなどは日本において、外国語(とりわけ英 
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語)がいかに日本語の単語にかわってよく用いられるかを 如実に 示している。要するに、日本語より英語の ほうが、 新しくて か 
っこいい雰囲気があるから、というわけだろう。また日本人にしてみれば英語の「コミックス」のあらわす意味合いが不透明な 
ため、この語には「知的」な感じもつきまとう。 しかし、 「コミックス」なる語を愛用する人々は、この英単語が本来もつあいま 
いさや 矛盾が そのまま：〇 本 語にもまぎれこんで くる、 という 事実に気づいて いない。 さらに 惡 いこと に、 日本のマンガ関係者の 
中には、「コミックス」という語を要するに「マンガ単行本」という意味で用いる人もい る。 その場合マンガ雜 誌は、「コミック 
誌」とか「マンガ 雑誌」 と呼ばれる。 

日本のマンガ産業の担い手たちは、「コミックス」という英語がかっこいいからというだけの理由でこの語を使いたがるのだ 
ろうが、こ、っいう専門家たちは、話が海外のマンガのことに及ぶや、とたんに日本の「コミックス」のことを「マンガ」という 
日本語で言いたがる。アメリカのコミックスとの差別化をはかるためだ。こ、っいう会話では、米国のコミックスは「コミックス」 
とか「アメコミ(『アメリカン•コミックス』の略語だが、なかなか魅力的な言葉だ)」と呼ばれる。一方、欧米のマンガ界では、 
最初日本の「マンガ」はすんなり認知されたものの、その後、「マンガ」という日本語の解釈をめぐる混乱がどんどん増幅しつつ 
ある〇1990年代半ば、ロンドンに本拠を置く会社「マンガ•エンターティンメント」が、「マンガ」というロゴを商標として 
登録しようとしたことがあった。この会社の主張にいわく、「マンガという日本語は、わが社がョーロッバに翻訳配給している日 
本製のアニメー ション •ビデオを 指す 言葉 だ」 (つまりこの会社は、アニメビデオのほかに日本の「マンガ本」も翻訳出版してい 
るのだが、本との違いをあらわす語として、「マンガ」という言葉を使っていたの だ。 その証拠に、コミックス本の商品名は、や 
たらくどい「マンガ.コミックス」だった)。その結果、1995年、ョーロッバの少なからぬファンのあいだでは、「マンガ」 
という日本語はそのまま「日本製アニメ」を 意味す る語となり、一方米国では「日本のコミックス」を 意味す る語となった。 

このように、「マン ガ」 という語にはさまざまなあいまいさがまとわりついている ため、 マン ガ家や印刷業 者は、いろいろな 書 
き 方でこの 語を あらわすことが多い。そもそも 日本語の文字の 書き方は 優美だが 複雑で、いまでは左から 右へ と横書きに 文字を 
書く こと もできるし、縦書きももちろんできる(第二次世界大戦前は、横書きはもっぱら右から 左へ だった)。「マン ガ」 という 
語 も、中国から 昔 輸入された 「漢字」 で 「漫画」 と書かれることも あり、 美しい草書 体から 発展した音標文字 「ひらがな」 で 
「まんが」とも書かれ、かと思うと角張っ た音標文字 「カタカナ」 で 「マン ガ」 とも書かれる (カタカ尸は、 もともと 外国語や特 
殊効果を あらわすために使われることが多い)。さらにはローマ 字で 書きあらわされる こと もある。 
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ス—。八！ コミック•シティ 

1994 年の春、初めてマンガフアンの大コンベンションに参加したときは、まるで不思議の国に迷い込んだアリスの ような 
気がしたものだ。米国のコミックスフアンのコンベンションそのままの世界だった。フアンの大群、コミックスを売るブ—ス、 
そして色とりどりのコスチユーム。ただし、そのほとんどすべてが、米国のそれとはあべこべだという点で、私はまるで不思議 
の国に入りこんだ気がしたのだ。 

このコンベンションは「第三回ス ー パー.コミック•シティ」、会場は東京の晴海貿易センタ1。4月4、5日にかけて開崔さ 
れた。コンベンションの主催者はィベントプランニングの会社で、一年かけて日本の大都市各地でこの催しをやるのだが、東京 
の大会は中でも最大のものだ。会場として巨大なエキシビション.ホール五つが使われ、期日も二日ぶっとおしでおこなわれる。 
さいわい、ガィドとして三好宽とメアリー •ケナ I ドがついていてくれたからよかったものの、 ひとり ぼっち ならき っと途方に 
くれてしまっただろう。この二人は日本のマンガ批評誌「コミック.ボックス」の編集者で、マンガ.コンベンションの li- 界に 
かけては通だ。 

米国のコミックスのコンベンションにやってくるフアンといえば、男性が圧倒的に多く、中にはビール腹で刺青などあったり 
する中年男もいる。ところがここ「スーパー•コミック.シティ」では、私は多少まごついたものの、不愉快な気持ちなど起こ 
ろうはずがなかった。なにしろ、年の頃といえば10代後半か20代前半かという、妙齢の若い女性フアンの大群があふれかえって 
いたのだから。そのうち 90 パーセントはメィクアップしていたし、だいたいは凝った服装をし、中にはフリル付きドレスをまと 
っていたり、香水の香りを漂わせている少女もいた。だが見かけこそ華やかだが、実はこの種のコンベンションは、近年、きわ 
どい作品がはばをきかせているとの理由で、警察には目をつけられ、マスメディアの注目の的となっていたのだ。たとえば19 
94年末、コミック.シティ.コンべンションのひとつは、®-察の警告を受けて、開催中に中止された。だからフアンたちが神 
経過敏になるのももっともだ。三好氏がいうには「会場では、クローズアップの写真は撮らないほうがいい。親や学校の先生に 
ばれたらことだからね0 
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ほかに も、 違いはあった。米国の大会では、コミックス本を売るブースの数はせいぜい数十だ。ところが、晴海では、その数 
なんと1万8千近く。そして、米国のコミックス本の市場では、稀覯本を買い占める男性フアンが主流なので、売られているの 
ももっぱら、男性ヒーローが活躍する人気作品のバックナンパーだ。買い手たち(ほとんどがいい大人)は、買い込んだお目当 
ての獲物をまるで株券かなんぞのように、後生大事にビニール袋に包んでしまいこむ。開けて読むことなどめったにない。戦利 
品がいつの日にか、市場的価値を認められ、数干ドルで売れる日を夢見ているのだ。ところが、晴海の「スーパー•コミック. 

シティ」で11冗られていたのは、すべてが「同人誌」またの名「フアンジ 
ン」だつ た。 描き手もマンガフ アンなら、 読み手もマンガフ アン、 そし 
て断じて読まれるための雑誌であり、収集されるためのものではない。 
こういう雑誌の描き手は、たいていどこかの「サークル」に厲している。 
「サークル」というのは要するに、同好のアマチュアの集団で、もっぱら 
マンガ作品を描いて世に出すために、メンバーはたがいに協力しあって 
いる。現在、日本には、5万を越える数のマンガサークルがあると いう。 

そのとき、会場に並べられていた「同人誌」のジャンルは、実に多岐 
にわたつていた。「オリジナル(まつたくのオリジナル作品ご、「アニパ 
口 (人気アニメのパロデイーご 、 r ジュネもの(男性同性愛を扱ったシリ 

—リ I 。商業誌 rju n e 」 が先鞭をつけたご、「やおい 
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(「やまなし、おちなし、いみなし(クラィマックスがなく、決め手がな 
く、意味もない、といぅ日本語のフレーズごに由来する。人気アニメの 
男性主人公を借りて、男性同性愛ストーリーに仕立てあげたもので、ナ 
ンセンスでおあそび気分の作品が多い)」などだ。男性ファンに人気のあ 
るジャンルは、「美少女(かわいい女の子のキャラクタ1)」、「ロリコ 
(ロリ I 夕•コンプレックスもの)」などだが、これらふたつの中には、 
米国でなら、「チヤィルド.ポルノ」とみなされるよぅな過激なものもあ 
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る。 なお同人誌のほとんどはマンガだが、 中には、 マンガを小説に仕立てたもの 
もある。マンガ•スタイルのゲームを売つているサ—クルも見受けられた。 

「第三回ス—パー•コミック•シテイ」の組織運営のレべルの 高さは、 まつた 
く頭を下げずにいられないほどみごとなものだった。同人誌という名のサブカル 


人 


g チャ— は、 いまや一大産業にまで発展を遂げているのだな あ、 とつくづく思い知 
らされたもの だ。 同人誌をつくっているアマチュアたちは資金を ため、 同人誌を 
発行する(だいたい loo 部から6千部程度)。その質的な レベルは、 商業誌に 
じゅぅぶん匹敵するほど だ。 しっ かりと製本され、 表紙はあざやかな ヵラーで、 
中身も オフセット 印刷、などといぅのは珍しくない 。コンベンション 会場には、 
同人誌を支える実に多種多様な企業のおえらがたまで顔をみせて いた。 たとえば、 
印刷会社や美術用品の会社の代表者など。そして、たくさん同人誌を買い込んだ 
ファン HII 当てに、戦利品を家まで宅配してくれる運送会社の社員まで が、 トラ ッ 
ク とともに、 会場の外で待機していたの だ。 

なにぶん広大な会場なので、せっかくやってきてもお目当てのマンガ家やその 
作品を見つけ出すのがむずかしい、というフアンの ために、 主催者は380ぺ一 
ジもの分厚いカタログを用意していた。会場の見取り図 や、 広告(印刷会社その 
ほか)、そして各「サ— クル」 に厲 する 数千 人 もの アーテイストひとりひとりの 絵が、切手サイズで全部のつてい る。同人 誌の発 
行部数はそんなに多くないから、だいたい第一刷で売り切れて しまう。人気 作品なら あつと いう間だ◦だから、人気 アーテイス 


卜の描いている雑誌のブ I スには、おおぜいのファンが長い列をつくって辛抱強く待っていた。列があまりにも長くてまがりく 
ねっていたりすると、いったいその人気のある先生はだれなのか、見えなくて よく わからない。だから列の最後尾の人が、「〜先 
生の列」と書いたプラヵードを持っていることが多い。列に並んで待っている と、 非常に時間がかかってしまうので、 メアリ 
— •ケナード(日本のマンガ産業で働いている米国人は非常に少ない。 メアリー はその貴重なひとりで、会社の資料にと、 おも 
しろそうな同人誌を買い込んだ)のように勝手知ったる ファンは、 友人数人といっしよに会場に行き、手分けして列に並ぶのだ。 
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会場に入る前に前もって打ち合わせをし、最少の時間でいかにたくさん、お目当ての雑誌を手に入れるか、綿密に計画を練っ 
ておく。 

さて、私はぶらぶらと歩きまわるうちに、会場に、ある一定の雰囲気がただよっているのに気がついた。非常に女性的で、 
やさしい雰囲気なのだ。 もちろん、 その雰囲気を破る ような もの もこ こかしこにある。たとえば、ロリコンものの人気作家の 
作品を売るブースの前には、若者がそわそわしながら、そうぞうしい列をなして おり、 男の汗のにおいがむんむんする。また 
ほかの場所では、高度に組織化されたハイテク装備の男性フアンが集まっている。まるで獲物をねらう肉食獣の ように、 寸時 
のむだもない動きで、ワイヤレス•ヘッドセットとマイクロフォンで連絡を とりあい、 たがいの行動をコントロールしながら 
買っているのだ。 

これほど巨大な「スーパ—•コミック•シティ」だが、現在の日本では、年間をつうじて、それこそたくさんのマンガのコ 
ンベンションが開催されている。たった一回だけで、20万人のフアンが集まる。巨大なフアン数という点では、かの大ロッ 
クコンサ —卜 「ウッドストック」なみだ。だからマンガの コンベンション.は、 読者と ア— ティストとの、直接的な接触の場と 
もなっている。商業主義という重圧からまったくのがれて、自由に接触できるのだ。 

n ミケット 

マンガのコンベンションが日本でおこなわれるようになったそもそものはじまりは、「スーパ ー •コミック•シテイ」では 
ない。やや散文的な命名だが「コミケ」または「コミケット」(コミック•マーケットの略)という催しが最初で、これは東 
京で年二回、 12 月と 8 月に開かれていた。フアンのために、フアンの手で運営され る、 まったく利益を度外視した催しだ0 
「ス—パー•コミック•シティ」のほうは 1980 年代半ばに開始され、もっぱら「やおい」の女性フアンが集まることの多 
い大会だが、「コミケット」の開始は 1975 年12月で、参加者の40パーセントはいまだに男性フアンだ。 

「コミケット」を主催する組織の代表は米沢嘉博。創設者のひとりで もある。 米沢の話によれば、コミケットはそもそも、 
SF フアンの世界から生まれてきたものだという。日本の SF フアン界は、米国の SF フアン界とその大会の影響を濃厚に受 
けている。米沢は著名なマンガ批評家でも ある。 彼い わく、「1970 年代はじめ ころには、 日本のマンガ雑誌というの 丈い 
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まより 少なかった。人気商業誌以外の雑誌なん て、 ほとんどなかった。その状況をなんとか変えていきたいと思っ て、 友だちと 
いっしよ に、 マンガ批評の同人誌をはじめたわけです よ。 変えていくには、まず現実そのものを見すえなくてはいけない。それ 
でコミケットをはじめたわけです」 

第一回コミケットに参加した人数は、およそ600人。それが1995年には、三日にわたっておこなわれる大規模なものと 
なり、会場の晴海貿易センタ 1 には、 30 万人ものファンがつどい、同人誌を販売する人の数もなんと 6 万人以上。もともと開催 
期間は二日間と決まっていたのを、フアンの熱望に応じて、とくに一日ふやしたのだ。第一日目はアニメ関係の女性作家の作品 
が重点的に展示され、二日目は「オリジナルもの」、 SF 、 音楽関係など。三日目はおもに男性作家の作品やゲームなどだ。「コ 
ミケット準備会」のメンバーは1200人で、みな手弁当だ。そのひとり、クリストファー•スウエットは日本駐在の米国海軍 
将校で、大のマンガファン。子供時代、テレビで放映された「アストロ.ボーィ」(「鉄腕アトム」の米国タィトル)を見て以来、 
日本のマンガやアニメの魅力にすっかり染まってしまったというスウエットは、かつて自分でも同人誌をつくり、コミケットで 
売ったことさえある。その第一号は、およそ loo ぺ—ジで、友人であるアマチュアマンガ家 20 人の作品を収めたものだった。 
300部刷り、一冊 5 ドルで販売した。収支はとんとんとまではいかなかったものの、会場に並べられること 6 時間で、 178 
部売れたという。 

いったいなぜ、日本では、同人誌やそれを売る大会が、こんなにも盛んなのだろう？ 1994 年 秋、 この疑問を米沢嘉博夫 
妻にぶつけたところ、夫人の英子は、こう答えたものだ。「なんといってもコンベンションはおもしろいし、それに、自分のひい 
きの作家の作品を読みたいと思ってもコンベンションでしか買えない、というのが、ファンにとっては、ぞくぞくするような秘 
密の快感なんじゃないですか」米沢嘉博のほうは、「なんといっても創造の楽しさだと思いますよ。同人誌は、アマチュアにでき 
ることとしてはかなり最高の部類じゃないですか。同人誌作家は、プロのテクニックなんか最初から望んではいないんです。ち 
ようどアメリカのロックンロールみたいなものだと思ってください。専門教育もさほど必要ないし、紙とペンさえあれば、アマ 
チュアにも描ける。それに映画なんかとちがっ て、 結果もすぐに出ます。商業誌のマンガだと、こうはいかないでしよう」。 

米沢夫妻は、ともに、好きなマンガのキャラクターを真似して描くことでマンガ修業の第一歩を踏み出した経験がある。いま 
では、二人の間に生まれた子供たちが、両親の若い頃と同じことをやっているという。現在の日本の若いマンガ家志望者たちは、 
まず同人誌をつくりたがる。なんと小学校三年生ですでに、自作のマンガをホッチキスでとじて簡単な同人誌をつくり、仲間と 
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競い合う子供たちまでいる。いたるところの小学校、中学校、高等学校、大学にまで「マンガ研究会」がある。こんなにも日本 
の津々浦々でマンガが盛んな理由のひとつは、もしかしたら受験の重圧がのしかかっているせいかもしれない。米沢嘉博いわく、 
「マンガというのは、教師から強制されて描くわけではない。だから、子供が自主的に参加できる数少ない活動の一つだといえる 
かもしれないね」。 

では、同人誌をつくったりコンベンションに参加したりする人数が、なぜ男性より女性に多いのだろう？ここでもまた、教育 
という問題が顔を出してくる。米沢嘉博の説だと、「男は大学に入るようにと強制される。日本の教育システムだと、何年間も受 
験勉強の重圧があって、大学に入れなければ、自由な時間が手に入らないようになっているわけですよ。ところが女の子はちが 
う。男の子に比べれば受験勉強も強制されないし、中学生か高校生で同人誌をはじめるゆとりもある。その時期が、最も自由な 
時期じやないですか。それに女の子は、たとえ興味があっても、ひとりでコンベンションに行きたがらない。必ず友だちをつれ 
ていく。友だちがマンガなんかきらいだと言っても、ひっぱっていく。だから会場には女の子がいっぱいいるわけです」。 

日本で同人誌がさかんだからと言って、それがすぐ海外でも通用するかといえば、事情はちがうようだ。「同人誌がさかんなの 
は、日本では著作権のチェックが甘いということも手伝っていると思うわ。米国にも『ファンジン J はあるけど(たとえば『ス 
夕—. ウォ ー ズ J をべ ース にしたものなど)、これ以上出版をつづけたら、著作権侵害でどうなるか、といつもびくびくしている 
もの」(メアリー.ケナード談) 

さらにクリス•スウェットによれば、「どうも、普通の商業誌にはない魅力があるらしいね。特に、商業誌の中の好きなキャラ 
クタ—を借りてきてパロディーにし、おかしなシチユエーションをつくりあげて、ストーリーを勝手に作り上げることができる0 
つまり原作者にはできないことができる、というわけだ。日本のマンガ家でさえ、アメリカのプロ •コミックス作家よりはひじ 
ように自由に描けるのだから、これはかなりすごいことだと思う。米国の著作権法には、ファンが勝手なことをするのを許す余 
地など、まったくない。たしかに明文化されているわけではないけれど、実際にはそのように法律が運用されている。著作権保 
持者は、自分の権利を徹底的に守る。そうでない場合は、その作品は国民全員のものとなるわけだ。だが日本では事情がちがう 
から、作家も出版社も、我慢せざるをえない。べつに作家や出版社がわざわざ好んでそうしているわけではないけど、ファンは 
お得意さんでもあるから、だまって波風をたてないようにしているわけだ。それで利益を得る出版社もある。同人誌作家のなか 
で、これはと思う者をスカウトしたりしてね」。 
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同人誌市場があまりにも巨大化したため、いまや商業誌の世界との区別があいまいになりつつある。コミケットでは、そもそ 
もの「アマチュアやフアンの大会」といぅ要旨を守るために、営利目的の企業の参加は許されていない。主催者 も、 あくまで非 
営利的な立場を保持する こと、 と決められている。だが、なかには、一冊 600 円以上もする同人誌を 6 千部も売りさばく人気 
作家もでてきたため、コミケットの「アマチュア」市場に も、 いまやプロの手がのびるのは、避けられない情勢となつた。しか 
も、 現在商業誌で人気を誇るプロ作家、高橋留美 子、 いしいひさいち 、 「CLAMP (女性作家のチームごなどは、みなかつて 
同人誌で活躍していたアマチュアあがりなのだ。 

こぅして、現在では商業出版社といえども「同人誌現象」を無視することは不可能となつた。一回のコンベンションで二日間 
の会期内に動く金といつたら、あぜんとするほどの巨額だ。雑誌「アエラ」 1991 年 9 月 3 日号には、その年のコミケットニ 
日間でフアン全員が使った金の総額がなんと「 30 億円を越えた」とある。しかもこの額には、総勢 20 万人の入場者が一人ずつ支 
払つた入場料代わりのカタログ代 10 ドルは、入っていないのだ。 

一■オタク 


すばらしきフアンたち 

1993年、 「ワィアード•マガジン」創刊号の表紙に、英語の説明抜きでいきなり「オタク」という日本語の大見出しを見た 
とき、 私は思わずにやりと笑ってしまった。 近年、 英語には多くの日本語の単語が入りつつある。ごく普通の人の会話に も、 「マ 
ンガ」「アニメ」という語が出てきたりするょうになった。「オタク」なる 口 本語 も、 もうすぐそうなるだろう が、 どっ こい、こ 
の語の定義はなかなかやっかいなのだ。 

日本製アニメやマンガを愛好する英米のフアンの間では、「オタク」というのは、以前は もっぱら、 「熱狂的なフアン」 という 
意味で使われて いた。1990 年代のはじめだったと思う が、 米国で、日本のマンガとアニメに関するコンべンションが開かれ 
たことがある。この種の大会としては初期のものだが、会場に行ってみたら、黒いレザージャケットの背中や T シャツの胸に、 
太い字で 「 otakul と誇らしげに書いてあるのを着た米国人の若者を何人も見かけた。 1995 年ごろ か、 そのちょっと前だかに 
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米国で開かれた日本製アニメのコンベンションに銘打たれた タイトルは、 なんと「オタコン」だっ た。 

現在、米国では「オタク」という語は、ちょっと違う特殊な意味を持つようになっているが、このように特殊な意味を帯びる 
ようになったのは、本家の日本においてもそう昔の話ではない。そもそも、日本語の「才」はていねい語をつくる接頭辞で、「夕 
ク」は「家」のことだ。つまり日本語の「オタク」はもともと「あなたの家」という意味だったのだが、現在の日本ではおもに 
「あなた」をあらわす尊敬語として、広く使われている。とくに、「あまり親しい関係ではなく、礼儀をつくすべき相手」を呼ぶ 
言葉として使われる場合が多い。 

ところが1980年代は じめ、 日本のマンガ•アニメファンの若者(男性) が、 たがいに仲間を呼び合う言葉と して、 「オタク」 
を使うようになっ た。 いったいなぜそうなったのかは、はっきりとはわからない。もともと日本の若者は、仲間を呼ぶ場合、も 
っと乱暴な代名詞を使うのが普通だからだ。だがともあれ、ちょうどこの時期、日本ではアニメやマンガファンの数が飛躍的に 
増え、特に「マニア」と称する熱狂的なファンが目に見えて増大しつつ あった。 「マニア」というのは「マニアック」に由来する 
英語(「ファン」が「ファナティック」に I:IH 来するのと 同じ だ)だが、日本語に入って、本来の意味とはズレた使いかたをされる 

ようになっている。 

エッセイストの中森明夫は、「マンガ•アニメ ファンを 総称して『オタク』と呼ぶようになったのは、自分が最初だ」と主張す 
る。 1983年6 月、 中森は、雑誌「漫画ブリッコ」(性的欲求不満の若者を読者と する、 ロリコン•ポルノマンガ雑誌) に、 
「おたくの研究」と題するコラムを速載しはじめた。そのな かに、 初めてコミケットを訪れたときのことを 語る、 次のような文が 
ある。 「•••その彼らの異様 さね。 なんて言うんだろう ねえ、ほら、 どこのクラスにもいるで しょう。 運動が全くだめで、休み 
時間なんかも教室の中に閉じこもって、(略)栄養の行き届いていないようなガリガリか、銀ブチメガネのつるを額に食い込ませ 
て笑う白ブタかてな感じで(略)友達ひとりもいない、そんなやつらがどこからわいてきたんだろうって首をひねるぐらいにゾ 
ロゾロー 万人！ • • • 」 

こ、っいった若いファンの生態を端的にいいあらわすのには、昔からある「マニア」とか「熱狂的なファン」などではどうもび 
ったりこない。だから中森はつづけて、次のような文を記す。「こ、っいった現象総体を統合する適確な呼び名がいまだ確立してな 
いのではないかと思うのだけれ ど、 それでまぁ チョイ わけあっ て、 我々は彼らを『おたく』と命名し、以降そう呼び伝えること 
にしたのだ一 
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中森のコラムは、すぐに連載中止になった(たぶん、編集長が、読者の反感を買うことをおそれたのだろう。実際この雑誌の 
読者は、まさに「オタク」的タイプばかりだつただろうからだ〇だが中森の命名した「オタク」なる語は強烈なインパクトがあ 
った。マスメディアはすぐにこれにとびついた。日本のマスメディアは概して群れをなす習性がある。中森はのちになって、「自 
分のせいで『オタク』なる語が市民権を得たことを考えると、複雑な気持ちがする。罪の意識を感じる、というほどではないけ 
とね」というようなことをもらしたことがある。中森のやつたことはただ、実際に増えつつある人種に、そのものずばりの命名 
をしただけ だ。 マスメディアの人々はすでに、これら新しいフアンの誕生に気づきはじめていたのだから。マンガ、アニメ、そ 
のほかのホビーに、まさに「とりつかれた」膨大な数の若いフアンの群れ。とりわけ、社会に適応できず、フアンタジーの世界 
に逃げ場を求める若い男性たち、だったのだ。 

マンガという狂気 

1980年代に「宮崎勤事件」がなかったとしたら、日本の「オタク」はお そらく、 単なる「マニア」でおわっていたかもし 
れない。米国のコンベンションでは、ホビーにとりつかれた若い男性をさして、「フアンボーイ ( fanboy )」 なる侮蔑的な語が使 
われたりする が、 日本の「オタク」 も、 「フアンボ I イ」に似た段階でとどまっていたかもしれないのだ。米国の「フアンボー イー 
は、 ごひいきコミックスのヒーローのベルトのバックルの色が、出版社の都合でかわったりすると、ものすごい勢いで抗議する0 
こういう 人々 を呼ぶのに、英語では「ギ—ク ( geek ごとか「ナー ド ( nerd ごなどともいう。「宮崎勤事件」が起こらなければ、 
「オタク」なる語もせいぜい、日本のメディアが物質至上主義の若者をさしていう侮蔑語(たとえば 「新人 類」)のひとつとして、 
まもなく忘れ去られたかもしれないのだ。 

宮崎勤という名の 27 歳の若者は、 1988 年から 1989 年にかけて、幼女四人を誘拐殺害した容疑者だ。殺害後、宮崎は、 
被害者の遺体の一部を、遺族の家宛てに、「今田勇子」なる偽名でおくりつけた。この名前は、宮崎が好きだった少女マンガかア 
ニメからとったものだとい う。 逮捕されたとき、宮崎の部屋には、6千本ものビデオ(そのなかには、スプラ ッタや ホラ—映画、 
ロリコン.ポルノ •アニメがたくさんあった)、そしてそれと同じくらい大量の同人誌やマンガが山積みになつていた。これこそ、 
マンガ.アニメ産業の会社が悪夢のようにおそれるフアンの典型だ。フアン タジー と現実の区別がつかなくなり、しかも最も谙 
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くて退きたジヤンルすなわち、「チヤイルド.ポルノ」にとりつかれてしまった若者。そのうえ宮崎が' 自作の同人誌をコミケ 

ツトで売つていたことまでわかり、同人誌業界もふるえあがつた。 

宮崎の犯した犯罪は恐怖そのもの だ。しかも、 犯罪が少ないと誇る菅本で起こった。それで マスメディアは、 三段論法をつ 
くりあげて 大衆に宣伝した。 いわく、「オタク」というのは、 マンガやアニメにとりつかれた若者だ。そして宮崎は「オタク」だ。 
だから、 すべて Q 「オタク」 は慕なの だ、 と。まもなく、 「オタク」「オタク 族」なる語が洪水の よ、 っに新聞雑誌に 氾濫し、 マ 
ンガやアニメのフアンはみな 「社会不適合で自閉的な、 頭のおかしな やつ」 だということにされてしまつた。 

こんなに短い期間に、これほど議の的に なり、 悪い イメ -ジを 担、 っにいたった 日本語は、 ほかに例がない。最初は単に「あ 
なた I をあらわすていねい 語 だった「オタク」 は、 やがて、現実—とかかわりを持ちにくい(ことに女性を掌とする) 若" 
男性を指す代名詞と なり、そして、 特にポルノマンガやアニメの—に 耽溺し、 あまつさえ危険な性的傾向やフニティシズムに 
おぼれる 若者を 指す語へと、 変化していった。一口に言っ て、 S 神的に病み、社会に とって は危険な若者"オタク」となったの 
ビ〇 

反面、 しばしばみるよ、っに、ほかならぬマスメディアが「オタク」を擁護した側面も ある。 たとえば識者のなかには「『才 
タク』とい、っのは差別語だ。マスメディアは『オタク.•，ハツシング』をするべきではない」と主張する人々 もいた。 ともあれ、 
「オタク」なる語があまりに も 広まつたため、1990年代半ばには、「ホビーにとりつかれた人々」はほとんどすべて、「オタク」 
と呼ばれるにいたつた。写真であろ、っが、切手収集だろ、っが、おかまいなしにだ。そして「オタク」自身も、鼻たちを「オタ 
ク」 であると堂々と名乗る よ、 っになっていつた。 ちよ、 っど米国で、1 ミ〇 年代後半、ヒツビ—が誇らしげに「自分たちはフリ 
—クだ」と名乗る よ、 っになつたのと同じだ。 まもなく、 「オタク」の形奮形「オタツキ1」なる語まで 出現した。 「オタク的な 
傾向がある」という意味の、揶揄を含んだ言葉だ。 

「オタク」 と マン ガとが、 おそるべき形で結びついた事件は、宮崎勤事件だけでは ない。 1995年 春、 東京の地下鉄で殺ス 
神経ガスが 広範囲にばらまかれる とい、 っ事件が 起こり、 日本中が愕然とした。— 数人、 病院に運ばれた被害者は警人におよ 
ぶ。 この事件をひき起こした犯人と して、まつ さきに名指しされた「オ ゥム 真理教」は、仏教とヒンドゥ教をつきまぜたよ、っな 
黙示録的カルトで、これを率いる教祖「麻原彰晃」は、なるほどカリスマ性はあるかもしれないが、見た目がよいとはお1±辞に 
も 言えないような男だ。 雑誌「アエラ」 は、 同年4 月、 このカルトに関する連載記事を載せ、カルトの実態をあばいた。それに 
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よるとオゥム直>理教は布教の手段として、アニメやマンガを製作出版していたという。しかもさらに悪いことに、 アニメ やマ 
ンガヵら、さらに恐るべき計画を編み出していたらしい、ということがわかつた。 

麻原は子供時代、ロボットマンガやアニメの大ファンだったそうだ。子供時代の夢は、いつの日にか、「ロボット帝国」を築く 

ことだったとい、っ。オゥム 蠢教の アイデアや用語のいくつか、たとえば「ハルマゲドン」「地麗弾」「コスモ.クリ—ナ—ズ」 

といったものは、そもそも人気アニメやマンガから借りてきたものだ〇「宇宙戦艦ヤマト(米国では「スタ—.ブレイザ—ズ」と 

しうタイトルでられてしる)」 「未来 ^ 年 コナン」、 「幻魔 大戦」、 「 AKIRAJ などなど。5月15日号「アエラ」には、「いつ 

たいなぜ、オゥム蠢教が、インテリや科学者を集め、ばかばかしい教義を本気で信じ込ませることができたのか」を追求する 

記事がのっている(たとえば、1995年初頭の阪神大震災は、米軍が原子爆弾を地中 深く埋めておいたから起こった、とか、 

米軍はサリンをヘリコプタ-で教団施設の上からばらまいている、などといった教えが、本気で信じられていた)。この肇のな 

力におそるべき「オタク」がまた出現したのだ。原子力の専門家、高木仁三郎は次のよ、っに書いている。「とりわけ、大学院は 

専門的な狭い世界にオタク的に没頭する 時期。 そこで、自分の道を見いだすことに失敗すると、救いの道を宗教に求めるので立 
ないだろうか」 

このへんで結論を出そ、っ。マンガ、アニメ、オタク、震、犯罪といったものを結びつけるのは、かなり無理が—。まず第 
に「オタク」は危険だとい、っようなことをみんなが大声でわめく、という現象を見れば、この種の事件を語る さいに、 だれで 
も「マンガとアニメ」を持ち出したがるのだ、とい、っことがよくわかる。つまり、現代の日本社会においては、マンガは単なる 
汴民権を得てレる/:けてはなく、一般人が物事を判断評価する際の、一つの参考基準になっているのだ。昔からのマンガファン 
たけではなく、社会適応者も不適応者も、デマ飛ばし屋もオピニオン •リ— ダ— も、 技術者 も、 社会評讓も、了ノガ をべ— ス 
にして物事を考える、という現象が起こり始めている。他の国々の場合、社会問題のポイントを 指摘したり自分たち の主張を裏 
付けたりするためにひきあいに出されるのは、映画、小説、フォ—クロアなどだ。他の国々なら、かりに少年非行が急増すれば、 
識者や蠢家たちはテレビ番組やロック—影響のせいにするだろう(かつて米国ではコミック.ブックが槍玉にあげられたこ 
と力ある)。それに対し日本では、マンガとアニメがますます、社会問題の麗として人々から惡者扱いされるよ、っになってきて 
しる。極端な場合には、若者文化の病根だけではなく、すべての社会問題の病根はマンガに根差している、とされることさえあ 
る。だがそれは、マンガやアニメが現代日本社会に深く浸透しているため、悪者扱いされやすい、というだけのことだろう。 「才 
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タク」は単にマンガを読み過ぎたために生まれたのでは なく、 社会環境そのものの中から生まれ出た存在だといえる。 

1980年代初頭、日本政府は、比較的富裕な層の人々にむけて、「労働を減らし、レジャーやホビーに時間をふりあてよ」 
というアビールを出した(こんなことを国民に勧める政府というのも、世界的に見てかなり珍しいのではないか)。日本の子供た 
ちは、かつてないほどの豊かな物質環境にとりまかれ、メディア先行の日本社会のなかで、選択の自由を享受している。だがそ 
の一方、子供たちが受けている教育そのものは、いまだに工場労働者育成教育スタイルにすぎない。このような教育の結果生ま 
1るのは、羊のようにおとなしい市民であり、大量生産をおこなう企業の従順な社員である。つまり、いまやもう時代遅れとな 
った、第二次産業主体社会に適した人間しか生まれないのだ。特に日本の男の子は、ヮ I ヵホリックの父親がろくろく家にいな 
いため、主に母親の手で育てられ、その結果スポイルされてしまう。日本の大都市は秩序正しい反面、閉所恐怖になりそうな息 
詰まる空間だ。学校では、「受験地獄」の重圧が子供たちの上にのしかかっている。肉体的にも精神的にも限界があるのにもかか 
わらず、だ。そういう環境にいる子供たちが、ファンタジーの世界に逃げ場を求め、「二次コン.フエチ(二次元世界のフエティ 
シズム)」に走つたからといって、いつたいだれに、彼らを責める権利があるのだろうか？ 

「オタク」 という 語に関して一言付け加えよう。現在いまなお、日本では「オタク」といえば、「ああ、宮崎勤事件の. • •」 
という 1 想が、根強く 残つている。それに反し英米では、「オタク」 という 語には、その種の悪いイメージは結びついていない。 
ただべ フランスでは事 If がちが う 〇 1 99 4 年、 ジャン•ジャック•ベネックス という 映画監督(「ディーハ」や「へ ティ.フ 
ルー」 の監督として有名) が、 日本の「オタク」をテ—マにとりあげ、2時間40分もの長尺ドキユメン タリー をつ くつた。 ホビ 
—にとりつかれた日本の若者の生態を描く作品だ。これを見たフランスの一般人は、「日本の若者は みな、 精神的に病んでいる」 
と信じ込んでいるかもしれない。 

1マンガは危険？ 


よく出る質問 

日本を訪れる外国人の多くが、決まつて口にする質問は、「なぜ日本のマンガは、こんなに暴力とポル/だらけなんですか？」 
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た。これは一口には答えられない。そもそも、マンガというマンガが全部、暴力的かつポルノ的であるわけではないからだ。事 

実からはほど遠い1だといえる。だが、こ、っきかれてなんとか答えようとするたびに、 t 身、落ち着かない気分にならざる 

をえない。日本のマンガを擁護しようと思う一方で、私個人としては、あまりにも過剰な暴力的ポルノ的表現からは、できれば 

離れていたいという気持ちもあるからだ。質問した人が、それほど深い文化的知識や理解がありそうでもない場合は、私は次の 
ように答える。 

「たし力に、： n 本のマンガには、不愉快なのもたくさんありますね(私自身は、文化表現は自由であるべきだと思っているが、 
ある種のマンガを読むと、不愉快になってしまう場合もないわけではない。私でさえそうなのだから、たいていの人は気寺ち悪 
くて気絶してしま、ったろ、っ)。たがさいわい、その P のマンガは少数です。大多数は、たとえ毒にも薬にもならないくだらない内 
容 であっても、健全な雲です。ただし、日本人以外の人がマンガに対してもっている見方に馨を与—よ、っな、特殊な文化 
的要素もあるため、そういう要素のせいで、普通のマンガでも一見、暴力的でポルノ的にみえる、という場合もありえますが」 

たとえィスラ厶教で1、キリスト教であろ、っが、仏教であろ、っが、およそすベての文化には、表現をどの程度まで認め 
るか、という基準があって、それは文化によって異なる。現代日本のマンガが、アメリヵン.コミックにどんなに似ていようが、 
その根底には、 数百 年前から連綿と続く日本の物語絵の伝統が横たわっている。おもしろく、ユーモラスで、ときにはわいせつ 
なそして暴力を独特の 美的 センスで描き出す日本の物語絵。マンガは、江戸時代後期の大衆芸術が生み出した申し子だ。そし 
て江戸時代末期、大雲術の中では、セックスがこれでもかとい、っほど強調され、暴力が洗練された形で描き出されていたのだ。 
切腹した武士の臓物があふれだし、血がとびちっているシーンなどは、その典型といえよう。 

もうひとつたいじなことは、たとえマンガがどんなに暴力的、ポルノ的に見えようが、マンガ H 日本社会の反映、と考えるの 
はまちがっているという点だ。もし、マンガに描かれたとおりの蠢が日本社会でまかりとおっているとしたら、現代日本はあ 
た力も暴力にいろどられた 1980 年代のベィルートや、フリ—セツクスが謳歌された 1960 年代サンフランシスコのごと 
きものとなっているはずだ。だが現実には、そ、っではない。たしかに日本でも、性革命(とい、っか、巨大なセックス産業)のよ 
、っなものは進行しつつあるし、繁華街に響きわたる銃声は増え、現に地下鉄のサリンばらまき事件なども起こりはした。だが、 
それでもなお依然として、日本が世界でも有数の安全な国である、というのは否定できない。暴力犯罪やセックスがらみの犯罪 
の件数が、米国よりはるかに少ないだけではない。マンガやアニメが爆発的に人気を得た時期に、これらの犯罪件数よ、日本こ 
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レイプ コミックスおよびマンガの売り上げ 


1996年日本政府発行「犯罪白書」および19%年米国 FBI 発行「米国の犯罪」より。日本のマンガ販売 
部数は出版科学研究所発行「出版月報」1996年3月号より。米国のコミックス販売部数は「コミック 
ス • バイヤーズ•ガイド.1996年度年鑑」掲載のジョン.ジャクスン•ミラー作成「1995年の産業状 
況：すべてが変化した年」より。 


1994年の日米両国における、殺人およびレイプの発生率の割合と、コミックブック（米国）およびマ 
ンガ（日本）の売り上げの比較。いずれも人口10万人比。 


日本 
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本 


日 



人口 10 万人対比率 


おいては、増えるどころ か、 むしろ逆に減っているのた。 1 
994苹、 米国のマンガ作家ブラィアン•ステルフリーズは 
日本を訪れ、こ、 っ 言ったの だ。 「こんなにおおぜいの人口が 
あふれているのに、安全な国だという感じがする。たぶん、 
女の子の背中に 10 万円をはりつけて、すっぱだかで夜の町を 
歩かせたとしても、だいじようぶだろう な、 という感じのす 
る町だ」 

このように、日本におけるフアンタジーと現実とのギヤッ 
プは大きい。だからこそ、日本のマンガフアンは、両者の区 
別をつけるのがうまい。ほかの国のフアンなら、これほどう 
まくはできないだろう。日本の高校生にとっては、教師に A 
K - 47 ( 自動小銃の一種)をつきつけて虐殺す る、 などと 
いうのはしよせん、マンガのーシーンであって、現実にはあ 
りえないことだ。だが、ロサンゼルスの高校生なら、実際に 
ありえることだと思うだろう。ロサンゼルスの高校生の場合、 
友だちが自動小銃をもっているかもしれないし、その種のあ 
ぶない事件のニユ—スを現実に見聞きしている。要するに、 
現代の日本社会(ことに日本の家庭)が伝統的に安定してい 
るからこそ、日本人は、フアンタシーをフアンタジーと^^て 
受け入れるゆとりを持っているのだ。そしていきいきとした 
フアンタジ—にと^かれているからこそ、たとえ野蛮な衝 
動につきうごかされる場合があっても、それをじようずに中 
和していくことができるの だ。 
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1935 1940 1950 1960 1970 1980 

殺人犯罪発生率は「米国の歴史的統計：植民地時代から1970年まで」 および「ワールド.アルマナッ 
ク」 より。コミック•ブックの 出版点数は、 アーネスト& メアリー • ガーバー 著 「コミック•ブック 
へのフォト•ジャーナル. ガイド」第1巻 （ニューヨーク州ミンデン、ガーバー.パブリッシング 発 

行） pa -9 より。 


米国における殺人犯罪発生率、対、コミックブックの販売部数をグラフにしてあらわしたもの。この 
グラフが示しているのは、殺人犯罪の発生率とコミックブックの販売部数との問には、なんら相閲関 
係がみられない、ということである。それ以外のことはグラフからはわからない。 


日本における精神医学の第•人 者、 福島 章は、 マンガ 
を擁護する本「マンガと日本人：『有害』コミック亡国論 
を斬る」の著者でも ある。 この本の 中で、 福 島は、 統計学 
と調査結果をフルに 活用し、 次のように論じている。「日 
本の青少年は 、セックス 文化がこれほど氾濫しているにも 
かかわらず、一般的な思い込みとは反して、 セックスの 面 
では、 他国の青少年よりも 抑圧され、 発達が遅い」調査し 
たところ、セックス 文化が氾濫しているからといつ て、セ 
ッ クス 犯罪や性行動が 増えた、 などという結果はでなかつ 
たとい、 P 。 しかも 福島に よれば、 「その国民が アクセスで 
きる性情報の 量と、 その国の性犯罪の数とは反比例する」 
「性的な 情報は、 実際の性行動の代わりになることができ 
る」0 

だからといつて、 「どんな国に おいても、 国民が マン ガ 
を読めば、暴力犯罪 や 性犯罪が減少する」 という 結論を だ 
すの も、 早急す ぎるだろう。だがもうひとつ、 第三の だい 
じなポィントがある。 日本の マン ガを暴力的かつ ポルノ 的 
であると感じる外国人の多くは、自分たちの 感覚が いかに 
曇 つてい るか、ということに 気づいて いないのだ。たとえ 
ば 米国人は、よく、 「日本の マン ガの内容は あまりにもひ 
どい」というが、それは 無意識の うちにアメリカン.コミ 
ツクと 比較して いるからなのだ。そのうえ、 来日す る 米国 
人の 多くは、 現代日本の マン ガが もはや 子供 だけの 読み物 
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だとはいえない、ということを見落としている。マンガはいまでは、広く大人まで含めた大衆の娯楽であり、その占へ小説や映 
面と司じなのだ。しかも、ごく近年まで、アメリカン.コミックがきびしい検閲を受けていたことを忘れてはなら なし195 
〇年弋、米国のコミックス本出版業界では、政治的社会的要請をうけて、じつに苛酷な自主検閲制度がしかれていた。米国コミ 
ック本は、ほとんど完膚なきまでに、「無害化」されてしまったのだ(そのためコミック本の売れ行きは急降下しいまたに回復 
していない。正確な数字を 出す のは 困難 だが、 「1996 年度コミックス.バイヤーズ•ガイド年鑑」と、 1953 年の「ゥォー 
レ.ストリート•ジャー ナル」 を比較すると、 1996 年のコミックス本売れ行きは、 1953 年の 3 分の一を割っている)。こ 
うして米国のコミックスは、もっぱら子供相手の無害な読み物と化してしまった。日本ではテレビアニメとマンガとの相乗効果 
が実見した。それに対し米国では、テレビアニメが発達しても、コミックスはついに昔の隆盛をとりもどすことはできな力った 
の だ。 

J .'' こから、もし 日本のマンガを何かと比較しようとするなら、その比較対象は米国のコミックスではなくビテオやペストセラ 
1小説が妥当だろう。日本のマンガが暴力や性であふれているとするなら、米国のビデオ レンタル ショップに も、 その手のビデ 
才がた くさん能べ られている。そして また、 英米の女性はエロテイックなロマンス小説が大好きだが、円本の女怊が読むマンガ 
の 中に も、 セックス描写満載のロマンスマンガが たくさん あるから だ。 


「表現の自由」対「規制運動」 


PTA の反撃 

さて、 以上の ように マンガを擁護してきた私 だが、ここに ひとつ、手ごわい批判がひかえて いる。 たぶんマンガが子供の読み 
物として はじまり、 戦後、広範囲の読者をつかんでほとんど全国民的な メディアと なつたせいだろうと思う が、 成人と子供とを 
へだてる ボ ー ダ ー ラインが、 ほかの メディアより 低いの だ。たとえば、 小学生 も 30歳代の会社員 も、 ともに 「少年ジャンプ」を 
地下失ゥ中で売^ふ ナ つてい る、 という光景は、日本のマンガならではのものだろう。 もともと この雑誌は、中学生くらいの男 
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T を対象としてつくられたものではあるが。かりに、大人は好きなものを勝手に読んでよいが、子供には選択の自由は ない、と 
しうことを認めるのなら、ある種のまことに困った風潮が生まれているのは、大人向けのマンガと子供向けのマン ガの境界線の 
部分からた。そしてその困った風潮が、マンガの世界を越えて、現実世界のものとなって しまうこと も ある。 

1980年代後半、マンガの内容に関して、古くからある多くの規制がとりはらわれはじめた。それまでマンガに は、 「性交や 
おとなの性器をあからさまに描いてはならない」というはっきりした規制があり(猥褻物陳列罪175条による。ただし、非常 
にあいまいに書かれている条文だ)、そのうえ、「何を描いてよいか、いけないか」に関して、法律などよりもっとはっきりした 
暗黙の社会的合意があった。だがいったんこのガイドラインがとりはずされてしま、っと、日本のメディアによくある「みんなで 
渡ればこわくない」によって、日本のマンガ雑誌はみな、われこそは最も刺激的な雑誌をつくろうと、やっきになりだした。 「エ 
ンシェル」|レイフマン(女性に対する性暴力を許しているがごとくに見えるマンガだごなどといった作品や、「ロリコンもの」 
なとが一般雑誌やティーンエイジャー向け雑誌の主流に浮上しはじ6る。 

元来「裸を^く」ことに関して、日本の芸術家は「お上」と、追いつ追われつのいたちごっこをやってきた。いまを去ること 
数十年前、政府が「たとえ高尚な芸術作品といえども、成人男女の性器と陰毛を描くことまかりならぬ」と決めたため、芸術界 
では卑屈なまでの自主検閲システムがおこなわれるようになった。ポルノでもなんでもない外国映画、「プレイボーイ」に 類する 
雑誌、さらには海外の美術館所蔵の、江戸時代末期の浮世絵師の描いた春画を印刷物に載せる、といったことまで。だが、「陰毛 
を棺いてはならぬ」とい、っことで、一部のエロティツクマンガ作家はかしこくも、まだ恥毛のはえていない幼女をマンガにとり 
あけたしたのだ。胸が。へたんこの幼女が性的対象として描かれる、とい、っものだ。こ、っして、本来の動機がど、っい、っものであっ 
たにせよ、 Igcoo 年代には、成人男性のためのェロティツクマンガ(いわゆる「三流劇画」)の世界は、しだいにロリコン趣味 
で 染め 上けられるにいたった。了\ガの中で大人の男性がスケベなことをする相手は、大人の女性(人妻、ウェイトレス、 〇 L 、 
巨乳の 外国人女性、そのほか)ではなく、もはや「キユ ート」 な子、つまりは少女へと変わっていく。さらに、エロティツクマ 
ンガ界に女性 作家が どんどん 入っ てきた。いったいに女性作家は、キャ ラクタ— をひたすら「かわいく」描こうとする 傾向が あ 
る。その結果、エロティツクマンガのロリコン化にはさらにはずみがついた。 

ある 意味で 言えば、マンガはその時代のトレンドを反映する。当時の日本は、まさに1980年代の、「経済的イケイケゴー 
ゴ I 」の時代だった。「ロリコン.ウィルス」のごときものが、社会全体に伝染していたのだ。このウィルスはいまだに生 t して 
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いる。当時は、「元気がよく」て「キュート」なことが「はやり」だっ た。 皮肉、 深い 考え、 悲観 主義、沈黙、 まじめ、 そのほか 
すべて「重い」ものは きらわれ、映画、 小説そのほかの媒体から姿を消した。 欧米では、 男性のセクシュアル•ファンタジーの 
中ンにあるのは、なんといっても「聖母で あり 娼婦(いずれにしても大人の女性であるのはたしかだ)」タィプの女性 だ。 それに 
対ン日本男性のセクシュアル •ファン タジ—の中心は、「セ—ラー服を まとっ てぬいぐるみを抱え、につこりほほえむ女の子」と 
なった。 若い日本 女性も、男性の好みに あわせ、 ぬいぐるみを 抱き、 無邪気な表情をよそおい、かんだかい声でしゃべりながら 
街を闊歩するようになっ た。 「ぶりっこ」なる流行語もう まれた。 経験 も あり 人慣れ もしているのに、 まるで何も知らない少女の 
ようにふるまう女性のことを指す言葉 だ。 

すでに ホーベた ように、 マンガがそのまま現実を反映している、などと言い切れる証拠は一つもない。そんな単純な因果関係が 
かりに成立するとしたら、「ス ーパー マン」を読んだ米国の子供たちが全員、真似をして高層ビルから 飛び降りる、 などという現 
象が起きなくてはならない。だが他方、性的欲望にかぎって言えば、 ファンタジ ー や、 非理性的な衝動と堅く結びつい ている、 
というのも事実だ。だからロリコンマンガを愛読する若者が、生身の女性と初めて接した とき、 マンガとの落差に直面して失望 


する、ということもありえなくはないだろう 
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19 8 〇 年代 末期、「ロリコン•ゥィル 
ス」の猛威が ちょぅ ど絶頂に達した 頃、 
「宮崎勤事件」が 起こった。 日本社会のお 
えらがた は、 いつせいに日本の若者、とく 
に 「オタク」 たちが読んでいるマンガやア 
ニメ にきびしい視線を 向け、 なんとかせね 
ばと思い はじめた。 

和歌山県田辺市では、主婦数人のグルー 
プがマンガを規制する運動を はじめ、 これ 
が「有害マンガから子供を守る会」にまで 
発展した。主婦たちがとりわけ批判したマ 
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ンガ「いけない！ルナ先生」は、人気少年マンガ雑誌に連載された作品で、ある少年の家に美人女性教師がころがりこむ、と 

しうスト—リ—だ(作者の上村純子は、別にむさくるしいエロ中年男などではなく、若い女性だそうだが〇コミック規制運動を 

起こした発起人の一人、中尾いさ子氏は、のちにインタビューに答えて、次のように語っている。「1990年、地方の書店でマ 

ンガ雑誌をみて、なんとかしなければと思ったんです。表紙は子供向けのかわいい絵が描いてあるのに、中身は露骨な性表現で、 
とても子供たちの目に触れさせるべきものじやない| 

中尾 氏が起こした運動は、全国に波及した。日本では、政府が、マンガにおけるセックスと暴力をきびしく規制しようとする 
動きが規則正しい間隔をおいて起こっている。だがこのときばかりは、「有害マンガ撲滅運動」が全国的にわきあがり、家庭の、王 
婦や PTA 、 新しいフェミニストグル1プ、それに政治家も加わった。多くの県で、わいせつマンガを追放する条例が可決され、 
わいせつとされた本の出版元や書店の主人が逮捕される数が飛躍的に増えた。大出版社も夕—ゲットになった。それ以前には、 
マンガ竹家が逮捕されたり、などということはほとんどなかつたし、同人誌やアマチュア市場も聖域のままだったのだ。だが1 
991 f 月！ 2 日、同人誌関係の出版社、印刷業者、マンガ家、書店響者ら；^人が、「わいせつ図画販売目的所持」のかどで、 
警視庁の手で i 送検されるとい、っ事件が起きた(その f 月前からこの種.の逮捕や議送検が管てハたが、マンガ家が 書類 
送検されたのはこの 時が 初めてだった)。ここにいたり、「みない、よまない、よませない」なる雪を書いたわいせつ本 用の ご 
み 箱が、 良識的な 市民のためにと、いたるところにおかれることになつたのだ。 

1990年9月4日、クオリティ•ベーパーとされる「朝日新聞」は、「貧しいマンガが多すぎる」と題する社説を載せた。 
「東京都庁の調査によれば、セックスシ1ンのあるマンガは全マンガの％。ハ1セント以上、マスタ—ベ—ションシ1ンの—マン 
ガヵ少なくとも8パーセントだ」とあり、「日本のマンガの実態を知れば外国人はショックを受けるだろう」として日本人の自尊 
、七に r え「ポルノが解禁されている欧米でさえ、場所と時間もかまわずにこれほど堂々と『性』がはんらんしている地 或よ をノし 
いだろう」と主張している。だが日本人特有の「コンセンサス願望」を反映してか、この社説はさらにつづけて、「もちろん、氐 
劣であることを理由に、法律や条例で規制するべきではない。問題の多い雑誌があっても、話し合いと、出版側の自制で解決し 
ていくべき」としている。 

朝日 新聞 もほかのメディアも、政府による規制は最も避けるべきだと考えているのだ。日本における出版の自由は、 第二次 
世界大戦後の1946 年、 米国の 手になる 新 憲法が発布されてやっと実現したが、そのときから現在にいたる まで、 日本こお ナ 
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る出版の自由は、不安定なまま だ。 250年にわたる江戸時代、幕府は、政治に対する人々の批判をきびしく封じていた。だか 
ら 芸術家 も、 政治を題材にする ょりは、 セックスを題材にするほうがはるかに危険を感じないですんだ。現在な お、 エロティッ 
クでポルノグラフィックな表現のものは、マンガであれビデオであれ、政治批判にロマンティックなオブラートをかぶせたもの 
である場合がある。 

だが、きびしい処罰が実施され ると、 出版社は最も危険な出版物を 追放し、 自己規制をはじめた。日本語でいう「自粛」 だ。 
少年少女向け スト ーリーのエロティ ックな 表現は卜—ン ダウンし、 ある種のマンガ雑誌や本は「成人のみ」 となった。 だがこれ 
らの動きにはきびしく仮借ない批判がわきあがり、その 結果、 事態の振り子は ゆっくりと 逆の方向に揺れは じめた。 1992 年、 
日本のトップマンガ家の数人(石ノ森章太郎や里中満智子など) が、 「マンガの表現の自由を守る会」を起こして、自粛運動に反 
対の のろしを あげたの だ。 

同人誌の世界でも、コミケットなどの主催者組織が、「問題となりやすい同人誌」についてマンガ家に警告を発したりした。 
だが、その後の事態はいささか日本的な展開を示すことになる。まず千葉県が、「青少年健全育成条例」を改正し、「有害な書籍 
や雑誌を青少年に見せたり売ったりすることまかりならぬ」と定めたのだ(県の説明にょると、全誌面の20ぺージ以上にわいせ 
つシーンが描かれている同人誌は、「有害」だそうだ)。そこでコミケットそのほかの大会は、取り締まりがそれほどきびしくな 

い柬京に、開催地を変更しておこなわれることになつた。コ 
ミケット主催者代表の米沢嘉博い わく、 「同人誌というのは、 
そもそも子供用のマンガじゃない。それに、同人誌の作家は 
大人じゃないんだ。そもそも同人誌っていうのは、読者も若 
者、 作家 も 若者なんだ。両方と も、 中心層はだいたい 19 歳前 
後。この年頃だと、セツクスをテーマにとりあげるなという 
ほうが無理だよね。読者と作家がともに若者だということが 
だいじなんで、『同世代性』つていうのは、ぜったいに崩し 
たくない線だね」 

表現の_由 、対、 規制。この両者をめぐつ て、 日本では、 
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じつにかんかんがくがくの議論がたたかわされた。デモクラシーの一過程だと言ってもよい。現在の日本では、マンガは あまり 
にも堅固な枠組みの中に置かれているた め、 たとえば1950年代米国で起こったような過剰反応は起きにくい。作家の関心と 
大衆の関心とのバランスは、日本ではいきつくところまでいきつき、その結果、混乱しながら も、 わいせつというものに対する 
議論の決着にたどりつくだろう。だが結果がどうあれ、外国人の目からみれば、依然としてマンガ は、 暴力的でポルノグラフィ 
ックなものでありつづけるだろう。 

1994年末頃、マンガに関する議論はピークに達し、それなりに決着にむかった。「成人用」と銘打たれたマンガ雑誌は、書 
店に販売拒否され、店頭から姿を消した。ちようど、米国において、「 X 」マークの映画が商業流通経路で拒否されたために、 
「マジメな」映画界から姿を消したのと同じだ。最も過激な「ロリコン」マンガも、人気少年雑誌から追放された(成人マンガに 
おけるエロ素材は、写真主体となった。とくに、1993年、陰毛をあからさまに出すことが解禁されてからはそうだ)。だが、 
エロマンガで女性が男性に犯されるシーンがある一方、1995年にはすでに、最も過激なエロシーンは男性相手のマンガ雑誌 
ではなく、レディ ース コミック誌に載るという事態になっていた。 やがて、 衷 ビデオや 生写真といったものの ほうが、 しよせん 
は静的で白黒の世界にすぎないエロマンガ より、 はるかにエロ度を増したため、警察 や 市民の関心もそっちの ほうへ 移っていく。 

以前、マンガ家の 友人と、 規制について話して いたら、 彼は こう 言ったもの だ。「ああ、 しばらくのあいだは規制騒ぎ も あっ 
たけ ど、 いまはかなりましになつたん じ やないかな あ」。 

白黒の世界1 


真実の姿に関する主観的視点 

19 世紀終わりごろ、ラフカディオ•ハーンという名の作家が来日した。のちに、ハーンは帰化して日本人小泉八雲となった が、 
日本文化に対する驚きの 目は、 終生かわることがなかっ た。1894年3月6日 付けの友人あて書簡には、 次のょうに 書いてあ 
る。 「若い娘や子供を描いたきれいなョーロッバの木版画を日本人に見せたら、何という答えが返ってきたと思います か。 日本人 
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50 人に見せたのですが、いつもだいたい答えは同じでした。『顔はなかなかいいけれど、顔じゅうが目玉みたいだね。眼が大きす 
ぎるね。化け物みたいな目玉だ』と。ョーロッバ人には自分たちの美の基準があり、日本人には日本人の基準があるわけです。 
どっちが正しいと言い切れるものではありません」 

ハーンの時代は遠く過ぎ去った。いま、日本のマンガを見たら、欧米人のほうが逆に、「なんとでかい目玉だろう」とびっくり 
する。細長い脚や、どうみても金髮にしかみえない髮。「なぜ、日本のマンガにはこんなにも白人キャラクタ—が多いのか」と疑 
、っにちがいない。そして、「いや、マンガのキャラクタ 1 は、どんなに白人みたいに見えようが、やっぱり日本人なんだよ」と言 
われて、あいた口がふさがらないにちがいない。 

そもそもマンガは絵であって、写真ではない。あくまでも作#の主観的なものの見力を描き出したものた。そして主観という 
のは、自己を描き出すとき、最もはっきりあらわれる。それぞれの文化は、唯一絶対の理想化された姿でおのれを描き出すから 
だ。その理想は、時代とともに変化するものでもありえる。欧米のコミックスに、欧米人の姿がリアルに描かれているかといえ 
ば、断じてそうではない(スーパーマンみたいな外見の人物が現実に存在するだろうか)。それは日本のマンガとて同じことだ。 
ただし日本人のほうが、欧米人よりも、自己を描き出す視点においてやや幅が広いとは、言えるかもしれない。 

明治時代のはじまり ( 1868 年)より以前は、絵画に描き出された日本人の理想的外貌は、小さな眼と小さな口、しなしな 
した身体つ き、 といったものだった。「欧米人」は毛深くてやたら#の大きな怪物みたいな姿で描かれていた。ところが1853 
年のペリー提督来航によって、欧米の美術や美学が日本に流入してくると、日本人の美の理想は少しずつ、古代ギリシアのそれ 
に似たものとなりはじめた。日本人のよくいう「八頭身」 だ。 身長が、頭の長さ八つ分の理想的プロボーションを指す言葉 だ。 
容貌の理想も変化しはじめた。戦前に人気のあったロマンティックな少女雑誌のィラストレーター(中原淳一など)描くところ 
の女性は、みな、大きな夢見るような眼をしている。まさに欧米から直輸入された画法 だ。 

第二次世界大戦に敗北すると、日本人の国民的自信は崩れ、その結果、理想的な自己ィメージはさらに幅広くなった。日本人 
は、欧米的な理想美を単に受け入れるだけではあきたりなくなり、熱心に追求し始めたのだ。ときとしてそれは病的なほどの域 
に達した(アジア人の眼は、蒙古ひだのおかげで、やさしいカーブを成して魅力的なのだが、それをわざわざ取り去って欧米人 
的な二重まぶたを作る美容外科手術がある。いまなお人気のある手術だ)。そして、マンガこそ、これが最も極端にあらわれた分 
野なのだ。 
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戦後初期のマンガには、どれも手塚治虫の影響が色濃い。その手塚は、米国のアニメーションの影響を強く受けた作家だ(第 
I 章参照)。だからもともと彼の描く人物は大きな眼をしていたし、少女マンガの場合、その傾向はさらに強い。そして、手塚お 
よびその追随者(はじめ男性作家、のちには女性作家も)は、欧米人的な大きな眼のキャラクターが若い読者に人気を博してい 
ると知り、さらには、人物の感情を描き出すには大きな眼のほうが好都合であると知ったのだ(もちろん、大きな眼を好む傾向 
は日本人だけとはかぎらない。1960年代米国で大人気を得たキーンのィラストの人物は、非常に大きな眼をしている。この 
瞳は、まさに魂の窓といえよう〇こうして、日本人のキャラクタ1を大きな瞳の白人的ルックスで描く傾向は定着した。読者の 
頭の中にもそのィメージが定着して、白人的外貌の日本人キヤラクターでなければ受けつけられなくなったの だ。 

そもそも日本のマンガは白黒が主流だから、日本人キャラクター同士の外貌のちがいをあらわすには、#の毛に濃いかげをつ 
ける か、 あまりつけない か、 は重要な手段だ。こうして、欧米人読者の眼には、「日本人キャラクターなのに金髮だ」と見える よ 
うな場合も出てくる。だが日本人読者なら、このあたりの事情をよくのみこんでいて、「金髮にみえるけど、じつはこの髮は黒い」 
とわかっていたりする。とくに少女マンガやレディースコミックでは、欧米的外貌の人物が好まれるため、そういう雑誌の 読者 
は、 欧米人的なキャラクタ1をいともかんたんに日本人として見ることができる。そういう雑誌の場合、描かれている 口 本人の 
女の子はまるでニユーヨークのファッションモデルそこのけのプロポーションをしている し、 極端なときには、色刷りの表紙に 
描かれた人物が金髮で青い瞳だったりするの だ。 

1980年代初め 頃、 このことについて、人気少女マンガ作家である里中満智子と話したことがある。 M 中い わく、 「日本人は、 
いったいに、自分より進んでいると思える文化に 惹 かれるからでし よう。 平安時代には、朝鮮が日本より先進国だった から、 朝 
鮮 的な 顔が 理想だった。特に 宮廷 文化ではそうでした ね。 口本のマンガのキャラクタ—が白人的な 美形を 理想としているのも、 
諺でいう『となりの 芝生は青い (となりの髮は 金髮だ 、というべきか？)』ということなんじやないですか。ただ、 最近の少女 マ 
ンガでは、以前より 眼は 小さくなってます。日本人的な 顔の 良さが見直されているんですけ ど」。 

たしかにここ lo 年ほど、白人的な美の理想が根強い一方、里中のいうとおり「リアリズム」路線が台頭して きた。 とくに成 
人女性を対象とするマンガではそう だ。 大友克洋 は、 とりわけ日本人を「アジア的容貌」に描く作家で、多くの読者に衝撃をあ 
たえた が、 大友の影響を受けた女性作家(たとえば吉田秋生)の絵柄では 、キャラクタ ーの眼は小さめ で、 いかにも□本人らし 
い顔つきをしている。そして また、 歴史的皮肉というべきか(まさかマンガの絵柄に現実が影響をうけたわけではあるまい が)、 
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少女 マン ガに出て くる 典型的なスクールガール。「なかよし」連載の 八木ち あき「メリーゴーランド」 
より。 @1995 八 木 ちあき /講談社 


日本人の若い男女のプロボ I ションや顔立ちは、昔に比べて「欧 
米人化」してきているの だ。 たぶん、食事や生活スタィルの変化 
のせいだろう(たとえば、赤ん坊を早くから椅子にすわらせるな 
ど)。 1990年の文部省調査によれば、日本の 13 歳男子の平均 
身長は、1950年に比べて、17 • 6センチものびている。 

マンガ家や読者の多くは「日本のマンガが白人的な美を理想と 
しているといつても、『人種』を意識することはほとんどない」 
とよく いう。はたしてほんとうにそうかどうかは、疑わしい。だ 
がそれはそれとして、日本人が昔から、自己ィメージをさまざま 
な理想で描いていたことはたしか だ。 なにしろ、パンク•フ アツ 
ションがはやるずつと以前から、日本のマンガのカラ ー ぺージで 
は、キャラクタ 1 の髮の色は金髪どころ か、 ブル ー、 ピンク、グ 
リーン だつたのだから。 

このように欧米化ないし国際化された姿でキャラクターが描 
かれているから こそ、 日本のマンガやアニメは、欧米人に受け入 
れやすかった。その結果、今日のように世界中で人気を博するこ 
とができたのだ。1960年代にテレビで「アストロ •ボ ーィ 
(鉄腕アトムごを見たり、1980年代に「ロボテック ( 
『超時空要塞マクロス』など数本の日本アニメから、一本のテレ 
ビシリーズに巧みに編集されたものごを見たりした米国の子供 
たちの多くは、「あのキャラクターはほんとは日本人なんだよ」 
と言われても、「うそだ」と答えたのだから。 



k . 


务を子 

さん…9 



57 









第二章世紀末現象と してのマン ガ 


^^白黒の世界2 

ステレオタイプなもののみかた 

1990 年、 大阪で、「黒人差別をなくす会」 という ささやかなグループが、「人種差別的マンガ」に反対するキャン ぺーン を 
始めた。このグループの主要メンバーは、有田利二氏一家(有田夫妻と子息) で、 その前には「ちび くろさん ぼ」を書店から追 
放し、人種差別的な広告をやめさせることに成功した実績がある。 

有田一家は、「□本のマンガには、アフリカ系の人々に対する否定的な表現があふれている」との強い認識をもっていた。た 
とえば、アフリカ系の人々の描かれかたといえば、「草でできた腰蓑をつけ、.#には骨をとおした人食い人種」か、「召し使い」 
か、「ジャズ.ミュージシャン」であるか、だ。しかも容貌が非常にカリカチュア化されており、丸い顔、太った身体、大きな眼、 
分厚い唇に描かれているという。 

0標そのものは正しいのだが、有田一家の意見が世界中のすべての黒人の意見を代表しているかのような言い方であり、 しか 
も、やり方がひとりよがりで公式的だと言われても仕方のない部分もある。まず有田一家は、マンガの出版社あてに、 「アフリカ 
系の人々を傷つける表現をすべて撤回せよ」との要求をつきつけた。次に、米国の宗教団体や市民団体数十に向けて手紙を 出し、 
「マンガの出版社に、抗議の書簡をじゃんじゃん出そう」とよびかけた。有田1家の怒りはたしかにわかる。だが、米国の団体に 
は、 日本語を読める者はほとんどいなかった。しかも、それらの団体が受け取った有田の手紙にはマンガが同封されていたが、 
みな、長いストーリーマンガの数シーンのコピーであり、前後関係がまるで無視されていた。それらのストーリーマンガの中に 
は、黒人差別どころか、逆に、人種差別反対のテーマで強力につらぬかれているものさえあったのだから。 

しかも多くの人々のおどろいたことに、有田一家の運動の夕—ゲットの中には、あの「マンガの神様」手塚治虫がふくまれて 
いたのだ。ヒューマニズムと同情みなぎる手塚の作品は、日本人の多くに愛されている。その手塚を「人種差別主義者」として 
攻撃するのは、いってみればマザー.テレサを「児童虐待者」とするのに近い。 

いったい、手塚の作品のどこがそんなに問題な のだろう？ まず手塚の作品の 中に、ときおりギャグと して入って ハる、アフ 
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リカ 原住民の「戯画化された」絵柄が問題とされた。二番目に、 もっ と問題な のは、 手塚が ときおり、 1930年代1940 
年代の米国コミックスに描かれたアフリカ人もしくはアフリカ系アメリカ人のイメ I ジをそのまま踏襲していることだ。たとえ 
ば、 手塚の作品の中でも最も人気の高い 「ジャングル 大帝(米国では 「キンバ. ザ•ホワイト. ライオン」 ごがそうだ。この作 
品は1950年に 描かれ、 アフリカの野生動物がたがいに協力し合って生きていくことを学ぶ、というテ— マの、ロマン テイッ 
クな 大河 マン ガ で、 デイズ ニー の 「ライオン.キング」 の ヒント ともなっ た。 ストーリーはやさしく、手塚作品特有の魅力に あ 
ふれている。だが、批評家の指摘によれば、この作品に描かれたアフリカ原住民の姿は、昔の「ターザン」映画そのままだとい 
うのだ。 

有田一家そのほかの批判を受けたマンガ家たちは、自分の作品の差別的部分をあらたに描きあらためた。1980年代、日本 
でよ、アフリカ系の「かわいい」キャラクタ1がちよっと人気を得たことがある。かつて米国で人気があった、黒人の「だっこ 
ち ゃし I 人形のイメ—ジだ。 鳥 山明 も、 この「かわいい」スタイルでアフリカ系のキャラクタ I を4人ほど描いたが、批判を受 
けてこれを 取り消し、 「かわいい猫」のキャラ クタ ー に 変えて しまった。 

かりに手家がまだ存命していたなら、批判を受ければふるえあがり、さっそくキヤラクタ—の描きなおしをやったたろう。た 
が、すでに 彼は 死去していた。手塚の著作を出版しているのは講談社で、300巻をこえる全作品集を刊行していた。講談社が 
手塚になりかわって作品を描き直す、などというわけには、まさかいかない。だが講談社は、描き直すことをしないかわり、手 
塚の作品の増刷を一時 ストップし、 社内でかんかんがくがくの議論をたたかわした。その結果出た結論と して、 「読者あてにメッ 
セ— ジを人れる」ということになったのだ。その メッセ— ジ は、 「差別がいまほど問題になっていない時代に描かれた作品なので、 
II 者を句勿っけるような表現があるかもしれないが、手塚治虫 自身は、 ありとあらゆる差別に反対を唱えた作家であり、その占「 
講談社も同じだ」という要旨だった。これですベての批判者たちが満足したとは思えない。だがそれでも、相当な進歩ではあっ 
.こ。 かりに米国の出版社が、「御社の発行している古典文学の名作には、宗教的民族的差別が含まれている」と抗議され たら、 講 
談社を見習うべきだろう。 

さて、 日本における差別撤廃キャンぺ ー ンの攻撃を受けたマンガ作家および読者の反応は、それこそさまざまだった。なにぶ 
ん 、日本は 単一 民族国家と言ってもよい国なので(少数民族に厲する人口は 1 パーセントにすぎない)、他民族に対する差別意識 
といった問題が国 K の上に直接ふりかかった経験は、 ごく 最近まであまりなかった。だからと いって、 日本のマンガ作家が悪意 
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手塚治虫「火の鳥」より、古代日本を舞台に、キャラクターのひとりが、生い茂った草むらのなかを 
逃げるシーン。追つ手が機動隊の姿で描かれ、アフリカ人の姿も見えるが、これは手塚特有のギャグ。 
これが描かれた1968年は、学生運動が過激に盛り上がった年だった。 


© 手塚プロダクション 


第二章世紀末現象としてのマンガ 


をもって差別表現をした、 と 考えるのは、もちろんまちがっている。だ 
が、多民族国家には必ず存在する、差別意識に対するチ H ック機構が、 
日本にはまだなかったのだ。多くのマンガ作家は、自分たちが無邪気に 
描いている黒人の絵柄が、じつは差別、 搾取、 奴隸 制度と いった ものの 
中ではぐくまれてきたのだ、 とは、 気づかなかったのである。 

1991年、マンガ批評誌「コミック•ボックス」 に、 いくつか特集 
記事がのった。差別反対キャンぺーンに対する、作家や読者の意見を集 
めたものだ。「このキャンぺーンがあまりにも四角四面の正論でありすぎ 
るし、出版社側がおとなしく降参してしまつたことにも腹が立つ」とい 
う意見が多かった。ことにマンガ家たちは、「おまえの描いたマンガは差 
別だ差別だなどと言いたてられるのは不愉快だ。検閲じみたことはいや 
だ」という"そもそもマンガの中には、対象をカリカチュア化し、から 
力うことを目的とするジャンルもある。この場合、描かれる対象は、た 
とえ日本人であれ外国人であれ、「差別的」といわれるような表現で描か 
れざるをえない。また、中にはこういう意見もあった。「 30 年以上昔のマ 
ンガは、その時代の一般的な空気を反映している。そういう作品を追放 
しようとすれば、『パンドラの箱』をあけてしまうことになりかねない。 
たとえば、シェイクスピアは『ヴェニスの商人』のなかで、ユダヤ人シ 
ャイロックを差別的に描き出した。だからといって、『ヴェニスの商人』 
を発禁にすべきだろうか？ターザン映画はすべて発禁になるべきだろ 
、っか？」次のような意見もあった。「米国のマスメディアには、人種差別 
的表現がみちみちているではないか。たとえば日本人は、みな出っ歯で 
細い目でカメラをさげた姿で描かれている」 
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差別反対キャンぺーンがもたらした悪影響のひとつは、批判をおそれるあまりに、絶対に黒人のキャラクターを描かない、と 
いうマンガ家を生み出してしまつたことだ。たとえ、良いイメージで描くのでも、ごめんだというわけだ。そうなつてしまつた 
ら、黒人がマンガに描かれるチャンスはなくなってしまう。1993年 8 月4日、小林よしのり(最も活発に発言するマンガ家 
のひとりで、「ゴーマニズム宣言」の作者)は、多くのマンガ家があえて口に出そうとしない思いを代弁するマンガを描いた。そ 
のなかで小林は、多くのマンガ家が編集者から「アフロヘアと分厚い唇の黒人を描いてはいけない」という圧力をかけられてい 
ることを痛烈にからかっている。小林いわく、「結局、黒人はすべてマイケル.ジャクソンみたいに描かれなくてはいけない、と 
みんな思つているらしいんだな」。 

こ、っして、差別反対キャンべーンの結果、世論は差別に敏感になり、人々の関心も高まった。だがその反面、やりかたがあま 
りにも稚拙なため、「不当に非難されている」という日本人特有の被害者意識を助長してしまうことにもなったのだ。しかも、人 
種差別に反対する良質のマンガ、アフリヵ系の人々に味方するマンガもたくさんあるのに、差別反対キャンぺーンの側は、それ 
らをすべて無視してしまったのだ。さらに、ステレオタイプ化されて描かれるのは、じつはアフリヵ系の人々だけではない、と 
いう事実をも無視していた。たとえば、マンガの中では、日本人キャラクタ1は白人的な容貌に描かれ、白人キャラクターはし 
ばし ば、 毛深い大男の姿であらわされる。中国人や朝鮮.韓国人は、細い目で出っ歯に描かれることが多いが、これこそ、 第二 
次世界大戦のとき、反日派の米国人が日本人の姿を揶揄して描いたステレオタイプそのままではないか。 

結論を言おう。マンガにおける人種差別は、「表現の自由と、全体に対する責任とのバランス」という大問題のなかのほんの 
一部にすぎない。米国でも、「差別表現」に対する論争が起きているが、それと同じ問題だ。日本のマンガ作家は、「差別表現」 
をめぐって、世論および出版社からの圧力にさらされつつある。それは、単に外国人をいかに表現するか、というだけにとどま 
らず、日本人の中のマイノリテイや、ハンデイキャップのある人々をいかに表現するか、という問題にまで広がっているのだ。 
さらに、エロテイシズムや暴力の表現までをもっと自主規制するようにという意見がある。かつて手塚治虫は、「米国のアニメに 
は、手の指が四本のキャラクターが出てくるのに、日本ではそれが許されない」と不満をもらしていた。つまり日本では、四本 
指というのは、「四つ足のけだもの」という惡いイメージがあるうえ、かつての被差別民(現在なお、偏見にさらされている)で 
ある「えた. 部落民」 (昔、 動物の屠殺業に 従事していた、と 一般に 信じられていた)をも 暗示す ることになるからだ。こういっ 
SJ 、 強引ともハえる- m 則を好まない自主的な気概のあるマンガ家もいる。もちろん、そういうマンガ家とて、わさわざ品位を下 
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げるような表現をしようとは思つていないのは、もちろんだが。 

差別問題に関して、マンガ産業の信頼度を高めようという動きも起こった。マンガ表現において何を認め、何を不可と すべき 
力を 考え、 あわせてマイノリティとの間にコミュニケーションをとろうという意欲のあるマンガ家 、編集者、 出版社は たくさ 
んある。たとえば手塚治虫のプロダクションは、アフリカ系アメリカ人の団体 ( JAFA すなわち、ジャパン•アフリカン•ア 
メリカン.フレンドシップ.アソシエーション)と交流をおこなつている。手塚プロの松谷孝征代表は、1992年秋に、雑誌 
r 創」に次のような意味の一文を寄せた。「人種差別であれ性差別であれ、差別表現の根にあるものが何なのかをちゃんと解明し 
ようともせずに、単にそういう表現を避ければいいとする意見が、マンガ業界でははびこっている」 

外国人をどのように表現するか、にマンガ家たちが苦心する一方、日本社会そのものが大きく変化しつつある。日本の若者は 
さかんに海外旅行し、世界中のリアルタイムの情報をテレビから得ているため、視野が広がっている。しかもここ数年、日本に 
滞在する外国人も増え、その国籍や職業も以前よりバラエティに富むようになった。かつての「ガイジン」は、おもに旅行者、 
ビジネスマン、米軍兵士、英語教師などだったが、現在では、ハードな肉体労働を日本の若者がきらうため、そういう職種につ 
く外国人労働者が増えた"その中には合法的に滞在している者も、不法滞在者もいる。工場労働、トラック運転、皿洗いなどの 
職種に従事する人々の中には、イラン人、バングラデシュ人、ブラジル人、ベトナム人、中国人などが多い。黒人(アフリカな 
いし米国から来日する)の日本における職業も以前よりバラエティに富んでいる。日本人と外国人との国際結婚も多くなり、そ 
の国籍もフィリピン、タイ、ロシアなどが増えた。 

その結果、現代日本のマンガ雑誌には、ありとあらゆる種類の外国人が登場する。なかには、外国人を否定的なィメージで描 
いているものもある一方、外国人に感情移入し、正確なイメ—ジで描いているものもある。日本の若者のあいだではバスケット 
ボールが非常に人気高く、そのため、マジック•ジョンソンやマイケル.ジョーダンのようなバスケットボール界のスーパース 
夕—は、日本の若い世代のヒーロ I だ。数年前、少年マンガ月刊誌として人気のある「月刊少年ジャンプ」が NBA 公認のもと、 
「ロサンゼルス.レイカーズ」を題材とするマンガを連載し、人気を博した。また、青年向けマンガ週刊誌「モーニング」には、 
かわぐちかいじ描く「沈黙の艦隊」が連載された。米軍と戦う日本の潜水艦部隊を描いた国際派のサスペンス.アクションもの 
だが、この中に、米国政府内で最高の地位を占めるアフリカ系アメリカ人の高官が出てくる。これなどは、アフリカ系アメリカ¬ 
人を非常に好イメージで描いた例だ (作者は、 湾岸戦争のときテレビニュースにひんぱんに登場したコリン. パゥエルに触発さ 
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れ て、 このキヤラクタ I を創造したと思われる)。また、 SF マン ガ家(士郎正宗など) は、 未来の 日本を、さまさまな 人種や文 
化がいりまじつた国として描いたりもしている。 

19000年代半ばから、日本政府は、さかんに「国際化」をいいはじめた。この言葉を考え出した官僚は、もちろんマンガの 
熱、レな読者ではないだろぅ。しかし、マンガの世界では、確実に国際化の波が押し寄せつつある。 


マンガに未来はあるか 


年老いたゴジラ 

「ここ 数十年、 マンガ業界はまるで「ゴジラ」のように巨大 化し、 隆盛を誇っている」というの が、 いままでのマスメディア 
の意見だった。だが1995年3 月 27日の「アエラ」 は、 これとはちがった論調の記事を載せている。「マンガ業界黄昏のはじま 
り」 と題したその記事に よると、 戦後のマンガ産業はいまや5兆500億円産業にまでふくれあがったが、「驚異の成長をとけた 
娱楽のチャンピオンも、やはり天井知らずではありえなかった。巨大産業に内憂外患が忍び寄っている」。 

記事が強調しているのは、特定ジャンルのマンガの成長率が鈍化しているという事実だ。出版科学研究所は毎年、マンガ業界 
に関する統計を出しているが、ここ十年以上、マンガ業界の成長ぶりはめざましかった。だが1993年の数字によれば、マン 
ガ全体の成長率は前年に比べて8パーセントのびているものの、細かくみると、二つの重要な分野が落ちている。ひとつは少年 
マンガで、前年比で〇 . 4パーセントダウン。もうひとつは青年マンガで、二年続けて〇 . 7パーセント落ちている。ほかの業 
界ならば、十年以上の急成長のあともなお、これだけの数字を示せば、おそらくみんなでお祝いのシャンパンを抜くだろう。だ 
が「アエラ」は、マンガ業界の成長が失速しつつあることの証拠として、この数字をあげているの だ。 はたして1996年、マ 
ンガ業界をおおっていた不安の影は、はっきりとした恐怖へと変わった。199 5年度のマンガ全体の売り上げ高自体は伸びて 
いるものの、 出版物全体の売り上げ高に占めるマンガの割合は、前年度比で〇 • 5パーセント落ちていたのだ。最もショッキン 
グだったのよ、それまで一番儲かる出版物とされていたマンガの単行本の売上高が、 0.03 パーセント落ちたことだ。いつも 
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は冷静な出版科学研究所までが、1996年3 月、 「成長神話に限界！」と銘打った報告を出したほどだ。 

「アエラ」によると、マンガ失速の大きな原因は、最近おもしろいストーリーが少なすぎることで、しかもその責任はおもに 
マンガ編集者にある、という。こういうと変に思う向きがあるかもしれない。マンガは、マンガ家および原作者が創作の全責任 
を負うものだ、というのが一般的な認識だからだ。だが、日本のマンガ界にあっては、事情がちがう。ストーリーを考案するの 
も、アイデアを出すのも、作者を管理するのも、すべて編集者の仕事となることもある(きわめて若いマンガ家が相手の場合は、 
親代わりの役目を果たす場合すらある)。ときには、原作を書くことまでやってのける。「アエラ」によれば、近年、大出扳社の 
編集者は、ただとおりいっぺんにマンガ家に描かせるだけの、組織のビジネスマンと化しつつあり、マンガが好きで好きで作者 
といっしょになって創作意欲を燃やすような人材は減っている、という。昔は、そういう情熱をもった伝説的編集者がたしかに 
存在した。そのほか、「アエラ」 は、 衰退の原因として、もっと深刻な問題を指摘する。それは、子供マンガ誌とゲームとの熾烈 
な 競争 だ。一本のゲームがあれば 30 時問も楽しめる。だがマンガ雑誌を読み終えるのにかかる時間は、ほんの 20 分ばかりにすぎ 
ない。読んだらそのまま ぽ いと 屑 かごに捨ててしまうような子供が多い。たしかにマンガ雑誌の値段はゲームの10分の1だが、 
安いからといって安穏にしていられる時代ではなくなったのだ。 

冷静に見て、マンガが今後も成長を続けられる分野はかぎられている。いまや日本の全出版物(本、雑誌)の 40 パ—セント以 
上がマンガなのに、どんな新しい分野が開拓できるだろうか？まず、マンガを読む中心世代がそのまま年取っていくため、今 
後は老年世代のためのマンガというものの需要がますます大きくなる。実際、マンガ出版の業界人は、「シルバー.マンガ」のプ 
ランを熱心にしゃべりあっている。シニアのためのマンガ雑誌だ。そのほか、海外市場ももちろん、巨大な未開拓マーケットだ。 
1983年、私は自著「マンガ！マンガ！」のなかで、次のように書いた。「日本のマンガは、ちょうど米国のロック ミユ I ジッ 
クと同じように、まず若者文化としてはじまったが、いまや社会の主流文化となり、大産業と化している」。産業としてのマンガ 
が成熟過程に達したことは火をみるよりあきらかだ。 

成熟 過程に入れば、それまでとはまったくことなった問題が山ほど押し寄せてくる。第一にまず、マンガの質という、大問題 
がある。大部分のマンガは、ポップヵルチャーであるという事情も手伝い、依然として、読み捨てられるような代物でしかない。 
昔は、マン ガ家 、編集者、出版社、みな、一般社会に対してマンガの真の可能性を示してやろうという熱意に燃えていた。彼ら 
が愛してやまないマンガというメディアこそ、それまでのどのメディアにもまして、未知の可能性を泌めたものだったからだ。 
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マンガ家も編集者 も、 言わば若き革命家で あり、 行く手をはばむ障壁を果敢に破ってきたの だ。 だが いまや、 マンガ家や編集者 
は社会の権力をにぎる側に まわり、 それと同時にマンガのもつ力 も、 しだいに衰退しはじめてい る。 

言ってみれば、現在のマンガは、いささか年齢を取りすぎ、ゥェストが太目になってきたようなものだ。たしかに、いい作品 
をつくるためには貧乏でなくてはだめだ、とまでいうのは暴論だが、それにしても現在の人気マンガ家の荒稼ぎぶりは注目に値 
する。 1994 年だけの数字をとってみても、たとえば「幽☆遊☆白書」の作者、冨樫義博は、およそ 700 万ドルを稼いだと 
いわれる。人気雑誌「少年マガジン」は、週あたり平均 400 万部以上を売り上げ、同誌編集長によれば、「本誌のマンガ家 20 人 
中、およそ8人は、年に loo 万ドル以上稼いでいる」という話。若いマンガ家がこんなにも売れっ子になり、お追従ばかりに 
取り巻かれ、大勢のアシスタントの上に君臨し、そのアシスタントたちは序列に従って、「先生」の命令のままに、マンガ描きや 
セリフ書きに営々と専念する•••こんな事態になったとき、その若き「先生」の創造者としての魂は、いったいどうなってし 
まうのだろう？ 

多くの人気マンガ家たちが主宰するプロダクションは、「成功」の二文字にとりつかれるあまりに、大量生産のための大量生 
産にひたすら邁進するエ場のごとき観を呈しはじめている。 20 世紀後半の日本の産業経済がかかっているのと同じ病だ。いまだ 
に、 「質より量」で勝負しようとしているのである。世間はもはや、「量」ではなく「質」、つまり「個性」「おもしろさ」「良質」 
を求めているのに、だ。人気マンガ家たちの内輪の集まりでは、よるとさわると、「連載の申し込みが殺到しちゃってね」だの 
「いや あ、 単行本の売れ行きがこんなに多くってね」だの、(日本で仕事をしていると避けられないことではあるが)「睡眠時間が 
4、5 時間しかなくてさあ」だのといった自慢話のオンパレ ー ドと なる。 

こ、っいったことの結果は火をみるよりあきらか だ。 ストー リー がつまらなくなるばかり か、 人気マンガ家の多くは、絵そのも 
のの乱れをきたしている。背景はおろか、さまざまのキヤラクタ1まで、おおぜいのアシスタントにまかせてしまうのだが、ア 
シスタントたちの絵柄はそれぞれちがうから、結果として画面の統一がとれなくなってしまうの だ。 このように、プロダクショ 
ン生産の弊害が出てきたた め、 現在の日本のマンガ界では、おもしろい作品といえば、主流以外からあらわれている。たとえば 
同人誌、エロマンガ 、アン ダ ー グラゥンドマンガなど。1995年の「コミック•ボックス」誌の年間総括特集のタィトルは 
「マンガは終わったか？」だった。これは別におどろきでもなんでもない。 

いまのマンガ界がかかえる問題点は、作品の質の問題だけではない。ゲームとの熾烈な競争という大問題がある。そもそも現 
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代 マンガの 出発点は、 子供のための文化で あり、 言ってみればサブカル 
チャーだっ た。 しかしい まや、 マンガの読者層は老若男女すべてに広が 
り、マンガは主流文化となって いる。 だが、マンガ家がどんなに四苦八 
苦して「アダルトマンガ」 を描こうとも、 依然として「子供文化」とし 
ての特色は残っ ている。 「かわいさ」が強調され ること、 などがそうだ。 
つまり、 マンガ においては、 子供文化と大人文化の境界が、ほかのメデ 
ィアよりも あいまいなの だ。 

日本にあって初めて、マンガは今日の地位にまでのぼり、豊かな表現 
手段として確立された。こういうと、次のような質問がとびだすかもし 
れない。「いいおとなが、たかがカリカチュアの一種でしかないマンガか 
ら、主に情報を得ているなんて、いったいどういうことですか？ マン 
ガはものごとを変にゆがめたり、強調したりして描くのがつねなのに」 
と。また、次のような疑問をいだく読者もいるだろう。「出版社やカルト 
宗教や政府が、マンガを濫用して人々をあやつる、といった事態にはな 
らないのだろうか？ 人々がマンガをあまりにもまじめに受け取りすぎ 
る、といつたことは？」だが、マンガを通じて「キマジメな」情報を受 
け取る、という状況は、いまのところ、映画や小説の場合ほど確立され 
てはいない。脚注付きのマンガだの、ドキユメンタリーマンガだのとい 
つた、「キマジメ路線」のマンガであっても、やはりドキユメンタリー映 


画やノンフィクシヨンの本に比べれば、大幅に現実の変形がおこなわれることになるだろぅ。すべての人々がマンガに描かれた 
現実をそのまま信じ込んで 暮らす、 とか、外国に関する情報をすべてマンガから 得る、 などといぅ時代がもしくるとしたら、い 
つたいどんな時代だろぅ？ 

日本の社会は、確実に「マンガナィズ」されつつ ある。 その結果、日本人はハッビーな気分になつているのかもしれない。だ 
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が同時に、マンガは日本の知性の核心にまで、影響を与えている可能性もある。1980年代、「軽薄短小」なる言葉がはやった 
が、これは、消费者の志向をあらわすのみならず、知性の「軽さ」をもあらわす語だった。そしてこの時期が、ちようど、マン 
ガがほかの芸術(ことに文学や映画)に大きな影響を与えはじめた時期と一致しているのだ。マンガのもつ、創造的な側面が、 
小説や映画の「ローカロリー志向」の底に横たわっているかもしれない。いまや日本では、重くシリアスな芸術より、軽い芸術 
のほうが好まれるようになつているのだ。 

まとめていえば、マンガ産業の成長率には多少のかげりがみえはじめ たが、 他方でマンガそのものは、成熟を とげ、 文化の主 
流と なった。 日本という国そのものも、多くの問題に直面して いる。 マンガは日本社会のすみずみにまで浸透しつつ ある。 そし 
て表現手段と しても、たえまなく 変容をとげつつあるの だ。 
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第三章マンガ雑誌の世界 

-高度に細分化されたジャンルと読者層 

(※各項のデータや記述は1996年初頭当時のものです) 


英語の「マガジン(ョ agazine )」 にあたる日本語「雑誌」 は、 漢字の「雑(「荒々 しい」、 「雑多」などの意味ごおよび「誌 
(「記録」などの意味ごより 成る。 日本人の 耳には、 「ざっし」という発音は、なんとなく荒っぽい響きに聞こえるという。 

マンガ雑誌は、「雑誌」のもつ特質を数多くそなえている。まず、 値段が ひじように 安価 だ。そして、マンガ雑誌を実際に手 
にとって見ると、最初の数べ—ジはフルヵラーで、紙も厚手だが、残りはすべて再生紙だ(再生される前のインクのあとを消す 
ために、薄く着色してある場合もある)。内容は、連載マンガと読み切りマンガとがたくさんミックスされている。そして、読 
み捨てにされるのが普通で、サラリーマンが帰宅途中の電車の中で読み、そのままぽいと駅の屑入れに捨てる、ということが多 
い。1994年、マスメディアを扱う雑誌「創」で、マンガ批評家の大塚英志は、次のような疑問を呈している。「戦後の日本 
文化の中でまんがが何故、他のメディアを圧倒的なまでに凌駕し得たのか」そして大塚が出した答えは、「その最大の理由はつ 
まるところ、まんがというメディアの徹底した、ある意味では救いようのないチ—プさにあったのではないか」。 

戦後の飢餓の時代、なによりもまず「安価な娯楽」が求められていたから、マンガの「安価」 は、 当然の結果だといえる。と 
りわけ子供たちはむさぼるようにマンガを求め、出版社側もそれにこたえて、子供雑誌のマンガぺ—ジを大幅にふやした。そし 
て 1959年、 現代マンガ雑誌の方法論がついに決定した。日本の大出版社のひとつ講談社が、「週刊少年マガジン」を創刊し 
たの だ。 この雑誌は、現在数誌ある少年マンガ雑誌のはしりであり、あっというまに発行部数 loo 万部を達成し、一冊あたり 
のぺ—ジ数も 3 〇 〇ベージにもな った。 
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<データボックス> 日本の マン ガ雑誌1995年 


種別 


タイトル数 


<少年少女雑誌> 
少年誌 
少女誌 
計 


2 3 



<成人雑誌> 
青年誌 

レデイース誌 
4 コママンガ, 
パチンコ 


3 7 
5 2 


パチスロマンガ誌 8 

「耽美もの」誌 7 

ゴルフマン ガ誌 3 

その他の成人雑誌 6 9 

計 19 7 


総計 


2 6 5 


発行部数 
(単位 • 百万部) 


6 6 2.2 6 
145.55 
807.81 


551.40 
10 3.09 


13 2.45 


7 8 6.9 4 


1,5 9 4.7 5 


出版科学研究所「出版月報」19%年3月号 P 9 より。 


現在、マンガ雑誌は二つのタイプに分けられ 
る。ひとつは、ぺージが中とじ式になつていて、 
まんなかをホッチキス止めにしてあるタイプ。 
もうひとつは、ぺージが糊付けしてあり、背表 
紙が四角になつている平とじ式のタイプだ。ど 
ちらにせよ、厚さは少なくとも200ぺージ以 
上あり、千ぺージを越えるなどというのさえあ 
る。大きさは、普通035判か<5判。ほとんど 
の雑誌は、男性向け、女性向けと読者の性別を 
はつきり定めている。男女両方を対象とし、し 
かもよく売れている雑誌というと、まずは幼児 
向け雑誌だ。幼児なら、男女の違いもそうはっ 
きりしていないからだろう。子供向けマンガ誌 
と、大人向けとの最大の違いは、子供向けのほ 
、っには、セリフに、(日本語を学ぶ外国人にとっ 
てのお助けの神でもある)「ルビ」がふってあるということだ。ルビというのは、漢字の読み方を示すかな文字を指す。子供は 
むずかしい漢字など読めないからだ。 

1995年現在、定期的に出版されているマンガ雑誌は、265種類。この中には、季刊、月刊、隔月刊、隔週刊、週刊、以 
上のすべてが含まれる。発行部数も、数千部から、週あたり600万部以上まで、それこそいろいろだ。この巨大マーケットを 
支配するのは、三大出版社すなわち、集英社、講談社、小学館だ。残りのわずかなパイを、何十社もの中小出版社がひしめきあ 
いながら分け合っている。そういう中小の版元は、マンガ雑誌の売れ行きのいかん一つで、消えたり、また浮かび上がってきた 
る。 

この章では、マンガ雑誌のいくつかをご紹介しよう。ここにあげる雑誌の顔ぶれをみれば、現代日本のマンガ界の幅艺さと奥 
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行きの深さがおわかりだろう。それぞれの分野の典型といえる雑誌もあれば、そうでないのもある。だがどれも、表現手段とし 
てのマンガの底力を如実に示している。雑誌の連載マンガが、やがて単行本と なり、 ひいてはアニメやキャ ラク タ—商品という 
巨大産業の起爆力となつていくのだから。 


nlDnllln ^ ツク 


少年マンガ誌の入門編 


日本のデ イスカウント 電器店に入る と、 眼や耳がちかちかする。そこここに貼ってある赤や青の 値札、 四方八方から 響く やか 
ましい 音楽、 何十台ものパソコンで電子音をたてているゲーム 。月刊 マンガ誌「コロコロコミック」を手に取つたときの 感じは、 
ちようどあれに似ている。とくに中高年世代にはそうだろう。 

「コロコロコミック (以下 「コロコロ」と 略)」 は、 


小学館発行の、男児向けマンガ誌だ 。小さい 男の子とい 
うのはとにかく落ち着きがない が、 この雑誌 も そのとお 
り。 まず 表紙から して、 サィケデリックな色の人気キャ 
ラク ター がぎ つし りと ひしめきあつている。中を あけれ 
ば、 おさえきれないエネルギ ー の爆発といった趣だ(読 
み通すのにもエネルギーを要する)。「ぶあつく、 安く、 
おもしろい！」 とは、 「コロコロ」 の宣伝文句だが、た 

しかに、 400円で600ぺージないし700ぺージと 
いう 安 さだ。しかも 大人向け雑誌と ちがい、 子供が手に 
とりやすいように と、 判型も A 5サィズになっている 
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(これは「コロコロ」がほかの子供雑誌に先駆けておこなった)。「電話帳」サイズではなく、「平べったい煉瓦」サイズ。だから 
堅い枕がわりにもなるし、子供がけんかのときに投げても安全だ。「コロコロ」というのは、ものがころがる様子を示す擬態語 
だが、ネーミングとはうらはらに、この雑誌は「ころがる」ことなどなく、ポリシ—をしつかり守り続けている。 

1994年、黒川和彦編集長に会って話したところ、編集長いわく、「うちの読者は小学校3年生から6年生が中心だけど、 
中学生もちらほらいますね」。この雑誌が創刊される前、この年代の子供向けに、マンガ雑誌的なものがあるにはあった。「学年 
誌」といわれるポピユラ ー なもので、ぶあつく、豊富な写真やイラスト入り。内容の半分は学習、半分はマンガだ(たとえば 
「小学一年生」「小学二年生」など)。だがこれは、本格的マンガ雑誌とはいえない。いまの男児は、マンガ雑誌の手始めとして、 
まず「コロコロ」か、講談社発行のライバル誌「コミックボンボン」を読む。「コロコロ」は、原色ギラギラの表紙の印象とは 
うらはらに、子供のための入門雑誌という路線を追求しつづけているのだ。 

マンガ雑誌にはたいてい、編集方針をあらわすスローガンがある。「コロコロ」のスロ—ガンは「勇気」「友情」「闘志」だ。 
そして黒川編集長はさらに、「とことん主義」をあげた。「コロコロ」は、ほかのマンガ雑誌と同じく、連載マンガと読み切りマ 
ンガの二本立てだが、スポーッものが多いのが特徴だ。だが編集長によれば、最も大切なテーマは「ユーモア」だという。実際、 
60パ—セント近くがギャグものだ。編集長いわく、「小学生の男の子というのは、長くてシリアスな連載マンガだと飽きてしま 
う。たぶん、集中力がもたないせいもあるだろうけどね。それに、読者アンケートの結果、ギャグものが人気があるんですよ」。 

「コロコロ」の看板マンガのひとつが、コミカルマンガ「ドラえもん」。作者は藤子. F . 不二雄。ドジな小学生の男の子と 
同居するロボット猫の話だ。日本のポップカルチャーのひとつの偶像にまでなつたこの作品は、ほのぼのとしてやさしく、「コ 
ロコロ」の原点でもある。この作品が小学館の学年誌に、単発ものとして初めて掲載されたのはいまをさかのぼること25年以上 
前。ひじような人気を博したので、やがて季刊誌、隔月刊誌と場所を変えて連載され、月刊誌「コロコロ」に落ち着いた。いま 
だに、表紙にドラえもんのイラストを載せると売れ行きが伸びるという。とくに、毎年春休みの時期になると「ドラえもん」の 
アニメ映画が公開されるが、この時期は雑誌の売れ行きもいちだんと好調だそうだ。 

もちろん、「ドラえもん」より過激なギャグマンガのほうが多い。小学三年生くらいの子供が喜びそうなあほらしいギャグの 
連発だ。たとえば1994年、のむらしんぼ「パーブー赤ちん」。自分の小さい「チンチン」で、ありとあらゆる悪ふざけをや 
るガキの話だ。だが中には、大人も読むに足るギャグマンガもある。たとえば小林よしのり「おぼっちやまくん」。この，乍者の 
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描く、日本社会を風刺した作品は、大人の世界でも非常に評判が高い。 

しかし、「コロコロ」の最も顕著な特色は、マンガの内容ではない。ほかの産業との緻密なタイアップぶりだ。マンガ界では 
普通、連載マンガは人気を得ると、単行本化され、アニメシリーズになり、そしてキャラクタ—グッズその他の商品となる。だ 
が、「コロコロ」においては、(日本の若者の中に、テレビや、任天堂のゲームがいかに深く浸透しているかを示す数字だが)な 
んとマンガのキヤラクタ 1 の 30 パーセント以上が、じつはオリジナルではないのだ。アニメやゲームやおもちゃのキヤラクター 
をそっくり昔りてきているのである。1995年、 CAPC 〇 M の人気ゲーム「ストリートファイタ— I 」が、ギャグマンガ化 
されて掲載された(アニメ映画の宣伝入り〇任天堂の「ドンキー•コング」もだ。そのほかにも、ゲームとタイアップしてい 
るマンガはいくつもある。それらには、ゲ—ムの遊び方の指南がもりこまれている。実際、この雑誌のマンガを読もうと思えば、 
ゲーム用語を頭にいれておくことが必要だ。たとえば、「ストリートファイタ— I 」「ドラゴンクエスト」は、それぞれ「スト I 」 
「ドラクエ」と略称される。英語の略語、たとえば 「RPG (ロールプレイングゲーム)」なども、「コロコロ」のあちこちに出 
てくる。 

ほかの雑誌に比べて広告が多いのも、「コロコロ」の特色だ。最も多いのはゲ—ム、おもちゃ類、小学館の出版物の広告だが、 
裏表紙には、まるで 40 年前の米国のコミック本を思い出させるような広告も載っている。たとえばボクシンググローブ、「ラン 
ボー•スタイルのナイフ」、軍隊の銃の模造品など。1994年および1995年には、サッヵ—ブームと、商業主義にあおら 
れた J リーグ熱(「コロコロ」も応援している)を反映して、サッヵ ー 関連商品の広告が山のようにのった。ヴェルデイ川崎の 
ブラジル出身スタ—プレー^、ラモスを主人公とするギャグマンガさえ掲載されたほどだ。 

現在、子供を対象とするマンガ雑誌の状況は、決してなまやさしくはない。「コロコロ」は、この分野では最も成功をおさめ 
ている雑誌であり、その発行部数は、ライバル社の羨望の的だ。だが1994年には、ひと月あたりの実売数およそ 75 万部とな 
り、ピーク時の150万部よりかなり落ちた。黒川編集長によれば、「最大の問題のひとつは、長続きするパヮーのある若手作 
家をみつけることですね」。若手マンガ家たちは、「子供マンガは内容的にも限界があるし、幼稚だ」という思い込みから、子供 
向けの分野をとかく敬遠する。ましてや、「ドラえもん」のような永遠のヒット作を生み出せる力のある作家となれば、きわめ 
てまれだ。いま米国では、映画産業に潤沢な資金が投ぜられるため、若くて創造力のある人材はみんな映画界に行ってしまう。 
黒川編集長はそのことを指摘したあと、こ、っ言って嘆いた。「昔は、マンガ家になれば金持ちになれるといわれていた。だがい 
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まじや、金儲けしたければゲーム業界だ、ということになって、才能のある人材はみんな、ゲームのシナリオライタ—とか、ゲ 
丨ムデザイナーのほうにいってしまうんですよ」 

もうひとつの問題は、いまの子供たちのライフスタイルの変化だ。「いまの子供たちは、とにかく忙しすぎますね」。黒川編集 
長は、まるで 「ハツ ヵネ ズ ミの 競走」 のような日本の教育システムには批判的である。「放課後、やれ 塾へ 行くだの、なんだの 
と、 ス ケジユールが ぎつしりつまつている。そのあいまに、うちの雑誌を読んでくれと 言 つても、むりだろうね。 • • . 21 世紀 
になるまえに、なんとか新しい手をうたないといけないのは、 よく わかっているんですよ。現状のままじつとしていたら、ます 
ます 読者に『古い』 と 思われる だけだから」。 

ほかのマンガ雑誌 同様、 「付録」をつ けたり、ベー ジ数をふやしたり といった 方法 も使い、 部数拡大に努力して いる。199 
4 年 9 月 号は、 J リーグ の写真入り 便箋、「ドラえもん」 の スペシャルイラストといった 付録 付きで、980 ぺ ージ。 だが これ 
でも、まだまだじゆうぶんとはいえない。 

一見、なりふりかまわぬ商業主義とみえるもの(ゲームやキャラクタ—グッズとの大幅なタイアップ)は、生き残りを賭けた 
必死の サバイバル 戦略の一部な のだ。「コロコロ」 が 夕—ゲットとする年齢層の子供たちは、いまやゲームやアニメに多くの 時 
間をついやし、マンガを読まなくなっている。押し寄せる 大波に 対し、「コロコロ」は 懸命に 防御線をはっているのだ。敵を味 
方に つけることこそ、 最良の防御策 だからだ。 

J " 週刊少年ジャンプ 

マンガ界の「ゴジラ」 

日本のマンガ雑誌を語る上で、「少年ジャンプ」を無視することはできない。毎週火曜日になると、街のニユーススタンドや 
駅のキオスクに、この雑誌が山積みになる。買われた「少年ジャンプ」は、日本全国津々浦々の学校や会社や工場や喫茶店で読 
まれる。満員の通勤電車の中で、 12 歳の小学生と 30 歳のサラリーマンが肩を並べてこの雑誌を読みふけっている、などという光 
景は珍しくない。駅に貼ってあるポスタ1、テレビコマーシャル、大新聞の一べ—ジ広告などあちこちに、「週刊少年ジャンプー 
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の広告がでかでかと出る。そして水曜日以降になると、地下鉄の網棚 や、 あふれんばかりの屑入れの 中に、 この雑誌がうち捨て 
られる。街のゴミ置き場に、「資源再生用ゴミ」として積んであったりする。 

「週刊少年 ジャンプ(以下「ジャンプ」と略)」 は、 週あたり発行部数500万部ないし600万部を 誇り、 日本で最高に よ 
く 売れるマンガ雑誌 だ。 だがそれだけではない。世界最大の発行部数を持つ雑誌の一つでもある(日本のおよそ二倍の人口をも 
つ米国で、あの有名なニユース週刊誌 「 TIME 」 でさえ、400万部にすぎない)。しかも、巨大なのは発行部数だけではない。 
「ジャンプ」は判型も分厚さも電話帳並みだ。平とじで、糊とホッチキスとでがんじように製本してあり、ぺージ数は428ぺ 
1ジもある。 

だが大きさ や、 週刊少年マンガ雑誌としての構成そのものは、他のライバル誌、たとえば「少年マガジン」や「少年サンデー」 
と大差はない。表紙をみれば、フルカラーの人気キャラクタ—のイラスト、マンガ家の名前、マンガのタイトルなどが爆発せん 
ばかりにひしめきあっていて、「コロコロ」よりは多少、ギンギラ度が少ないかなといったあんばいだ。ぺージをめくる と、ま 
ず、 つるつるした紙のカラーぺ ー ジが8ぺージ分ある。巻頭マンガの数べージ 分、 ゲームや筋肉トレーニングマシンの広告、 と 
いったものだ。その あと、 ざらざらした手触りの再生紙のぺージが32ぺージある。これは巻頭マンガ と、 広告べージだ。黒と赤 

のインクの印刷だが、あたかもフルカラーで印刷して 
あるかのような効果が出て いる。 そのあとのぺージは 
すべて連載マンガないし読み切りマンガで 、総数、17 
本か 18 本。全部再生紙で、モノクロ印刷 だ。 だが作品 
によって、印刷インクの色や紙の色づけが微妙に異な 
るので、それぞれのマンガの違いははっきりと区別で 
きる。 

つい最近まで、「ジャンプ」はライバルを大きくひ 
きはなしていた。部数もはるかに多い 上、 返本率もわ 
ずか2パーセントだった。もともと小学校高学年から 
n <© 中学生の男子を夕—ゲットにしているのだが、中年サ 
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ラリーマンにまで読者層を広げ、出版界の奇跡をなしとげ、「日本の出版界のゴジラ」となったのだ。 

「ジャンプ」成功の秘密はいったい何か？分厚い少年マンガ週刊誌というスタイルを初めて打ち出したのは、1959年創 
刊の「少年マガジン」および「少年サンデー」だった。「ジャンプ」創刊はやっと1968年。だが当時、集英社はすでに雑誌 
出版では日本最大手となっており(マンガ雑誌以外の雑誌も全部ひっくるめて、発行部数はひと月あたり5千万部。日本のすべ 
ての家庭に、最低一冊は集英社の雑誌が置いてある計算だ)、雑誌創刊の方法論は知りぬいていたようだ。創刊時の「ジャンプ」 
は、人気マンガ家を集めることが不可能だったので、若手や新人を発掘し、彼らの才能を伸ばすべく力をつくし、専属契約を結 
んだ。こうすれば、将来、その新人が人気作家になったあかつきにも、ずっと「ジャンプ」だけで仕事をしてくれる。つまり、 
「ジャンプ」は新人作家のエージェントとなり、契約を結び、売り出しに力を入れたのだ。 

そのうえ、「ジャンプ」には強い編集ポリシ—があった。これはいまでも続いている。まず編集部は、読者アンケートをおこ 
ない、次の三つの質問をした。1.最も心が熱くなる言葉は何ですか？ 2 .最も大事だと思うことは何ですか？ 3 •最もし 
あわせだと思えることは何ですか？アンケ—卜の結果は、1.友情、2 .努力、3 .勝利、だった。この三つがそのまま雑誌 
の編集ポリシ—となった。マンガのスト—リーの選定にも、すべてこのポリシーがはたらいている。冒険マンガであれギャグマ 
ンガであれ、それは変わらない。後藤広喜編集長は、1990年6月 12 日の「アエラ」誌上で、次のように語っている。「人権 
は平等だが、能力は平等ではないことを子供は知っている。十人の子供がいれば、そのうち一人は勉強、スポーッ両面のエリー 
卜、もう一人は全くどちらにも無関心、そして残り八人は勉強、スポーッともにできるようになりたい、という向上心をもって 
いる。ジャンプはそういう子供たちを読者にしている。三つの言葉は読者の健全で前向きな姿勢を示している。少年ジャンプに 
は敗北の美学はない。勝つまで闘う」 

それが、結果的に大成功となった。ヒット作品がぞくぞくと生まれた。 「D r . スランプ」「キャッッ¥アイ」「キン肉マン| 
「slam DUNK」「DRAGON BALL 」 ——どれも、何年にもわたって連載され、国民的人気を得て、何百万ドルも 
の利益をもたらしたヒット作だ。だが、「ジャンプ」の定価はわずか190円。雑誌売り上げだけではそんなに多くの利益は見 
込めないはずだ。莫大な儲けは、連載マンガの単行本、アニメの権利料、キャラクターグッズのライセンス料、といったものか 
ら生まれる。 

「ジャンプ」の連載マンガの内容は幅広い。学園ラブコメデイ、 SF バイオレンスアクション、バスケットボ1;1/もの、野求 
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コメデイ、サッ カー もの、フアンタジ ーとギャグをまぜこぜにした もの、 などいろいろ だ。 少年雑誌だというやむにやまれぬ使 
命感 からか、 ときには、マンガ雑誌としては致命的な題材すな わち、 「教育 もの」さえ 載ったことがある。 1990 年代はじめ 
ごろ、ノーベル賞受賞の世界の科学者た ちを 扱ったマンガが載ったことがあったのだ。 

マンガのジャンルが さまざまなため、 読者の年齢層 も 趣味 もさまざまだ。 だが「ジャンプ」には毎号必ず読者アン ケート がつ 
いていて、好きなマンガ、マンガ 家、 キャラクタ1を答えさせるようになっている。かりに、ある連載マンガが 10 週連続で不人 
気 だと、 たいていは まもなく 連載終了となる。だが人気が あれば、 えんえんと連載が つづく。 秋本治の大人気マンガ「こちら葛 
飾 区 亀有公園前派出所」 は、 庶民的な おまわりさんが 主人公の コメデイ ものだが、連載開始は1976 年。 1995年末にはな 
んと第1000話に もなり、 単行本 も 92 巻に達した。 ぺージ 数に して 1万8千べ—ジを こえる。 

だが 1995年、 マンガ 業界は、 「ジャンプがついに王座からすべりおちた」といううわさでもちきりだった。ライバル誌 
「少年マガジン」が部数をのばす 一方、 8月に発売された「ジャンプ」特別号の公称売り上げ部数が伸び悩んだの だ。 こんなこ 
とはここ数年 来、 初めてだった 。 「DRAGON BALL 」 などの人気マンガがすでに連載終了していたためもあるだろう。 
ライバル誌の編集部では、「実売数は、かつての 630 万部から 550 万部にまで落ちたらしい」といううわさがささやかれた 0 
「ジャンプ」は巻き返しをはかり、定価を 200円 から 190円 に下げるという手段に打って出た。だが、結果は、予想を裏切 
った。——そもそも、永久に部数が増えつづける雑誌などというものが存在するだろうか？ 

よい方法論をみつけたら、あくまでもそれを貫きとおすことがコツだ。いま、「週刊少年ジャンプ」には、兄弟誌がいくつも 
ある。隔週刊でより年齢層の高い男性読者を夕—ゲットとする「ヤングジャンプ」、若いビジネスマン対象の隔週刊誌「ビジネ 
スジャンプ」、ヤングアダルトが対象の隔週刊誌「スーパージャンプ」、それに「月刊ジャンプ」。この雑誌は 650 ぺージもあ 
る分厚さで、 NBA 公認のマジック•ジョンソンとロサンゼルス•レイカ—ズを題材とする連載マンガが看板だ。そのほか、ゲ 
1ムのフアンを対象とする「 V ジャンプ」という雑誌も出ている。こんなにも日本の青少年をマンガ潰けにした罪ほろぼしとい 
うわけでもないだろう が、1991 年、集英社は「ジャンプノベルズ」というシリ ー ズを開始した。年二回発行のマンガ雑誌ス 
タイルの出扳物で、マンガっぽいストーリーをマンガ家のイラスト入りで小説に仕立てあげたものだ。 
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なかよし 


メディア•ミツクス 

マンガ雑誌を出すのは、ビジネスとしては賭けに近い。利益は少なく、競争は熾烈で、生き残りのためにはたえずィノべーシ 
ョンを強いられる。子供向けの分厚いマンガ雑誌では、特にこれが顕著だ。小学生および中学生の女子を対象とする月刊「なか 
よし」 は、 生き残り手段として、「メディア•ミックス」戦略を駆使している。 

「なかよし」は、少女向けマンガ雑誌としては日本でも最も古く、1954年創刊された。出版元は、最大手出版社のひとつ 
講談社。内容は、連載小説、読み物記事、ィラストなどだったが、戦後まもなくのマンガブ—ムを受けてすぐに内容一新し、才 
—ルマンガ雑誌となった。1995年現在、定価400円、連載マンガ、読み切りマンガあわせて 12 本ないし 15 本が載っている。 
ファンタジーアドベンチャーもの、ロマンス、ギャグものなど題材はバラエティに富む。長期にわたって連載される人気作品も 
あり、たとえば手塚治虫「リボンの騎士」、いがらしゆみこ「キャンディ9キャンディ」などがそうだ。 90 年代半ばの大ヒット 
作としては、武内直子「美少女戦士セーラームーン」(以下、「セーラームーン」)がある。雑誌の発行部数には浮き沈みがある 
ものの、1995年現在、ひと月平均で公称20 0万部近いという。 

入江样夫編集長は、 1990 年、 34 歳の若さで編集長に就任した。語り口こそソフトだが、ビジョンは戦闘的だ。就任早々、 
それまでの「なかよし」 が、 あまりにもラブロマンスものばかりを載せす ぎ、 マンガのもつ真のパヮーを出しきっていないと判 
断した入江は、 ファン タジ ー ものに力を入れる方針を打ち出した。「セーラーム ーン」 はその一例で、前世で戦士だったことの 
ある 5 人の少女の物語 だ。 入江編集長の最終目標は、「なかよし」を少女マンガ誌の中で最高に売れる雑誌にすることで、その 
ためには現在トップのラィバル誌「りぼん」を追い抜くことだという。 

入江編集長が語ってくれたところによると、「うちの雑誌の『メディア.ミックス』 は、 テレビアニメ、キヤラクタ1グッズ、 
ィベントなど、ありとあらゆるものと連携することなんですよ。いままでのやりかた だと、 マンガが雑誌に連載されてかなりた 
ってからやっとテレビアニメ化され、そのあとでよ うやく キャラクタ—グッズになる。しかし、うちの雑誌はちがいます。『セ 
— ラームーン』の場合、まず連載前に、一年もかけてじっくり編集会議をやり、ストーリ—をだいたい決めた。そのあと連載が 
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始まったわけです。同時進行でメディア戦略をおこなっ た。 だから第二話が雑誌に載ってす ぐ、 テレビアニメシリーズがスタ1 
卜したわけです。アニメとキヤラクタ—グッズというのは、そもそも生産スケジュ I ルがぜんぜんちがう。テレビアニメ製作に 
必要な期間は三か月か四か月程度だが、グッズ生産のほうは半年かかる。だからわれわれはまえもってよくよくスケジュ—ルを 
調整し、 じゆう ぶん気をつけてメディア•ミックス戦略をおこなったのです」。 

少女マンガ雑誌の売れ行きが最もよいのは、2月号(新年)、4月号(新学年)、9月号(夏休み) だ。 だから「セーラ—ムー 
ン」 は、 これらの号では特に スト— リーの山場がくるようになっている。たとえば新たなキヤラクタ—や戦士が登場するとか、 
あっと驚くような新事実があきらかになるとか、 だ。 テレビアニメのほう も、 雑誌より スト— リーが遅れることわずかひと月か 
ふた月程度にとどまるようになっている。アニメのほうが雑誌を追い越してしまわないよう、よくよく注意がなされているのは 
もちろん だ。 キヤラクターグッズ発売も連携しておこなわれ、夏休みとクリスマスには、特に力の人った商品が出る。 

入江編集長は、さらにシェアを拡大すべく、ほかの戦略も使っている。たとえば「同人誌」だ。同人誌はアマチュアの巨大マ 
—ケット だが、商業的分野ではたいしたうまみはないだろうというの が、 いままでの商業誌業界の見方だった。だが、1995 
年、 「なかよし」最大の人気連載マンガのひとつ「魔法騎士 レイ アース」の作者 CLAMP は、 四人の同人誌作家の合同ペンネ 

丨ムなの だ。 四人と も、 熱狂的な追っかけファンを も 
つ女性作家たちだ。「うちの雑誌が CLAMP を起用 
したのは、雑誌業界ではすごい衝撃でしたね。 でも、 
あれは大成功でした」。 

「メディア.ミックス」以外の、もっと伝統的な戦 
略ももちろん使われて いる。 たとえば、「なかよし」 
には、 毎号かならず付録がつく。盛りだくさんな付録 
のために、ただでさえ分厚い雑誌がいっそう豪華に見 



える 


994年6月号の吋録 は、 「セーラーム ー ン」 


のキヤ ラク ターつきバッグ、「魔法騎士レイアース」 
のキヤ ラク タ丨がついたダンボール製の手提げボック 
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ス、ボードゲーム、ビニール製の傘ヵバー、それに「父の日」のプレゼントを入れるためのかわいいビニール袋。さらに、雑誌 
についているプレゼント券を編集部あてに送ると、ほかにはないようなかわいいプレゼントがもらえる。ただし、連続二か月分 
の券を送らないといけない決まりになつているので、読者は每号、「なかよし」を買うことになるという仕組みだ。こうすれば、 
「回し読み」という永遠の大問題(ただし出版社側にとってのみ)を避けることができる。入江編集長が会心の表情で語るには、 
「プレゼントをもらいたいと思えば、かりに姉妹であつても、それぞれ別々にうちの雑誌を買わないといけないわけです。プレ 
ゼントが 70 万個も出たことも何度かありますよ」。 

「メディア.ミックス」戦略の成果は、いまのところ上々だ。1992年から1993年にかけて、「なかよし」の発行部数 
は、 loo 万部ものびた。1995年末には、「セーラームーン」の単行本(13巻)が一卷あたり loo 万部ちかい売れ行きを 
みせている。「セーラーム I ン」のアニメ版をもとにした単行本のシリ—ズ(20巻)もあり、こちらも30万部出ている。さら 
に「セーラームーン」のゲームも10種類出ており、売れ行きはそれぞれ20万ないし30万本。最近の5年間で、「セーラームーン」 
のキャラクターグッズの総収入額は、全部で3千億円にものぼる。さらに、1995年末までに、このマンガの単行本およびア 
ニメが輸出された国は23か国以上にもなる。中国、ブラジル、メキシコ、才—ストラリア、 ョ ー ロ ッバのほとんど全地域、米国、 
ヵナダなどだ。まさに全地球的なマーケットが洋々と広がつている。 

成功のあかしは、そのほかにもある。「なかよし」のべージ数は 448 ぺージプラスアルファだが、広告べージがほとんどな 
いのだ。キャラクタ—グッズ、模造ジユ エリー、 生理用品などの広告がごくわずかに入っているだけ だ。つまり、 この雑誌の儲 
けはほとんど全部、売り上げからきて おり、 広告収入には頼っていない。入江編集長い わく、 「定価 400円では、一冊 あたり 
の儲けはごくわずかです。だが、さいわいなことに売り上げがひじように好調で、ほとんど毎号、 90 パーセント以上を売り切っ 
ています。 98 パーセントを達成したこともあるしね」 

マンガ雑誌の飽和状態のなか、月刊少女マンガ雑誌界のトップに のぼりつめるべく、 入江編集長の努力は つづく。 「最近、、 
ちの雑誌のテレビ広告をはじめたん です。 発売日を読者に広く知らせるためと、 もうひとつ、メディア•ミックス 戦略をさら J 
広げるためにね」。 


つ 
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ビッグ ns ツクそのほか 


「マンガ」か「コミック」か 

日本の マンガ雑誌は、普通4タイプに分けられる。「少年もの」「少女もの」「レ デイ ース」「成人もの(もっぱら男性用のエロ 
テイックマンガを指す)」「青年もの」 だ。 「青年」というと若そうにきこえる が、 実際はあいまいな言葉で、下は15歳から上は 
40歳くらいまでと、幅広い年齢層の男子を指す。 だが、 マンガ雑誌の読者を指す言葉としては、きわめて よく 使われて いる。 
「青年マンガ誌」とよばれる雑誌は20種類ほど あり、 そのなかでも人気の高い のが、 「ビッグ〜」というタイトルを冠する雑誌群 
で、 いずれも良質の作品を載せて いる。 発行元は大出版社小学館。広い年齢層にァピールす るよう につくられて おり、 現在は次 
の 五種類。 「ビッグ コミック」 「ビッグ コミック オリジナル」「ビッグ コミックスピリッツ」 「ビッグ コミックス ペリオ—ル」「ビ 
ッグゴールド」。 

マンガ雑誌界では一般に、月刊誌の売れ行きが好調だと隔週刊に移行し、やがて週刊となる。読者をふやすためだ。だが、小 
学 館は、 「ビッグ〜」に関しては、読者の年齢層にあわせてそれぞれちがう雑誌をつくり、それぞれの年齢層の読者をふやす方 
針をとっている。この戦略がみごとにあたり、マンガ雑誌が陥りがちな問題点を避けることができた。すなわち、読者の年齢が 
あがるにつれ て、 雑誌の内容 も 変えていくか、または新しい雑誌をつくらなくてはならないか、という二者択一をせまられない 
ですむの だ。 では、「ビッグ」 ファミリー をひとつずつ見ていこう。 

ビッグコミック 

ファミリーの家長ともいうべき雑誌。大マンガ家たちの連載作品を載せている。長期連載の人気作としては、まず、さいと 
う.たかを「ゴルゴ13」。ねらった獲物は絶対にのがさない、禅僧のようにストイックなプロの殺し屋の話だ。石ノ森章太郎 
「ホテル」〇ホテルマンの内幕を題材にした作品 だ。 黒鉄ヒロシのギャグマンガ「赤兵衛」。だが、セックスや悪ふざけのマンガ 
を期待してはいけない。この雑誌は基本的に「マジメ」 で、 作家はたいてい50歳以上の男性だし、読者も30歳以上の、マンガ好 
きとはいえ比較的高い年齢層の男性が多い。「ゴルゴ13」などは25年以上にわたって連載されている。広告ぺージは少ない。広 
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告内容はおもに、車、結婚サービス業、栄養ドリンク、ヘアトニッ 
ク、男性用かつら、などだ。 

ビッグコミックオリジナル 

「ビッグコミック」の兄弟誌。読者層も似ている。長期連載の人 
気マンガが多く、年齢の高い大マンガ家が描いているというのも共 
通点だ。たとえば藤子不二雄®•小島功、ジョージ秋山など。19 
93年、最も人気の高かった作品の一つ、勝鹿北星と浦島直樹 「M 
ASTER キートン」の主人公は、フォークランド戦争に参加した 
ことのある日英混血の元軍人で、いまは考古学の研究者おょび保険 
調査員をやっているという設定だ。この雑誌も「ビッグコミック」 
同様、広告があまりない。両誌の相違点としてはせいぜい、「ビッグ 
コミック」が店頭に出ていない週に、入れ替わりに「ビッグコミッ 
クオリジナル」が出る、ということくらいだろうか。そのほか、「ビ 
ッグコミックオリジナル」の表紙は、毎号かならず、エアブラシで 
描いたかわいい動物のィラスト、「ビッグコミック」のほうは有名人 
の似顔絵(頭がやたらに大きい)という最大の違いがある。 

ビッグ n 5 ックスピリッツ 

「ビッグコミック」「ビッグコミックオリジナル」は隔週刊だが、 
こちらは週刊誌だ。夕—ゲットとする読者は、20歳代前半の若いサラリ—マン。マンガもそれを反映して、スポ—ッもの、ギャ 
グもの、恋愛ものが多い。ぺージをあけると、まず眼にとびこんでくることが多いのは、水着姿のきれいな若い女性のグラビア 
だ。男の料理というブームをねらった人気マンガ「美味しんぼ」が連載されているのもこの雑誌だ。米国のコミック雑誌には、 
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「ビツグコミツクスペリオール」 

1995年11月15日号< 創刊：1987年> 

⑥1995小学館 
表紙イラスト/桶あきら 



「ビッグコミックスピリッツ」 

1995年11月20日号 < 創刊：1980年> 

©1995 小学館 

表紙イラスト/佐久間良 一 


ビッグコミックスペリオ—ル 

「ビッグコミック」「ビッグコミックオリジナル」「ビッグコミ 
ックスピリッツ」がね らぅ 読者層のどれにもあてはまらないのは、 
25歳から30歳の層だ。これを埋めるのが「ビッグコミックスペリ 
才丨ル」。90年代前半のヒット作としては、史村翔•作、池上遼 
一•画の「サンクチユアリ」がある。ヤクザと政治家を題材とす 
るエキサイティングな物語 だ。 そのほかテリ—山本の コメ ディマ 
ンガ r バゥ」。数年前のバドワイザーのマスコットに似たおかしな 
犬が主人公のマンガだ(なお、「サンクチユアリ」英語版は、サン 
フランシスコにある小学館の子会社、ビズからも発売されている)。 

ビッグゴ—ルド 

「ビッグ」ファミリーでは最も新参者のこの雑誌は、大きさ、 
値段、内容の洗練度、どれをとっても最も大きい。ほかの四種が 
みな、 中とじ式べージでホッチキス止め製本なのに 対し、 これだ 
けが平と じで、 糊付け だ。 作家の顔ぶれ も、 いまやマンガ界の神 
話となりつつ あるよう なビッグネ—ムばかりが 並び、 女性作家も 


タバコやウィスキーの広告は出ていないが、この雑誌には載つている。1993年 6 月、 雑誌「アエラ」の記事に ょると、 「マ 
ンガの性描写の規制が強まるな か、 方針がさだまつていないた め、 青年マンガ雑誌がその影響をこぅむつている」といぅ。「ビ 
ッグコミックスピリッツ」もその影響を大きく受けた。この雑誌の読者像の典型は、「20歳代の会社員すなわち『サラリーマン』 
で、 金融関係の会社でシステムエンジニアをやつて おり、 ラーメン屋でラーメンをす すり、 結婚サービス業の広告を真剣になが 
めている」。表紙は、毎号かならず、野菜ないし果物の頭をしたキヤラク ターの ィラストときまつている。 
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いる。横山 光輝、 松本零士 、牧美 也子(松本零士 夫人)、 水木しげ 
る、 里中満智子など。いずれも、 70 年代前半のマンガの黄金時代 
を築いた創造力あるマンガ家たちだ。ビッグゴールド編集者によ 
れば、「読者の年齢層は20代から40代後半までで、会社員45パーセ 
ント 、公務員12 パーセント、主婦 11 パーセント、学生 6 パーセン 
卜。女性は全体の20パーセントで、青年マンガ誌としては珍しく 
女性の比率がひじように高い。マンガを子供の頃から読んでいる 
し、これからも読み続けるつもりだという読者が多い」。 

このように「ビッグゴールド」は従来の青年マンガ誌から大き 
くはみだした読者層をもとりこんでいる。その占 r 多くのマンガ出版社がよだれをたらしそうなおいしい理想のマンガ雑誌像を 
暗示している。出生率が低下しているからには、日本はいずれ、世界でも最も年寄りの多い国となるだろう。そう遠くない将来、 
金と暇のある「シルバー層(日本ではこう呼ばれる)」の人口が増え、シルバー向けのマンガ雑誌が売れるだろう。「ビッグゴー 
ルド」の表紙イラストは、抒情的でおちついたョーロッバ風のイメージがあり、シルバー向け だ。 このイラストを描いているの 
はたむらしげ る。 有名なイラストレータ—兼マンガ家だ(マッキントッシュを使つて描くマンガ家のさきがけでもある)。 

U 週刊モ—ニング 

午前のマンガ、午後のマンガ 

マンガ雑誌は浮き沈みが激しい。読者はきまぐれだし、競争が熾烈だからだ。だがここに、つねに好調を保ちつづけている雑 
誌が ある。 講談社の「週刊モーニング」 だ。 1982年創刊以来ず っと、 マンガ雑誌界できわだった位置を守りつづけて いる。 

「週刊モーニング」 は、 発行部数およそ130万部。一見した ところ、 青年マンガ誌の典型だ。載っている広告を見ただけで 
も、 若い男性向けだとすぐわかる。といつても 広告べー ジはあまりないのだが、たとえば 車、タバコ、 ビール、 CD 、 ボデイビ 
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ル用品、抜け毛防止用ヘアケア用品、それにときとして、身体の脱毛用製品の広告などもある(男性でも、お肌つるつる' とい 
、っのがいまの流行だ)。マンガのフキダシ内のセリフには、もちろんルビはない。だが、「週刊モーニング」がほかの青年誌と一 
線を画しているのは、この雑誌は「マジメ」だという点だろう。ポルノビデオの広告はいつさい出ていないし、エロや暴カシー 
ンも少ない。 

日本のマンガ雑誌には、みなそれぞれ、はつきりとした編集ポリシーがある。たとえば、人気雑誌「少年ジャンプ」のポリシ 
1は「友情」「努力」「勝利」だ。だが「週刊モーニング」にはそれがない。栗原良幸編集長によれば、「編集ポリシーといえる 
ものは、1982年の創刊以来、表紙に書いてある言葉ですよ。『読むと元気になる』です」。栗原編集長はこれをいつも英語で 

「マンガ•エネルギ I 」と言い換えることにしているという。 

ポリシーが漠然としているため、いきおい、この雑誌のマンガ群は、題材もスタィルもほかの雑誌に比べてきわめてバラエテ 
ィに富んだものとなる。毎週、17本ないし18本のマンガ(連載および読み切り)のほか、短いギャグマンガも載つている。ひじ 
ように有名な作品もいくつかある。たとえば弘兼憲史の、高い人気を誇る「課長島耕作」(ちなみに、「ワシントン.ポスト」紙 
の東京特派員、 T . R . リード氏がこのマンガの愛読者なので、米国のマスコミにもとりあげられた。日本で映画化もされた)。 

そしてかわぐちかいじの長期連載作品「沈黙の艦隊」。 
米国海軍を苦しめる日本の潜水艦と いう、 物議をかも 
しそうなテーマで あり、 実際マスコミや政治家の間で 
議論の的になつたマンガだ。そのほか、うえやまとち 
「クッキングパパ」。料理大好きで家族のためにはりき 
つてキッチンに立つ男性を描いたほのぼのマンガ で、 
毎回、料理の作り方が紹介されている。この作品の単 
行本は 40 巻に達し、テレビアニメになつて毎週放映さ 
れたこともある。 

90年代初頭、「週刊 モー ニング」には、スポーツもの 
も載つていた。たとえばベテラン作家守村大のボクシ 
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ングマンガ「あいしてる」、さだやす圭の相撲冒険ドラ 
マ「ああ播磨灘」、 GUY . JEANS 作、ヒラマツ. 
ミノル画の野球マンガ 「 REGGIE 」。 この作品は、 
米国メジャーリーグの黒人選手が、「ジェントルメン」 
なる名前の日本のフロ野球チームに入団し、日本の野 
球システムに慣れるべく苦労する過程を描いた楽しい 
マンガた。ハリウッド映画「ミスタ丨•ベースボ ー ル」 

と似たような話だが、 「 REGGIE 」 のほうが先であ 
り、半ばリアルで半ばデフォルメされたその描き方は、 
完全に 「 REGGIE 」 独自のものだ。 

そのほか、もっと個性的な作品も連載されている。 
90年代前半の作品としては、尾瀬あきらのノスタルジックなマンガ「ぼくの村の話」(成田空港が千葉県に建設されるさいの、 
学生、農民、警官の激突を描いたドラマ)、田中政志「ゴン」(ぜんぜんセリフなしの不思議なマンガ。哺乳類動物の中で生き抜 
く恐竜の赤ん坊の話で、セリフがないという点からいって、海外輸出用には最適だ。ベルギーの出版社「ヵスタ ー マン」から、 
単行本として出版されている)、マンガ賞に輝く青木雄二「ナニヮ金融道」(大阪でサラ金の取りたてをやる男たちの話。細部ま 
でよく描きこまれて おり、 セリフは全部大阪弁)。 

このように「週刊モーニング」は、オリジナリティあふれる作品が多いという点でライバル誌とは一線を画しているが、外国 
人作家の起用が多いという点でも他誌と異なっている。戦後、日本のマンガはスタイルの点で米国のコミックスやアニメから大 
きな影響を受けたが、マンガの市場そのものは、他の商品のマーケットと同じで、完全に閉鎖されているとはいわないまでも、 
外国の作品が日本に入りこむのは実際上はむずかしい。「スパイダ—マン」「スーパーマン」などの米国コミックスが日本に紹介 
されたことがあるが、ほとんど失敗した。 

だが「週刊モーニング」編集部は、読者の保守的な趣味に媚びる ことなく、 外国人原作者やマンガ家を広く募集した。ヵリフ 
オルニアの地方新聞に「日本のマンガ雑誌の原作者およびマンガ家を求む」との広告を出したりもしている。編集部によれば、 
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いままでに「週刊モーニング」で採用した外国人作家の出身国は、米国、カナダ、英国、フランス、ドイツ、イタリア、スペイ 
ン、チヱコ、台湾、中国、韓国。最も多いのはフランス、スペイン、米国だが、最も読者の人気を得た作家は、台湾と韓国だと 
いう。たとえば台湾のマンガ家鄭問(チェン.ゥェン)の作品は、今までに単行本3巻になっている。判型もほかの単行本より 
大きく、値段も高いのに、すでに20万部も出た。外国人作家にとって苦労の種となっているのは、□本のマンガのストーリー展 
開の方法を守りつつ、右から左へと描かなくてはならないことだ(英米のコミック.ブックは左から右)。もっとも外国人作家 
といっても、マンガ家ではなくて原作者の場合は、それは関係ないが。米国人作家ロバート•ホワイティングは、日本の野球に 
関するすぐれた著作を書いているほか、日米の文化の違いをテーマにした著書もある(「菊とバット」など)が、他方、人気野 
球マンガ 「 REGGIE 」 の原作者でもある。マンガ界でのペンネームは 「GUY • JEANS 」 だが、これは「外人」をもじ 

ったものだ。 

ほかのマンガ雑誌同様、「週刊モーニング」も読者アンヶートをとり、人気作品の調査をしている。そのほか、24時間オンラ 
インのファックスで、読者の意見や情報を収集している。読者の意見は、雑誌のなかのコーナーや、マンガぺ—ジの横の細長い 
余白に掲載されている。好きなマンガの主人公へあてたファンレタ1といったものが大多数だ。よい意見を寄せた読者は、運が 
よければ読者プレゼントをもらえる。 

編集部側は自信まんまんの作品でも、読者には不人気、という場合もある。そういう場合、そのマンガは姉妹誌「月刊アフタ 
ヌーン」に移されることもある。「アフタヌーン」は「モーニング」に似ているが、読者層はやや若い。定価500円で loo 
〇ぺージもあり、それだけに読者も元気がいい。雑誌の重さはーキロを越える。 

J 竹書房の麻雀マンガ 

真剣なプレイヤ—のために 

個人的には、麻雀はやらない。麻雀には欠かせないふたつのもの、タバコと夜更かしが大嫌いだからだ。だが、日本の友だち 
がわいわい集まって麻雀を楽しんでいるのをみると、仲間はずれにされたような気分になる。日本の学生やサラリーマンの生活 
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には、麻雀は必需品だし、「男のつきあい」を深めてくれるものなの 
は確かだ。だがさいわい、もうもうたるタバコの煙を吸わされたり、 
夜更かしで赤い目になったりしなくても、手軽に麻雀気分を味わう 
方法がある。竹書房から出ている麻雀マンガを読めばいいのだ。 

竹書房は1972 年、 月刊誌「近代麻雀」をひっさげて出版界に 
参入した会社だ。この雑誌は純粋に麻雀指南用のテキストだった が、 
数年後、頭のいい編集部は方針を変え、日本初の麻雀マンガ雑誌に 
衣更えさせて、タィトルも「近代麻雀オリジナル」と変えた。いま 
でも、この雑誌は、同社の麻雀マンガ雑誌(三種類ある)としてつ 
づいている。他の二種は、「別冊近代麻雀(通称「ベッキン」ご「近 
代麻雀ゴールド」だ。公称発行部数は、どれもひと月あたり 18 万部 
から20万部という。 

三誌とも、外見はょく似ている。「近代麻雀」という太い漢字の口 
ゴが躍っている表紙。その表紙に描かれた、ハンサムだが真剣な顔 
付きの男が勝ち麻雀の牌をにぎっている ィラスト。 


中を開けると 


連載マンガと読み切りマンガが何本も載って いる。コメディ、 恋愛 
もの、 SF と題材こそいろいろだが、すべて、ハラハラドキドキの 
麻雀のシーンが決め手になるといぅ点では同じ だ。 麻雀に関する中 
身の濃い情報 や、 特集記事ももちろんある。 

だが、 よくみ ると、 三つの雑誌には多少のちがいが あるのに気づく。まず、 発行日の日付がずらして ある。第二に、 「ベッキ 
ン」の タィトル ロゴの漢字は、ほかの二種よりもやや今風 だ。また、 「ベ ッ キン」の表紙には 「ATTRACTIVE MAHJONG (魅力 
的な 麻雀)」、 「 コー ルド」には rn OMICSFORMAHJONG ENTHUSIAST (麻雀 ファンの ためのマンガ)」 、「オリジナル」 には 
「快適ギャンブル」 といぅ 文字が躍っ ている。 編集者の ひとり 宮治道幸が語って くれたところでは、 「三つと も、 編集部が 別々 な 
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んですよ。 だから、 表紙の字もちが うし、 マンガ家の顔ぶれ も、 読者層 も 別々なんです。べッキンとオリジナルは. 16 歳から 22 
歳くらいの読者がメインです。ゴールドは25歳以上ですね」。 

さらに宮治はこう語る。「麻雀を二、三年やれば、こんなにおもしろいゲームはない、とだれだって思いますよ。うちの雑誌 
の読者は、マンガより麻雀のほうが好きなんですね。だから、麻雀をより深く知るための手段として、マンガを読んでいるわけ 
です〇べッキンは、世問の麻雀人気をもっと高めるための雑誌ですから、そのために、ほかのメディアとのタイアップも積極的 
にやっています。たとえば、誌上に有名人ゲストを登場させたりとかね。蛭子能収(個性的で前衛的なマンガ家でテレビスタ—) 
さんをゲストに呼んだこともあります。蛭子さんは、1994年 6 月号にマンガを描いてくれて、そのなかで実際にご自分の麻 
雀の腕前を披露してましたね。ゴールドは、桜井章一さん(日本のトップ麻雀プレイヤー)を強力に押し出してます。桜井さん 
は、昔は『裏麻雀プロ』としても有名だったんですよ」 

日本では、ギャンブルは表向き、御法度となっている。合法的なギャンブルとしては、競馬、競輪、競艇があるだけだ。だが 
実際には、何百万人もの人々(そのなかには、勤務後の普官もいる)が、麻雀賭博を楽しんでいる。だが官憲の取り締まりの眼 
が容赦な く 光っているので、いきおい、ほんとうの「麻雀プロ」は「ゥラ」で仕事をすることになってしまうの だ。 桜井氏は、 
長いキャリアのなか、この「裏麻雀賭博」で何百万ドルも荒稼ぎしたといわれている。いまではプロの道から引退したので、ワ 
ザや秘訣やコツを雑誌で発表することができるようになったというわけ だ。 「近代麻雀ゴールド」では、桜井氏はまさにヒーロ 

丨であり、写真入りの記事に登場して華麗な麻雀テクニックを教え 
号 ているのみ か、 彼の体験をもとにしたマンガまで載っているほどだ。 
M2 竹書房は、桜井氏の生活をもとにしたビデオをつくり、雑誌で華々 
995-1 しく 宣伝している。 

J 麻雀ファンのほとんどは男性だが、麻雀マンガ雑誌の読者も男性 
ル^>房 が多い。それは、マンガそのものより、雑誌に載っている広告を見 

ゴ 988 化 ると わかる。率直にして単純、かつセックスを露骨に出している0 

雀丨 

麻 r - IJ :95雀荘の広告も少しあるが、大部分は、オナニーの幻想を商売にする 
射 < ij ©19 テレクラの広告だ。裏表紙には、男性用の身体の脱毛エステの広告 
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が出ている。いま流行の「すべすべした、きれいな肌」になりたい という 男性向け だ。 

だが、女性読者人口もしだいに増えている。宮治編集者の説だと、この現象は、「ひとつには、片山まさゆきさんの連載ギヤ 
グマンガ『スーパーヅガン』がヒットしたからだと思います。深夜テレビのアニメになったため、女性フアンがすごく増えたん 
ですよ。それに、1994年から1995年の『ゴールド』最大の人気マンガ家は女性で、西原理恵子さんです。短いギャグマ 
ンガエッセィを連載しているんですが、それの単行本が、うちの会社のベストセラーです。『オリジナル』も『ベッキ ン』 も女 
性フアンの拡大にすごく積極的で、女性の麻雀トーナ メント とか、麻雀を通じての男女の出会いの場とかを企画しています」 
麻雀マンガを出すというのは、きついビジネスかもしれない。文字どおり、ギャンブルだ。麻雀そのものの人気のあるなしが、 
雑誌の売れ行きにもろに響いてくるからだ。だが竹書房は前向きな会社なので、麻崔だけではなく、いろいろな分野に意欲を見 
せている。たとえば、1993年から1994年にかけて、いわゆる「ヘア ヌー ド」出版物、つまり ヌー ドの若い女性を満載し 
た豪華な写真集を出した。おりしも、 政府が、 「陰毛を写したり描いたりした出版物はまかりならん」という従来の規制を 取り 
払ったあとだったので、ヘアヌードものは羽がはえたように売れた。 

1980年代半ば、麻雀マンガ雑誌は10種類以 K もあったのだが、その後の景気後退や企業の淘汰の結果、数が減ってしまっ 
た。1995年末現在、宮治編集者によると、「麻雀マンガ雑誌で生き残っているのは、うちの会社だけですよ。80年代末のバ 
ブル経済の時期、麻雀は貧乏くさいィメージがあって、雀荘も減ってしまったんです。でも最近は、麻雀業界も息をふきかえし 
ましたね。雀荘そのものもィメージを変えて、ウェィタ—はいるわ、フリードリンクはあるわ、熱いおしぼりは出てくるわ、で 
すよ。うちの会社が生き残れたのは、ひとつには、能條純一さんの『哭きの竜』がすごく人気があったからだと思います。きれ 
いな絵ですしね。能條さんはいまは小学館の『ビッグコミックスピリッツ』で、将棋マンガを描いてます」。「ビッグコミックス 
ピリッッ」は、麻雀マンガ雑誌より、ずっと一般的な人気をもつ雑誌だ。 

麻雀マンガ雑誌は、どうしてもゲ—ムのヮザ指南にたよる部分が多い。だが、なかには、ひじように洗練された作品も混じっ 
ている。麻雀マンガを描くことは、作家にとっては腕をみがくためのいい試練にもなる。そのうえ、一般のマンガとはちがう世 
界への楽しい道案内ともなってくれるのだ。 
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I 。八チンコマンガ雑誌 

マンガとしての挑戦 

1990年代初頭、あふれんばかりの日本のマンガ雑誌界に、またひとつ新顔が登場した。パチンコマンガ雑誌だ。 

パチンコとはなんぞや？てっとりばやく知りたい米国人読者は、ピンボ—ルを縦にしたものを思い浮かべてくださればいい。 
あれに、ギャンブル性を少し加味したもの、それがパチンコだ。パチンコ屋の客は、機械が吐き出した銀色の玉の山を、歯ブラ 
シなり、ライタ1なり、チョコレートなりの景品と交換しなくてはいけない、ということに、法律では決まっている。だが実際 
には、客たちはほとんど全員、店の角を曲がって、「交換所」なる場所にむかう。たいていそこは、壁に小さい穴があいている 
だけの場所だ。ここで、景品を現金に換えるのだ。パチンコ屋は日本中どこの町にもあり、ギンギラの外装で、チンジャラの音 
がうるさく、軍艦マーチをにぎやかに流している。中をのぞくと、仕事その他のストレスからのがれてきた人々がぎっしり並ん 
ですわっている。単に金儲けにきただけではなく、一種の、頭を休める現代的 81 想に参加しているというべきだろう。パチンコ 
は、いまや日本で最も人気があり、庶民的な娯楽だ。1994年、パチンコ業界に落ちた金の総額はなんと30兆円。スイスの国 
民総 生産より 多い。これに比べれば、日本のほとんどの産業(マンガ業界も含めて)は小粒にみえてしまう。 

パチンコマンガそのものは、以前から存在した。1971年、 牛次郎 およびビッグ錠が、いまや古典となったパチンコマンガ 
「釘師サブやん」を発表している。パチンコ屋で「釘」直しに従事している若者が主人公で、この若者は、釘をこっそり変えて 
しまう「パチプロ」とたえず戦っている。しかし、一冊まるごとパチンコマンガ、という雑誌があらわれたのは、1991年ご 
ろだ。初めてパチンコマンガ雑誌を世に出した人物と目されているのは、異彩を放つ出版社、白夜書房の編集長をつとめる末井 
昭だ。出版界では、いまやちよっとした神話となっている有名人でもある。 

白夜書房は、エロテイックなマンガとエロテイック写真集の出版社として名をはせている。まだヌードに対する規制がいまよ 
りきつかった時代、末井は、企画編集した写真雑誌(少なくとも一種)に、あまりにも裸が多すぎるという理由で、警察に引っ 
張られた。80年代後半には、写真雑誌よりはパチンコもののほうが安全だ(ヮザの紹介や情報といったもので埋まるため)とい 
う判断で、パチンコ雑誌編集に携わりはじめた。これが大当たりしたので、末井は、「もしかしたらパチンコ専門のマンガ雑誌 
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^^^ pbhkbbi _- eb « b«eb R <要素のある麻雀とは対照的に、パチンコは一人の人間と 
機械とが一対一で おこなう ゲーム だ。 末井が語る には、 「だからマンガ になるような ドラマを つくろうと 思えば、パチンコ機械 
だけでは なく、 そのまわりの世界をとりいれる必要がある」0 

パチンコ機械のまわりの世界、それこそ奥の深い世界だ。麻雀マンガ雑誌の場合もそうだが、パチンコマンガ雑誌でも、技術 
のコツやワザの紹介といった記事のほか、マンガとしてはミステリー、 コメ ディ、それにセックスマンガが載っている。だがど 
んなストーリーでも、中心となるのは必ずパチンコ機械とパチンコゲームだ。 

末井編集長 自身は、 パチンコの名手と いう わけではない。雑誌を始める 前、 準備として自分で も パチンコを やり、 金を たくさ 
んつぎこむ結果になったそうだ。マスコミ雑誌「創」1994年 10 月号の、白夜書房に関する記事のなかには、次の ような 意味 
の一文がある。「会社の細かな記録によれば、末井は四か月間で、総計 172 時間半もパチンコをやったそうだ」。全部で 57 万6 
千700円をつぎこみ、儲けはパチンコ玉にして 30 万7千650個で、現金化したら 17 万4千140円だった という。 

こうして、末井編集長の釆配のもと、白夜書房から二種類のパチンコマンガ雑誌が誕生した。「漫画パチンカ—」「パチンカ— 
ヮ—ルド」だ。創刊は1991年および1992年。両方ともつくりはよく似て おり、 最初の数年は隔週刊だった。ただし発売 
日は両方が重ならないようになっていたので、事実上ほとんど、あわせて一冊の週刊誌と言ってもよかった (1995 年、 景気 
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の悪化のため、「パチンカ 1 7 1 ルド」は月刊誌となつた)。雑誌を手にとつてみると、両誌とも、最初の数べージはカラーで、 
いろいろなパチンコ機種の写真が載っており、.それぞれの機械の長所とか、専門家の語る ROM 分析とか、出玉の予想のグラフ 
などがあわせて掲載されている。そのあとのべージは、連載マンガ、読み切りマンガで、専門家によるパチンコの記事や、(読 
者の大半が若い男性なので)テレクラ、包茎手術(べつに珍しくもなくなつている)、幸運をよぶお守りなどの広告もある。 

昔は、客はパチンコ玉を機械に入れたあと、自分の手でレバーをうまく加減して玉を出したのだが(パチンコという名称は玉 
が発射される擬音)、いまでは機械はハイテク化され、玉は自動的にはじきだされる仕組みになつている。こ、っいう受け身のゲ 
1ムをマンガで効果的に描き出すのはむずかしいだろうと思われるかもしれない。だが末井が語るには、「それは逆で、ハイテ 
クの機械をマンガにするのはむずかしくはない」。たとえば19 9 4年、「パチンカーワールド」に載つた 「DI G IT A L B 
OY 」 (石原浩幸および大熊剛弘 ) は、若いパチンコ•テクノ •ハッカ ー が、コ—ドを破壊することによつて、コンビユータ化 
されたパチンコ機械を打ち負かそうとする話だ。 

だがそれでも、パチンコマンガをつくるのはなまやさしいわざとはいえない。末井いわく「マンガ家は必ずしもパチンコに 

くわしいわけではないから、まちがつたことを描かな 
いように、編集側がパチンコ関係のことを教えなくて 
はならなかつたりする。機械を描くのはつまらないと 
いう作家もいますね。でも読者の立場からすれば、機 
械を描きこむのは大切なことなんです。パチンコファ 
ンというのは、機械のデザインにフェティシズム的に 
のめりこんでいるから、マンガ家が手抜きし、機械の 
写真をコピーして使ったりすると、すぐに人気にひび 
いてきます」。 

パチンコマンガ雑誌で白夜書房が成功をおさめたと 
わかる と、 「柳の下の二匹めのど じよう」 をさがすマン 
ガ 業界には、 すぐさま追随者がおおぜい あらわれた。 
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一時は八種類も類似雑誌が 出たが、 1994年末には六種類に減っ た。 末井い わく、 「類似雑誌とちがって、うちの会社には社 
内 だけでじゅうぶんパチンコ雑誌をつくることができるノウハウの蓄積が あり、 しかもマンガなしのパチンコ専門誌もあるので、 
そつちとタイアップもで きます。 そのうえうちの会社は、新しい営業ル ートを 開拓して成功している。セブンイレブンみたいな 
コンビニが日本には4万軒も あり、 そこで売っているんで す。 本屋と違って、 24 時間才—プンですからね」。 

大手出版社は、パチンコマンガ雑誌を出版しようとはしない。末井がいうには、「パチンコ業界というのは、ヤクザとからん 
でいますからね」。巨大化したセックス産業もそうだが、パチンコの非合法 的、 賭博的な面が、法を超越した部分ではびこって 
いる。政府がそれを黙認しているた め、 パチンコ業界は巨額の脱税の温床になっている 。90 年代半ば、警察が金の流れを規制し 
ようとして、パチンコ機械のコンピユータ化とプリペイド ヵー ド導入をおしすすめたのだが、1994年「アエラ」の連載記事 
には、「巨大なパチンコ産業は警察と手を結びはじめている。パチンコの景品と現金化を請負っている会社が、天下りしたもと 
警察幹部によって運営されることが多くなっているからだ」という内容の文がある。 

しかしこの問題 も、 パチンコマンガ雑誌にとってはまさにもつてこいの題材となる。1994年 11 月 27 日号の「パチンヵー. 
ヮールド」 には、 勤務オフの日にパチンコ屋で遊ぶ女性敬 H 011と敬：3察署長のマンガが載っていた。このふたりに、店のなじみ客と 
主人たち(警察権力がパチンコ業界に介入してくるのを目の敵にしている)が戦いを挑み、とうとうみごとに負かして しまう。 
ふたりの警察関係者は、すっ裸にされて帰宅す る、 という結末になっている。 

L n ンバットコミック 

日本の戦争•軍事マンガ 

世界一、マンガの盛んな国と言っていい日本 だが、 不振な分野がひとつだけ存在す る。 戦争.軍事マンガだ。第二次世界大戦 
では敗北を喫し、その後の占領時代には連合国側が軍事関係の出版物や芸術にきびしい検閲制度をしき、しかも米国の指導のも 
とに つくられた 日本国憲法が「戦争放棄」を謳っている。 これらの 理由により、日本人の 中には、 「戦争を賛美するもの」に対 
する アレル ギーが 生まれた。 その ささやかな 「軍事マンガ」の分野で大きな存在感を示しているの が、 日本出版社 だ。 1985 
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年以来、日本で唯一の戦争マンガ雑誌「コンバットコミック」を出し、連載マンガを単行本化してもいる。 

日本出版社は、創立 50 年の歴史を持つ。戦前は「興亜日本社」という社名で、「戦線文庫」などの雑誌(マンガ誌ではない) 
を出していた。「戦線文庫」は帝国海軍の監修で、1942年には200万部近い部数を誇っていた。だが戦争も終わり、連合 
軍の占領時代、興亜日本社は軍国主義を鼓吹したという理由で、出版業を一年近く禁じられ、1946年にようやく、社名を 
「日本社」と変えて再出発したのだ。日本の古典文学や娯楽雑誌の出版が看板だった。1966年には倒産の憂き目に遭ったが、 
同年ただちに再建され、社名は「日本出版社」に落ち着いた。マンガ出版にのりだしたのは、1972年ごろのことだ。 

現在、日本出版社の主な出版物は、軽い娯楽小説とマンガ(雑誌および単行本)、一般書籍、それにヵレンダーとなっている。 
マンガや書籍の60パーセントはエロテイックものだ。軍事関係の出版物は10パーセントから20パ—セントにとどまる。米国の会 
社「マーヴルコミックス」と提携して、「サイコノーツ」というコミックス本の出版もやっている。脚本は米国のものだ。 

日本出版社の軍事関係出版物の うち、 一枚看板といえるのが「コンバットコミック」 だ。 平と じで、 紙質も製本も高級感をた 
だよ わせ、定価も 620円と、 マンガ雑誌にしては 高い。 公称発行部数は 10 万部ちかいとい う。 編集者の黒沢哲哉に よれば、 
「読者のほとんどが男性で、いわゆるコンバットマニアですね。それ以外では、銃やサバイバルゲームや『メヵ』の熱狂的なフ 
ァンが多いです。平均年齢はだいたい 20 歳前後ですが、 40 歳代、 50 歳代のファンもいます。自衛隊員が多いですね」。 

「コンバットコミック」には、ほかのマンガ雑誌同様、速載、読み切りあわせて10本程度のマンガが載っている。そのほか、 
連載短編マンガ、編集室通信、軍事や戦争に関する記事といったラインナップだ。軍事に関する歴史的な事実にあわせて、スぺ 
シャルマンガが載ったりもする。たとえば、1994年7月号には、 「 D デイ」の50周年記念のスペシャルマンガのほか、フイ 
リピンのレイテ島の戦闘にちなむマンガも掲載された。レイテ島マンガの宣伝文句にはこうある。「あの超弩級戦艦『武蔵』の 
巨砲が吼える M :」 悲劇の戦艦が、日本人の心のなかでいまだにロマンテイックに生き続けていることがよくわかる。1995年 
夏の号のスペシャルマンガ は、 1945年 8 月14 日、 日本が連合軍に降伏するきっかけとなった最後の決戦を扱ったものだ。 

「コンバットコミック」の人気連載マンガは、「ボム.コミックス」というシリーズ名で、単行本化されている。一冊あたり 
の定価は880円程度だ。編集者の黒沢によると、「1996年の春の時点で、全部で52タイトル出ています」。 

雑誌のマン ガも、単行本の マン ガも 、内容はだいたい 三、 四種類に分けられる。 1、 太平洋戦争 もの。2、 第二次世界大戦の 
ときのドイツに関する もの。3、シミ ユレー シ ョン もの。4、 パラレルワールド もの (現在ない し 近未来を舞台と して、 過去の 
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歴史と関連付けてつくりあげたストーリー ) 。 

いままでにベストセラーになった作品のなかには、ぺ 
ルシア湾戦争を扱ったもの(20万部)、第三次世界大戦 
もの、ベトナム戦争もの(10万部)がそれぞれ 一 fill - ずつ 
ある。 ベトナムものは1987年に発表され、同年に才 
リバー•ストーン監督の映画「プラトーン」が封切られ 
たせいもあってょく売れた。「プラトーン」や「トップ 
ガン」など、戦争を扱った米国映画が当たる と、 戦争マ 
ンガも人気を博す といぅ。 政治的事件のあるな しも、 マ 
ンガの人気に影響す る。 たとえば、短期間だったが、日 
本がカンボジアの PKO 活動に関係した時期には、 PK 
〇を題材とするマンガが売れた といぅ。 

シミ ユレ I シヨンもののベス ト セラ I としては、 「逆転 M : 太平洋戦争」が ある。 19 9 6年末 ま でに6万部を売り上げたこの 
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作品は、太平洋戦争のある特定の戦闘を分析し、「もし 


なら、 どうなつていただろう か 一という設定の もとに、 その結果 


が、 歴史的事実とはどんなに異なったものになったかを描いて いる。 この作品の単行本の表紙は、戦艦大和が サンフランシスコ 
の ゴールデンゲートブリッジの 下を進んで いくイラストだ。サンフランシスコ 在住の 私は、 この表紙を見て大 ショックを 受けた 
もの だ。 だが ぺージ を繰って みると、 予期に 反して、 冷静に考え抜かれた内容だった。 もし、 米国が太平洋上の戦艦の戦いで 日 
本に 負け、 ヨ 1 0 ッバに 進攻して くるソビエト 軍に対して パットン 将軍が暴走して攻撃をしかける、という事態になつて いたら、 
歴史はどう変わっていただろう？という作品 だ。 物語では、米国軍と ソビエト 軍が 激突し、 その結果連合国側の結束が分解し、 
ソビエトが 日本の助けを 求める。 米国はついに、日本との休戦に合意す る。 かくして サンフランシスコで 講和条約が結ばれ、大 
日本帝国は平和とひきかえに、植民地の多くを手放すことを約束す る。 

編集者の黒沢が言うには、 r シミユレーションものというのは、リアリティをもたせようと思えば、多くの知識を仕入れなく 
てはならない。だから、マンガとはいえ歴史的知識をたくさん織り こみ、 文章を揷入したり、写真を入れたり します。 うちのマ 


96 





第三章マンガ雑誌の世界 


ンガ は、 普通のマンガ よりは、 文字が三倍も多いはずです」。 

シ ミュレ ー ションものに関しては、日本でも海外で も、 かなりの批判がある。マンガだけではなく、ゲームソフト、ボードゲ 
1ム、小説' すべてそうだ。その理由は、たいてい、日本を第二次世界大戦の覇者として描くことが多いからだ。それでもファ 
ンには人気がある。そのわけはすぐにわかる。第二次世界大戦を題材とするマンガがなかなかあらわれないのは、「日本が負け 
た」という歴史的事実があるからだ、ということである。読者にしてみれば、日本が負けるとわかっているマンガなど、読むの 
がつらい。大好きなキャラクターがぞくぞく死んでしまうからだ。つい最近までの戦争マンガが、反戦テーマでなくてもとかく 
悲劇的な印象になりがちだったのは、おそらくこのためだろう。日本の戦争マンガはだいたい政治的な要素を除外して描いてあ 
るものが多いので、「戦争マンガ=日本軍国主義の復活」、という図式にはあまりならない。おもしろいことに、日本出版社の雑 
誌に載っているマンガの半分以上は、外国の軍隊を題材にしているという。 

「コンバットコミック」 を読みながらつくづく 思、 っのだが、武器や戦争に熱中する若者が多いということは、日本には、未曾 
有の平和の中で生まれ育ってきた年齢層がすでに何世代もいるということだろう。そういう若者たち は、 戦争の実態に対する実 
感もない し、 itt 界各地の紛争とも無縁 だ。 日本は銃規制が IH: 界一きびしい国なので、若者たちは武器を身近に見ることもなく 
武装闘争も知らない。その結果、かえって、武器や戦争といったものに無邪気にあこがれ、熱狂す るよう になるの だ。 

日本出版社は、自社の戦争マンガが世間からどんな評価を受けるかについては、ひじょうに敏感だ。編集部にィンタビューす 
るにあたり、私自身、安易な決めつけ的意見を言わないようにしたので、編集者たちはほっとした表情だった。だがそれでも 
社長(私は直接には会ったことがない)から届いたメッセージに は、 次のような意味のことが書いてあった。「わが社は決して 
戦争をあおるような意図をもってはいない。マンガも純粋な娯楽作品としてつくっている。戦争の実態を、極カリアルに表現で 
きるように努力している」黒沢編集者がこう語ってくれた。「うちの会社の編集方針は、どんな戦争であっても、その当事者た 
ちを『よい』とか『悪い J とか決めつけない、ということです」 
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_ June 

反転の愛 

欧米と日本との文化現象は、たがいに一見よく似ているようでいて、実は全く異なっていることがある。たとえば若い女性が 
恋愛物語に熱中す る、 という現象は、東西を問わずよくあることだが、日本では時にはきわめて異なった展開をすることがある 0 
それをてっとりばやく知ろうと思えば、隔月刊誌 「 June 」 を読めばよい。女性読者を 夕— ゲットとするこの雑誌に載ってい 
るのは、男性同士のラブストーリーのみだ 。 「June (発音は「ジュネ」ごは、創刊1978 年。 発行元はサン出版(現 、㈱ 
マガジン•マガジン)。広範な読者層を相手とする娯楽的でエロテイックな雑誌が看板の会社 だ。 1995年現在、 「 June 」 
はべージ数300ぺージ 、平と じで B 5判の隔月刊誌で、内容は男同士の恋愛をテーマとするマンガおよびエッセイでうめつ く 
されている。 

この雑誌のコンセプトをつくってきたのは、現在 ㈱ マガジン•マガジンで編集者をつとめる佐川俊彦だ。佐 III は子供の頃から 
マンガファンで、 1970 年代、萩尾望 都、 竹宮惠 子、 大島弓子(三人と も、 生年にちなんで 「 24 年組」と通称される)といっ 
た少女マンガ家の作品に魅了され た。 少女のかわりに少年を主人公と し、 ホモエロテイ ックな テーマで描く作家たちだ。佐川が 
語るには、「しかもそのころ、ちよう ど、 もともと女性の多い同人誌の世界が、いわゆる『美少年もの』に向かいはじめたんで 
す」。デビッド•ボウイや クイー ン など、 ジェンダーのあいまいさを売り物にする ロックスタ— が人気を博した時期だった。 

「そこで、若い女の子 向けに、 ホモエロ テイックをテーマと する雑誌を出す ことを 企画したら、その企画が 通っ たんです 。力 
ルト的で、異端的な才—ラのあるものをね。大出版社では絶対に出せないようなものを出してやるぞ 、と」 

「 June 」 創刊号のために集められたマンガ家たちは、ほとんど全員、若い女性だった。高い原稿料をはらうのが無理なの 
で、必然的に新人が多かった。こうして 「 June 」 は、 読者である若い女性自身が作り出す雑誌として誕生した。 

「 June 」 が ヒットした ので、四年後、姉妹誌「小説 June 」 が創刊され た。 この雑誌は1995年現在、総べージ数2 
70ぺ—ジの隔月刊で、サイズは 「 June 」 より小さ目の A 5 判。 「 June 」 と交互に出ている。日本では小説よりマンガ 
のほうが多く読まれるという風潮に 反して、 この雑誌は最初から最後まで小説がぎっしり だ。 内容は全部 男 同士の恋愛もの 0 
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「 June 」 の表紙の謳い文句が 「いま、 危険な愛を超えて」なのに 対し、 「小説 June 」 のほうは 「いま、 危険な文字にめざ 
めて」。発行部数は、「小説 June 」 のほうが多いという。 佐 川い わく、 「『小説 June 』 の作家はほとんど全部女性です。 し 
かもマンガで育った人たちばかりですね。小説と いっても、 文字で書かれたマンガといった感じです」。 

ひとつの雑誌が大当たりした場合の出版界の定式にのっとり、1996 年、 サン出版は 「 June 」 ラインナップをさらに細 
分化した。 「 June 」 は大判サイズで少年の写真が満載のビジュアル雑誌と なった。 そのほか、男性同性愛テーマの小説とマ 
ンガを載せる「ロマン June 」。 これは、 「 June 」 より上の年齢層を読者に 想定し、 よりリアルな ストー リーが多い。 そし 
て「小説 J u n e 」。 マンガが主の本来の 「 J u n e 」 は 、 「c om i c J u n e 」 と改称され た。 

以上四 種類の雑誌のほか、 「June テーマ」のマンガ単行本、オーディオカセット、 CD 、 オリジナル アニメ ビデオも発売 
されて いる。 「 June 」 の定価は、カルト系の雑誌と して 出発した という 事情を 反映して、 750 円 と高め だ。 普通のマンガ 
雑誌の定価の二倍で ある。 そのほか、熱狂的なフアンの ために、ハード カバ—の豪華単行本に まとめた 「 June 」 バックナン 
パー全集 もあり、 これは通信販売のみ。定価 3 千 500円プラス、 送料がかかる ので、 1 セット全部( 12 巻で総べージ数8 千 4 

〇〇ぺージ近い)買えば 4 万 8 千円に もなる。 

現在、 「 June 」 の類似雑誌がたくさん出て おり、 
「 June 」 という言葉そのものが、「女性の読む、 
比較的シリアスな男性同性愛ストーリー」を指す代 
名詞にまでなっている。佐川はこう語る。「、っちの会 
社の企画がどれも当たったのは、日本社会の発展に 
よってかなり助けられてきたという面もありますね。 
とくに、少女マンガや女性マンガが爆発的に人気を 
得たこと、ゲイ•カルチャーが社会の表面に出てき 
たこと、女性の同人誌マーケットの拡大、それにゲ 
イをテーマにした外国映画が女性の間でヒットした 
こと、以上四点ですね。映画としては1984年の 
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英国の『アナザ I •ヵントリー』なんかが代表です」だが また、 「Ju n e 」 的なスト—リーマンガの存在は、日本文化の中に 
従来からある「耽美もの」というジャンルがマンガにまで拡大したという証拠でもある。「耽美もの」というのは、道徳性や真 
実性よりも、美の価値のほうを重んじる立場だ。その好例が、三鳥由紀夫の作品だ。いずれも、暗いホモエロティシズム性とフ 
ェティシズム性を帯び、美を崇拝するあまりに、逸脱や反社会性をも含んでいる。 

それにしても、なぜ、女性読者がそんなにも男性同性愛の物語に熱狂するのだろうか？ 

佐川は答えた。「たしかにストーリーそのものは男同士の話になっています。だが、キャラクタ1は実際には、女性が望む男 
と女の理想像をミックスしたものなんですよ。男なんだけど、美しくてやさしいという点では女性に近いものがある。だがその 
一方、女自身が女の欠点だと思っている嫉妬深さとか、そういう短所をもっていない。それともうひとつ、女性の読者というの 
は、男同士の深い友情とか絆とかが存在すると思っていて、あこがれているんです。戦場で、戦友同士がたがいに相手のために 
死ぬ。こ、っいうのを恋愛の一種だと見なしているんですよ、女性は。男からみれば、そういうのは『仲間意識』のひとつなんだ 
けどね。 『 June 』 のキャラクタ—は一見、ゲイの男なんですが、じつは女性が仮装したものだと思えばいい。好きなマンガ 
のキャラクタ丨の仮装をした女の子といっしよですよ。あともうひとつ、なんだかんだ言っても、いまの日本社会では、やっぱ 
り女性には社会的制約の足かせがはまっている。だから男のキャラクタ—のほうが、社会的にもセックスの面でも、より自由だ 
と感じられるわけでしよう」 

そして佐川が言うには、「社会が要請するのはやっぱり男女の恋愛であって、同性愛にはいろいろなタブーがいまだにつきま 
とっている。だからこそ、うちの雑誌の読者からみれば、同性愛のほうが、恋愛としては本物だと思えるわけです。たちはだか 
る障害をのりこえ、同情を集めたりつらいめにあつたりして、最後には愛をまつとうする...こういうストーリーこそ、『本 
物の恋愛』だと感じられるんですね。だから、ストーリーそのものを生み出すのは決してむずかしくはない。心中ものが人気の 
あった時期もありましたが、いまの読者はハッピーエンドが好きですね」。 

佐川によれば、読者層は女子高校生から 40 代の主婦まで、幅広いという。だが男性同性愛者がこの雑誌を読むことはほとんど 
なく、 その理由は、そもそも同性愛に対する視点がまったくちがうからだとい う。 あくまでも女性の視点をつらぬくために、こ 
の雑誌の編集者も、マンガ家も小説家も、ほとんどが女性だ。「私がこの雑誌に長くかかわってこれた理由はただ一つ、昔から 
少女マンガの大ファンだからですよ」 
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comic Amour 

解放された女性のセックスフアンタジ— 

「レデイ ース•コミック(略称 レ デ イコ ミごとよばれる分野が誕生した のは、1980 年代のことだ。おとなの女性(大学 
生、 会社員、 主婦など)を読者層として想定したこれら レ デ イコ ミ誌は、 1993 年には57誌にまで増え、発行部数は全部あわ 
せ1尤1億2千万部をこえた。現在、衣更えして、セックス以外のテーマのマンガを主としている雑誌もある。たとえば結婚、 
育児、 ミステリーなど だ。だが 大多数はエロテイックマンガ雑誌で、 「レ デ イコ ミ」といえば女性向けポルノの代名詞になって 
いるほど だ。 1994 年には、多くの レ デ イコ ミ誌が淘汰されて消えた が、 そのなかで 「comic Amour 」 は、 業界 卜 
ップの座を独走し、質も高ければ「危険度」も高い女性向けポルノマンガを載せてヒットしている。 

「c omi c A m o u r (以下 「A m o u r 」 ごは、1990年創刊。発行元は、エロテイックマンガの出版で長い実績を 
持つサン出版だ。現在、水野正文編集長以下、男性女性三人ずつの編集スタッフがいる。平とじの月刊雑誌で、ベージ数は40 
〇ぺージプラスアルファ、定価390円(なんと1ぺージあたり1円以下だ！)。水野編集長によれば、発行部数はひと月あた 
り 43 万部と、月刊誌としてはまさに「口あんぐり」だ。 

水野編集長は語る。「うちの雑誌は、われわれ編集スタッフが暗中模索しながらつくりあげてきたようなものです。男性用の 
エロテイックマンガはすでにあった。だが、うちの雑誌はそれとはちがう。エロテイックものが好きだという点では男も女もか 
わりない。しかし、女性は、あまりにも直接的なエロテイシズムには拒絶反応を示します。たとえば男性用ポルノマンガの場合* 
全部で 16 ベ ー ジ程度のマンガだ と、 セックスシ ー ンは必ずでてきますが、スト ー リーなんかは、あってなきがごとしです」とこ 
ろ^'、 女性甲ポルノマンガはそうはいきません。心理描写とか、キャラクター同士の人間関係とか、精神的な葛藤とかが必要な 
んです。さもないと読者がそっぽを向いてしまう。だからうちでは、マンガ家も原作者も全部女性と決めています。男ではだめ 
なんですね」 

「日本の女生は貞淑で、性的に抑圧されている」などと考えている向きが 「 Amour 」 を見れば、そんな 幻想は いっぺんで 
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醒めるだろう。かりにマンガが一般人のフアンタジ 

丨を 最もよく表しているとするなら、日本の女性は 

世界一、性的なフアンタジーにめぐまれているとい 

うことになる。レデイコミ誌の多くと同じく 、 「Am 

^ 〇 u r 」 のマンガはほとんど読みきりで、連載もの 

^6 M はごくわずかだ。スト ーリー としては、だいたい予 

1994^ 想できるようなものが多い。初恋もの、会社の同僚 

urlp ^ l の誘惑、夫の友人と不倫する話など◦だがなかには、 
100式 

AI 1199 株 欧米のフェミニストなら眉をひそめるようなストー 
omicflj :994リ—も載っている。息子の友人をベッドに誘う母親 
rc < i © l の話、地下鉄の中で男性に「痴女」行為をする話、 

惡者にレイプされながらそれを楽しんでしまう女性 
の話、アナルセックス、そのほかありとあらゆる拷問的屈辱的なセックス. ストー リーが、これでもかこれでもかと載っている0 
最も人気の高いマンガ家で原作者でもある渡辺やよいは、1994年 6 月号に「乱菊 ife 夜」を描いた。結婚初夜までは処女莫 
を守り続けようと決心した若い女性の話だ。この女性は、子供の頃同級生に犯されたという過去を持つ。完璧な性行為をされて 
しまったのだが、奇跡的に も、 処女膜だけは無傷のまま残されたのだ。結婚初夜、彼女は、いままでにアブ ノー マルなセックス 
に慣れてしまつたせいで、 ノー マルなセックスなんか退屈だと思い、夫を捨ててかつての同級生と性交渉をするようになる。処 
女性を重んじるのなんかあほらしいというの が、 たぶんこの作品の言いたいことだろう。いみじくも副題にいわく、「女の肉体 
に潜む闇を描く」。 

女性用エロテイックマンガが男性用のそれよりも心理描写を重んじているのはたしかだが、だからといってセックス場面の描 
写もおだやかだろうと思うのは、大きな勘違いだ 。 「Amo Ur 」 の作品は女性の眼から描かれているのだが(しかもよ く 描か 
れている)、セックス場面の視覚的描写はめざましいものがある。いまやなきに等しい日本のわいせつ罪すれすれのところを行 
っている感じだ。性器は、ややぼかされている場合もあるにしろはつきりと描かれ(陰毛が描かれている湯合も多い)、しかも 
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性器露出シ ー ンはひんぱんに出てくる。卑張なセリフも頻出する。わいせつ語は、そのうちの一文字か-一文字を、丸でおき力え 
てあらわしてあったりする(米国の新聞がわいせつ語の真ん中の文字を米印やダッシュでおきかえるのと同じ)。ほとんどどの 
ぺ ー ジにも、 あえぎ 声、 息遣い、うめき 声、汗、 男女の体液のしたたりなどが満載されている。 

「女性の視点」の強調、人間関係の描写、などの要素を除けば 、 「Amo Ur 」 もほかのレデイコミ誌も、男性用エロテイッ 
クマ ンガ 雑誌と大差はない。 1 9 9 4 年の 「Amo u r 」 のカラ ー グラビアの典 IL 的なものはカ ー セックスをする女性の「執： 
、シ ー ン」パこつた。エロテイツクな小説、もつと感じるセツクスをするためのイラスト入り手引き記事、セツクスに関する fr 者 
の投書 ( 80 年代以降、「不倫」がはやりだ)などもある。それに、最もびっくりすることに、巨大化したセックス産業に関す 
る、女性向けの風俗レポートまで載っている。たとえば女性客相手の性感マッサージ店の記事がある。各店の業務内容がこと細 
かにレポートされ、エロ度、値段、それに「危険度」によって、星印でランク付けされている。なお、雑誌掲載の広告べージは、 
男性エロテイックマンガ誌よりも多い。ダイエットプログラム、バストを大きくする 薬、身体の脱毛法、アダルトビデオなどだ。 
マンガ雑誌では、読者アンヶ ー トが重要な役割を果たす 。 「Amo Ur 」 の読者アンヶートの質問事項の中には、好きなマンガ 
をたずねるだけにとどまらず、「オ ー ラルセックスは好きです か」 といったたぐいのものまである。 

「c 〇 mi c Amo u r 」 が ひじよう に ヒットした ので、 1994 年 、10 代後半の若い読者向けに 「 YoungAmour 」 
という 姉妹 誌が 創刊され た。 マン ガ家 もやや 若く、若い子に マッチするような 絵柄 だが、 雑誌そのもののつくりは comic 
Amo Ur 」 によく以てい る。マン ガの内容はご想像どおり、 「ロスト •バー ジン もの」が大半 だ。 第一刷はひと 月 あたり 25 万 
部刷ったという。 

日本の女生は、職場で男性と同等の権利をかちとるまでには、これからも長い道程をたどらなくてはならないだろう。だがエ 
ロ テ イッ クマンガの世界にかぎっていえば、すでに男と同じ権利を得ている。それがよいことなのか悪いことなのかは別にして 
だが。その先頭をきって進んでいるの が、 「comicAmour 」 なの だ。 
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_ I ヤンママ コミック 

「格好をつけていた」若い母親のマンガ誌 

□本の若い母親を悩ます難問というのをきいて、びっくりしたことがある。どれもユニークな問題ばかりだったからだ y 、 と 
りわけ「公園デビユ丄というのにはおどろいた。若い母親が赤ん坊をつれて、初めて近所の公園に行き、近隣の母親たちに初 
お s 見得を果たすという新しいならわしを、こう呼ぶのだという。ひじようにストレスがたまるものだそうだ。着て行く服や !-5- 
題について、母親たちはあれこれ頭を悩ませる。なぜかというと、ご近所の中流階級の母親たちの保守的な規範から、少しでも 
ずれていたりすると、たちまち仲間はずれの憂き目にあうからだ。とくに、デビユ—する母親がいわゆる「ヤンママ(新しい夕 
イプのひじように若い母親のこと。かつて髪を真っ赤に染めたり、とんがった服装をしたりして、つっぱっていた過去をもつ場 
合が多いごだったりすると、近隣のママたちから、完全に白眼視されてしまう。そこで現在では、ほかのママたちから疎外さ 
れがちな「ヤンママ」ばかりが数百人集まった グル— プや、サボー トグルー プが結成されている0 

ヤンママ向けのマンガ月刊誌もできた。タイトルは「ヤンママコミック」。発行元は笠倉出版社〇 1994 年暮れにここの II 
集部を訪れたときはびっくりした(と同時にうれしかった)ものだ。なにしろ、田村恵子編集長は 27 歳のうら若き女性だっ たの 
だ。マンガ雑誌の編集長といえば、まずは 30 代以上の男性と相場がきまっているのにだ。 

田村編集長(「ヤンママ」なる語の発明者だそうだ)はこう語ってくれた。「三年前、出産した後、育児の本を山ほど読んだん 
です。でもどれもむずかしすぎて。女性向けマンガを見ても、 レ デイコミはセックスマンガばかりでしよう。そてで、子育てこ 
.するマンガがあれば私み/:しな母親が助かるのになあ、と思ったんです」。かくして、 1 9 9 3年 10 月、新しいタイプの母 
親向けに、みずから母親である編集スタッフが作る雑誌「ヤンママコミック」が誕生した。「ほかのマンガ誌と違って、うちの 
雑誌はひじように現実的な体験をもとにしてます。どの母親も経験するような日常茶飯事ですね。そうすれば、自分の悩みと同 
じようなことをどの母親も悩んでいるんだなってわかっ て、 安心するでしよう。読者から、『まるで自分の体験をそのまま読ん 
でいるような気がする』っていう手紙がたくさんくるんですよ| 

田村編集長に、「ヤンママ」という言葉の意味をたずねてみた。編集長い わく、 この言葉には、ふたつの意味が含まれている 
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という。「ヤングママ」と I ヤンキーママ」だ。そして、どつちのタイプをも読者層として想定しているという。「ヤンキー」な 
る言葉は最近の日本語ではおなじみだが、私はおろかにも、英語の「ヤンキ I 」をそのまま輸入したものだと思い込み、「積極 
的で少々あつかましい女の子」のことだと解釈していた。しかし編集長の解説によると、日本語のヤンキー は、 英語とはあまり 
関係ないのだという。意味ももっと複雑だ。もともと大阪弁で、暴走族(車や才—トバイで命知らずにぶっとばすのが大好きな 
若者を指す)に入っている女の子を指す言葉だった。ヤンキーの女の子は「格好」をつける。髮を真っ赤に染めたり、「うんこ 
すわり」をしたり、町中でタバコをぶかぶかふかしたりする。暴走族に実際に加わっている女の子たち(別名レディースと呼ば 
れる)だと、神風特攻隊のパイロット風の感じと、肉体労働者風の感じをまぜこぜにした服を、パロディとあこがれの人りまじ 
った気持ちで着ている。そういうコスチユームには、太い字でハデなスローガンなどが刺繍してある。 

田村編集長は「ヤンママコミック」の前、暴走族の男の子や女の子を対象とする雑誌「チャンプロード」を編集していた。か 
っこいい改造車や、暴走族のユニフォームの写真、それに、 r シンナーを吸いすぎるとあぶない」などの記事が載っている雑誌 
だ。だが、暴走族だった女の子が結婚して子供を産み、母親になると、他人には話しにくい悩みごとがつぎつぎに出てくる。こ 
、っして、もとヤンキ—だつた若い母親層を夕—ゲットとして「ヤンママコミック」が生まれたのだ。 

創刊一年で、公称発行部数は12万部を超え、田村編集 
長は誇らしげだ。読者層も広がり、ヤンキーママだけで 
はなく、ごく普通の若い母親にも読まれるようになった。 

こんなにもめざましい発展をとげているのは、編集方 
針が成功したためだけではないだろう。日本の若い母親 
たちが、社会的に孤立した立場におかれているせいもあ 
るにちがいない。読者の投稿をもとにしたマンガも載っ 

ている。 1994 年に掲載された短編「公園のしきたり」 
( NA 〇作)はその 一 例で、公園デビューを目前にした 
ヤンママが、なんとかママたちに認めてもらおう と、 赤 
い髮を黒く染めなおし、口の利き方そのほかをあらため 
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るべく努力する話 だ。 だが結局、彼女は、同じく疎外されている「マル高(「高」という漢字を丸でかこんで強調す る、 という 
意味の言葉で、高年齢初産のこと)」のママと仲良くなるの だ。 ほかに、もっと子育てに密着した内容のマンガも ある。 たとえ 
ば、 子供が初めて歩いたときと か、 初めて風邪を引いたときの経験などの話 だ。 

雑誌のいたるところに、全国の子供 g 慢の読者から寄せられた赤ん坊の写真が掲載されている。読者の家の写真入り紹介、か 
ぎられた家計内でいかにやりくりするかの記事、全国の「ヤンママサークル」からの便り、ひとりぼっちの読者が友だちを求め 
る「文通し ましよう」 のコ ーナー など も ある。田村編集長は こう語る。 「読者の一番の関心事は、子供のこと、夫のこと、姑と 
うまく やっていく方法、この三つです。とくに姑と同居している場合は深刻な問題ですね」。雑誌のおわりの2ぺージ 分は、 子 
供、悩み 事、 近所づき あい、 そのほかに関する読者アンヶー トべー ジになっている。 

読者の年齢層は、 16 歳から 20 代半ばくらいが多いという。編集長いわく、 r シングルマザーは 9 .2 パーセントです ね。でも、 
だからといって、ほかの読者が全員保守的な人 ばかり、 というわけではないと思います」。そして誇らしげにこう語った。「うち 
の読者の大多数は、日本のいわゆる中流階級の価値観などにはぜんぜんとらわれていません。いまの日本の母親って、そういう 
価値観にしばられている人が多いで しよう。 たとえば、 子供に早くからガリ勉させて、エリ— 卜 校に 入れよう、 などと考えてい 
る読者は、うちの雑誌にはほとんどいないはずです」 

では、 編集長のこれからのプランについて聞いて みよう。「1995 年末の調査で、『ヤンママコミック』を読む若い父親が増 
えていることがわかったんです。今度は、『ヤンパパ』雑誌をつくってみたいですね」 

※(編集部注 一 「ヤンママコミック」は、 1 9 9 7 年 8 . 9 月合併号のあと、休刊中である- 998 年 2 月現在) 

」ガロ 

|味違うマンガ雑誌 

日本のマンガ業界が世界一のスケールと多様性を誇っているのには疑問の余地がない。だが、商業化されたエンタ—ティンメ 
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ントにつき ものの 問題点が あらわれて いるの もたし か だ。 内容の浅 さ、 模倣の多 さだ。 現在、マンガ雑誌の種類と しては、 麻雀 
もの、 ビジネス もの、 スポーツ もの、 セックス ものと いろいろそろっ ており、 読者層 も 老若男女 ありとあらゆる 読者 向けに、さ 
まざまな雑誌が出ている。 しかし、 マンガの創造性をたえず追求している雑誌となると——「ガロ」ただひとつしかない。 

「ガロ」が創刊されたのは1964年。創刊者は長井勝 一。 外見は柳のようにきゃしゃだが、精神的には鋼.のようにタフな人 
物だった。何年も結核で闘病生活を送り、生活も楽とはいえなかったので、晚年は頰がこけてやつれた顔つきをしていた(かね 
がね、あまり長生きはできないだろうと言われていたという)。その長井が「ガロ」を創刊したのは、いまや神話となった大マ 
ンガ家、白土三平から資金援助を受けてだった。白土三平をはじめとするマンガ家たちが実験作を発表する場として、この雑誌 
はつくられたの だ。 中世日本を舞台にとり、忍者と階級闘争を描いた白土の古典的名作「ヵムイ伝」も、「ガロ」の初期の連載 
マンガだった。この作品は、当時のインテリや過激派学生の熱い支持を得、雑誌そのものの売れ行きもぐんとのびた。「ガロ」 
というタイトルは日本語の「画廊」からとったのだろうと思う人もいるかもしれないが、じつは白土作品の忍者の名前を借りて 
きたものだ。 

普通の商業 マンガ 雑誌の 編集部とは異なり、 長井の 編集 方針は 最初から、「マンガという 独特の 芸術を、形式と内容との 両面 
で 発展 させ、創造性を高めること」だった。1982 年、 長井は 自伝のなかで 次の ような意味のことを書いている。「連載作品 
を 選ぶ基準は簡単 だ。1•おもしろい。2 .内容が形式よりもまさっていること」。いいかえれば、 長井は 「ガロ」 を、 技術こ 
そま だ稚拙だが アイデアはすぐれている 新人の 修練の 場に して、 作品を 発表 させようと考えたの だ。 技術などというものは、 練 
習次第で あとから 身に ついて くる。 そのことを 長井は知っ ていた。 

たぶん、•長井の考え方が進んでいたためだろうが、「ガロ」は日本のマンガ雑誌の中で、初めて大人の読者をつかんだ。大学 
生や 工場の労働者に愛読されたばかり か、 マンガ家たちもこの雑誌に魅了され た。 子供 向けのディズニ ー まがいのマンガ や、 お 
とな向けのアクション冒険マンガにあきたらず 、もっと 創造性の高い作品を生み出そうと心ひそかに願っているマンガ家たち だ。 

何年に もわたり、 r ガロ」にはいくつかの 流行りが あった。まず 白土 三 平の すぐれた 忍者 マンガ、ついで 抽象的 かつシュール 
レアリズム的なマンガ、「イラストタッチ」のマンガ、そしてエロティ ック かつグロテスクなマンガ。日本のマンガ雑誌の主流 
と見なされたことこそ 一度 もない が、 マンガ界と 商業 イラスト界の両方で、トレンドセッ タ—、 そして強力な創造性をもつ雑誌 
として存在しつづけている。「ガロ」でデビユー し、 その後名声をあげたマンガ家の数は多い。近年は女性マンガ家もたくさん 
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この雑誌からデビユーしている。たと 
え ば、 マンガスタィルの「現代の浮世 
絵師」杉浦日向子、自伝的作品を過激 
に描く内田春菊。男性では、ブラック 
ユーモアの風刺マンガ 家、 蛭子能収。 
994この雑誌からデビユーしたィラストレ 
©1 

> 

年 
64 
9 

• • 


. —夕丨、グラフイッ クデザ イナーと^―^ 
ては、 林静 一、 たむらしげ る (抒情的 
なイラストで、 多くのポスタ 丨や 雑誌 
の 表紙を飾って いる)、 湯村輝彦(別名 
キング.テリー)。 湯 村は、 「へ 夕うま」 
イラストの 生みの親 だ。 

最も おどろくべきことは、編集長の長井が、作品を掲載したマンガ家や イラスト レー タ— に 対し、 ずっと長期 間に わたっ て、 
原稿料をびた一文はらわなかったという事実だ。そもそも経済的なゆとりなどぜんぜんなかったのだ。大商業誌が週あたり数百 
万部 も 売り上げているのに、「ガロ」はひと 月 あたりたった7千部ということ も しばしば ある。 だから何年 も、 儲けはゼロだっ 
た。 実際1980年代、発行部数が年間150部くらいずつ減っていった。それでも なお、 野心的な新人、ときにはすでに名の 
売れた作家までが、「ガロ」 に 作品を描きつづけた。こうして雑誌は200ぺ ー ジブ ラス アルファのぺ ー ジ数を保ちながら、30 
年以上も存続している。消長激しいマンガ業界では、老舗だ。いったいどうしてこんなことが可能なのだろうか？ 

マンガ家が作品を雑誌に描くかどう かは、 その雑誌がなんでも自由に描かせてくれるかどうかにかかっている。これはいつの 
時代でも変わらない。商業雑誌の場合、編集者がマンガ家に、「こんなふうな絵柄で描け」「読者の気に入るストーリーをつくれ」 
といちいち指図す る。 だが、「ガロ」はちが う。 長 井は、 あくまでも自分の基準に沿ってマンガ家を選び、いったんそのマンガ 
家に描かせると決めた うえは、 完全に自由に描かせた。だから結果として、作風も絵柄も、ひじょうに個性豊かな作品群が「ガ 
口」をいろどることになったの だ。 女性マンガ家の場合もそれは変わらなかった。だから、「ガロ」 は、 数少ない「ユニセック 
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ス」なマンガ雑誌となった。1989 年、 長井は、「うちの雑誌でデビューした新人の70パーセント近くは女性だよ」と語って 

いる。 

r ガロ」に載った作品が人気を得ると、書籍のかたちで単行本化され、青林堂から発行され た。 この会社は、長井が創立した 
ささやかな出版社だ。ここで初めて、作家は単行本の印税という形で、発行部数に応じて報酬を得る。かなりの金額にのぼるだ 
ろう。 90 年代前半、「ガロ」の作家の作品は、あちこちの一般書店やマンガ専門書店の「パーソナル.コミックス」と銘打った 
コーナーに並んでいた。作家の個人的内面的なものを強調するマンガが並んでいるコーナーのことだ。青林堂の売り上げが、 
「ガロ」の経済面をかなり補っていた。 

だが、青林堂は決して潤沢な会社などではなかった。本社は、東京の神田のおんぼろビルの中に何年もあった。まわりには、 
もっと「儲かっている」マンガ出版社がいくつもあり、みな空を突くようなきれいなビル内に本社をおいている。青林堂の社員 
は、 長井以下、五名だけだった。みな、もっと完璧な本をつくり、もっと経費を削減すべく、必死で働きつづけていた。日本の 
出版社の編集者たち は、 (外国の編集者とは異なり)できあがったマンガの原稿を郵送してもらったり、メッセンジャーに持っ 
てこさせたりすることはあまりしない。自分自身が直接マンガ家のところまで出向き、原稿を受け取つてくることが多い。19 
89 年、 私のィンタビューに答えて、長井と編集者たちは誇らしげに語ったものだ。「できあがった原稿を受け取りにいくとき 
は、 大出版社の編集者とはちがい、タクシ—なんかには乘りません。電車で行きます。金がかかりませんから」 

「ガロ」創刊 30 周年の1994 年、 闘病中の長井(死去のうわさがまたもや流れた) は、 日本の出版界でとうに受けてよいは 
ずだった名誉をようやく受けることになった。大雑誌に、「ガロ」の歩みを回顧する記事が 載り、 また川崎市民ミュ—ジアムで 
は、 かつての「ガロ」のマンガ家たちの作品を展示する特別展も開催されたの だ。 日本のマンガおよび文化に対して、「ガロ」 
が大きな貢献をしたことは誰の目にも明らか だ。 「ガロ」でデビューした作家がその後、大雑誌で名声を博しているとか、「ガロ」 
を真似たマンガ雑誌ができた、とかいうだけにとどまらない。映画界にもその影響はおよび、「ガロ」に触発された映画作品が 
何本 も作られている。 

1996年1月5日、かねてのうわさがついに事実となった。長井が闘病生活の末に死去したのだ。享年 74 。マンガの偉大 
な 一時代が 終わりを告げたことになる。 

「ガロ」は長井の死後 も、 経営的には苦戦をしいられている。1991 年、 パソコンとゲーム ソフトの 会社が「ガロ j を買仅 
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し、 まだ20歳代の若さの新社長が就任した。「ガロ」に掲載されたマンガをもとにしたコンピユータゲ—ムの広告が載ったり、 
音楽 そのほかの 記事が 出るよぅになったりするな ど、 若者 向けの流行 雑誌 的な 要素 も 加わった。だが、死去するまで会長の地位 
にいた長井の前で、新社長は、「ガロ」の創刊当時の精神をあくまでも守りぬくことを誓っ ている。 いまなお表紙には、英語の 
ロゴで、創刊の精神を謳ぅ文字が記されて いる。 ——「マンス リー .エキセントリック•コミックス.マガジン」。 

(編集部注い「ガロ」 は 1997年 8 月 号で一旦休刊になった が、 1998年1 月 号より復刊されている) 
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第四章マンガ家と作品 

-注目すべき作家たち•作品たち 


マンガ雑誌が何百種類もある一方、マンガ家はおよそ数千人もいる。全員が完全なプロ作家というわけではないし、そのなか 
で商業的あるいは芸術的に成功をおさめる作家となると、さらに数は減る。マンガ家に最も必要な資質は、なんとい つても「才 
リジナリティ」 と、 「個性的な視点」だ。 

U 杉浦日向子 

日本の伝統の直系 

_分のことを「何百年も昔からつづく日本のマンガの直接的後継者だ」と意識しているマンガ家はほとんどいないだろう 〇事 
実、プロデビユーする前の修業 期間に、 たいていの新人が模倣して 描く のは、昔の画家の絵ではなく、現代の先輩マンガ家の 作 
品だ(だから、マンガ家の絵柄はたがいに似てくる〇だが ここに、ストーリ ー 的に も 絵柄の面から も、 日本絵画の伝統を直接 
的に継承するマンガ家がいる。杉浦日向子だ。作品においても私生活においても、まさに江戸時代(西暦 16 0 0 年から 186 
7年にわたり、日本が世界から隔絶していた時代)の美学の申し子で あり 使徒だとい えよう。 

中世封建時代の日本絵画は、たいてい宗教画の装いを まとつ ていた。 たとえ、ほんとうは 純粋に娯楽のために 苗か n た絵で あ 
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浮世絵風に描かれたマンガ。「麻衣」より。遊女が、自分に惚れた男をたしなめているところ。「ガ 
口」1981年11月号掲載。 ©1981杉浦日向子 


かし、実は江戸時代の美術のかなり多くは、非常にユーモアにあふれ、 
面白くてすばらしい。このギャップを考えると、世界中の美術館の格式 
張った館長たちがもしかしたら「真の江戸美術を無視するように」など 
という巨大な陰謀をたくらんでいるのではないかと、ふと思えてしまっ 
たりするほど だ。 江戸時代の町人階層は、ユーモラスな木版画や、手軽 
な絵本のたぐいが大好きだった。それらはコマ割りやフキダシこそない 
けれど、現代のマンガ本によく似ている。ぺージ数は20ぺージ程度で、 
文章入りのもあり、絵だけのもある。製本は糸綴じ か、 あるいはアコー 
デイオンスタイルの折り畳み式 だ。 大阪では、「鳥羽絵」の絵本が熱狂 
的な人気を集めた。手足の長い人物がユーモラスなしぐさをしている絵 
が描かれている絵本だ。 19 此紀初頭には、「黄表紙」とよばれる絵本が 
生まれ、一冊あたり数千部も売れた。もともと子供用の絵本だったが、 
しだいに洗練された大人の読み物となっていったという点が、マンガと 
共通している。ぺ—ジごとに、線描画の上に本文が書いてあり、全体が 
絵入り物語となっている。「黄表紙」 は、 現代のマンガ本と同じように、 
何卷ものシリーズものとして出ていた。 

杉浦日向 子は、 大学時代はビジュアル.コミュニケーションとデザイ 
ンを 専攻し、 将来はコマーシャル.アートの デイ レクターになりたいと 
思っていたと いう。 だが在学 中、 江戸時代の魅力にとりつかれて しまい、 
ついに大学を 中退して、 著名な時代考証 家、 稲垣史生のもとで 学んだ。 
稲垣は数百冊の著書がある著述家で、江戸時代に関する演劇やテレビの 
セット考証にかけて は、 おそらく日本の第一人者 だ。 1980 年、 杉浦 
は、 実験的なマンガを載せる雑誌「ガロ」でマンガ家デビューを果たし 


わつちの様な 
悪女郎に惚れた 
ぬしの気が 




113 






第四章マンガ家と作品 


た。 デビ ユー 作は「通言室乃梅 1 - 〇 江戸時代を 舞台に、タッチはまだ やや未熟 だが、 なつかしさと新しさの入り交じった ストー 
リーの作品 だ。 この作品で、杉浦は 一挙に、 江戸時代の生活(ことに華やかに人気を集めた「紅灯の巷」吉原)を描き出すマン 
ガ家 として有名に なった。 つづく作品はどれ も、 江戸時代を非常にあざやかに描いたもの だ。 

杉浦は、「浮世絵スタィル」で描く数少ないマンガ家だ。浮世絵というのは、江戸時代に木版画の絵師によって完成された絵 
画だ。時としてあまりにも江戸時代に沈潜する杉浦の絵は、まるで本物の黄表紙のようにみえることもある。杉浦自身「黄表紙 
から大きな影響を受けた」と語る。その好例が、1980年代前半に発表された短編「花景色狐巷談」だ。春、ひとりの侍が、 
泥だらけの田んぼに足を踏み入れる。田んぼに棲んでいる蛭に足の血を吸わせ、水虫をなおそうと思ったのだ。村人は、てっき 
り侍が狐に化かされて田んぼに落ちたのだと思い、総出で集まってくる。これだけの単純なストーリーだが、杉浦はこの話を、 
衣服そのほかの時代考証を完璧におこなって描いただけではなく、スタィルにまで、黄表紙をとりいれた。マンガ用のペン、コ 
マ割り、フキダシ、活字、といったマンガに不可欠の要素をすべて捨て、毛筆を使い、黄表紙そっくりに描いたのだ。文字は毛 
筆書き だ。 ただし、言葉だけは現代語にせざるを得なかった。現代人は、江戸時代の言葉など辞書なしにはわからないからだ。 

杉浦はかつて、趣味として「プラモデル収集とコンピユ ータ」 と答えたことがある。つまりまった くの 現代人ではあるのだが、 
生家は東京の呉服店で、子供の頃から江戸時代の伝統文化の雰囲気に濃厚につつまれて育った。「現代の浮世絵師」とよばれる 
ことも多い杉浦だが、正確にいえば、「急速な近代化によって遠くなってしまった江戸時代と、現代とをつなぐ架け橋」だと言 
っていいだろう。単行本の一つ「合葬」のあとがきで、杉浦は次の文を記している。 

「江戸時代というと何 か 、 SF の世界のように異次元じみて感じられます。自分の父祖が丁髢を結ってゥズマサの撮影所のよ 
うな町並を歩いている姿な ど、 実感がわきません。が、たしかに江戸と現代はつながった時の流れの上に あり、 丁髭の人々が生 
活した土地に、今わたしたちもくらしています」 

80年代後半および90年代前半になると、杉浦は江戸時代に関する著作を書いたり、話したり、といった仕事にますます多くの 
時間をさくよう になり、 テレビの トーク ショーにもひんぱんにゲスト出演した。そういうときの彼女は、必ず着物姿だった。1 
984年、日本マンガ家連盟の最匳秀 賞、 1988年には文春漫画賞を受賞している。だが1993年、マンガファンにとって 
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は悲しいことに、杉浦は、自分はマンガ家生活向きではないと判断したのだ。おりしも35歳だった。自分の作品にも不満がある 
し、商業マンガ出版のせわしないぺースにもついていけないので、マンガ界からはきっぱり引退するとの宣言だった。「今後は 
江戸時代のしきたりを研究する学者になるつもりです」 

『湯村輝彦(キング •テリ—) 


へ夕うまア—テイスト 

イラストレータ丨 や グラフ ィッ クデザイナ—にとって、日本のマンガは創造のヒントの源泉だ。かつては囟分でもマンガを描 
いていたといぅ人がかなりいるのは、別におどろきでもなんでもない。若いときだけではなく、現在なお、マンガと密接な関係 
をたもつているイラストレータ—兼マンガ家のひとりが、湯村輝彦(別名キング•テリー、テリー •ジョンスン、フラミナ•テ 
リーノ •ゴンザレス)だ。 

キング•テリー は、 独自の美学的センスで IH : 界をとらえて视覚化している、と誇っていいアーティストだ。1942年に生ま 
れ、多摩美術大学卒業後、1970年代後半から1980年代前半にかけてスターダムに躍り出た。きっかけは、「ガロ」の表 
紙絵を描いたこと、そして著名なコピ I ライタ—、糸井 m 里と組んで、ちよっといかれたペンギンのイラストを111-に出したこと 
だ。だがテリーの場合、マンガ家としての現実の実績がどぅのこぅのといぅよりも、有形無形に111-間に与えた影響のほぅがはる 
かに大きい。おりしも、テリーが IH : に出た時期といぅのは、リアリズムも形式主義も衰退していた時代だった。単にマンガの世 
界だけではない、社会そのものがそぅだったのだ(たとえば、かなりアマチュアっぽいコメディやミュージックショ—がテレビ 
で大人気を得ていた)。そんななか、テリ—は「へ夕ぅま」なる改革運動の旗手となり、マンガ界やイラスト界に大きな刺激を 
あたえた。 

上述のよぅにテリーは糸井重里と組んで、「ペンギン.シャッフル」「情熱のペンギンごはん」を描いた。のちの1989年、 
テリーはインタビューに答えて、肖時のことを語っている。「絵で物語を語るのではなく、与えられた空問に、自分の描きたい 
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ものを描こうと 思っ た。 だから描きたい ものを 
描き はじめた。ところが、 私は 同じ 顔をふたつ 
とは 描けない。だからキヤ ラク タ丨の顔はぜん 
ぶちがっていた」その結果できあがった作品 
は、 素朴 さ、 エネルギ ー、 それにダダイズム的 
な スト—リー ラインが奇妙にミッ クスされた マ 
ンガだった。アート 、文、 全体のコンセプトが 
渾然と まじりあい、 エレガントな「へ 夕うま」 
スタイルを つくりあげている。 一例を みょう。 
一羽のペンギンが氷山の上を漂いながら、夕ご 
はんの ことをうっとりと 夢見て いる。 次の 瞬間、 
舞台は大 西部、寝室、 アマゾンのジャングル、 
UFO とめまぐるしくかわり、 ふたたび もとの 
海にもどっ てくる。そして 文章に いわく、 「海 
— ょ。 空ではなく 海ょ。おまえは 涙の駐車場 だ」。 

そしてペンギンは、氷山の上でごはんをたべはじめるのだ。 

ぱっと見には、テリ ー のマンガやイラストはへたな 絵に 見える。だがょく見る と、 へたのょうでありながら、なんともすて 
きだ。だから 「へ 夕うま」なのだ。テリ—がいうには、「どんなマン ガ家 も、 最初はへたで、なんとかうまくなろうと努力する」。 
だが、ただ「うまく」なるだけではじゆうぶんとはいえない。うまくなろうとあまりにもがんばりすぎるマン ガ家 は、おうおう 
にして技術を重視するあまりに、中身をおろそかにする 傾向が ある。その結果、そういうマンガ家の絵は魂を失った空虚なもの 
になってしまう。魂が技術に追いこされてしまったわけだ。テリーの信条は、「あまりにもうまくなりすぎない こと。 落書きす 
る 子供の精神を もちつづけること I 。テリーに言わせれば、すべてのア—卜は 四種類に 分けられるという。 
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1 •へ夕う ま。 非常に高度の アート。きびしい 修練を要する が、 これこそめざすべき目標で ある。 

2 •うまうま。 まさに尊敬すべき「プロのわざ」。だれしも驚嘆す る、 アートの真髓。 

3 .へ夕へ夕。これぞ惡い意味でのアマチュアの極致。技術もなければ感性もない。たいていの人はこれ。 

4 こっまへ夕。 技術はすぐれてい るが、 生命感 のまる で欠けたプロのわざ。魂な し。 

この分類が世間に理解されないのでは と 危惧したため か、1986年、 誠文堂新光社から、「へ夕うま略画図案辞典」 なる 本 
が 出た。 285ぺージのマニュアル本で、 テリー自ら、 将来有望な「へ夕う まアーティスト」 がどのように描けばいいかを指導 
している。 車、 動物、 顔、 けんかシーン 、セックス シーンにいたるまで、すべてが彼のユニークな画法で描かれている。 199 
5 年、 同書が品切れと なると、 熱心なファンの要望に応えて、 テリ—は 600ぺージ にもなる 改訂版を出した。 タイトルは 「決 
定版へ夕うま略画図案辞典」。 

テリーの真似をするマンガ家やイラストレータ—が何人もあらわれた。だがテリ—の作品には、追従者とは決定的に異なる特 
色がある。「アメリカ風ム—ド」だ。ペンギンではなくて人間のキヤラクタ—を描く場合、その多くはあきらかに欧米人で、め 
ちやくちやな英語をしやべっている。「米国人より米国的だ」といわれて非難されたりもしている。いったい、この奇妙な米国 
的感性は、どこからきたのだろうか？ テリーが生まれ育った時代は、日本人のアメリカかぶれが最高潮に達したころだった。 
だがテリ—がひかれたのは、高尚な米国文明ではなくて、60年代や 70 年代の米国の大衆雑誌やコミックス本だった。安っぽいレ 
イアゥトやグラフィックデザインが、テリ—をひきつけたのだ。1990年代はじめ、テリーは米国本土を何度も旅している0 
1989年、私とのインタビューでこう答えている。「米国に最後に行ったのは、もう16年も前になるね。初めて行く前、米国 
という国に対して、強いロマンティックなあこがれをいだいていた。だが、実際に行って みて、 そのあこがれがうち砕かれたん 
だ。 私が米国に長年住んでいたと思っている人も多いらしい が、 もし実際に長く住んだら、かえって影響は薄くなると思う。と 
きどき行くからこ そ、 おもしろいものを見たいという気分になるんだ」 

あくまでも日本に住んでいるからこそ、米国風の絵を描く意欲がわいてくるの だろう。 テリーはソゥル •ミ ュー ジック の大フ 
ァンで、 Lp 、 CD あわせて4万枚近くを コレクションして いると いう。 彼の会社、「フ ラミン ゴ •スタジオ」 の仕事は、大衆 
的な米国の パッケ ー シや 広告のテザイン •コン セフト を、 もっと洗練 させて、 テリ ー 流のユ ー モアあふれるデザインをつくりあ 
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げること だ。1 英語の美しさが好きなん だ。とくに、 グラフ イッ クデザインに英語をとりいれるとすばらしいね」 

おそらく、「米国的」要素があるからだろうが、テリーの作品は米国でもある程度注目されている。1985年には、ニユ— 
ョークの前衛コミックス本 「 Raw 」 に、「ショ—グン•トーフ」なる作品を掲載した。すべて変な英語で、テリー流の 「FILLED 
WITH IC 1 RAZZZZZZZY noz FUSIONS 」 とか 「z mw SHOnIC z EW VIOLEZ n E>ND G poEAT SATISFACTION 」 などといった 文字 
が入っている。侍の会話と並んで、「昔、侍は非常にえらかった。いつでも、だれでも殺してよかった」というおかしな英文が 
書いてあり、そして 「 THWAKKK 」 (相手に刀で切り込む擬音)とある。そして「このべージは終わったが、マンガはまだ生き 
続ける。次のぺ ー ジを見よ！」。1990年には、女性雑誌 「E 11 e 」 にテリーに関する記事が載った。1995年現在、テ 
リーは、きわめて「トンがった」マンガ雑誌(年一回発行 ) 「COMIC CUE 」 のために表紙を制作中だ。 

し rz - CHAN 」 (井口真吾) 

もう I つの真実世界 

1989 年、 いままでに見たことのないようなマンガを発見した。 「 z - CHAN 」 だ。 作者は井口真 吾。 「ガロ」に散発的に 
連載されていたの だ。 非常に好奇心をそそられた。 

日本の新人マンガ家が技術の腕をみがく方法としては、先載作家の作品を真似したり、先«の アシスタントに なったり、とい 
う ものが 多い。 だから、絵柄を見れば、だれの 影響を 受けたかが 一目瞭然 だ。 ところが井口はちがっていた。日本のマンガの絵 
柄は、たいてい、自由奔放な感じがする。それに対し 「 z - CHAN 」 の絵からは、かっち りと して抑制された印象を受ける。 
線が 少なく、 白い スぺ ースが多く、 ごちやごちやした 描き込み や 陰影が いっさいない。ほとんど 線描 だけの、 無機 的な 絵 だ。日 
本的な道具立てもなく、 ファン タ ジック な感じがする。グラフ イッ クな効果をねらっ て、 超現実的な英語が挿入されている。だ 
がと きおり、 このき っちりとした 絵柄は、幾何学的な パタ丨ン 模様と か、 荒っぽい スケッチと 化して しまう の だ。 

「 z - CHAN 」 を初めて読んだ ときには、 どんな スト ー リ I なのかまったくわからなかっ た。 だが読むにつれ て、 キャ ラク 
夕—が自分だけの小宇宙に住んでいるということがわかっ てきた。 独_のルールと論理のある小 Ht 界だ。主人公は Z ちやん (Z 
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丨 CHAN ) という名前の、とんがり帽子をかぶり黒いアイマスクをかけた男の子で、相棒として「リチヤード•セックス」な 
る名前の青いネズミが出て くる。 このネズミは壁の向こうの異次元の世界に住んでいるが、定期的にネズミ穴をとおって姿をあ 
ら わす。二人が住む小さい家は、「ロー タス •ヘブン」にある rz ゾ ーン」 と「無の庭」の丘の上に建っている。希望もなけれ 
ば絶望もない場所 だ。 二人は 「 Z パゥダー」を飲んで、まずすべてを忘れ、ついですべてを思い出す。青いネズ ミは、 チユーリ 
ップの水遣りを仕事の一つにしている。二人はしばしばなぞめいた会話をかわす。 

Z ちゃん： ぼくは、 自分とカップがどうちがうの か、 わからないんだ。 

リチヤード•セックス：なに？ なんか言った？ 

私はすっかり夢中に なり、 ぜひとも作者に会ってみたいと思った。 

会った場所は、東京の喫茶店だった。井口は背が高く細身で、太いフレームの眼鏡をかけ、くしゃくしゃの髮をし、やや貧血 
症気味の顔色の男だった。髪の黒いアンデイ•ゥォーホールといえばあたっていよう。 

井口は1957年広島に生まれ、上京してきたのは1982年だとい う 。 IIIL 洗いのアルバイトをしながら、若いアーテイスト 
の集団「東京ファンキースタッフ」に參加した。湯村輝彦も参加していたグル—プで、そのころは東京でステ—ジ•イベントや 
ハプニングをやっていた。井口は絵や文を書いたりしていたが、ほかのアーテイストと出会って刺激され、なにか「変わってい 
ておもしろいこと」を自分もやりたいと思つ た。 そこで、絵や文と「おもしろいこと」との融合として、マンガを描くようにな 
ったの だ 。 r ガロ」に作品を送ったと ころ、 採用され た。 

「 Z - CHAN 」 の主人公は、もともと女の子として構想したものだが、帽子とアイマスクをつけて男の子に変更したのだと 
いう。「ぼくは、一つの顔しか描けないんです よ。 だから、おんなじ顔なんです」井口は、言い訳するような笑顔でいう。こう 
して Z ちゃんのキヤラクタ—ができあがると、今度は、この子がなにを象徴する存在なのか、を考えなくてはならない。 Z はア 
ルファベットの最後の文字 だ。 だから、 Z ちゃん は、 「千年王国」の最後の年である西暦2000年を象徴し、しかもその年ま 
で、 「 Z プラン•ファクトリ ー」 の一部として存在する子供、ということに決めたという。 Z プラン•ファクトリーというのは 
紀元2000年まで、すべての願望をかなえるものだという。井口がこの作品を描くにつれ、 Z ちゃんに関係するものを作中の 
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あちこちに出さなくてはならなくなつてきた。 
つまり、キヤラク タ丨 のために、 一つの完全 
な 世界を つくりあげる 必要がでて きたのだ。 
最初は「その場かぎり」としてはじまつた作 
品が、 じよじよに 完璧な小宇宙と なる。 「そ 
の場かぎり」が「完全な世界」 となる、とい 
、っ このやりかたは、井口の方法論でも ある。 

井口は、実際に取り組むプロセスを通じて、 
自分のリアリティをつくりあげていくタイプ 
だ。 私が質問を重ねるにつれ て、 井口の答え 
はいきいきとしてきた。 「 Z - CHAN 」 の 
すべての要素は井口流の意味合いを もち、 ま 
たすベての要素がより広い意味で、井口自身 
の世界だとい える。 まもなく、彼の口からは 
言葉が奔流のよぅにでてきた。 「Z ちゃんは、 
まつたくの絶望とまつたくの幸福のなかにい 
る子供です 。 Z ちゃんは『ゼロ •チャイルド』 
であり、過去の思い出をまったくもつていな 
い。 歴史をまつた く 知らず、できるのは、と 

んがり帽子のなかの頭で考えることだけです。ながい祖先の末裔として存在するという点では、アルファベットの最後の Z だが、 
逆に言えば、祖先は A までさかのぼつて数えることができるわけです」私にとつて幸いなことに、井口はここで、 Z ちゃんの先 
祖に関して、ものすごく微に入り細にわたった説明をはじめた。一人一人の、非常にこみいつた個人史を だ。 このぶんでは、先 
祖全員の説明をするには数日かかるのではないか。だが井口は、急に数世代とばして、おどろいたことに「みんな結局、 N の世 
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代にいきつくんですょ」という。 N は絶望のあまり倒れてしまい、そのあと Z と化したのだという(なんだかょくわからないと 
いう読者は、 N の字を横にひっくりかえしてみていただきたい。 Z になるということがわかるだろう)。 

井口の考える世界がどんどん完成されていくにつれて、複雑さも増していった。すくなくとも、千年王国論の2000年に達 
するまでは、この世界にこだわりつづけるという。1989年、井口はこう言って嘆いた。「私の生きている世界は 『 Z-CH 
AN 』 の世界になってしまった」だが 1995 年現在、すなわち 「 z - CHAN 」 がはじまってから10年近くなったいま、井口 
は依然として、この作品に取り組みつづけている。いまだに「ガロ」に掲載されているし、すでに美しいハードヵバ—本にもな 
った。マンガだけではあきたりない井口は、実際に rz - CHAN プロジェクト」に着手し、その一つとして、世界中にチユー 
リップの球根を送る運動をしている。そのほか、 Z - CHAN ストーリーを書き、 z - CHAN ミユージックを作曲し、 Z-C 
HAN ァ—卜の展覧会を開いたりァート•パフォーマンス(友人 75 人が z - CHAN の帽子をかぶって東京の繁華街をパレード 
した)をやったりした◦「近い将来、何をやりたいですか」と問うと、井口は力をこめて答えた。「まだコンピユータを入れてい 
ないんだけ ど、 z - CHAN をサィトアップして、ぜひともィンタ—ネットをやりたいですね」そしてためいきをつきながら、 
こんなことを 一度 口にしたもの だ。 「自分のやっていることをほかの人たちに向けて説明するの が、 どんどん困難になっている。 
自分の親にそんなことが 全部 知れたら、と思うと、多少不安になります ね。 親に心配をかけたくないですからね」 


し蛭子能収 

「ウルトラ•ナンセンス•マンガ」のプリンス 

1980 年代終わり頃から 199 0 年代はじめにかけて日本のテレビ番組を見たことがある 人なら、 きつと蛭子能収の姿を目 
にしているはず だ。トークショー、 コマーシャ ル、 いたるところに出て おり、 「どこにでもいそぅな人」の強烈な存在感を発散 
している。ちよつとよれよれになつた服装、 多少 乱れた 髮 、無邪気な、ちよつとぎこちない笑顔の、まさに日本の「ありふれた 
お父さん」だ。 
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だが現実の蛭 子は、 ありふれたお父さんどころ か、 日本で最もエキセントリックで頭のいいマンガ家の一人なの だ。 「ゥルト 
ラ.ナンセンス.マンガのプリンス」 であり、 人間の本性 および、 現代日本社会の神経細胞を子細にあばく作品を描きつづけて 
いる。子供向けの商寒マンガ誌をあさ っても、 蛭子の作品は載っていない。ヵルト的ファンをおおぜいもつマンガ家 であり、 そ 
のユーモアは、 マンガ界の主流の外に存在するから だ。 

風刺マンガ家としての蛭子の独特な個性は、珍しい環境と性格から生まれでてきたもの だ。 日本の人気マンガ家の多くは、 10 
代後半でデビユーし、20代初めにははやくも「スタ—」となる。そして30代になるまえにスタ—ダムから消えてしまう。ところ 
が蛭子が名前を知られるようになったのは、すでに40代に達してからだった。それも、普通の商業誌で有名になったのではない。 
蛭子は若き日、絵やグラフイックデザインやシナリオに興味があったが、高校卒業後、さまざまな職を転々とした。看板描きを 
6 年間やったこともあるし、東京の「ちり紙交換屋」で一年半働いたこともある。1973年、「ガロ」にマンガ作品を送った0 
蛭子と同 I 1 L - 代の商業誌コースを好まない野心的若手マンガ家の多くが選んだコースだ。採用されたときのことを、いま蛭子はこ 
う語る。「人生で最高にしあわせな時でした ね。 原稿料ははらえないといわれたけど、そんなことは問題じゃなかった」 

「プロのマンガ家になろう」と決意して、それまでやっていた職をすぐにやめた。だが待っていたのは、きびしい現実と、家 
族のために家計を支えなくてはならないという切迫感だった。やむをえず糊口の仕事として、何年も「ダスキン」のセールスマ 
ンをやった。だがそのうちに、エロマンガ雑誌にエロテイックものを描くというアルバイトがみつかり、「ガロ」にも作品を描 
くことができた。ぺーパーバックの単行本にもなり、よく売れたのも何種類かあった。エロマンガ雑誌や「ガロ」は方針として 
自由に描かせてくれるので、いろいろな実験をし、独自のスタイルを研究することができた。普通のマンガ家は先輩有名作家の 
アシスタントを何年もやるので、結果として、絵が先缒の亜流になりがちだ。だが蛭子はアシスタントをやらなかったため、唯 
一無二の個性を磨きあげることができたのだ。 

蛭子の絵の描線は 強く、 陰影も全くないので、一見稚拙な感じに見える。キャラクタ—はたとえば「田中」のような あり ふ 
れた名前の平凡な市民だが、その「平凡さ」のなかに、実はパラノイア性を秘めている。その証拠に、困ったことが起こる と、 
キャラクターのひたいには汗のつぶがうかぶ。じっと考えているときには、顔が暗く暴る。彼らが生きているのは全くノーマル 
な 111: 間で あり、 現代日本社会の典型と言っていい世界 だ。 そそりたつ オフ イス ビル、 スーツ姿のビジネスマン、雀荘、集金人、 
電車、 ナイトクラブ。だがこの平凡 さは、 時として即 II に崩壊す る。 日常性を破壊するための手段として蛭子の画面にしばしば 
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あらわれるのは、 UFO 、 銃弾と化した 電車、 どこから ともなく だしぬけに出現す る 馬など だ。 「ごく普通の世界が ショック 効 
果にょって自己破壊を起こす◦そぅいぅのが好きなんですょ」 

蛭子のマンガの題材は、彼自身の人生体験 や、 生活のための苦闘の思い出などからもたらされてきたものが多い。そのなかで 
も最良の作品は、たいてい 「サ ラリーマン」を題材としている。 現代 日本の 「和」 の社会に生きる、ホワィトシャツ姿で顔のな 
いおおぜいの市民たち。 「サ ラリーマン 危機一髮」「サ ラリ ー マン 教室」 などのシリ ー ズ ものは、すでに 古典的 名作となつている • 
日本の企業社会に巣食う神経症 的 タテ関係のなかで、いかに生き抜く か、 をブラックューモアで描いたこれらの作品は、日本の 
社会構造の根本をあざやかに解剖している。そして同時に、平凡な サ ラリーマンたちがたがいにしつかりと支えあいながら、 気 
まぐれな上司となんとか折り合ぃ、社内の陰謀に荷担し、っぃにはパラノィァと幻覚の肚界に陥ってぃくぁりさまをするどく描 
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蛭子の作品には、作者自身 
の個性的なパーソナリティが 
じかに 反映している。マンガ 
においても 実生活に おいても、 
蛭子はギャンブラ ー であり、 
リスクに 賭ける男 だ。 大好き 
な趣味は麻雀、パチンコ、競 
艇 だといぅ。 日本の労働者た 
ちがひまつぶしによくやるゲ 
—ム だ。 ギャンブル雑誌に、 
ギャンブルに関する絵や文章 
をかいたりもしている (麻^ 
マンガ、パチン，コマンガの雑 
誌に も)。 マンガのキヤラク 
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夕—やシチ ュエ ーションに関するアイデアを ギ ヤンブルから着想することも多いという。金を擦ること さえ おもしろいというの 
だ。 「自分が 金を擦ってしまう と、 ほかの人はなんで金があるんだろうと思えてくるんですね。どうやって金儲けできたんだろ 
うかなってね。そうするとイマジネーションが刺激されるんですよ」 

蛭子 自身が誇りに思っていることは、「多くの日本人がだいじに思っているものを、自分は持っていない I という ことだ。多 
くの日本人がだいじに思っているもの、それは「常識」だ。すなわち、「日本社会で まかりとおっ ている、行動をしばるややこ 
しい規範の 共通知識」 である。実際には、 蛭子は そんな規範などよく知っているのだが、同時にそんなものから自分を解放して 
いるのだ。「私には常識なんかないですからね。だから、マンガを描く と、 ほかの人の目にはものすごい皮肉な絵だと思われる 
みたいです」 

h 花輪和 I 

唯 I 無二の個性 

1992年、北海道を旅したことがある。そのおり札幌に立ち寄り、喫茶店でついに花輪和|に会うことができた。その数年 
前に電話でインタビューしたことがあり、その時の印象では、内気なところもあれば開放的なところもある人だなと感じた。花 
輪はアートに対する考え方や個人的な悩みごとまで、くわしく話してくれた。日本のように「協調性」を重んじる社会の中では、 
花輪和一のように個性の強い人は、もし本人が受け入れられたいと思ったとしても、なかなか受け入れてもらえないだろう、と 
私は感じた。札幌の喫茶店で目のまえにあらわれた花輪は、小柄なおだやかな男で、ほとんど剃りあげた頭に布製の帽子をかぶ 
っており、なんとなく不器用な歩き方をする人だった。あとになって、そのとき撮った写真を見たとき、花輪がまるで「ムドラ」 
(「印」)のような形に両手をにぎっているのに気づいた。ムドラというのは、タントラ仏教でよく用いられる象徴的な動作だ。 

花輪和 一は、完全にマンガ界の主流の外で育ってきた作家だ。独学でマンガ家 となり、 何年もの 間、 ヵルト的スタ—の位置に 
いた。生まれは1942年。最初はイラストレ—夕—志望だったという。だが、 つげ義春 (1960 年代にあらわれた、シュー 
ルレアリズム的マンガ家の初期の一人)の作品にめぐりあい、マンガがただ「かわいく |て「きれ、1なだけのもので立ないと 
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花輪和 一 「赤ヒ夜」口絵。 ©1972花輪和 一 


矢てたとしう C こ、っいうマンガなら自分も描いてみたいと思い、マンガを描きはじめた。最初の作品「かんの虫」は1971年 
r ガロ」に掲載された。いうことをきかないわがままな男の子に手をやいた母親が、「治療」のために、サディスティックな緘治 
療師のところにつれていく話だ。いくぶんか、つげ義春の作品を思わせるような、細かく描きこまれた画面、リアルでありなが 
らデフォルメされたところもあるキヤラク タ—、 それらがあいまつ て、 不気味でシユールレアリズム的な雰囲気をかもしだす0 
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しかし、 これはほんの小手調べにすぎな かった。 

まもなく花輪は、全く独自のスタイルのストーリ—マンガを発表しはじめた。それが最も成功したジャンルは日本的なホラー 
作品で、最初の作品としては「赤ヒ夜」がある。この作品で花輪独自の表現法が完成したのだ。敵討ちの誓いをたてた侍が、精 
神に異常をきたして辻斬りを重ねるようになる。侍の妻は夫に見切りをつけ、策略をめぐらして夫を自殺に追いこむ。という、 
真っ赤な血にいろどられた凄愴な話だ。筋立てそのものは別に珍しくもないのだが、衝撃的なのは画法だった。描き方は従来の、 
コマ続きのマンガスタイルを踏襲していながら、全体の雰囲気はまるで、明治時代の大衆的な絵物語そのものだったのだ。こま 
ごまと描きこまれた、暗いトーンのべージ。浮世絵からぬけでてきたような面長な人物の顔。セリフはほとんどすべて、きっか 
りとした音標文字「カタカナ」で書かれ、しかも古めかしい書体が使われているために、読みづらいと同時に、エキゾテイック 
な退廃的効果をかもしだす。作品全体の雰囲気は、血みどろの残虐場面を描いた浮世絵師、たとえば月岡芳年の絵そのもの だ。 
飛び散り、はねかえる血潮、あふれだす臓物。 

こうして花輪は、独自の世界を描き出すマンガ家として自己を確立した。だがそのために、商業マンガ界で主流をなす少年マ 
ンガ誌とは無縁だっ た。ぞくぞくと 発表された作品、たとえば「帰還」「戦フ女」「肉屋敷」などを読んだ一般読者は、花輪は 
「暴力、 SM 、 悪夢のような倒錯が大好きな、エログロマンガ家」であると思っただろう。だがそれは、必ずしも当たっている 
とはいえない。というの も、 花輪の作品の多くは一見、作家本人のエログロ趣味に見えるが、じつは伝統的な日本の価値観およ 
び軍国主義をパロデイ—化したものだからだ。しかし、1970年代半ばになると、マンガに対するこのような自由なアブロー 
チにはどうも限界を感じていたよう だ。 こうして花輪和一は 一時、 マンガ界から姿を消した。 

中匕 m がふたたびマンガシーンにもどってきたのは、1980年代初期だった。この時にはアプローチも画法もすっかり変え、 
もはや血みどろのグロテスク作家ではなくなっていた。そして、商業的に成功した人気青年マンガ誌、たとえば「アクション」 
「ス I パーアクション」、のちには「アフタヌーン」などに作品を発表しはじめた。遠い昔の日本に題材をとったものだ。現在、 
これらの連載マンガの多くは単行本化(ベーパーバックおよびハードカバ ー) されて書店に並んでいる。花輪のもう一つの側面、 
すなわち歴史、仏教、地方のしきたり、植物、超自然的存在などを愛好する側面をはっきりとうかがわせる作品ばかりだ。デビ 
ユーの頃から、豊かな想像力と、歴史的事実とをまぜあわせ、まったく新しい世界を創り上げる技術を磨いてきた花輪は、こ、っ 
語る。「本をたくさん読んで、その時代に対するイメージをふくらませるわけです。衣服とか、家とか、田畑の作物とかね。古 


126 



第四章マンガ家と作品 


い絵巻物をみて、アィデアがひらめくことも多いです。時代としては平安時代が一番気に入つ てます。ただ、 私が創り出す平安 
時代は、マンガの中にしか存在しないんですが」 

「 I 新今昔物語—鶴」 は、 まさに花輪の語る方法そのものの作品集だ。鶴に関する 伝説と、 平安後期の人間の奇談を集大成し 
た作品ばかりで、多くは昔の絵巻物に触発されて描かれた。そのうちの一本「信奇山」 は、12 世紀の同名の絵巻物をマンガにし 
たもので、鉢と倉とが空飛ぶ話 だ。 だが花輪は、キャラクターに関しては想像力をはたらかせて絵巻物とは 変え、 「命蓮法師が 
どのようにして浮揚の超能力を得たか」 というストーリーに 仕立てて いる。 

80年代前半から、花輪は一貫して、日本史を自分の言葉で語り直すというスタィルのマンガに取り組んでいる。古代の狂気や 
堕落といつたテーマも入つている。 1987 年の作品集「浮き草鏡」のように 15 世紀を舞台に、幼い少女のとらわれない目を通 
じて物語を語る、という形式のものもある。 

前衛的なマンガ家にはよくあることだが、花輪は何度か、スランプや鬱屈状態におそわれている。だがこういう時期こそが 
自分を新しい方向に向け、結果的に創造力を高めてくれるのだという。現在、ほとんどのマンガ家は大都市東京(現代文化の集 
積地)に住んでいるが、花輪にしてみれば、東京は息がつまるような町だという。それで朿京を 捨て、 もっと自然と接触できる 

北海道に移つてきた。心の平安を得るために毎日お経をあ 
げ、米国人作家ヴアーノン.ハワードの著書を読む。「叡智 


の奥義辞典 (The Esoteric Encyclopedia of Eternal Knowledge ) 」 
「精神の魔術の秘密 (secrets of Mental Magic )」 といった本 
だ。 これらの精進は実を結んでいるよう で、 ここ数年、花 
輪の作品は安らぎを増し、主流マンガ雑誌にもよく掲載さ 
れるようになった。有名作品「天水」などは、人気商業誌 
「ア フタ ヌー ン」に 90 年代半ばに連載されたもの だ。だが、 
いかに商業誌に載るようになったといえ ども、 花輪の作品 
のなかには依然として、かすかに奇妙な要素、それとなく 
不穏な要素がうかがえる。花輪は蒸気機関車の大 ファンだ 



4? 1 
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というが、 他にも趣味が ある。1994 年 12月、 モデルガンを本物に改造したものを所持していたか どで、 警察に逮捕された。 
日本の銃規制はきびしいから、三年の禁固刑だ。 1995 年末には、牢屋のなかで花輪は意気消沈してしまい、刑に服している 
ことが 世間に知れ渡っ た。 「アフタヌーン」の連載もとり やめと なってしまった。大勢のファンが抗議した が、 何の効き目もな 
かった。 

U やまだ紫 

個人的な視点 

日本の女性文化の流れは強い。マンガにおいてはとくにそう だ。 1995 年現在、少女向けマンガ雑誌は全部で 45 種類、成人 
女性向け(レ ディ ー スマンガとよばれる)は 52 種類ある。 週刊、 隔 週刊、月刊、 季刊などいろいろあるが、こ、っいう雑誌のマン 
ガは、描き手も原作者もほとんどが女性だ。 

平均的な男性が 読めば、 少女マンガはた だ、 「かわいくて脚が長くて固のやたらに大きなヒロインが出てくる甘ったるいお話 
で、 ヒロインはたえまなく恋に おち、 大きな目でうっとりと空間をみつめている」としか映らないだろう。成人女性向けマンガ 
も同工異曲で、ただ話がおとなっぽく なり、 セックスが加味されているだけ だ、 というふうに見えるだろう。だが、少女マンガ 
や女性マンガが男性向けマンガと本当に違う点は何か？それは、少女マンガや女性マンガのほうがよりデザイン的で、内容が 
内省的で あり、 感情や人間心理を強調している、という点 だ。 

やまだ紫は、とりあえずは女性作家ということになる。だがこの人の作品は、伝統的な女性マンガの形式にはまるでのっとっ 
ていない。それどころかマンガそのものを超え、詩やフェミニズム文学の域にまで入り込んでいる。大衆的人気こそそれほど得 
ていないが、ほかの女性マンガ家に与える影響は 大きく、 杉浦日向子や近藤よう こも、 やまだの影響を受けている。二人とも、 
かつてやまだの仕事を手伝った経験があるの だ。 

やまだは 1969 年、 20 歳の時に 「 COM 」 でデビユーした。この雑誌は、「マンガの神様」手塚治虫が創刊した実験的マン 
ガ誌 だ。 のちに「ガロ」にも 描く ようになっ た。ということは、 デビユー当時からやまだの読者には、大人が多かった という こ 
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とになる。しかも、ほかの女性マンガ家とは異なり、本格的な美術の勉強をした経験があった。普通の少女マンガが昔から墨守 
してきた特性が、やまだの作品にはみられないのは、たぶんこの二つの原因のせいだ。キラキラの大きな瞳をしたヒロィン、ヒ 
ラヒラドレスかきれいな着物姿の「ファッションショー」まがいのシーン、幸せの極致としての恋愛、お涙ちょぅだいの悲劇 
セックス、暴力、どれもやまだの作品とは無縁だ。やまだの絵柄はリアルだが、細部にこだわる^^主義ではない。描線は流麗 
でなめらかで、ほとんど背景が描かれず、白いスぺースが多く、線は繊細だ。目鼻立ちが省略されたキャラクタ—もょく出てく 
る。では、やまだとほかの女性作家との共通点はなんだろぅか？それは、作品を包んでいる、きわめて内省的で抒情的な感覚 
と人間心理を追求する態度だ。やまだは、自分自身の生活に密着したさまざまな事柄を、抑制された筆使いで苗き出す。 

やまだの作品では、絵におとらずセリフが重要な役割を果たす。セリフとストーリ I ( やまだは、自分自身が投影されたヒロ 
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と ストー リ ー( やまだは、自分自身が投影された ヒロ 
インにセリフを語らせたり、セリフなしで、その ヒ 
ロ インの心のうちを描き出したり、という操作を交 
互におこなう)両方の中に、詩のようにみがきぬか 
れた感覚がある。やまだ自身、詩を作つている し、 
若い頃からマンガを描く一方でエッセイも書きつづ 
けている。女性詩人と組んだ作品も数多くある。た 
とえば1995年の美しいハードヵバ—本「夢の迷 
子た^」。これは、詩人の井坂洋子との共著だ。批評 
家によれば、やまだのマンガは、日本の「私小説」 
をマンガにしたようなものだという。男性批評家の 
中には、「やまだの作品に流れるフェミニズムの思想 
が非常に気になる」という意見もある。 

作品としては今のところ二つの系列がある。人間 
を扱つたものと、動物を扱つたものとだ。半自伝的 
な作品集「しんきらり」(このタイトルは、可野裕子 
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の短歌に出てくる擬音語 
からとつたもの)は、人 
間を扱つた作品としては 
最高の出来映ぇだろぅ。 
主人公は二人の子供をも 
つ母親で、 10 年間の結婚 
生活が危機に瀕している 
ことを感じはじめている0 

この女性の日常生活のエ 
ピソードが積み重なって 
一つの作品集を構成して 
いる。抑制されたおだや 
かな描き方で各章が進ん 
でいく。主人公の女性が、 
結婚や将来に対して自立 

的傾向を強めていくにつれて話はクラィマックスへと高まり、やがて彼女は夫に対して自己主張をし、職を搜そぅと決意する。 
ここにまず表現されているのは、対等な存在として認められないことへの、主人公の憤りの感情だ。物語が進むにつれて、男性 
支配の日本社会に対する女性の穏やかな抗議、そしてそれを見つめる作者の深い共感のまなざしが感じられる。 

そのほか、 1990 年に、マンガではない女性雑誌「婦人公論」に連載された作品 「 B1u e sk y 」。 ここでは離婚後の 
女性の生活が掘り下げて描かれる。主人公は経済的に自立するために悪戦苦闘し、ごちやごちやした世間の非難だの、うるさい 
也人の目だのをものともせず、10歳も年下の男性と同棲し始める。 

動物ものの系列としては、まず「性悪猫」がある。「関係」をテーマとする詩的な作品集で、リアルな筆致で、猫の目から描 
かれて パる。 人間を猫に仮託して瞄いているといえ よう。 1989年、私のインタビュー で、 やまだは答えた(その時の服装は、 
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才—バーオールの仕事着だった)。「家庭をテーマにした作品は、私自身の日常生活の延長を描いています。でもそのぶん、マン 
ガとしてはお行儀のよいとりすましたものになりがちですね。動物もののほうが、動物の口を借りて言いたいことが言えます 0 
ふだんなら言えないようなことを、動物のキャラクタ丨に言わせているわけです| 

1995年、やまだの レ パ— トリ—に、 新たなジャンルが加わった。日本の古典「御伽草子」(室町時代の短い物語23篇をま 
とめたもの)をマンガ化して描いたのだ。やまだいわく、「私にとってはまったく新しい試みですね。フェミニスト的な視点で 
古典を描こうと思っているんですけど」0 

そしてこう語ってくれた。「日本の女性マンガ家の状況は、どんどんよいほうに向かっていると信じてます。日本の社会構造 
そのものがかなり大きく変化しているせいもあるでしょう。日本の男性がいまだに自己表現がへたで、自分の考えやアィデアを 
人に伝えることが不得意なのに、女性のほうはどんどん外向的に なり、 前向きになってますね。社会的にもア—卜の面で も、 女 
性は強くなってきていると思います」 

丸尾末広 

セツクスと暴力と 

なるほど、よく言われる とおり、ごく 平均的なマンガ雑誌で も、 セックスや暴カシーンが 盛りだくさん に入っている。いわゆ 
るエロ マンガ雑誌ともなれば、ほかの国なら作者がただちに監獄行きになる ような 過激な作品が ずらり と並んでいる。 だがエロ 
マンガ雑誌が生み出しているのは、単にスケベなマンガだけではない。現代日本のマンガ界で最も才能あふれるマンガ家たちの 
多くが、 この世界から出発しているの だ。 

その好例が、丸尾末広だ。高校中退 後、 万引きをしながら生活し、 18 歳の時まったくの独学でマンガを描き始めた。丸 尾は 語 
る。「『少年ジャンプ』に最初の作品を投稿した けど、 即座に送り返されて きました ね」だが まあ、 それは当然かもしれない。商 
業誌は一般読者の趣味に合わせるから、しばしば恐ろしいほど同工異曲の作品ばかりを載せたがり、有望な新人の オリ ジナ リテ 
ィを摘み取ってし まう。 丸尾は数年間、筆を絶ち、再び描きはじめたのは 24 歳になってからだった。今度 ( i エロ マンガーこ。「金 
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丸尾末広「愛しの昭和」口絵。「ガロ」1988年7月号掲載。学生服に身を固めた 
厳しい顔つきの少年三人が、それぞれ自分は明治 （1868 〜1911)、大正 （1911 
〜1925)、昭和 （1925 〜 1989) であると自己紹介している0三人は、刀、笛、 
野球バットなど、それぞれの時代を象徴するものを手にしている。 

©1988 丸尾末広 



を稼ぐために才能を生かすとしたら、これしかな かつた、 という事情も一つはあるね」だがこれが、マンガの可能性を自由に追 
求できる最高の方法となつた。エロマンガは 、はてし もない セッ クスシーンの連続だ。だがそんな ことよりなにより、 編集者が 
マン ガ家に あまり 口出ししない。1989 年、 初めて私と会つたと き、 丸尾は次のように語つ た。 「人気のある一般商業誌の場 
合、よじめ からおわりまで 幻想、 という話を描くのはまず不可能ですね。商業誌の編集部が望んでいるのは、わかりやすい 内容、 
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ノッピーで 0/ J るい絵柄。ところが私の絵は暗いから、とうてい受けつけてはもらえなかつヒー 

現在、丸尾には熱心なヵルト的フアンが—ぜいついている。エロマンガの フアン だけではなく、一般マンガの義者までだ。 

作品は豪華なハ—ドヵバ-の本になってよく売れ、リトグラフで印刷された高価な限肅の作品まで出ている。だがそれは、丸 

尾が主流人気マン I の仲間入りをしたとい、っことではない。依然として丸尾は、日本で も最も 過激で 異端の作家の ひ S なの 
だ。 

丸尾が描くのは、ひたすら悪夢の I だ。世紀の S 篇たちが描いた「無惨絵」の伝統をひき、短編作品の中には、斧で 
惨&されるシ—ン疆、強燕、近親麓、 SM 、 そのほかありとあらゆるおそるべき露と謹が これで も かこれ でもかと b 

てくる。しかも、わいせつ罪禁止法すれすれの、非常に細かいタッチで描きこまれているのだ。人々みんながなみはずれて強い 
フレッシャ—のもと、なみはずれて秩序正しい生活を送っているこの国で、丸尾は人々の内部に無議の裡に潜む精神の、最も 
異常な部分をビジュアル化しているとい—だろう。丸尾自身が大好きな自作は、年老いた女が少年の目玉をなめている図だと 
い、っ〇 I 丸尾と普通のエロマンガを比べるのは、核兵器と爆竹を比べるよ、っなものだ」と述べるのは、ジョン.イヴアン.。、 

マー。雑誌 I ユア.フレッシュ」にのつた丸尾へのインタビュ—記事「紙上のサイコの血潮〕丸尾末広とサド.エロテイシズム 
マンガ」の中の一;^だ。 

だ力それだけにはとどまらない。丸尾は同時に、現代のマンガ界で、最も才能ある 「レトロ. ア—テイスト」の一人で も—。 
美的な面で彼の根底をなしているのは、1930年代だ。「子供の頃から、1930年代の養が好きだったね。服装とか、建 
物とかね。、あのころのドイツか日本に生まれたかったな、とよく思った」「眠パ男」や「死よバンザイ」といった 作品では、 戦 
前のフアシ 、ス ム時代の建物その他がじつにこまごまと描きこまれ、悪夢のよ、っな震的雰囲気をかもしだし ている。 

丸尾の作品を読めば、だれでもあの右翼的文学者、三島由紀夫を思い出さずにはいられない。三島なら、この f きっと大子 
きになっただろ、っ。だが、これらの作品の多くが、実は戦前日本の軍国主義を風刺したものだとわかっていれば、三島はがっ卜 
りするたろう「日本人の 惑星」 はもし第二次世界大戦で日本が勝っていたら、米国はど、っなっただろ、っという看の物語だ。 
原子爆弾がサンフランシスコと D サンゼルスに落とされ、サ厶ライ美学が米国中を 席巻し、マッ f サ _ 元帥は刀—?っ 
れる(死刑執行官たちは、元帥がトレ—ドマ—クのサングラスをかける ことを いとも優雅に許可するのだ)。「愛しの昭和」こ ま、 
三人11弟がでてくる。それぞれ、明治、大正、昭和を蠢する存在だ(この1代は、今日までつづく日本の近代ヒ 
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丸尾末広作品集「パラノイア•スター」より、「日本人の惑星」の1シーン。 
マッカーサー元帥が、大日本帝国軍人に斬首される。 

©1986丸尾末広（河出書房新社刊） 


のプロセスだ)。三人は、長く待ち望まれている兄弟の誕生を心待ちにしている。物語の最後では、三人とも仮面をとり自分 
たち—物であるとい、つ正体を—らかにする。この作品の T マは、近代□本おょびその時代への批判だ。 

丸— —に強いこだわりをもつてはいるが、もちろん現代人で あり、 理想と文化のごつた零—現代をそのまま体現して 
いる。作家四方田犬彦は丸尾の絵を「益紀のキッチユ • T 卜美術館」と名づけた。ナチスドィッ、大正と昭和初期、現代の 
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テ レヒとマンガ、それらが み— 然となっているのだ。丸尾—の語るところでは、影響—けたのは W 世紀の II 月岡芳 
年 (血み どろの 暴カ シ—ンを描いた)、アンデイ•ゥ ft ル(ク1ルで無機的な感じだから気に入っているとい、2/、それに 
花輪和 一たとい、っ。1层„年、私のインタビュ—に答えて、丸尾いわく、「アメリヵの B 級映画の大フアンなんだ。ハ f 
テイゥイッド.リンチ監督とかね。セックス.ピストルズみたいなパンクロックグル1プも好きだね」。丸尾のマンガの中 ， i 
スト— ？を読んでいる読者に BGM として勧めるアルバムのタイトルがよく書いて—。 

丸尾の作品は、だれの影響を受けたかには関係なく、ぬきんでてすばらしい。血しぶきが飛び散るシ—ンであろ、っが、感清の 
動きを示—顔のク7ズアップで I 、描線は歷だし、構図は革新的で、他の疆鼻さなハ。その、っえ霧的セ 

'ノスにひ力れる フアンが ますます増えている。米国の フリ— •ジャズ こ、、 ユ—ジシャン、ジ ョン •ゾ —ンの CD ジャケットデゴ 

インも丸尾が担当した。また、花輪和一と組んで、「無惨絵」なるタイトルの豪華美術本を出したこともある。全べ—ジの、っち 
客は江戸產の浮世絵師、月岡芳年や落合芳幾の「無惨絵」を復刻したもので、 t の半分が、丸尾と花輪の手になる「現 
代の無惨絵」で構成されている(前書きには、有名マンガ家、小説家、音議の賛辞が載っている)。1991秋、ニュ 
—クの出版社「ブラスト.ブックス」から、丸尾の作品「少女捲(米国では「嵐氏のすばらしきフリ—ク.ショゥ」と題さと 
の英訳本が出版された。右から左へと進む日本のマンガ本の形式をそのままに出版されたのだが、内容を見て拒否する印刷 f 
あったとい、っ。丸尾が—されているのは出版業界だけにとどまらない。191、「少女椿」は、— ひろし 監督の 手で ⑹ 

/刀のアニメになった 。 Mi メとい、っのはちよっと意外な気もするが.：。ラストに流れる曲の歌詞 も丸晉身の作曲 C 。 19 

9 5年末には、作品集が CD-ROM になるとの広告も出ている。 

たが、マン I としての丸尾の力量を端的に示す のは、 最も単純な作品、すなわちセッ クス も 暴力 も 非常に 少ない作品の中こ 

こそ最高の力と抒情とかあふれているといぅ雲だ。たぶん丸尾_身これをわきまえているの だろ、っ、 19 ■年末の本人 1 

によれば、人気少年マンガ誌「少年チャンピオン」に新連載を始める準備をしているとい、っ。「短くて、ユ—モ b I 
いい』のを描くつもりだよ」 ネ 
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「沈黙の艦隊」(かわぐちかいじ) 


潜水艦は冋をあらわしているのか 


米国！び日本の「影の政府」は、日本の、丫レ1ン防御のために、原子力簾の潜水艦を麗する。日本人の核アレルギ 
を 刺散 しないょ、 つに と、 いつさいが1にされている。この秘密兵器は6万馬力で、設計そのものは米国の手にな f 1な 


日本のテクノロジーを駆使してつくられ、乗員も日本人のエ 


1 / 

1 — 


卜 


'よかりビ。監長はカリスマ的な指揮官、海江田四郎。計 ir は 


順， I 、 やがて替水艦は米国第七艦隊とともに試験航海に出発する。だがこのと き、 海江田と寶はだしぬけに米軍に，し 
g ) 乱を起こし、 米艦隊を追撃する。これはほんの序の口にすぎなかつた。海江田はただ反乱を起こしたのみならず、世界一の, 
子力潜水檻である自艦に命令を下す。海江田には、ある計画があったのだ... 


こ i 、 かわぐちかいじのベストセラ—マンガ「沈黙の艦隊」の冒頭部分だ。この作品は、■年二週刊モ—ニング」 
に連醫管れ た。 以来 7 年間にわたつて連載され、。へ—ジ数7千。へ—ジをこえ、いまなお続いている。(編集部注 V 998 

年 r 日1、鏡* 1な印象をあた—潜水 f ドベンチ T 物語だ。だが見方をかえれば、現代日本の—の I にひそむ重 
大な———りにしているともい—。すなわち、日—全保障条約は二の—つなるのか？米国の霞のもとにできあ 
がつた日本国憲法が真1味するものは何か？日本の軍事のゆくえはど、つなひのか？そして日本とい、つ国そのもののゆくえ 
よ？といつた諸問題だ。 


毎ェ田は—を「やまと」と命名する。そして「『やまと』は単なる一潜水艦ではなく、自律性が—一つの独立国家なのだ」 
と宣言する。米国は手をこまぬいて見ていることができずに、すぐさま、やまとを破壊しよ、っとする。ソビエトも米国に同調す 
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る。 この事件は日本の大問題と なる。 日本政府は米国に完全に協力してやまとを滅ぼす か、 それともやまとを救うかの二者択一 


を迫られ、迷う。 

やまとは、ハイテク装備の「白鯨」のごとき存在となる。あざやかな作戦と潜水艦の身軽さで、米国第三艦隊およびソビエト 
艦隊を壊滅させ、二大国の面闫をつぶす(マンガでは、現実にはありえないありとあらゆることが可能なのだ)。やまと問題を 

めぐつ て、 米国とソビエトは手を結び、逆に米国と日本と 


「たつなみ」 
との距離 
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の間には溝が生じる。海江田は、独立国家であるやまとは 
日本と友好条約を結びたいと言い、日本は迷う。米国は日 
本をおどかし、そんなことをすれば日本を再占領して、原 


はた目にはど 


爆を落とすという。 

海江田は、ただの核テロリストではない。 

んなにテロリスト的にみえようが、海江田の行動はつねに 
「正当な自己防衛」(少なくとも□本の立場からはそう思え 

る)にのつとつている。物語が進むにつれてしだいに明ら 
かになるのだが、海江田の真の目標は、世界平和を守るた 
めに国際的な軍事組織を作りあげることなのだ。決断力の 
ある日本の総理大臣は海江田の主張に共鳴し、大胆にもや 
まとと友好条約を結ぼうとする。ただしそれは、やまとが 
日本の管理下に置かれることを条件としてだ。世界各国が 
日本の首相の意図を不安に思わないようにするために、1* 
相は交換条件として、日本の自衛隊組織をすべて国連の管 
理下に置くことを申し出る。こうしてやまとは、北極の氷 
山の中を通り、米国潜水艦と戦いながら、一路ニユーョー 
クを目指す。ニユ ー ヨークの沿岸に到着すると、やまとは 
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攻撃してきた米国戦艦と 戦い、 ほとんどすべてを沈没させ、あるいは航行不能にしてし まぅ。 やまとの行動は ワシントン だけで 
はなく、 全世界の国々の政府を震撼させる。日本政府も例外では ない。 束京では、やまと問題をめぐって古い政党が分裂し、新 
しい政党が結成され る。 この問題の解決法に関する意見は四分五裂する。最もやっかいな のは、 はたしてやまとが核兵器をどの 
程度搭載して いるか、 そしてはたして海江田が目標を達成するた めに、 核兵器を本当に使うかどう か、 なの だ。 


「沈黙の艦隊」 は1989 年に連載開始されるやいなや、大センセーションを まきおこした。 国会議員たちもこの作品をめぐ 
って議論したほど だ。1990 年には「講談社漫画賞」を受賞し、日本中の大メディアにとりあげられた。米国の全国新聞に 
まで記事が載ったほど だ。1990 年 10 H26 □、講談社は朝： II 新聞および： H 本経済新聞に広告を載せた。その謳い文句にいわく 
「平成 日本、 ついにマンガによって眠りからめざめる J 。 1995 年には、 政治、 経済、 テクノロジー、 各分野の尊門家によるこ 
の作品の解説本が、講談社から出版された。自衛隊広報誌「セキユリタリアン」に速載された分析記事を 一1111-の本にまとめたも 
の だ。1996 年初頭には テレビ アニメ化され、単行本 29 巻 もぜんぶで 2 千 200 万部を売り上げた。 

いったいなぜ、「沈黙の艦隊」はこんな大人気を得たのだろうか？たしかに而白いスト—リーではある。だがそれだけでは 
ない。今までほとんどタブーとなっていた問題に関して論争を引き起こした 上、 潜在的ナショナリズムにも訴える力があるから 
だ。この作品のフアンは政治的関心の強い人も多い。しかし、好きで好きでたまらないという火フアンの中には、自衛隊員が多 
かった。 1990 年 7 月 7 日「コミック.ボックス」誌の記事の中に、批評家の鈴木邦男の筆になる次のような意味の文がある。 
「『沈黙の艦隊』は、すでに右翼の若者にとっては聖書となり、作者のかわぐちは『新しい三鳥由紀夫』(才能あふれる作家で、 
軍国主義に心酔するあまりに自殺した)のように見なされている」そして鈴木はこう記している。「危険なマンガだ。マンガ界 
のクーデターであり、クーデターを誘発するマンガだ」もちろん誇張された大げさな文ではある。だが一方、そもそもマンガと 
いうものは誇張して描かれているものなの だ。 

「沈黙の艦隊」が世に出た時期と いうのは、 日本人が 80 年代の経済的技術的繁栄によってまだ 多少、 ふわふわ浮かれていた 
時期だ。「日本人は優秀なテクノロジ— と、 人間に対する優れた視点とを持っている から、 世界を リー ドして良き新時代を築く 
だろう。 それに対して、米国は遅れた国だ」 といった 空気が日本人一般の中に流れて いた。 「沈黙の艦隊」 は、こういう、 あま 
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りはっきりと口に出しては言われないにせよ何となく漂っていた国民感情を、明確な形にして示した作品 だ。 だが1990年代 
初頭、バブル経済がはじけるとともに、次のような事実が明らかになつた——テクノロジーのほとんど全分野で米国をしのいで 
いると思われていた日本は、実はコンピュータ•ネットワーク革命においては10年も立ち遅れていたのだ。日本人の自信はしぼ 
んでしまつた。海江田司令官が「やまと」を使つて実現しようとした「歴史的必然」も、いまやバブル期のように、実現性のあ 
るものだとは思えなくなつている。 

こうして時の流れとともに、「沈黙の艦隊」の衝撃性と目新しさは薄れていった。マンガ自体もあまりにも長期連載されすぎ 
た。はらはらするようなアクションシーンが減り、そのかわりに、政治家 や、 時として海江田までが、米国その他の政治の中枢 
地で横柄にしゃべるシーンが増えてきた。もともと現実とかかわりのある ストー リ—ではあったけれど、 スト— リーが現実に追 
い越されてしまった。世界の現実が変わってしまったので、作者のかわぐち も、 ストーリーの変更を余儀なくされたのだ。19 
89年ソビエトが崩壊し★米国とロシアが事実上手を 結び、 その結果世界における米国の主導権がますます増大す る、 などとい 
う事態を、いったいだれが予想できただろう。その上、かわぐちが心ひそかに用意していたであろう話の展開(たとえば日本の 
政治改革)の多くは、現実の世界で少なくとも部分的には達成されてしまった。世界の中で国連の責任がさらに大きくなる、と 
いうの も、 たぶんかわぐちが用意していた スト ー リ ー 展開の一つだろう。だがこれ も、 日本がヵンボジア和平の問題にまきこま 
れ、国連軍がボスニア、ソマリア、そのほか世界中の紛争地域の問題解決に失敗す る、 という現実によって、マンガの スト—リ 
—としての魅力を失つてしまつた。 

だが、数年もの 間、 人気マンガに関する調査が行われると、「沈黙の艦隊」は必ず常連としてリストの上位に載る、という事 
実は揺るがない。「コミケット」その他のアマチュア同人誌コンベンションでは、「沈黙の艦隊」のパロデイー本は、パロデイー 
ものの代表となっている。若いアマチュアたちがこの作品のキャラクタ 1 やシチュエーションを借りて、作者のかわぐちが考え 
もよらなかつたストーリ—を描きあげるのだ——コメデイからポルノまで。 

「沈黙の艦隊」は、国際政治面での衝撃的なストーリー展開で多くのファンをつかんだのだろう。だが、兵器の描写の面では、 
そうはいかなかった。戦争•軍事マンガ誌「コンバットマガジン」の編集者の黒沢いわく、「うちの雑誌の読者は、『沈黙の艦隊 J 
は嫌いですね。潜水艦の描き方が、実際の潜水艦とはあまりにも違うからです」。 
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u 成田アキラ 

(かつて)テレクラマンガ家だった男 

初めて成田アキラに会ったのは、1980 年、 このマンガ家がサンフランシスコに来たときだった。米国中を旅して回った成 
田は、風変わりなグレー色の車に乗ってあらわれた。前夜は、セント.へレンズ火山の近くで車中泊した という。 ところが火山 
が火を噴いたので、白かった車が火山灰をあびてグレーになってしまったのだそう だ。 こんなぐあいで、当時はまったく変わっ 
た男だった。いまでは有名人になっているが。 

成田がマンガ家デビュ ー したのは 1971年 、26 歳のとき だ。 デビュー作は、男性週刊誌掲載のちょっとサイケデリックタッ 
チの SF だった。この作品はしばらくのあいだ、かなり人気を博したが、やがて読者の好みが変わり、人気も落ちてしまった。 
成田は数年間、家族を養うために雑誌にマンガタッチのイラストを描く仕事をやって いた。 その後米国を 旅し、 結局一年間も 
の長逗留になった。この滞在が充電期間となり、新しいものをつかむことができたのだ。 

帰国した成田は、青少年向けの本に教育マンガを描きはじめた。テーマはアインシュタインの相対性原理とか、脳の秘密だと 
か、数学だとかだ。これは絶好のジャンルだと思われた。というのは成田自身に子供が三人もい るし、 自分でも電気工学の学位 
を持っており、しかも叔父のムロタニ.ツネ象(子供向けマンガ家として著名)のアシスタントをやっていた経験もあるからだ0 
だが予期に反して、本の売れ行きはさっぱりだった。 

成田が大きな関心を抱く対象は、マンガを別とすれば、女性とセックスとだ。ょく ある、 「女房にかくれて浮気する」 タイプ 
などではまったくない。ラディカルと言っていい結婚生活を楽しんでいた。 妻、 両親、子どもたち、みな成田の女 あさりを とっ 
くに知っていて、それを奨励するとまではいかなくても、別に反対もしなかった。成田にしてみれば、定期的でひんぱんで さま 
ざまなバリエーションの ある セックス ライフは、 精神的肉体的フィットネスのごときものだった。だがそれが、別のものの追求 
へと変化をとげていったのだ。 

1980年代半ば、日本のセックス産業は、革新的で非常に日本的な商品にいきついた。「テレクラ」だ。要するに、電話つ 
きの個室がたくさんある店だ。その電話の番号は女性雑誌の広告べージに掲載されている。男性客は一時間あたり3千円程芰を 
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成田アキラは、ひんぱんにテレクラ通いをするうちに、男性的能動的立場のセ 
ックスを好むある人妻に出会い、びっくり仰天したが、冒険を好む性格なので 
「よし、やってみよう」と決心したという。「奥の色道」より。 

© 1995成田アキラ（リイド コミックス） 


支払い、その部屋で、見知らぬ女性から電話がかかってくるのをじっと待つ。広告を見た女性から m 話がかかってくると、会話 
を 楽しむ。もし 男性が会話 じょうずで、しかも 女性が相手を気に入っ たと なると、双方話し合って待ちあわせ場所を決め、実際 
に会う、となる場合もある。そのあとは二人のお好みのままで、セックスだけのおつきあい、本格的な恋愛、おしやべりだけ、 
などさまざま だ。 成田はひんぱんにテレクラ通いを し、 会う約束をとりつける確率が高いばかり か、 セックスにもちこむことに 
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成功する確率も高かった。 

1986 年、 成田は テレクラ 体験をもとにしたユーモアマンガを描きはじめ た。 連載され るよう になると、すぐさま大人気を 
得た。人間的でしかも IE 直な、 セックスへのアプローチ(男キャラクタ—がしばしば「立た」なかったりする)がありのままに 
描かれ、ストーリーも男が読んでも女が読んでも面白い。こうして成田は、ついにみずからの才能と関心とを最大限に生かせる 
分野にたどりついたの だ。 成田自身の言葉によれば、米国滞在中に読んだコミックス作家、ロバート.クラムの作品から影響を 
受けた という。 

1992年には成田の作品は、人気はあるが二流と目される商業誌に掲載されるようになっていた。たとえば「漫画サンデー」 
とか「週刊大衆」、それに夕刊紙「内外タイムズ」など だ。 ときには、セックスライフに関するルボも執筆し、「テレクラおよび 
セックスの専門家」と見なされるようになっていた。成田は夫人とともに、深夜テレビの卜—クショウにひんぱんにゲスト出演 
し、 セックスやセクシュア リ テイを語っ た。 1995年になるころにはトップ商業誌に作品が 載り、 自身のセックス体験を描い 
たマンガの単行本も20卷以上にのぼっていた。セックス体験をもとにした小説さえ二冊書いた(テープレコーダーに声をふきこ 
んだものをあとで起こしたりはしたが)。一年間に印税や原稿料あわせて 50 万ドル以上稼いだ という。 

だが、あまりに も有名人になった成田には、 テレクラ にいく暇などなくな った。 そこで テレクラに交渉し、 直接自分の仕事部 
屋 (3 人のアシスタントとともに 働いている) に 電話をつないで もらうことにした。ある 雑誌には、女性読者向けに、成田の直 
通電話番号が掲載されたほど だ。 成田は私のインタビューに答えて いわく、 「一日に 40 回から 50 回も電話が鳴った ね。 でもと て 
も全部に出るわけにはいかなかった。よさそうなのだけ選んで返事したよ」。成田の仕事机の横には、女性と会うときにそなえ 
て、 いつも黒い革かばんがおいて ある。 中身は SM の 鞭、 ペニス型パイブ レ—夕—など、 場合に応じていろいろなものがぎっ し 
りだ。 

それにしてもどうして、そんなにおおぜいの女性が電話をかけてくるのだろうか？「たぶんさびしいから じ やないかな。だけ 
どむしろ、単に好奇心からというだけの女が多いね。半分くらいは主婦で、性的欲求不満なんだ。テレクラがこんなに繁盛して 
いるのは、日本人ていうのは、異性と知り合えるチャンスにいまだにめぐまれないからだと思う。米国人の場合、パーとかバス 
の 中で、 気軽に他人と話をするだろう。でも日本 じ ゃそれは無理 だね。 おもしろいのは、日本人はふだんは社交性がないのに、 
電話となるとたがいの顔が見えないから、大胆になって、ものすごくよくしやべるんだ。すごく日本人的な人間関係作りだね。 
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それと、日本が安全な国だというのも、テレクラが繁栄する原因だろうと思、つ」 


テレクラを愛好する以上、成田 自身、 ある程度の危険は覚悟しなくてはならない。テレクラマンガを連載してから 1995 年 
にいたるまでのあいだ、テレクラで知り合ってセックスした女性は 400 人以上もい る。 エィズの危険性を考えて検査を受けた 
が、 HIV は陰性だった。だが成田が力を込めていぅには、「いつも用心してコンドームをつけている」。 
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成田は非常にタフな男でもある。ある 
とき、東京から仙 台、 盛 岡、 松 本、 諷訪 
と車で 旅し、 また帰京した。二日間でた 
っぶり一万6千キロ以上も走った。しか 
もその あいだ、 電話をかけてきた女性4 
人とかわるがわる会いながらだといぅ0 
帰京したのは早朝4時で、夜が明けると 
すぐにマンガ描きの仕事にとりかかつた。 
「本当に女が好きでないと、とてもこん 
な仕事やつてられないよ」 

「こんな仕事」 が、 ついに家族レベル 
になつ た。 成田の弟であるコ—ジもプロ 
マンガ家だ が、 兄よりは多少シャィな性 
格だ。その成田コージが1994年に出 
した単行本のタィトルは「成田兄弟のエ 
ッチツ'— . oh !」 (エッチツーォーはもち 
ろん水の化学記号だが、エッチといぅの 
は日本語では「スヶベな」の意味でもあ 
る)。 性的エネルギーがありすぎ る 兄を 
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もつ生活のありさまを、ユーモアをこめて描き出したマンガだ。兄は兄で、今度は自分の妻の性的冒険を描く作品を発表した。 

1994年、成田アキラは、がらりと趣を変えた作品にとりくみだした。上品な人気マンガ誌 r 週刊モーニング」に、「超愛 
の人」を連載しはじめたのだ。「安全なセックス」の時代にふさわしく、「なぜ人は愛し合うのか」を追求する男の物語だ。かな 
らずしもセックスを必要としない、恋愛と欲望の物語でもある。5月25日号に掲載された最終エピソードの中で、作者の成田は 
読者(男女両方)あてに次のようなメッセージを記し、セックスがもはや自分にとって「魂の追求」となったことを語っている。 

「ポクの一番の興味は、今も昔も男と女のセックスだ。しかし(略)年を追うごとにポクのセックス観がかわってきた。(略) 
これをどんどん進めると究極的には男も女も f 着た まま、 体を接することなしに、お互いの目を見つめ合うだけで官能的恍惚 
感を得ることが出来るに違いない。しかし、それには相当深い愛で結ばれた男女でなければならないはずだ。そんな男と女を描 
いてみ ようと 思い、この『超愛の人』がはじまったのだ」 

J 内田春菊 

光と影 

内田春菊に直接会ったことはまだない。だが、昔からの知り合いのような気がする。それほど内田のマンガは、読者をぐいぐ 
いと引き込んでしまうのだ。内田は、自分の人生を隠しだてしないことで実績を築いて きた。 派手すぎるとはいえないにせよ、 
たとえば米国の女性ロック スター、 シンディ•ロー パー やマドンナに較べてもひけをとらないほど、華やかな存在だ。実際にラ 
テン系のバンドで歌っているし、内田の最初のマンガ作品集の第一べージは、ロ ーパー の ヒット 曲「ガールズ.ジャスト.ワ 
ナ.ハブ.フアン」の歌詞で始まる。内田は新しいタィプの日本女性で あり、 「女とは、男とは、こ、っいうものだ」という世間 
一般のいわゆる「常識」を揶揄しつつ、非常に冷静な姿勢を決して崩さない。 

内田春菊のプロマンガ家デビユーは1984年。普通の女性マンガ家がたどるような、先輩有名女性作家のアシスタントをや 
ったり、少女マンガや女性マンガを描く、というコースとは無縁だ。もしそういうコースをたどっていたとしたら、内田の作品 
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も保守的な「女性マンガ家」スタィルになっていただろう。だが内 田は、 マンガ界の主流の外で自分の腕を磨いた。作品が掲載 
されたの も 「ガロ」などの前衛マンガ雑誌、エロマンガ 誌、 マンガでない普通の女性雑誌、男性の読むニユース週刊誌、音楽雑 
誌、 麻雀雑誌などだった。 

ほかの女性マンガ家同様、内田の描く女性キャラクタ—の目は大きい。だが、内田の描き方はきわめて念入りで(ときには人 
間をモデルにしてポラロィド写真を撮り、それをもとにして描いたりする)、女性キヤラクタ丨のリアリズム性は他に類をみな 
い。女性作家の描く女性キャラクターは、おうおうにして長身で細身だが、内田の描く女性はどちらかといえば小柄で胸が大き 
く、ぼつちやりしていてエロテイツクな感じがする。だから内田の作品を初めて見た読者は、「この作家は男性だろう」と思い 
込む。一篇のストーリーの中で、リアリズムから、デフォルメされた「マンガスタイル(コミック•リリーフとしてごまで* 
いろいろと画法を変えてみたりもする。背景はたいてい省略されている。というのも内田の作品は、男女の関係を描くものが多 
いため、手や顔や身体(着衣、裸、両方)のクローズアップがほとんどだからだ。ストーリーはもちろん大人向けのものばかり 
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な心理描写のある長編のシ 
リアス もの、 短いギャグ も 
の、コミック•ホラー、 ス 
リラーもの、 といろいろ だ。 
「タラ夫ちやんとお料理」で 
は、 優れた ユー モアのセン 
スが発揮されている。この 
作品は19 86年の短編で、 

「才丨ブンレンジを使つてい 
かにラーメンを作るか I 、 


ワィ^で線香花火のょぅ 
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赤ん坊は、髮を洗っている母親（内田春菊）のそばから離れたがらな 
い。「わたしたちは繁殖している」より。 

@1994内田春菊（ぶんか社） 



なものを作れるか」の話 だ。 1986年の連載マンガ「ヘンなくだもの」 では、 ファミリーレストランにいってスタッフを困ら 
せてやろうとたくらむ三人の女性が描かれて いる。 ゥェィタ1がテ—ブルにやってきて深々とお辞儀し、ていねいな言葉を使う 
と、 女たちも立ち上がってお辞儀し、自己紹介を始めたりする。 

1988年の連載マンガ「一身上の都合」 は、 日本の OL を題材とする軽快な 物語で、〇 L たちのたくらみ や 恋 や、 男性が支 
配する会社で自尊心を保つための悪戦苦闘ぶりが描かれている。内田の女性 キャラク タ— のなかには、 陰謀のはりめぐらされる 
社会の 中で、 無防備な存在の女性もい る。 いわゆる「ぶりっ こ」をし、 本当は経験豊富な のに、 何も知らないふうを装うものも 
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いる。 不倫して いる 既婚の 〇 L という、 おなじみのキヤ ラクタ1もい る。 

だが内田の作品は、こんな明るいものだけではない。暗いものも ある。 1991年の「幻想の普通少女」、1992年の「物 
陰に足拍子」はともに長めの ストー リ— で、 日本社会の弱点を えぐっ ている。ここに描かれた日本社会はハイテク ノロジー、高 
い生活水準、なめらかな人間関係、ではない。壊れた家族関係、望まない妊娠' 少年犯罪 、ドラッグの □本 だ。 日本の私小説に 
似た要素を持つ作品だとい える。 というのもこれらの作品には、作者自身の人生がわずかに形を変えただけで投影されているか 
らだ。 

1990年代初め頃、内田は、自分の秘密、しかもいまだに日本社会ではタブーとされていることを公に語りはじめた。すな 
わち、少女時代に受けた辱めのことだ。内田は 15 歳のと き、 たまたま妊娠してしまった。すると内田の養父が、母の同意を得て 
娘をむりやり犯したのだという。「こうすれば流産できる」というばかげた言い訳つきだった。内田は何年も養父に犯されつづ 
けた末に高校を中退し、家出して二度と戻らなかった。1994 年、 内田はこの体験を、マンガではなく自伝的小説に書いた。 
タイトルは刺激的な「ファ ザー ファ ツカー」 。この小説は次のような文で始まっている。「私は、よく娼婦の顔をしていると言わ 
れる」。 

自分の人生をみずからの手でコント ロー ルしたいというの が、 内田春菊の強い願望 だ。 独学のマンガ家として大成したのみな 
らず 、イラストレ— 夕—、 エツ セイスト、 小説家としても名声を博して いる。 マンガ作品「南くんの恋人」 は 人気 テレビ ドラマ 

にもなった。 「水物語」は1991 年、 劇場用実写映画 になり、 作者自身が 主演した。 

1990年代初め、内田は子供を産み、1994年には、自分の出産体験を もとにして、 非常に実感の こもっ たマンガ作品集 
を出版して いる。タイトルは 「わたしたちは繁殖して いる」。 この作品 集は、 権威 ある 文学賞を受賞した。実生活やマンガ作品 
の中で何を しようとも、 それは内 田 春菊が自信を もって 歩む自分の道で あり、 自分の言葉なの だ。 
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I 水木しげる 

精霊の世界 

1980年代前半、マンガ家の会合で、ちよっとだけだが水木しげると顔を合わせた思い出がある。目立つ人物だった。ほと 
んどのマンガ家が 10 代後半か 20 代前半の若さという中にあって、水木はすでに 50 代後半であり、しかも服の左袖のなかには腕が 
ない。だが、とにかくバイタリティにあふれていた。二度目に水木に会えたのは1993年、場所はサンフランシスコだった。 
水木はアリゾナ州のホピ•インディアンの居留地を熱心に取材した帰りで、当時すでに 70 歳近く、はるかに年若い人々をお供に 
つれていた。遅い夕食をとり、アルコールを入れると、みんなくたびれてしまったが、水木一人は元気で、これからポルノショ 
ップにいこうと言ってきかなかった。写真が満載のポルノ雑誌を見たいというのだ。お供の面々はびっくりして、目を白黒させ 
ていた。 

水木の本名は武良茂。1924年生まれで、生地は日本海岸にぽつんとある港町、境港。子供の頃から絵のうまさはぬきんで 
ていた。毎日新聞の地方版に作品が載ったほどだ。戦後、短期間だが武蔵野美術大学に在籍した時期もある。こういう正式な絵 
の訓練を受けると、マンガ家に必要なオリジナリティが失われることがしばしばあるが、さいわい水木の場合はそれをまぬがれ 
た。現在、水木の絵は、背景は細かくリアリスティックに描きこまれているが、人物は非常に「マンガ的に」描かれているのが 
特色だ。 

水木のマンガ的才能は、子供の頃好奇心が強かったために養われたという。幼い頃、水木のめんどうをよくみてくれたのは、 
「のんのんばあ」という渾名(水木が名づけた)の女性だった。魂や霊の世界?'の関心が高まったのは、この女性のおかげだと 
いう。とくに、その地方に伝わる伝説の怪物やお化けが好きだった。 

そのほか、水木に影響を与えたもの、それは戦争だ。1943年、帝国陸軍に徴集され、ニユーブリテン島(現在パプア.二 
ユーギニアの一部)にあるラバゥルに送られた。階級差のきついタテ社会である軍隊の中で、新顔のしかも最下級の一兵卒だっ 
たため、しよっちゅう上官に鉄拳制裁されていた。ある日、分遣隊の一員として平原で見張り任務についているとき、才—スト 
ラリア兵および現地人の兵士より成る敵軍に襲われ、見張り仲間たちはみんな死んでしまった。水木はたったひとり、命からが 
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ら逃げ出して日本軍の陣地にもどったが、そこで待ち受けていたのは上官からの酷い制裁だった。たいせつな銃をなくしたうえ、 
(帝国陸軍の兵士でありながら)自分だけ助かったからだというのだ。そののち、連合軍の空襲を受けた際、水木は重傷を負い、 
ついに左腕を失う羽目になった。負傷のために死の淵をさまよい、そのうえマラリアにおかされ、やっとのことで回復したが、 
病床にあったこの時期に水木の心にわきあがってきたもの、それはニユーギニア原住民に対する深い共感だった。いま、水木は 
次のように語る。「死なないですんだのは、魂や霊の力のおかげだと思うね」たしかに、病床にあったおかげで水木は戦闘に参 
加しないですんだ。もし元気だったら、とうの昔に戦死していたかもしれない。というの も、 ある有名な戦闘で、水木の属する 
部隊は自殺同然の「ばんざい突撃」をおこなったからだ。さいわい奇跡的に、水木の部隊の面々は死をまぬがれたが、「この部 
隊は栄誉ある死をとげた」との誤報が日本軍の司令部にすでに届いてしまっていたため、部隊はむりやり最前線に送られた。そ 
して今度こそ、生きて還ってはこれなかった。 

戦後、帰国した水木は、しばらくのあいだ「紙芝居」を描いて生計をたてていた。紙芝居というのは、テレビが普及する前の 
庶民の安価な娯楽で、通りに人を集め、絵のパネルをめくりながら語り手が物語を語るというものだ。水木は紙芝居のほか、貸 

本屋用のマンガも描いた。貸本屋とい 
、っのは、要するに商売用の図書館のよ 
うなもので、読み物に飢えた本好きの 
客を相手に、安い値段でマンガや一般 
の本を貸していた。水木のマンガデビ 
ユー作は、1957年の「ロケットマ 

ン」というべ ーパー バックだ。すでに 
33歳になっていた。 

だが水木は、長い間、商業的成功や 
名声とは無縁だった。1965年、 
「週刊少年マガジン」増刊号に「テレ 
ビくん」を描いて、ようやく成功の端 
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緒をつかんだのだ。この作品は、ひとりの少年がテレビ受像機の中に入り こみ、 コマーシャルの商品をまんまと盗みだして、現 
実世界の貧しい友だちに配るという話 だ。 友だちはテレビの画而 で、 主人公の活躍を見ることになる。まさに小説的な筋立てで 
あり、 しかも東京オリンピック後の爆発的なテレビブームを受けて、商業的成功を約束されたような作品だっ た。 はたして翌年 
「テレビくん」 は、 権威ある講談社漫画賞を受賞した。 

その後の水木は、日本人の心をぐっとつかむような作品を発表し始める。とくに幽霊や妖怪マンガだ。水木の妖怪マンガは、 
日本の古い伝統に深く根ざしてはいる。だが描き出された非現実世界は、まさに水木独自のものだ。しかもそこに住んでいる妖 
怪たちは単におそろしいというより、むしろ「なつかしい」という感じを読者の心におこさせる。水木マンガの最も有名なキヤ 
ラク' 夕—、 「鬼太郎」 は、 r ゲゲゲの鬼太郎」シリーズの主人公だ。妖怪一族の子に生まれたが(父親はミィラ)、いまや地上で 
は最後の生き残りとなってしまった。両親はすでに「死んだ」が、父親の目玉だけ生き残っている(小さい両手両脚もある)。 
この「目玉おやじ」は息子の保護者だ。鬼太郎は眼が一つしかないので、何かのおりには目玉おやじが息子の目玉になって隠れ 
たりす る。 鬼太郎は現代社会に生き、ふだんは人間と同じ生活をしているが、相棒は妖怪でその名も「ねずみ男」。いつも貧乏 
で疎外されている妖怪 だ。 

妖怪の生活と人間の生活とが渾然一体となったこの作品は大ヒットした。 1968年には、 「ゲゲゲの鬼太郎」のタィトルで 
テレビアニメにもなった。主題歌は水木自身の作詞で、この作品が子どもたちに大受けした理 HIH の一端をのぞかせて いる。 

「ゲ 、ゲ 、ゲゲ ゲのゲ 。朝は 寝床でグ ー グーグ I 。楽しい な、 楽しい な、 お化けに ゃ学校 も 試験 もなんにもない...」 

妖怪マンガ以外で水木が特にすぐれているのは、戦記マンガだ。ほとんどが反戦 テ—マで、 一兵卒の惨め さを 同情とともに描 
いているものが多い。 こ、っい、っ 作品を描くことによって、作者は自分自身の中にひそむ「魔」を払っている のだろう。 なかでも 
1973 年の「総員玉砕せよ！」は最高傑作 だ。 実際にニユーギニアで若き日の水木が属していた部隊が、 むりやり 死に追い や 
られていく ありさまを、 劇的に描き出した実録マンガだ。なかで も、 部下をむざむざ死なせる傲慢な将校たちの描かれかたがす 
ばらしい。 ありと あらゆる反戦マンガの中でも最も力にあふれた作品となっている(皮肉なことだが、水木自身の兄は B 級戦犯 
として戦争裁判にかけられ、有罪判決を受けている)。 
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水木の部隊のある軍曹は、手榴弾でキャッチボールをしているうちに瀕死の重 
傷を負う。そして即座に水木に、「残っている手榴弾をくれ」と頼み、それを 
使って自殺を遂げる。「コミック昭和史」より。 

©1994 水木しげる 



1990年代初頭、心霊現象や精神世界がブームになつたのとあいまつて、水木の人気はさらに高まつた。マンガのほかにエ 
ッセィや、日本の民間信仰に関する本も何 PIJ - も書いている。1991年と1992年、子供の頃の「のんのんばあ」に関する思 
い出を つづつ た 小説が NHK でテレビドラマ化され、賞をとつたりもした。このころ水木は、天皇から紫綬褒章を受けている。 
1994年末、2千べージにおょぶ大 111 ]-「コミック昭和史」を完成した。水木自身の歴史を、史上最もドラマチックで激動の 
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時代だった昭和(裕仁天皇の時代)という時代に重ねて描いた本だ。妖怪キャラクタ1のひとりを対話者として登場させ、調べ 
ぬいた脚注や参考資料も載っている。もしほかのマンガ家がこの本を書いたとしたら、「しぶしぶ書いた」という印象のものに 
なる か、 あるいは自己顕示欲のあふれたものになっていただろう。だが水木しげるの手にかかる と、 いかにも当を得た著者の本 
という印象の書物に仕上がっている。 

~~ ■ 「日出処の天子」(山岸凉子) 


山岸凉子の歴史修正派的天皇史マンガ 

「価値転覆的」という語は、普通、少女マンガのィメージとはあまり結びつかない。だがなかには例外もある。少女マンガの 
中でつねに最も人気を誇る作品の一つに、「日本国の基礎を築いた偉人を、女装好きで陰謀好きの男性同性愛者でしかも霊力あ 
る人物として描きだしたもの」がある。山岸凉子の「日出処の天子」だ。雑誌 「LaL a 」 に1980年から1984年まで連 
載された作品で、聖徳太子の生涯を想像力豊かに描いたマンガだ。聖徳太子というのは、西暦574年〜622年まで時の天皇 
の摂政をつとめ、事実上の為政者だった偉人だ。肖像画がつい最近まで一万円札のおもてに載っていた。 

聖徳太子は、日本を、天皇率いる中央集権国家につくりあげるために尽力した。日本に仏教をとりいれたのも彼だ。「十七条 
の憲法」(廷臣向けに、統治の心得を記した捉)を定め、奈良の法隆寺建設を仕切った。ぬきんでた偉人として伝説化され、い 
まなお日本の各地でなかば神格化されて祭られている。山岸作品のタィトルの「日出処の天子」というのは、聖徳太子が中国の 
皇帝に送った書簡の一節からきている。大胆不敵にも太子は、「太陽の昇る国の皇帝が、太陽の沈む国の皇帝にこの書を送る」 
と記したのだ。 

山岸のマンガは聖徳太子10歳のときからはじまり、成人していく様子を語っていく。物語は、蘇我毛人(宮廷でも最も富貴な 
貴族である蘇我馬子の長男)の目をとおして語られる。あるとき散歩していた毛人は、ひとりの少女が水浴びしているところに 
出くわす。少女の美しさが毛人の心にやきついてはなれない。ところが まもなく、 それは少女では なく、 少年である聖徳太子だ 
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朝廷では仏教と神道とがたがいに覇権をめぐって争う。若い聖徳 
太子が、神道の雨乞い儀式がなぜ効きめがないのかを説明してい 
る シーン。 山岸凉子「日出処の天子」より0 


©1980山岸凉子/白泉社 






々纏 





この大王が在位す 
かぎり天地の 
恩惠はない/ 



• # J I-J 



ai 



ったとわかるのだ。その後なんども、毛人は太子に出会う。あるときは髪に花を飾った少女姿だったり、あるときは少年姿だっ 
たりするが、不思議な力をそなえていることだけはいつも同じだ。ものを浮揚させたり、無言のまま、毛人に自分の考えを伝え 
たりできるのだ。 

日本の傑作マンガの常道どおり、このマンガも開巻ただちに、まるで小説のように複雑な展開を示す。何十人ものキャラクタ 
—が出そろい、。フロットや副プロットが錯綜して、総べージ数2千べージを超える。太子が成長するにつれて霊力も強くなり、 
太子は巧みに宮廷の人々をあやつりはじめる。太子の影響力は強まっていく。時あたかも日本史上最も面白い時代だ。宮廷人の 
意見は、古いアニミズム宗教である神道を守ろうとする者、大陸伝来の新宗教である仏教を取り入れようとする者、まっぷたつ 
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にわかれる。権力争いが激化する中、陰謀がめぐらされ、謎の殺人が起こる。スリルのあるシーンの一つは、ひでりの際の雨乞 
いシーンだ。神道の巫女がよばれ、雨乞い儀式をおこなうが、失敗する。それに対し聖徳太子はみごと雨を降らせることに成功 
する。太子の威光は果てもなく強まり、同時に太子の奉じる仏教の勢力も強くなる。 

聖徳太子の時代というのは、少女マンガの舞台としては絶好だ。コスチユームが異国風で変わっているとかだけの理由ではな 
い。人間関係(これぞ少女マンガに欠かせない要素)が人り組んでいるからだ。男は妻を何人も持ち、子供がおおぜいいる。有 
力貴族たちは、ややこしい政治的同盟や姻戚関係で手を結び合う。閨閥をつくるためなら、ごく近い親戚同士の結婚もやっての 
ける(作者の山岸は、読者が複雑な姻戚関係を理解しやすいようにと、単行本の各巻の巻末に家系図を載せている)。その結果、 
非常にむずかしい恋愛、たとえば宿命の恋、報われない恋、結ばれない恋が生まれてくる。 

聖徳太子は蘇我毛人を深く恋するようになる。だが毛人は太子に心ひかれはするけれども、もともと女のほうが好きな若者な 
ので、地方の神社に仕える巫女を心から愛している。一方、毛人の妹が兄の毛人を愛し、一計を案じて毛人と肉体関係をもち、 
妊娠する。太子は大の女嫌いなのだが、その事実を知りつつも毛人の妹をめとり、妻の一人とする。彼女は出産し、その子は公 
的には、太子の子ということになる。こうして太子と毛人は義兄弟の関係となる。 

山岸はこれらの入り組んだ恋愛関係を描くにあたり、当時の時代背景を、たとえ史実にまったく忠実とはいえないにせよ、で 
きるかぎり尊重している。たとえば、貴族の男女はほんとうに好きな相手と結婚できることなどめったになかった、というのは 
歴史的事実だ。 

「日出処の天子」には、少女マンガの傑作のもつ要素がすべて人っている。美しく描かれたコスチユーム、時としてシーンを 
飾っている花その他の装飾的な絵柄、人物の内省的な感情の細かさ(セリフにあらわさずに)、そして美しい象徴的なシーン 
(たとえば若い聖徳太子の、瞑想をしている心の状態をあらわすために、太子が空間をすべるように移動する、というシーンが 
ある)。 

「日出処の天子」で中心テーマの一つにすえられているのは、いうまでもなく男性同性愛だ。これは、連載がはじまった19 
80年、すでに少女マンガにおいては目新しくもなんともなくなっていた。もう何年も前から、男性キャラクタ—同士の恋愛を 
描くのは少女マンガの定式の一つだった。最初のころのパタ—ンは男装した女性が、男性と恋愛する話で、やがて男子校の寄宿 
舎で美少年同士が愛し合う話そのほか、いろいろなタィプの男性同性愛が描かれるようになった。だが山岸は、日本史の偶像で 
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ある人物を女装趣味ありの同性愛者として描くという非常に過激な方法をとったのだ。女性雑誌「クレア」1992年9月号誌 
上で、山岸はィンタビューに答え、次のように語っている。「まだ『日出処の天子』も最初の頃は、どうか同性愛の話に行かな 
いでくれって頼まれたものです。それが連載も終わるころになると、『今の時代、少女マンガはホモが入つていないと駄目。ホ 
モさえ入つていればなんだつてゥケます』なんですから •••もう... ねエ」 

ところで、日本語を勉強中の外国人の読者が「日出処の天子」を読むと、むずかしい日本語だなと感じるかもしれない。格式 
ばつたしゃべりが多い上に、人名がややこしい(聖徳太子の本名は、やたら長い「うまやどのとよとみみのおうじ」だ)からだ。 
だが歴史の専門用語に関しては、ちゃんと脚注がついている。「日本史のユニークな観点に興味がある」という読者にもおすす 
めできる作品だし、「歴史なんか興味ないが、いいマンガを読みたい」という読者にも推薦できる。この作品は、1983年、 
講談社漫画賞を受賞している。 

^「マンガ版刑事弁護ものがたり」 

法律マンガの見本 

日本の法体系を知りたいという方のためのいい方法が、マンガを読むことだ。その好例が、「マンガ版刑事弁護ものがたり」。 
いわゆる「教育マンガ」の一種で、このジャンル自体は別に珍しくも何ともない。日本ではマンガは情報伝達の重要な一手段で 
あり、たとえば株式市場から原子力にいたるまで、ありとあらゆることをマンガで伝達することができる。この教育マンガのと 
くにおもしろいところは、政府刊行物であること、しかも大蔵省印刷局が発行しているということだ。 

「マンガ版刑事弁護ものがたり」は、「弁護実務研究会」の協力を得てつくられたシリーズの一冊だ。このシリーズには、離 
婚訴訟や車の事故、遺言と相続、借家、土地の権利にいたるまでいろいろなテーマの本がある。文章のみのテキスト本が多いが、 
マンガ版も出ており、この本もそうだ。 

まず短い前書きとして、「刑事事件はおもしろい分野だ。なぜなら人間のさまざまな営為がよくあらわれているからだ」とい 
う主旨の文があり、そのあと244ぺージにわたって、実際の刑事裁判の例が七件、マンガで描かれる。読んでみると全部面白 
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い。というの も、 日本の法律の運用に関して細 
かくわかる し、 教育マンガとしてもよくできて 
いるからだ。 

第一例は、1970年に実際に起きた事件。 
長野県の山岳地方で、東京からきた高校ラグビ 
1チームが合宿をし、厳しい練習を行った。と 
ころがひとりの生徒が急死してしまい、取り調 
べにあたった警察は r シゴキ」のようなものが 
死因ではないかと判断した。そのため責任者の 
教諭が監督責任を問われて逮捕され、「人殺し」 
の汚名を着ることとなった。死んだ少年の両親 
は、その教諭と学校を相手取り、150 0万円 
の賠償金を請求してきた。地方裁判所の判決で 
は、教諭は無罪とされたため、検察は控訴した。 
高等裁判所に場所は移り、最初の判決がくつが 
えされ、被告の教諭は一年の執行猶予付きでは 
90 あるが、懲役二か月を申し渡された。被告側は 
は' ヶ©1最高裁判所に上告したが、却下された。学校側 

は両親に、1350万円(法廷の仲裁によりこ 
のように決定した)を支払ったという。決着がつくまでに、七年間の月日がかかった。 

この判例では被告側が負けたが、この例のように真実があいまいな事件の場合、責任の所在をめぐって紛糾が起こりやすい、 
ということがよくわかる。死んだ少年は、はたしていじめや、それに類する厳しい訓練のせいで生命を落としたのか？それと 
も健康状態に問題があったのか？あるいは単に不運な突然死だったのか？責任者の教諭は、はたしてどの程度の責任を負う 
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べきなのか？これらは、マンガで描くにはあまりにもむずかしい問題だ。だが、脚本を書いた作者 も、 作画したマンガ家 も、 
非常によくやっている。この話だけではない、全部みごとな出来だ。すべて実際の裁判所記録、新聞記事、目撃者たちの証言に 
基づいている。 

「教育マンガ」は一般的に、とかく娯楽マンガより文字が多くなりやすく、しかもハラハラドキドキのシーンに乏しい、とい 
う欠点がある。生唾をのむようなセックスシーンだの、血みどろの銃撃シーンなどとは無縁だ。だがこのマンガの場合、絵の表 
現力がすぐれているので、おかたいはずの法律的な内容もすんなり頭に入るし、細かい感情などもよく伝わってくる。弁護士の 
顔の クロー ズアップ、証人の神経質な顔つき、弁護士が被告と額をつきあわせて法廷戦術を相談している 間、 灰皿につもってい 
く 吸い殼の 山。 これらのシーンが、千万言を费やすよりも よく、 人間の心の動きをあらわしている。 

ほかの話の内容は、日常的な事件から不気味なものまで、それこそ幅広い。アル中の日雇い労働者ふたりが、酔っ払った仲間 
から金を盗み、しかも酒びんで頭を殴って負傷させた事件。強姦容疑で逮捕されたならずもの(強姦事実を否定しているが)と 
若い女友だちの事件。そして1953年に起きた有名な「徳島のラジオ商殺し再密事件」。これは、ラジオのセールスマンが lli 
眠中に殺され、妻が容疑者として逮捕された事件だ。 

「ラジオ商殺し」では、妻は最初、警察で自白したものの、あとになってから自白は強要されたものだと主張した。無罪の証 
拠がかなりあったにもかかわらず、有罪判決を受けた妻は、冤罪を主張しつづけたが、いっさい認められず、再審の請求も却下 
された。 30 年近くたってようやく再一#がおこなわれ、晴れて無罪となったが、当の本人は判決がおりる少し前に、ガンで病死し 
てしまったの だ。 この事件をもとにして書かれた本も数冊あり、映画にもなってい る。 「マンガ版刑事弁護ものがたり」は、「日 
本ではつい最近まで再審がいかにむずかしかったか」という問題に焦点をあてている。 

法律の専門家でないごく普通の読者なら、このマンガを読めばいろいろなことがわかるだろう。法律用語(山ほど出てくる) 
に関しては、ぺージの下のほうにちゃんと説明が書いてある。法律上の手続き、たとえば起訴、裁判、控訴、判決などは、話の 
中にうまく織りこまれている(本の最後のほうに、文章でさらに補足説明も書いてある)。外国人の読者がこの本を読めば、日 
本の法律システムの興味深い部分がわかるし、それが日本でどのように議論の的になっているかもわかる。たとえば、集団での 
いじめによる自殺とか、かつてしばしば行われた自白強要の問題などだ。日本人は裁判をいやがる傾向があるとはよく言われる 
ことだが、それもこのマンガのなかに描かれている。ほとんどどの物語で も、 被告側弁護士は、ことを少しでも有利に運ぼうと 
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して被害者やその家族に接近し、裁判までいかないように、あるいは刑を少しでも軽減させるために何らかの形の和解(示談) 
を求めたりする。あるエピソードでは、検察官が被告方の弁護士を助けるために、被害者側の特別にがんこな人間にわざわざ連 
絡を取り、納得させたりするのだ。 

「マンガ版刑事弁護ものがたり」で使われている日本語は、一般マンガのそれに比べてかなり知的な印象をあたえる。若者向 
けの一般マンガとは異なり、難解な漢字にもルビがふってない。だがそれでも、文章ばかりの法律解説書よりははるかに読みや 
すい。たぶん政府刊行物だという事情のせいだろうが、マンガを描いた真木泉に関しては、裏表紙に小さな字で名前が載ってい 
るだけだ。 

「フアンシイダンス」(岡野玲子) 

禅の□マンス 

自分が裨僧になることなど想像もつかないが、禅そのものは昔から好きだし、禅僧の生活にも興味がある。ハイスクール時代 
の友人のひとりが、福井県の裨寺でもう20年近くも僧侶をやっている。何度かこの友人と会っているうちに、その人生について 
いろいろと考えるようになった。 

岡野玲子のライトコメディ「フアンシイダンス」が気に人っているのも、一つにはそういう個人的な事情があるからだ。これ 
は、現代の僧侶の生活を非常によく教えてくれるマンガだ。こんなマンガがあるのだと知っておどろく人もいるかもしれないが、 
少女マンガだと聞けばさらにおどろくだろう。少女マンガといえば「現実よりはラブロマンス」であり、並みの少女マンガなら 
禅僧の生活などまず出てはこない。だが、「フアンシイダンス」(小学館のマンガ誌「プチフラワー」に、1984年から199 
〇年まで連載された)は、並みのマンガではないのだ。なるほど表面的には、少女マンガおなじみの道具がすべてそろっている。 
恋愛、フアッショナブルな服装のキヤラクタ—たち、ときとして白人のように見える大きな瞳。だが同時にこの作品は、哲学的 
であり形而上学的でもあるのだ。 

主人公は、陽平という名前の若者。大学生で、「フラミンゴゥズ」なる名前のロックバンドのメンバーでもある。長身でハンサ 
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ムで、要するに東京の流行最先端をいく r シティボ—ィ」だ。陽平のまわりには、同じようにオシャレな男女の若者がおおぜい 
いる。なかでも陽平自身が一番気に入っているのは、美人でオシャレな真朱という名前の女の子で、彼女のほうも陽平が好きだ。 
だが二人ともけんかっぱやいので、なかなか両思いの関係になれない。しかも陽平は一つの難問をかかえている。地方の禅寺の 
住職の長男なので、ゆくゆくは親の職業をつがなくてはならないのだ。 

物語は緊迫の 度合いを増す。 陽 平は 親の あとつぎになるまいとして逆らう。禅僧になるなどというのは 現代 日本ではおよそ 流 
行らないことだからだ(少なくともこの作品が 11 J : に出るまでは)。作者の岡野玲子があるィンタビューで 語っ ていたところによ 
ると、日本の若者からみれば、僧侶の生活というのは暗いィメージがあり、あまつさえ葬式を連想させるという。「『ファンシィ 
ダンス』を描く前だったら、もし陽平みたいな若者に会ったとしたら、かわいそうな人だなと思ったかもしれませんね。編集部 
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の部分に当たる単行本3卷分では、舞台は東京のヵフェやディスコに設定され、若者たちの群れの「今風」でにぎやかなおふざ 
けぶりがみごとに描かれる。たとえば陽平と仲間たち が、 スゥェーデン人の若者ビョルンに出会うシーン。ビョルンが大の：□本 
伝統文化愛好家だとわかる と、 陽平たちはわざと、エレクトロニクスの殿党秋葉原へつれてい って、 さんざんからかうのだ。 

「フアン シイ ダンス」がいよいよ佳境に入る のは、 第4巻以降である。陽平と弟の郁生(十代の美少年で、同性愛の傾向あり) 
は、 山の中にある禅寺で見習い僧の修行をはじめる。二人の生活は東京時代とはがらりとかわり、まるで海兵隊のようなきびし 
い上下関係社会のなかに入ることとなる。頭を剃り、くる日もくる日も瞑想と労働と先 K 僧侶のいじめという日課がはじまる。 

だが、最初は一年間の予定だった見習い僧期問は3年間にものびる。陽平が裨寺生活を面由いと思うようになったのだ。つら 
い修行を世にも美しいものと感じるようにな ると、 禅の美的理想がわかるようになり、僧の法衣を「フアッ ショ ナブル」だと思 
、っにいたる(この作品は少女マンガなのだが？)。 

禅の一派曹洞宗の僧侶の典型的な生活を描き出す作者のペンさばきは、ずばぬけている。本堂、庫裏、法衣にいたるまで、す 
ベての細部が細かく美しく描かれている。儀式や寺の組織も描かれているし、難解な仏教用語に関してはちゃんと脚注がある。 
岡野玲子はこの作品を描くにあた って、 実際の裨寺に一週間泊まり込んだ。しかもそのうえ、地方のホテルに宿を とり、 早朝4 
時起きでほかの禅寺を訪れ、僧侶が儀式をおこなう様子をじっくりと観察したという。若い見習い僧とおおぜい知り合いになり、 
彼らからいろいろ教えてもらうこともできた。そのいくつかが、付録べージ「お寺ライフ⑱ レポー ト：ボーズがオシャレ！」で 
紹介されている。 

陽平の禅寺生活は、マジメー 色でもなかっ た。 見習い僧たち は、 たがいにもっといい仕事をもらおうとして競争もするし、 
「ケンタッ キー •フライド•チキン」にこっそり出かけもす る。 街で禁断のアル コー ルにへべれけになり、つかまって罰金を払 
、っはめになったりもす る。 見習い僧たちはみ な、 恋人が自分のところにきてくれたらと夢見ている。陽平 も、 3年問のブランク 
があってもなお、恋人の真朱を愛している。真朱も陽平を思う気持ちは変わらない。だが真朱は、そばにいてくれない陽平を恨 
めしく思う気持ちがつのってくる。だがいみじくも陽平のセリフにあるよう に、 僧侶生活は任天堂の ゲーム のようなものなの だ。 

一度はまつたら、とことんまでやらないといけない。 

だが結局、陽平は山寺を出て、東京にもどることとなる。そして東京でいろいろな仕事を渡り歩く。タクシー運転手、守衛、 
病院の遺体安置所の番人。アルバイトをやりながら、寺で学んだことを考え直し、どうやったら真朱ともう一度やりなおせるか、 
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じつくり策を練る。ある日、プロのパチンカーとしてパチンコ台にむかつているとき、陽平の目にはパチンコ台のデザインが、 
入り組んだ曼荼羅に見えてくる。 

陽平は真朱の愛を とりもどし、同時に、 人生で自分がほんとうに欲しているものがなん なのか、 を悟る。そしていっし ょに ハ 
ワイに旅行した あと、 真朱にプロボ ー ズ し、オ ー ケ—の返事をもらう。こうして物語は大団円をむかえ、主人公はついにみずか 
らの 苦闘に決着をつけるの だ。 陽平は真朱を妻と し、 故郷の禅寺に もどり、 日本で も 最もオシャレで先端的な僧侶となる。 

この作品は全 9 巻の単行本になって おり、 総べージ数 1800 ぺ ー ジ近い。英語版はまだ出ていないが、中国語版が香港と台 
湾で出版される予定だと聞く。日本では10代の少女向けに描かれた作品なので、難解な漢字にはルビがふってある。だから、む 
ずかしい読み方をする仏教用語でも、読むのに四苦八苦する心配はない。 

1988年、 この作品をテーマにした音楽の LP と CD が 出た。 プロデュ—サーは手塚真(手塚治虫の子息。これが縁で岡野 
の夫君となった) で、 いわゆる「イメージ CD 」 (当たれば儲けの大きい音楽ジャンルで、マンガに触発された音楽もここに入 
る) ということになる。 岡野自身が作詞した 曲も 人つている ◦「ファンシイ ダンス」 は、1989 年には同名タイトルの魅力的 
な映画にもなった(ビデオ化されている)。主演は本木雅弘、大槻ケンヂ、竹中直人 だ。 


LrTOMO —」 (秋里和国) 

ゲイとエイズを扱った先駆的マンガ 

私が住んで いるのはサンフランシスコのヘィト•アシュペリーで、 1960年代には 「ヒッビー 革命」の世界的中心地として 
名を はせた 町 だ。 住んで いるマンションから、 急な坂を20分 も 歩く と、 ヵストロ 通りが ある。 1970年代 後半から 1980年 
代前半にかけて、男性同性愛者の権利運動の中心地として一躍有名になった ところだ。あのころ、ヵストロ 通りの映画館でよく 
映画を見た ものだった。あるとき、 映画を見に 行こうと して坂道を歩いて いると、 電柱におかしな広告が貼って あるの が目に付 
いた。 見るとそれ は、 「奇妙な肺炎が この 町の若者の間ではやって いる。気をつける ように」 という 広告で、「原因を つきとめた 
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いので、手伝ってほしい」とも書いてあった。 

「後天性免疫不全症候群」、またの名「エイズ」のことを私が初めて知ったのは、このときだった。それ以来エイズのために 
私の知人もおおぜい亡くなった。この病気はいまや世界中に広がり、人が住むところ、エイズのない場所はない、というほどに 
なってしまった。だが日本人に関しては、1980年代半ば以降は、「日本人だけはだいじょうぶ」病のために、「絶対にエイズ 
にはかからない」というとんでもない否定論にかぶれているようだった。だから、この時期に、エイズやゲイに深い同情を示す 
マンガがあらわれたという事実がいっそう印象的に思える。その作品は、 「 TOM 〇 I 」。感動的な連載マンガで、作者の秋里和 
国は若い女性マンガ家だ。掲載誌は「プチフラヮー」。だいたい18歳から23歳くらいの女性読者を想定した隔月刊誌だ。この作 
品が男性マンガ誌ではなく、女性マンガ誌に載ったのはもっともだ。というのは、少女マンガにはロマンティックな男性同性愛 
物語が多く、しかも舞台を外国に設定していることがしばしばあるからだ。 

主人公は若い日本人男性で、名前は友井久嗣。父親の仕事を継がずに医者になり、ニユーョ—クの病院に勤務している。長身 
で陽にやけた肌をもち、ハンサムだ(まるで「アラブの王子」のようだ)。しかも少年期から、やや「変わった」点があった。 
1982年、ニユーョークにやってきてはじめて、友井は自分が同性愛者であることに気づく。そして、リヒャルト.シユタイ 
ンという名前の魅力的なドイツ人男性医師を恋するようになる。友井は、エイズ流行前夜の享楽的な同性愛世界にのめりこみ、 
ニユーョークのゲイ•ディスコやゲイバーに出人りする。だがリヒャルトは乱脈なセックスを楽しむプレイボーイで、恋人をお 
おぜい持ち、たがいに嫉妬させて楽しんでいる。そしてそのややこしくからみあった自分のハーレムに、友井をひきずりこんだ 
あげく、あっさり友井を捨ててしまう。やがて、二人が勤務する病院には日を追って、奇妙な免疫不全の症状すなわち、「エイ 
ズ」なる新しい病におかされた患者たちがかつぎこまれるようになる。ついに、リヒャルトのかつての恋人の一人もこの病のた 
めに死ぬ。リヒャルトはおびえて、ドイツに帰ってしまう。 

傷心の友井は日本に一時帰国するが、もはや故郷とはどうしても相容れなくなっていることに気づく。両親は息子を見合い結 
婚させようとするが、友井はすでに自分はゲイだと自覚しているのだ。幼な友だちを誘惑してはみたものの、みじめに失敗する。 
一ーユーョークにもどった友井は、同じ病院に勤務するハンサムな眼科医、マーヴィン.ゥィリアムズを恋する(マーヴィンは友 
井と同じく、シャネルのメンズの才—デコロンをつけている)。こうしてマ I ヴィンは友井の真の恋人となるが、ふたりの関係 
は波乱を秘めたものだった。マ—ヴィンは既婚者で、夫婦仲は冷え切っているのだが、妻は離婚に応じない。しかもそのころ、 
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マーヴインは身体のだるさをしきりに訴え、肌におかしな斑点が浮かぶようになる。友井は医師なので、それが何を意味するか 


をすぐに察知す る。 だがそのために、なおい つそぅ、 マ I ヴィンへの愛はつのるばかり だ。こぅして二人は、 ついに結婚の誓い 
をた て、 指輪を交換する。だがある 日、 マ—ヴインの妻が逆ヒ し、 銃をかまえて病院に あらわれ、 友井を撃ち殺そうとする。銃 
が火を噴いた 瞬間、 マ—ヴィンがたちふさがり、銃弾に幣たれて死亡する。 

友井はマーヴ インをどうしても 忘れる ことができず、 鬱状態に おちいり、 思い余つた末に 自ら 望んで アフガニスタンに赴き、 
ソビエトの侵略に抵抗する レジスタンス 軍側の内科医と して 働く (この作品が描かれたのは1980年代前半)。 こうして 友井 


はアフガニスタンで死を迎えることとなる(エイズではないが)。 
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さつとストーリー 

を紹介したが、これ 
だけでは、どうして 
も 「暗くて メロドラ 
マ調でお涙ちょうだ 
いのお話」という印 
象は避けがたい。だ 
が作者の秋里和国は、 
これをマンガ化する 
にあたって、ぬきん 
でた腕前を発揮して 
いるのだ。細心の注 
意をはらって描かれ 
ている うえに、 ギヤ 
グがそこここに揷人 
され、ユーモラスな 
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おふざけもある。コメデイとして読める箇所もいくつかあるほどだ。しかし男性同性愛者同士の関係は、(少なくとも私からみ 
れば)非常に自然で繊細に描き出されていると思う。最もおどろくべきは、秋里がエイズの徴候と原因をたくみにスト ー リ ー の 
中に織り込んだ' その手腕だ。しかも当時は、この病気がそれほど一般には知られていなかったのに、だ。 

「 TOMOI 」 の単行本は日本では簡単に入手できる。二卷本で、それぞれ「眠れる森の美男」 「 TOMOI 」 というタイト 
ルになっており、小学館発行の 「 PF シリーズ」というべーパーバックのマンガ単行本シリーズの中に入っ ている。 セリフはわ 
かりやすいし、漢字にはすべてルビがふってある。 

L . 「ナニワ金融道」(青木雄二) 

ナニワ金融道と裏通りの経済 

1993年春、一般雑誌「マルコポ|口」が、「男性向けマンガ、べスト 50 」の投票を、マンガ批評家、知識人、読者を対象 
にしておこなった。どのグループでも高得点をあげたのが、青木雄二作「ナニワ金融道」。「週刊モーニング J に1990年から 
連載開始された作品だ。作風およびテーマのどちらからみても、普通のマンガとはちがっているので、決して見過ごすことはで 
きない。 

「ナニワ」というのは、大阪市を指す古い呼び名で、「金融道」なる語は文字どおりには「金融の道」ということになる。男 
性向けマンガでおなじみの題材といえば、セックス、スポーッ、ギャンブル、アクション.アドベンチャ—だが、「ナニワ金融 
道」 は 一風変わって、大阪の「街金」を扱ったマンガだ 。主人公は、 灰原達之という名前の若者。会社が倒産した ため、 「帝国 
金融」なる名前の小さい街金に就職する。最初はとまどったが、やがてこの仕事が性に合っているとわかり、大阪でもナンバー 
ワンの街金のプロになってやるぞと決意するのだ。桑田という名前のベテランの同僚は灰原と親しくなり、大衆相手の金貸し業 
という荒っぽい世界に慣れるべく訓練をほどこしていく。 

「金融関係」なる語にはなんとなく洗練されたイメージがあり、たとえば大企業に融資をするきちっとした身なりの銀行員、 
といった人物が想像される。だが「街金|はそれとは正反対だ。街金の顧客は大企業などではなく個人客だ。たとえば、零細企 
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業の経営者で、すぐに金が必要なのだが何かの事情(担保がないなど)で銀行の融資を受けることができない、といった状況の 
者が多い。街金はこういった客相手に、ごく簡単な身元調査のみで金を貸す。もちろんその金が返ってくるかどうかは危なっか 
しい。世間的な見方だと、街金はかの悪名高い「サラ金」とほとんど似たりよったりだが(サラ金というのは、もっぱらサラリ 
—マン相手にヵラス金を貸す高利貸し業者)、違、っのは、街金のほうはもっぱら手形に対して金を貸し、顧客の幅も広いという 
点だ。だが街金もサラ金も、ともに「血も涙もない高利貸しで冷酷な取り立て屋」というィメージを持たれている。利息はとほ 
うもない高額で(かつては年利25パ—セントからなんと loo パーセントに達する場合もあった。現在はだいたい 30 パーセント 
前後に落ち着いている)、苛酷な取り立てにあって仕事をクビになった客が自殺しただの、何だのという暗いニユースが、「街金」 
「サラ金」にはまとわりついている。 

r ナニワ金融道」はおもしろいマンガだ。そのわけは、単にこういう恐るべきビジネスを描いているからというだけにとどま 
らない。主人公の灰原のもつ魅力だ。欠点も多い男だが、読者の共感を集め、好きにさせてしまう魅力をもっている。物語の冒 
頭で灰原は、借金が返せなくて苦しんでいる客たちにおおいに冋情してしまい、客のことを思って悩みぬく。だが時がたつにつ 
れて、人間の性格が読めるようになった灰原は考える——借金を返してもらわなければ何もはじまらない。この業界で生き抜く 
ためには、タフに、そして無慈悲でなくてはいけないのだ、 と。 

金貸し業を営むには、絶妙のバランスが必要だ。貸し手はできるかぎりたくさんの金を、高利息で貸さなくてはならない。だ 
が同時に、借り手が必ず返してくれること、という条件が満たされなくてはならない。かりに借金が莫大だと、借り手は返せな 
くて、そのまま蒸発してしまったりする。そこで灰原は客たちの個人的生活にまで立ち人り、アルバィトをやらせたり、金の出 
入りを管理したりして、ちゃんと借金を返させるために努力す る。 借金のリスクが大きくなればなるほど、焦げつきを防ぐため 
の努力も大きくなる。連带保証人をちゃんと確認し、いざというときには財産を差し押さえできるような条項を契約書に入れ、 
手形も没収して現金化できるようにしておく。ある男性客があまりにも多額の金を借りすぎて返せなくなると、 灰原は その 客の 
恋人(連帯保証人だ)に売春させ、借金を肩代わりさせる。だがそのために良心の呵責に苦しむのだ。 

作者の青木雄二は1945年生まれだから、連戦開始の1990年には45歳ということになる。それまではほとんど無名マン 
ガ家だった。10代の若さで有名作家になる場合も多いマンガ界では、大器晩成型といえる。遅咲きのおかげで、青木はこの作品 
の屮に、それまでの人坐で得た知識や知性を注ぎ込むことができた。スト—リーテリングのうまさは、白土三平や手塚治虫を田：3 
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わせるものが ある。 この 
作品を創る上で大きなヒ 
ント になつたのは、ドス 
トエフスキーの「罪と罰」 
だといぅ。連載をはじめ 
るまえに五回も読み直し 
たそぅ だ。 

マンガ界ではほかの作 
家の模做をするのは口常 
茶飯事だが、青木は人の 
真似では ない、 きわめて 
個性的な画風をもってい 
る。 余白を多く残したり 
「顔のアップの大写しだ 
け」といつたコマは少な 
く、たくさんの人や事物 


を非常に細かく描き こむ。 物語の場所はオフ イス、 バ 


レストランと いろいろ変わる が、 絵を描かないで写真を貼りこんだり 


(いまでは多くのマンガ家が臆面もなくこれをやつている)は絶対にしない。すべて自分の 手で、 きつち りと ごまかしなく 描く。 
デスクの上の灰皿もファィル も、 しゃれの書いてある街の看板 も、 すべて そぅだ。キャ ラクタ—の顔はいわゆる「マンガ的」 で、 
いかにも大阪人の特徴をよくつかんで いる。 ハンサムや美人のキャラクタ1はぜんぜん出てこない が、 全員が文字 どおり、 英語 
でいぅ 「 character 」 であり、 個性的 だ。 

この作品では、セリフも重要な役割を果たす。どちらかといえばセリフの多いマンガだ。ややこしい金融専門用語に関しては、 
セリフの中でも説明され るし、 脚注がついていたりもす る。 セリフは標準語では なく、 いきいきとした大阪弁 だ。 大阪弁を知ら 
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ない読者にはいい勉強になるだろう。作者の青木雄二自身が大阪人なので、言葉に関してはまったく妥協がない。東京人が理解 
できないような大阪弁の意味に関しては、これまた脚注がついている。 

1995年末現在、「ナニヮ金融道」のべーパーバック単行本は 14 巻に達し、全巻あわせて7百万部以上を売り上げた。テレ 
ビドラマ化もされたし、1992年には講談社漫画賞を受賞している。世界に誇る日本経済の裏通り事情をこれほどよく教えて 
くれる本はほかに類を見ない。連帯保証人、約束手形、貸し倒れ、抵当、などの意味だけではなく、「バブル経済」時代に、ヤ 
クザ、不動産投機家、政治家、地上げ屋(ある土地に新たに建物をつくる計画に沿って、むりやり地主に土地を手放すよう強制 
する整理屋)などの果たした役割も、このマンガを読めば理解できる。銳いリアリズムで描かれているので、おもしろくてため 
になる。元総理大臣だった羽田孜は、「大蔵大臣時代、『ナニヮ金融道』はずいぶん勉強になった」と語ったそうだ。マンガはこ 
のように情報教育的な役割も果たす。このことを知ってか、講談社は1994年、このマンガに関連する一般向け経済啓蒙書 
(マンガではない)を出版した が、 その編幕とイラスト担当はほかならぬ青木雄二だった。タイトルは「ナニワ金融道：金と非 
情の法律講座」。ベストセラー本である。 

つげ義春 

エキセントリックな名匠 

ウイリアム•バロウズに起こり得ることなら、つげ義春にも必ずや起きるだろう。いったい何の話かとい うと、 二人とも日本 
のテレビのクイズ番組にとりあげられるほどの有名なカルトスタ1だ、ということが言いたいのだ。バロウズはいう 4 H でもな く 
米国の有名な異端作家で、かつてジャンキーだったこともあり、シユールレアリストで実存主義者だ。米国でさえ、彼のような 
人物のフアンというのは、平凡な人ではない。だが1990年代初頭、日本のテレビ番組「カルト Q 」 では、「バロウズが生ま 
れた町の名は何ですか？」というような、おそろしく枝葉末節的なカルトクイズが出て、オタクっぽいフアンたちが正解を競っ 
ていたのだった。 

一方のつげ義春は押しも押されもせぬ日本のエキセントリック•マンガ家の第一人者 だが、 ちようどバロウズと 同じく、 昔か 
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ら熱狂的なインテリフアンが多いので有名だ。商業作家でもなく多作でもない。どちらかといえば彼自身が描いた作品よりも、 
彼について書かれた本のほうが多いようなタイプだ。マスメディアがつげをとりあげるときは、いつも枕詞のように「異色の」 
とか「奇才」という語がつきまとう。つげが最も革新的な作品を生み出した時代からすでに四半世紀、いまだにつげの作品は若 
い世代にとって新たな発見となっている。ここ数年、作品集が新装復刊されている し、 つげの短編をもとにして映画も二本つく 
られた。「無能の人」および「ゲンセンヵン主人」だ。 

つげが生まれたのは1937年。もの心ついたのは、第二次世界大戦中の荒廃の時代だ。中学校を卒業していろいろな職を 
転々としたが、すでにこのころから内省 的で、 過度な自意識を もち、 そのためすぐに赤面す るく せがあったという。 14 歳のと き、 
米国行きの船にこっそりもぐりこんで密航をはかっ たが、 出港前にみつかって沿岸警察にひきわたされた。プロとしてマンガを 
描き始めたのは 16 歳のと きで、 マンガ家になろうと決心した 理由は、 一つには 人付き あいがへただったからだとい う。 

作品が掲載されたのは東京の商業雑誌では なく、 貸本屋のマンガ本だった。貸本屋は最盛期には3万軒近くもあり、ひまつぶ 
し用の本を探す客相手に、一般書やマンガ本を貸し出していた。貸本屋マンガというのは、マンガ家も読者もおおむね労働者階 
級なので、ストーリ—は現実に即しておりアクションが多く、テーマも大人向けで、犯罪ものやミステリ I ものが多かった。だ 
からストーリーが暗いものであれば、作者や読者の実生活も喑いものがある、ということになる。貸本マンガ家としてのつげの 
生活は、貧困と傷心との闘いだった。20代はじめの頃、失恋して自殺をはかったこともある。借金に悩んだあげく、売血したり 
もした。 

1960年代半ば、前衛マンガ誌「ガロ」に実験的な作品を描き始めた。背景はリアルでよく描きこんであるが、人物はいわ 
ゆるマンガスタイルの、心理的テ—マを織りこんだ作品だ。この描き方は、白土三平や水木しげるを思わせるものがある•(ちな 
みにこのふたりも貸本マンガ家出身で、「ガロ」に描いていた)。だがつげ独自の特色は、深い内省性と、シユールレアリズム的 
感覚だ。1967年、いまやつげの古典的名作となった「ねじ式」が発表された。この作品は、当時の反体制派の大学生たちの 
心を一気にとらえ、つげはたちまち「ヵルト作家」としての名声を確立した。わずか23ぺージの小品だが、読むものの心を心理 
的な深みへぐいぐいとひきずりこんでしまう魅力がある。つげによれば、「アバートの屋根の上で昼寝をしている とき、 この作 
品のアイデアを思い付いた」という。冒頭のぺージでは、不安そうな表情の若者が海から上がってくる。頭上には飛行機 ( B 29 
のようだ)の黒い影がある。若者は自分の左腕を支えて おり、 そこからはクラゲに噛まれて切断された動脈がのぞいている。医 
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つげ義春「ねじ式」。 


©1968つげ義春（小学館文庫) 




者にみせるためにシユールレアリズム的な旅をした あけく、 若者はとある田舎町にたどりつき、蒸気機関車に乗せてもらう。蒸 
気機関車を運転しているのは子供で、後ろ向きに走っている。やっとのことで産婦人科医をさがしあてる。産婦人科医はまず若 
者と「お医者さんごっこ」をやった あと、 左腕をレンチでしめあげて止めて治療す る。 最後のぺ I ジは、主人公がモーターボー 
卜に 乗つて湖を走るシーンだ。左腕にはバルブがついている。そしてナレ—ションにいわく「そういうわけでこのねじを締める 
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とぼくの左腕はしびれるようになったのです」。 

「ねじ式」、「沼」、「チーコ」、「ゲンセンヵン主人」などには、作者自身の心の内奥がじかにあらわれている。こ、っいう例は、 
マンガではめったにない。ふだんめったにマンガを読まないインテリまでが、つげの作品を「芸術」と呼ぶ。 

つげは何度か抑鬱状態におちいって作家生活を中断し、その期間はほとんど作品を描いていない。マンガのほかに、日本全国 
を旅してのイラスト入りエッセイや、自身の夢をそのまま描いたものを発表したりもしている。つげは「貧乏なひとり旅」が好 
きで、温泉を訪れて街路をスケッチし、それを作品の背景に取り入れたりする。つげの描きだす日本は、ハイテクやファッショ 
ンの国ではない。もはや過ぎ去った過去の貧しい日本だ。平凡な、ややおびえたような顔つきの人物がその中を歩いている。 

1993年、「ガロ」のインタビューで、つげは語っている。「ぼくは宗教家や世の中の改革を説いているんではないですよ。 
世の中に合わせるのが苦しい。外れていても不安にならずにいられるにはどうしたらよいかということを考えているだけで、外 
れ方の研究をしているだけですよ」 

L 「BANANA FISH 」 (吉田秋生) 

BANANA FISH :□マンテイックなニュ—ヨ—クの悪夢 

1973年、サイゴン陥落の一年と十か月前、ベトナムのメコンデルタ地带。米軍兵士のグループがすわり、「いとしのクレ 
メンタイン」を歌ったり、「マッドマガジン」をめくったりして、のんびりすごしている。突然、ほかの米軍兵士があらわれ、 
M- 16 をかまえ、狂ったような表情で乱射しはじめる。兵士のひとりがその脚を撃ち、狂った兵士は倒れる。彼は完全に精神 
錯乱状態に陥っており、つぶやくのはただ「バナナ.フィッシュ」という一語だけだった...。 

1984年3月4日、ニューヨーク。奇妙な自殺がたてつづけに起きて、刑事がその謎をさぐっている。深夜、ひとりの男が 
暗い小路で十代の若いストリートギャングたちに射殺された。ありふれた事件ではあるのだが、ただその若いストリートギャン 
グたちは、コルシヵ•マフィアのボスに命令されていたのだ。ボスの名前はパパ•ディノ。やがてギャングのリーダーであるア 
ッシュ•リンクスという名前の若者が現場にあらわれる。撃たれた被害者はアッシュに、首にかけるようになっているからっぽ 
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の薬ビンを手渡し、つぶやくのだ。「バナナ•フィッシュを探せ」...。 

ベトナムで錯乱し、いまでは植物人間となっている兵士は、実はアッシュの兄だったの だ。 事件の関連性に気づいたアッシュ 
は、 かくして、 兄に何が起きたのか、「バナナ.フィッシュ」 とは 何なのか、 という 複雑な謎にいどみはじめる こととなる。 

吉田秋生の アクション.ミステリー.スリラー マンガ 「BANANA FISH 」。 1985 年 5 月に連載開始されたこの作品 
は、 幅広い読者層をつかんだ。 10 年後、 完結した ときには(総べー ジ数 3 千 400ぺージ 。のちに全 19 巻の単行本と なった)、 
大 新聞にも 記事が 載ったほど だ。 麻薬のようなマンガであり、読むたびにまるで絶叫マシーンに乗っているかのような思いをさ 
せてくれる。どのエ ピソ— ドも新たなハラハラドキドキの連続 だし、 ややこしいプロットが入り組ん でいて、 めまぐるしく翻弄 
される快感を味わわせてくれるの だ。 

作者は、まるで玉ねぎの皮を 一枚 一枚はいでいくような手さばきで、少しずつキャラクタ1とその動機を明らかにしていく。 
主人公のアッシュは、ただのストリートパンクなどでは なく、 異常なヵリスマ性をもった10代の若者 だ。 その知能指数は200 
を超える。アッシュの過去は複雑で、子供の頃父親の手で、むりやり少年売春をさせられ、やがてホモセクシュアルであるパ 
パ. デ ィノの占有物にさせられた。 デ ィノはゆくゆくはアッシュを自分の跡継ぎに して、 自分の支配する悪の世界を任せるつも 
りだった。だがアッシュはすでに自分の部下を持ち、 デ ィノの支配力を脱していた。 

アッシュはディノのもつ底知れぬ力をはっきりと認識し、「バナナ•フィッシュ」なる謎の陰謀に関係している可能性もある 
ということを知る。そこでアッシュは、かつての師であり凌辱者でもあるディノに事実上の闘いを挑む。ディノはアッシュを殺 
そうと も考えるが、肉体的欲望には勝てず、アッシュをかつての ように 自分の愛人にするために、邪悪な策略をめぐらす。その 
策略の一つが、誘拐と友人殺害だった。 

物語が進むうちに、「バナナ.フィッシュ」なる謎の言葉の意味がわかって くる。それは、 1970 年、 三人の兄弟によって 
偶然に開発された薬品の名前なの だ。 乙301に近い強力な作用をもつ幻覚剤で、これを使えば完全なマインドコントロールをお 
こなうこともで.きる。だが最初の段階では、服用した者を精神錯乱に陥らせたり、自殺に追いやったりする作用のほうがあらわ 
れた 。ベトナムで、 米軍兵士を対象に、秘密裡にバナナ.フィッシュの人体実験がおこなわれたが、その犠牲者のひとりがアッ 
シュの兄だった。パパ.ディノはトップ.シークレットであるバナナ•フィッシュに関する情報を 入手し、 この薬品が恐るべき 
ものであると 知る。 そこで、米国政府と軍隊の中にいる闇の権力をつかっ て、 戦慄すべき計画を たてる。 眼用した人間が全員口 
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ぶが、 やがて利益が相反してきたた め、 それらギャング団をも敵に まわす。 アッシュ 自身、 たえず敵の攻撃を かわし、 あやうく 
誘拐されそうになったり する。 誘拐を企てたのは若い中国系のギャング リーダ—。美貌で、 女装趣味が あり、 非常に嫉妬深い若 
者 だ。 アッシュは カリスマ 性で人の尊敬をかちえる能力が ある。 そのため ニ ューョークの 警官、ジ ャーナ リスト、 日本人 カメラ 
マン(名前は伊部)および日本からやってきた伊部の弟分英二 など、 多くの知り合いがアッシュを 助ける。 

英二は素朴で感受性が強い若者 だ。 周囲のドラマに知らず知らずのうちにひきずりこまれていく英二 は、 読者と作品世界とを 
つなぐ役割を果たす。ニュ ー ョー クのギャングの生活や米国の暗黒社会の事情を知るにつれ て、 英二はアッシュとの人間関係を 
深め、 ついには深く愛するにいた る。 アッシュも英二を 愛し、 世界中でただ一人信用できる相手だとみなすようになる。 

アッシュは特殊な生い立ちとギャング教育のせいで、ほとんどどんな状況におかれても、その状況を思いのままにあやつる能 
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力を身につけて いる。 拳銃もコンピュー タ も同じようにやすやすと扱う し、 すぐさまひとの I 尊敬」をかちえてしまう。だがア 
ッシュ は、 天使のように善良な人間などではまったくない。名前のとおりリンクス(野生の山猫)のような男で あり、 平然とし 
て人を殺す こと もやってのける。必要となれば男に身を売ることも平気 だ。 アッシュの毎日は、ひたすら生き延びることの連続 
だ〇 

「BANANA FISH 」 は、 血と殺戮シーンにあふれた ハ ー ドボイルド.アクションマンガ だ。 殺人シ ー ンだけではない。 
拳銃の撃ち合いシーン が、 ニューヨークの下水道や地下鉄の 中、 はてはニューヨーク自然史博物館の中でまではなばなしく展開 
される。 まるで西部劇の舞台を現代ニューヨークに移したかのよう だ。 ふと、このニューヨークには治安がまったくないのだろ 
うかと思ってしまうほど だ。 セックスシーンも出て くるが、 物語の性質 上、 ほとんどが男性同性愛のセックスであり、読者が抵 
抗感を持たないように描写されている。要するに 「BANANA FISH 」 の世界は徹頭徹尾、男の世界で あり、 主人公アッ 
シュは非常に女にもてそうな若者 だが、 本人は女にはぜんぜん興味がない。 

きわめて意外なことだが 、 「BANANA FISH 」 はそもそも少女マンガとして構想され、連載された雑誌も「月刊少女コ 
ミック」だ。総べージ数 524 ぺージ で、 おもに中学生高校生の少女を読者対象としている雑誌だ。だがこの作品のフアンには 
男性も多い。連載当時、男性読者も赤面せずに読める少女マンガとなるとごく少なかったが、この作品は数少ないその一つだ。 
男性同性愛を強調しているという点では、作者の吉田秋生は従来の少女マンガの特色をそのまま受けついでいる。だが一方、絵 
柄は男性マンガそのもので、少女マンガにつきものの花や大きな瞳はまったく出てこないし、かっきりとした太い描線、アクシ 
ョンシーン、スピードを示す線など、どれも男っぽい。吉田の画風に最も近いのは大友克洋だろう。大友は 1980 年代初期、 
男性マンガの分野で、かっきりとした線によるリアリズム描写でマンガ界に一大革命を起こした作家 だ。 日本人をいかにも日本 
人らしい容貌に描いた最初の一人でもある。 

「BANANA FISH 」 が人気を博した1980年代後半という時代は、ちょうどニューヨークという都市の魅力が日本 
でもてはやされた時期とも一致していた。「バブル経済」がはじける直前で、日本はすることなすことうまくいく、という気分 
があふれていたこの時代、ニュ—ヨークは日本人にとって「退廃の国米国」のシンボルでも あり、 ドラッグ、拳銃、民族対立、 
貧困などがぎっしりつまった、「現代のソドムとゴモラ」だった。だが同時に「ニューヨークはなまのエネルギ—があふれ、個 
人の自由が謳歌される都市だ」というイメージもつきまとっていた。当時、若い日本人アー テイスト やインテリの多くが、勇敢 
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にもニューヨ—クへひんぱんに出かけ、危険かつ魅力的な世界を探検し ようとし たの も、 当然の ことと いえるかもしれない。 

^ T 森園みるく 

「エッチ」マンガの世界 

レデイースコミック(名前だけきくと上品そうに思えるジャンル。女性マンガ家による女性読者対象のマンガを指す)は、1 
980 年代後半から 1990 年代初期にかけて、非常にエロマンガ化していった。この流れの先頭に立っていたマンガ家が森園 
みるく。この人の創り出す、セックスシーンが横溢し SM 趣味のまぶされた作品は、一大センセ I シヨンを巻き起こした。 19 
94 年、私は東京の喫茶店で森園に インタビュ I する約束をした。きっと、鞭と鎖をこれみよがしに手にした、ひたすらど派手 
な SM の女王様姿であらわれるだろう、などと半分本気で予想していたところ、あらわれたのは意外にも、東京でよく見かける 
知的で洗練された印象の女性だった。ただ服装はファッショナブルで魅力的 だし、 ダ ー クな色合いのサングラスをかけていた。 
うちとけた感じの人で、ユーモアのセンスもあるので、私もすぐに気分がほぐれた。 

森園がマンガを描き始めたのは、多くの作家と同じく、まだ子供の頃だった。だがプロデビュIは、女性マンガ家としては遅 
いほうだ。 1981 年、 23 歳で小学館の漫画新人賞をとった。どの出版社にも、マンガ新人賞というのはある。だが小学館の新 
人賞は、なかでもとびぬけて価値が高い(しかも賞金がつく。当時50万円、現在ではおよそ loo 万円ほど)。その後6年ほど 
少女マンガを描いたあと、ギャグものを青年マンガ誌に描くようになった。だがレデイースコミックという分野が人気を得る と、 
少女ものよりは成人女性のためのマンガのほうが自分には共感できると考えた森園は、レデイースもの専門作家となった。おり 
しも、レデイ—スコミックの中でエロテイックものが大きな位置を占めるようになっていた。ペンネームの「みるく」というの 
は、「女っぽくてしかも人の心をひきつけるような名前を」と考え、ある編集者といっしょに考え出した名前だという。森園に 
よれば、「果物の名前をペンネームにしようかとも思ったんです よ。 メロンとかみかんとか」 0 

1995 年にはすでに35册以上の単行本をもつ売れっ子になっていた。単行本のほとんどは、ファッショナブルな表紙に英語 
のタイトルが書かれた装丁だ◦たとえば 「cocktail stories」「Desire」「Bondage Fantasy」「LUSTJrefs Go To Bed |「^ 
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森園みるく「神々の黄昏」収録の短編丨アモーレ」より0束京に 
住む美しい女性ポピュラー • シンガーは、ある霊能力者から、 
「あなたの前世はギリシア神話の女神ブシケだ」と告げられる。 
そのあと、彼女は恋人に裏切られて自殺を図り、無意識の状態で 
ギリシア神話の世•界に転生し、有名な「エロスとプシケ」の物語 
の世界を生きることとなる。プシケとなった彼女は愛の神エロス 
に誘惑され、真心をためされる試練を受け、おそろしい魔物に強 
姦される。この絵は、プシケとなった彼女がエロスに犯されてい 
ることに気づくシーン0エロスの母である美の女神 アフロ デイ ー 
テは、ふたりの様子をさぐるために鳩をひそかに送ってよこす。 
その鳩がふたりを眺め、 アフロ デイーテに報告しようとして飛び 
立っていく。 

@1991森園みるく /祥伝社フ イールコミックス 


Love 」 など。ベストセラ I の一つ rslavetoLove 」 の 扉には、 次の よぅな 紹介文が出ている。 

21 世紀の淑女録には、たぶんこぅ記載されるだろぅ「通称 M ILK M 〇 RIZ 〇 N 〇」。ダリのもつ奔故さ、ゴーギャン 
の陽性をあわせもつ20世紀がくれた最後の天オアーティスト。ィエス•キリストと同じ日に誕生し、世紀末 TOKYO の極限を 
描きき る。 

「slave to Love 」 は、1986年から1988年の間に描かれた短編を集めた作品集で、内容は男と女の出会いに関するもの 
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ばかり だ。 ワン ナイトラブ、 プ ー ルバ ーのテー ブル上の セックス、ちよっとボン デ ー ジ がかっ たもの、ロストパ—ジンのハッピ 

—な話など ◦ 1995 年現在、この作品集をみると、おとなしめな感じがする。性器 も 陰毛 もまったく 描かれていない。男性用 

エロマンガと比べる と、セッ クス シーン にいたるまでのいきさつがちゃんと描かれている。絵柄は非常に ファッショナブルだ 0 
エロテ イッ クなシーンも良質で あり、 スト ー リーも普通の女性の生活に即しているので、読者が「こ、 っいう 体験なら私にもでき 
るかも」と思いながら読むことができる。 

森園は、エロテイックな事柄を話すとき、ごく普通の日本語「エッチ」を使、っ。この語は、 「 HJ と表記されることが多く、 
「変態(異常、倒錯などの意味)」の頭文字をとったものだ。しかし、ほんとうに「倒錯している」「変な」という意味をあらわ 
すこ•ともあれば、軽いふざけたニュアンスで「エロな」とか「スケベな」という意味になることもある(ちなみに森園自身は、 
後者の意味で使っている)。 

1994年、森園は私のインタビューに次のように答えた。「エッチマンガ雑誌は、女性にすごく人気が あります ね。女性作 
家で、エッチマンガ雑誌に作品を描いたことのない人はほとんどいないでしよう。男性用ロリコンマンガ雑誌の女性版ですね0 
いまのレデイ—スマンガにはだいたい2種類あるんで す。 エッチなことが たくさん 出て くるものと、 逆にぜんぜん出てこない も 
の。私が主に描いている雑誌は月刊誌の 『 Feel 』 ですけど、あの雑誌は、エッチがいっぱいある ものも 載せる し、 ぜんぜん 
ないものも載せます。その 点、 珍しい雑誌ですね」 

なぜ、日本の女性のあいだで、そんなにもエロ テイックマ ンガがもてはやされているのだろうか？森園は答えてくれた0 
「日本の女性はながいこと、自分を殺して生きるようにさせられて、 フラストレーシ ョンが内心にたまっていたわけですけど、 
いまでは自分をそのまま正直に表現できるようになったんです。女性用エロ テイックマ ンガの読者には、退屈している主婦が多 
いですね。夫にはかくれて冒険したいんだと思います。そういう主婦の 場合、レ デイ ースコミック 誌に載っている テレクラの 広 
告を見たいというだけの理由で、雑誌を買ったりするんです」 

森園は、外国を舞台にした男性同性愛ものの作家としても有名だ。このジャンルは少女マンガではありふれているが、森園い 
わく、レデイースマンガの分野としてはきわめて例外的だとい う。 なぜならレデイースマンガのマンガ家も読者 も、 たやすく感 
情移入できる作品のほうを選びたがり、自分たちと縁の遠い世界を敬遠するからだ。 

|ニューョーク 在住の日本人の友だちがいるんで すけ ど、その 人が ゲイで 、 M 人 男性の恋人とつきあってハるんです。 ニュー 
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「神々の黄昏」収録の「アモーレ」より。プシケがおそろしい魔物に 


襲われるシーン。プシケが意識を取り戻し、現代の東京にもどってい 
る自分に気づいたとき、去っていった恋人は「ほんとうに愛して いる 
のは君だけだ」と語る。だが彼女は、病院の窓から投身自殺をするの 
だ。 エロスの 愛を求めて • • • 。 

©1991森園みるく /祥伝社フイールコミックス 



ヨークに行ったと き、 そのふたりとディスコにでかけて、いろんな人に会い、その人たちをモデルにしてストーリーを作り上げ 
ました」森園は、東京のゲイバーや SM クラブによく出かける。ベルリンでボンデージシ—ンの撮影をするために、わざわざ 
ドイツに行ったこともあると いぅ。 これらの実体験の裏付けがあってはじめて、森園の作品の迫真性が生まれ、セックスを描く 
実力女性作家としての定評が確立されたの だ。 

森園の独自性はそれだけではない。マンガ家としては珍しく、自分自身でストーリーを創ることがない。そのかわり、常時四 
人から五人の若い無名ライタ—をおかかえ原作者として、その都度テーマに沿って一人を選び、ストーリーを書かせ、印税の 30 
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パ ー セント程度を支払う(熟練した ライタ ー の場合は 50 パ ー セント0成功したマンガ家の定石 通り、 森園 も 大量生産をこなす 
ためと税金対策用に、自分の会社を設立している。その名も「ミルキ— .ヮー ルド」。男性五 人、 女性二人のアシスタントより 
成る会社 だ。 

1990年代初期、森園はレデイースマンガというジャンルでは過激な異端だった。だが1995年末現在、事情はすっかり 
かわっている。 1994 年、私がインタビューしたと き、 森園は、「自作のほとんどを掲載している雑誌 『 Feel 』 がこれか 
ら先どうなるか、それを考えると不安だ」という意味のことを口にした。その不安がまさに的中した。エロテイックものとシリ 
アスものを併載してきた多くの「中道レデイースコミック誌」がたどったのと同じ運命を 「 Feel 」 もたどり、あえなく廃刊 
となったのだ。読者の好みが両極化したため、どっちつかずではやっていけなくなったのである。森園は語ったものだ。「いま、 
青年マンガ誌に移ろうかと考えているんです。レデイースものの売れ行きはもう頭打ちでしよう。なにしろ、最近のレデイース 
ものはベッドシーンばかりで、お話のほうがなおざりにされていますから」 

現在、森園はショッキングシーンに対する興味があまり なくなり、 作品の内容そのものに重きをおいている。「神々のたそが 
れ」 は、 ギリシア神話をもとにしたエロテイックなラブストーリー。「そしてつたえて、日々の終わりに」 は、 エイズを主題と 
した二巻の作品だ 。1995 年、 「Feel YoungJ に、 マリリン•モンロ—を主人公とする連載をはじめてもいる。桐野夏生の本 
をもとにして、ロバ I 卜•ケネデイと CIA を副フロットにからませたマンガた。 

森園は以前から、「もっとストーリーのしっかりしたエッチマンガを描きたい」と口にしていた。できれば、三島由紀 夫、 江 
戸川乱 歩、 谷崎潤一郎などの大作家の作品の「エロテイックマンガ.パージョン」ともいうべき作品を描いてみたいという。 

1995年末現在、森園は海外でもある程度の評価をかちえている。イタリアでは「ハイライフ」が翻訳出版され た。 だが彼 
女 自身は、 マンガ以外の分野に も 意欲をみせている。すでに、森園，目身が SM の女王様二人といっしよに歌っている CD も 発売 
され、近々クランクイン予定の エロテイ ック映画の原作者になること も 決まつている。 
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U 「まんが道」(藤子不二雄®) 

マンガの道 

「藤子不二雄」がじつは二人の人物の合同ペンネームだと知っておどろいたのは、なにも私だけではないだろう。1980年 
代後半まで、「藤子不二雄」は、日本の子供文化の偶像を創り出したマンガ家として著名だった。「オバケの Q 太郎」「忍者ハッ 
トリくん」「ドラえもん」——どれも、60年代、70年代、80年代にわたって日本全国の人気を集め、テレビアニメ、アニメ映画、 
主題歌、キャラクタ—グッズなどを生み出してきた作品ばかりだ。だが「藤子不二雄」の実体は、マンガ家二名の合同の名前だ 
ったのだ。ひとりは藤本弘、もうひとりは安孫子素雄。おどろくべき密接な絆で結ばれた二人だった。 

マンガ家は普通、原作者と相談したり、アシスタントを使ったりしながら仕事をすすめることが多い。アシスタントの仕事は、 

背景や細かい部分を描くことだ。その 点、 安孫子と藤本は少なくとも表面上は、ほかのマンガ家とはちがっていた。どんな仕事 

でも二人で分担しているようだった。ストーリー書きからマンガ描き、収入にいたるまで、なんでもそうだった。二人とも、子 

供の目を通して物事をみることにかけては天才と言って よく、 ありふれた題材をもとにして、感受性の銳い魔法の ような 魅力の 

ある作品を創りあげた。藤子不二雄名義で出た作品のなかで最もおもしろいものはと問われれば、私としては第一に「まんが道」 

をあげたい。これは、フィクションをまじえた自叙伝的マンガだ。と同時に、戦後の日本マンガ史として最良の作品の一つだろ 
、っ0 

「まんが道」の主人公は、二人の少年 だ。 名前は満賀道雄と才野茂といい、友 だち 同士 (この二人には作者である安孫子と藤 
本が投影されている)。物語は1951年に始まる。高岡市の中学生だった二人の少年は、あこがれの手塚治虫(「マンガの神様」) 
に会おうと大阪にいく。二人とも手塚に影響されて小学校5年からマンガを描いているの だ。 二人は才野の家に机をふたつ並べ、 
自分たちの「スタジオ」代わりにして、マンガを 描く。 

こ、っして、話は満賀と才野のマンガ修業を語りつつ、それと平行して、手塚に開発された日本のストーリーマンガの発展をも 
語っていく、というしかけになっている。二人の少年は、少年雑誌にストーリーマンガを 送り、 みごと賞を得て、初めて作品が 
掲載され る。 高校卒業後、ちよっとだけ就職するが(才野は|日で辞めて しまう)、 やはりプロのマンガ家 になろうと決、レす る。 
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やがて手塚が東京へ引っ越してき 
て、 東京のマンガ産業が活気づく 
と、 二人(だけではなく日本中の 
才能ある若いマンガ家)は手塚の 
影響を受ける。だが二人がほかの 
マンガ家とちがっていたのは、一 

緒に住んで共同で仕事をした点だ。 
そして共同ペンネ—ムを「足塚茂 
道」ときめる。 

若いマンガ家の生活は楽ではな 
い。最初住んだ部屋は二畳敷きの 
広さしかなく、寝るのもやつとだ0 
ましていつしょの仕事部屋として 
は狭い。二人は手塚治虫の紹介で、 
四畳半のアバートに引っ越す。そ 
こは「トキワ荘」といぅ名前だつ 
た(このアバートは、かつて手塚 
治虫やそのほかの若いマンガ家が 
一緒に仕事をした場所としていま 

や神話となつている。トキワ荘をもとにした本も出ているし、テレビドキユメン タリー 番組もつくられた)。 

しかしよいこ.とばかりではない。やがて二人は、若いマンガ家を待ち受けている落とし穴にはまりこんでしまう。あまりにも 
たくさんの仕事を引き受けすぎてパニックになり、締め切りを守れなかつたのだ。こうして、拡大するマンガ業界でようやく築 
き上げた実績がバアになり、絶望のはてに、いつそのこと転職しようかと思いつめ る。 だが、手塚やほかのマンガ家にはげまさ 
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れ、また懸命に働いて、名誉挽回すべくがんばる。 

「まんが道」は、総べージ数4千べージを超える。もしこれが、単なるサクセスストーリーだったら、退屈でとても読めたも 
のではないだろう。この作品がおもしろいのは、自伝だという事実の重みと、歴史的に正確な描写があるからだ。マンガ界の神 
話的人物がぞくぞくと出てくる。手塚治虫、石ノ森章太郎、赤塚不二夫、そのほかが、みな若い頃の姿であらわれる。そればか 
りではない。マンガ業界に関してもいろいろな事実がわかるのだ。たとえば、プロットのつくりかた、マンガ家が出版社や編集 
者とどのようにかかわりあっているか、編集者がマンガ家をいかに「カンヅメ」にして締め切りを守らせるか、マンガ家が健康 
を保つのがいかに大切(で困難)なことか、などなど。才野と満賀が描いたという設定のマンガ も、 話の中で紹介されるが、そ 
れらは若かりし時代の安孫子と藤本自身の原稿を復刻したものだ。「まんが道」のなかには、 1950 年代の人気映画のかずか 
ずが出てくる。これがまたおもしろい。マンガ家は当時の米国映画に非常に影響を受けている。安孫子と藤本も例外ではない0 
ィラストや描写を見れば、映画の技法がマンガに取り入れられ、重要な画法となっていたことがよくわかる。 

「藤子不二雄」に初めて会ったのは 1980 年代初頭だった。二人ともすでに中年に達し、それぞれ結婚もしていたが、 いま 
なおほとんど毎日いっしよに暮らしているかのような親しい雰囲気をただよわせていた(実際、仕事の関係上、ほとんど毎日顔 
を合わせていたわけだ)。だが、性格や個性は非常に違っていた。藤本はシャィでひかえめで、きわめてやさしい感じだった0 
安孫子のほうは(のちにこの人とは親しいつきあいになったが)、代々の僧侶の家系に生まれたせいか肉食が大の 苦手で、それ 
でいてゴルフに目がなくて、酒にもひじように強い。無邪気な子供マンガで有名な人物にしては、銳い、ほとんど実存的と言っ 
ていいような冗談をとばす人だった。 

だが、深い友情はえてして長続きするのがむずかしい。 1980 年代半ば、「藤子不二雄」は分解し、安孫子と藤本はそれぞ 
れ別々に仕事をするようになった。こうして、日本では非常に珍しいマンガ家同士の合同作業は終わりを告げたのだ。現在、二 
人とも独立のマンガ家として仕事をし、成功をおさめている。安孫子の作品は主として大人向けで、ときとしてブラツクユーモ 
アものにもなる。 1990 年代初期、ブラックユーモア系列の作品で 1969 年作の「笑ゥせえるすまん」がテレビアニメ化さ 
れ、非常な人気を得た。藤本のほうは健康に不安をかかえながら も、 子供と大人両方のマンガを描いている。 (1 P 185、 編 
集部注参照)二人がかつて「藤子不二雄」の名のもとに共同製作したマンガの多くは、あたかも離婚した夫婦が財産をわけあう 
ような形で分割され、それぞれの著作権とそれぞれの名前で再出版されている。だが、「藤子不二雄」の名前があまりに も 有名 
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で、 完全に捨ててしまうには惜しいということで、いま二人が使っているペンネームは、かたや藤本が「藤子. F . 不二雄」 
かたや安孫子は「藤子不二雄®」という。 

「まんが道」は現在、中央公論社から楽華愛蔵版として出版されている。セリフの日本語はわかりやすく、漢字にはすべてル 
ビがふってある。作画はすべて安孫子の手に成るので、最終巻は藤子不二雄®の名前で出ている。ほかの卷も、再版のときに藤 
子 不一一雄® 名義に直された。このマンガは NHK でテレビドラマ化された ことも ある。 1996 年' 藤子不二雄® こと 安孫子素 
雄は、 この作品の続編を「ビッグ コミック オリジナル」特別増刊号に速載し始めた。「青春」というサブタィトルがついている。 

「ドラえもん」(藤子 • F •不二雄) 

□ボット猫ドラえもん 

赤外線の目とレーダー代わりのひげ、ヵンガルーの袋のょうな「四次元ポケット」、大きな U 、 首の周りの鈴、胸のなかの小 
型原子炉。体重約 130 キロもあるのに、身長は 120 センチちょっとしかない。だがこの体重にしては、だきしめたくなるほ 
どかわいい。これが、藤子 . F . 不二雄の創造した「ドラえもん」だ。ある日、小学生「野比のび太」の机の引き出しから出現 
した ロボット猫、 ドラえもん。ドラえもんはのび太の親友であるとともに、：〇本をはじめアジア各国の子供たちの親友だ" 

藤子 . F •不二雄の本名は藤本弘。現代日本で最も有名で成功した子供向けマンガ家のひとりだ。子供向けマンガというジャ 
ンルの乍家の多くが伸び悩んだり、大人向けマンガに転向していくな か、 藤子はずっと子供マンガを描きつづけて成功している。 
かつてのパートナーである藤子不二雄®、本名安孫子素雄(これまた子供向けマンガ家として成功した) は、 藤本のことを「本 
当の『ナチュラル(生まれながらの才能)』」と評しているし、ほかのマンガ家たちも「まさに天才だね」と語る。「ドラえもん」 
は、 1970 年は じめ、 小学館発行の平と じ、 ラフ紙の学習雑誌に連載開始され、マンガ界の満塁ホームランとなつた。しかも 
この ホー ムランは一度のみならず、何度も何度もくりかえされたのだ。現在、 ベー パ—バックの単行本は 45 巻以上出ているし、 
本シリーズ以外のドラえもん本となると数知れない。毎年、藤本は新しいドラえもんのストーリーを描く。そのストーリーは春 
休みの季節に乙ずアニメ映画となって上映され る。 ドラえもん映画を見るのは、日本の親子の毎年の儀式と言っていい。 199 
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6年までに上映されたドラえもん映画は全部で 17 本以上。ほとんどがその年の観客動員数トップ日本映画のうちに入っている。 
テレビアニメもいまだに視聴率トップの座を争っている。ドラえもんを主人公とするミユージカルも過去二回つくられた。 

藤本は語る。「いろいろ習作を描いてみたり、さんざん試行錯誤しては失敗したあげく、やっとドラえもんができたんです。 
試行^誤を重ねているうちに、あるパターンが見えてきたんですね。つまり、言葉を変えて言えば、私自身に一番向いているマ 
ンガのスタイルがつかめてきたんです」藤本が自分のマンガスタイルをつかみはじめたのは、「オバケの Q 太郎」からだった0 
1964 年、安孫子素雄とともに創作したマンガで(この作品の著作権は、いまなお二人の共有になっている)、通称「オバ Q 」。 
ごく普通の一家に住み着いた、かわいくて親切なォバケの話だ。これがアニメ化されるや、日本中がォバ Q 人気でわきあがり、 
キャラクタ1グッズが洪水のように生産された。成功の秘訣は、まず舞台をごく普通の家庭に設定し、その中に一つだけ、非日 
常的なキャラクタ—をほうりこんで、予期せぬ効果をあげさせたことだ。「ドラえもん」はこの方程式をそっく り 踏襲している C 
たが非日常的な役割を担うのは、オバケではなく、ほのぼのとした SF コメディの小さいスタ—、未来からやってきて普通の家 
庭に住み込んだロボット猫だった。 

だが、すぐに成功したわけではない。藤本は持ち前のやさしい口調とはにかんだ ような 表情で語る。「私の 取り柄は、『日常 生 
活のギャグマンガ j が描けることです。『ドラえもん J の連載をはじめたばかりの ころは、 このジャンルは あまり 人気がなかっ 
た。なんといっても劇画ブームの時代でしたから。でもあきらめずに描きつづけたんです l 

10 年近くたち、 「ドラえもん」 がテレビ アニメ シリ— ズ になり、 単行本が出版され ると、 状況は がらりとかわっ た。 ドラえも 
んシリーズの人気が爆発したのだ。 1980年、 ア•ニメ映画第一作が封切られる と、 ドラえもんは国民的人気を勝ち得た。 

ドラえもんが 大人気を 得たもう 一つの 理由として、藤本がいうのは、「『望みをかなえる』バタ I ンのマンガジャンルに、これ 
力ぴたりとはまっていたからだろう」ということだ。「大人に も 子供にも願望がある。その願望のあらわれかたは人 さまざま だ 
けど、根っこにあるものはいっしよでしよ、っ〇何かが起こってほしいと望む。たとえば もっ と強くなりたいとか、 もっ と賢くな 
りたいとか、もっと安楽な生活を送りたいとか。抽象的ではありますが、マンガの中ではそういう願望をすべてかなえることが 
できるんです」 

ドラえもんは、 「四次元 ポケット」のなかから、子供が喜びそうなものをいろいろ取り出す。たとえば頭につければ空を M ベ 
るプロペラとか、ひとたび開ければどこにでもお望みの場所に行ける「どこでもドア」、タイムマシンなど。 1993 年、大人 
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「ドラえもん SF の世界」より0ドラえもんがのび太に、紙で UFO をつくる方法を教えている。なんと 
本物の UFO ができあがるのだ！ @1981藤子プロ 


向きの本の分野で、人気マンガの「謎」や「秘 
密」を皮肉っぽくあばいた小型本が ちょっとし 
たブームになった。その 一冊、 「ドラえもんの秘 
密」の著者は、「世田谷ドラえもん研究会」なる 
会 だ。 この本の中に次の文がある。「ドラえもん 
が使う未来道具の中で人気ナンバーワンは、何 
とい っても『どこでもドア』 だろう。 特に苛酷 
な 通勤地獄にあえいでいるサ ラリ— マンに とっ 
て、 これほど欲しい道具はない」 

現代の子供マンガにしてはほのぼのとしてや 
さしい のが、 この作品の特徴 だ。暴力、 エロテ 
ィックシーン、スカトロ ジー 、センセーショナ 
リズムと いつたものはいっさい出てこない。や 

さしく、 希望にあふれ、元気づけるょうな雰囲 
気が作品を満たしている。このマンガが とり わ 
け低年齢層の子供たちや親たちのあいだで人気 
が高いのも、そのあたりに理由があるの だろう。 
海外の異文化圏でも人気があるが、そのわけも 
同じ だろうと思える。 「ドラえもん」 は、 日本 
のマンガ としては 最も早く海外で人気を得たも 
のの一つ だ。 外国で アニメ も放映され、単行本 
(海賊版も含めて)も出版され た。 米国や ヵナダ、 
メキシコで こそ まだ 未紹介 だが、 ラテン アメリ 
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力、中東、ョーロッバ、そして特にアジアでは圧倒的な人気を博している。 

藤本は、 I ドラえもん」以外にもつぎつぎに子供マンガのヒットを放っている。それは、先にあげた「子供マンガを成功させ 
る方程式」を知っているというだけではなく、自分自身の気質にも関係があるのではないか、という。「子供マンガを描く場合、 
えてして大人の視点に沿って、こう描けば子供はよろこぶだろう、といった思い込みで描く人が多いですね。でもほんとうはち 
がう。 よけいなことは考えず、ひたすら自分がおもしろいと思うものだけを描くべきです。そうすれば子供もおもしろいと思っ 
てくれる。言葉を換えていえば、作者自身が子供の目線に立って、子供の視点で描かなくてはいけないんです。たぶん私自身の 
中に、まだ子供の部分があって、大人になることを拒絶しているんでしょうね。自分が描きたいものを描いて、そして子供もよ 
ろこんでくれる、というのはものすごく 幸福 だと思います」 

だがそうであっても、いつもいつも 子供 マンガを描くというのは楽ではない。藤本はときどき、大人向けの SF マンガを描い 
て気分転換をはかっている。「ドラえもんは積極的で、エネルギーにあふれています。でもと きには、 もっと暗くて大人向けで、 
救いようがないほ.ど憂歡な作品も描いてみたいという気になりますね。子供マンガと大人マンガをかわりばんこに描かないと、 
自分自身のバランスがとれないですね」 

藤本はいまや 国民的人気 マン ガ家だ 。もちろんお金持ちでもある。だが、だからといって安穏な 生活を 送っているわけではな 
い。潰瘍の大きな 外科手術を 受けたこともあり、1990 年代 前半には、そのために余儀なく、仕事を大幅に減らした。私自身 
が最近、藤本に会ったのは1994年で、そのおり、「お嬢さんが 三人 もいるのに、だれもマンガ家になろうとは言ってくれな 
いんです か？」 とひやかした。まるで藤本が、 後継者 不足に悩む日本の 伝統芸能家 か 職人で あるみたいな言い方だが...。 藤 
本は皮肉な 笑顔で 答えた。「プロのマン ガ家 というのは 一見 魅力的な 職業 だけど、現実には不安定な仕事だよ。売れなければ金 
は一 銭 も入ってこないしね。 金が 儲かれば儲かったで、その金を使って遊ぶ時間なんかない。儲かった としても 税金で もっ てい 
かれるしね◦自分の子供に勧められるような仕事じゃない よ」 

だが、藤本自身は、ほかの職業に就くことなど考えもしなかっただろ、っ。藤本が冗談でいうのだが、「もし生まれ変わって終 
身雇用のサラリーマンにでもなっていたとしたら、まずまちがいなく窓際族だろうね。役にも立たない仕事をさせられるお荷物 
だ。マンガ家になれてまったくよかったと思うよ。才能といってはそれしかないんだから」。 

※(編集部注 •: 滕子 • F •不二雄 こと 藤本弘氏 は、 199 6 年 9月 23日、 享年62で 近去された 〇) 
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「編集王」(土田世紀) 

編集王：マンガの黒幕たち 

編集者というのはたいてい舞台裏に控え、めったに表には出てこない。しばしば、自分たちが手助けしているはずのマンガ家 
から蛇蝎のごとくきらわれる場合だってある。このあたりの事情を題材にして非常におもしろいのが、土田世紀の「編集王」 だ。 
フイ クションではあるが、編集者という仕事の実態を教えてくれる し、 この職業に深い共感をもって描かれている。この作品は 
最初、青年 マンガ週刊誌「ビッグコミックスピリッツ」に連載され た。 

作品の構造はシンプルでうまくできている。まず冒頭では、地方の少年(名前は桃井環八)が、学校友だちといっ しょ に、 ボ 
クシングマンガの感動的シーンを読んで涙を流している場面が描かれる。桃井はボクサーになろうと決意し、みごとプロのポク 
サーになる が、 数年後リングで、パンチをくらって二度ノックアゥトされ、網膜剥離を起こして、あえなくボクサー生命は終わ 
りとなる。職を失った桃井に、大出版社に勤務する幼な友だちが救いの手を差し伸べ、「週刊ヤングシャゥト」の編集アルバイ 
卜を紹介してくれる。 

こうして 新米 アルバイト 編集者桃井の苦闘がはじまる。学歴 もあまりないし、 荒っぽい生活が長かった桃井だが、一人前の編 
集 者に なろうと 努力するの だ。当然、 失敗を 重ねる。 だが彼には純情な性格と いう 宝が あった。 熱意が あり 誠意をつくす男 だ。 
もともと n ょり先に手が出る ほう だとい う 桃井の熱血気質のおかげで、この物語には ドラマと メロドラマが 加わる。 

日本の 編集者の仕事の一つに、マンガ家の自宅や仕事場に赴いて、できあがった原稿を文字どおりかき集めて持ってくるとい 
うのが ある。 かりにできあがっていないと、マンガ家を「カンプメ」にして描かせたりする。 つまり、 マンガ家をホテルの一室 
にとじこめてむりに描かせること だ。 マンガ家をおどかしたりなだめたりするのも重要な仕事だ。 

桃井の最初の仕事は、怠け者の有名マンガ家の原稿受け取りに行く先輩に同行することだった。桃井は大のマンガファンだが、 
マンガ家先生のなかには非常にいやみな連中もいるというのを思い知らされる。マンガ雑誌をつくるというのがどんなに煩雑な 
仕事 かも 知る。単なるサラリーマンと化した編集者たちがもはや良質のマンガ雑誌をつくろうなどという理想をもたず、原稿集 
めの吏ハ走りとなっているという事実も知る。その怠け者のマンガ家先生は、たしかに有名作家で原稿料も 高く、 尊敬の的では 
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あるのだが、作品は新人マンガ家の作品よりもはるかにつまらない。桃井は素朴で仕事熱心な「純情男」だから、先輩編集者に 
むかつて「この先生のマンガは一部描き直してもらったほうがいいですね」とはっきり言い切る。そして同じ ことを、 問題のマ 
ンガ家のマネージャーにまでしゃべってしまう。マネージャー氏は桃井の真剣 さと、 マンガへの熱意に胸打たれて、作品に自分 
で手を入れ、描き直す。 

そのほか、次のようなエピソードも出てくる。桃井が仕事をしている雑誌には22歳の若い有名マンガ家がいる。ところがこの 
先生はマンガ家のスタ丨ではあるが、自分の実力に自信をなくしているのだ。編集部から「もっとバストを露出させたり、エロ 
なシーンをふやさないと、売れなくなりますよ」とおどかされるうちに、スト—リーそのものにいやけがさして、もう描きたく 
ないと言い出した。ところが雑誌はその先生の連載でもっているようなものであり、先生のマンガはアニメやキャラクターグッ 
ズになっていて雑誌のドル箱である。桃井は結局、若い先生を悩みから救い出す。しかし同時に目下迫っている締切りを守らせ 
なければならない。そこで桃井は友だちを総動員し、みんなで手分けして、先生のアシスタントがわりの仕事をやって原稿を懸 
命に仕上げる。フキダシを描き、背景にインクを入れ、コマの枠線を引く。 

このエピソードでは、連載マンガの人気度アンヶートに頼るマンガ誌の ありさま も克明に描き出されている〇 . かつて「週刊少 
年ジャンプ」がはじめた方法をいまやほとんどどのマンガ誌も 採用し、 各号の読者アンヶ—卜で連載マンガの人気度をはかって 
いる。その結果、おうおうにして読者の趣味に媚びすぎることとなる。「今月の読者アンヶートの結果」だけを頼りに、 セック 
スものや暴力ものばかり載せたり、人気がないと判断した作品をつぎつぎに連載打ち切りにして、マンガ家がひんぱんに交代し 
たり、 ということになつてし まう。 

マンガ編集者はまた、わがままなマンガ家の世話焼き係にもならなくてはいけない。アイデアを考えてやり、ときにはゴース 
トライターとして台本をつくったりす る。 実際にマンガ家が作画にとりかかってから も、 できあがった原稿を整理して印刷所へ 
運び、レイアゥトし、印刷済みのセリフをフキダシの中に貼りこんだり、といった仕事は編集者がやる。長い時間がかかるうえ、 
気難しいマンガ.家先生のご機嫌を損じないようにという気苦労もある。ほかにこんなエピソードもある。桃井は若い女性編集者 
の仕事につきあい、その女性が担当しているマンガ家たちの原稿受け取りに同行す る。 マンガ出版業界に女性編集者は数少ない 
、っえ、 みな仕事量が多い◦その例にもれず、この女性も男性編集者の二倍ものきつい仕事をこなしているが、必ずしも正当に評 
価されるとはかぎらない。ある男性マンガ家は、この女性編集者が担当になってから仕事の質がおちた、と文旬をいう。その理 
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土田世紀「編集王」より0マンガ家のマネージャーが、先生のマンガに手を 
入れているところ。見守るのは主人公桃井環八。二人の間には信頼関係が育 
っていく。 ©1994 土田世紀/小学館/ビッグコミックスピリッツ 



由は、 「あんた は 女だから、おれの悩みなんか理解できない」からだといぅの た。 

良質の マン ガはだいたいそぅだが、「編集王」にも メロドラマあり、コメ ディ ー あり、 ギャグ ありと、 変化に富んだ要素がそ 
ろつている。 これらの要素のおかげで、作品自体が もともと 持つ ている 情報 マン ガ的な 味が、 よりおい しくなつているのだ。 主 
人公は、 自分に敵対す る 連中を すぐさま 一発 ぶんなぐる。 捨てられた小犬が なついてくると、いつも 連れ 歩く。トィレで 真つ裸 
になつたりする。 ギヤグシ ーンも 出て くるし、ときとしてデフォルメされている 部分 もあるが、総じて 絵は リアルだ。 物語に出 
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てく る 編集者たちはもちろんフィ クシ ョンの人物では あるが、 その顔を見て いると、 実在の編集者をモデルに している のでは と 
思えたり する。 この作品が載った雑誌は小学館発行 だが、 物語に 出てくる 架空の雑誌「ヤング シャゥト」 の出版社の社屋のモデ 
ルは、小学館のライバル、講談社の建物 だ。 

r 編集王」 は、 マンガといぅ巨大なサブヵルチャーの世界の専門用語やスラングを知るためにも絶好のテキストになるだろぅ0 
たとえば「メシスタント」 は、 「飯」と「アシスタント」の合成語で、マンガ家のプロダクションで賄い係をつとめる人のこと0 
「トーン」は、背景や影に貼りこめばすぐに効果を出すことができる模様入りのフィルムのこと。「ネーム」は英語の 「 name 」 
に由来し、マンガのキャラクタ—の会話のこと。会話だけを別の紙に印刷し、細長く切り取って、原稿のフキダシの中に貼るの 
だ。この作業は、原稿の最終段階で行われる。そのほか、もっと珍しい業界用語も出てくる。たとえば「だいげん(代原)」。こ 
れ は、 マンガ家が締め切りを守れなかった場合に備えて、編集部が前もって用意しておく「ピンチヒッタ—用マンガ」のことだ0 
これらの用語に関しては、作者はていねいに脚注で説明してくれている。 

b r ゴ—マニズム宣言」(小林よしのり) 

波風をたてるマンガ家 

1994 年 4 月 25 日付の朝日新聞の読書コラムで、珍しく も 文学書では なく マンガが推薦された。 タイトルは 「ゴーマ 
官一言」。作者は小林ょしのり。マスメディアの論議の的に なり、 反論を浴びた本だ。 

ファンの間では「、コーセン」と愛称をつけられたこのマンガは、1991年に連載開始された。掲載誌はマンガ誌では なく、 
大人向けのニユース週刊誌 「s p a !」 o いまでは豪華なぺーパーバック単行本になって おり、 書店でもたやすく見つける こと 
がで きる。 ただし、置かれているのはマンガコ ーナー ではなく、一般書のコ ーナ— だ。 

「ゴ—セン」とはいったいなんぞや？これは、マンガ形式で描かれたエッセイシリ—ズだ(エッセイー編ごとの長さは2ぺ 
1ジから8ぺージ程 度)。 だが単なるエッセイではなく、いわば作者の「演説台」のごときもので、作者の小林が強く意見を言 
いたいテ—マを語るための場所なのだ。政治的あるいは社会的問題に関する風刺マンガは、欧米の新聞の編集部べージにはょ く 
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掲載される◦だが日本ではどちらかといえば不人気でおもしろくないジャンルだ (戦前戦後に検閲制度が しかれたせいもあるだ 
ろう)。 だが小林の 「ゴー マニズム宣言」はもつと長いマンガスタイルになっており、いわば日本のマンガのなかに、欧米の政 
治風刺 マンガの強烈なパンチカを移植したようなものだ。作者は、自分の個人的な意見をはっきりと表明することに情熱を傾け 
ているが(だからこそ「ゴーマニズム」というタイトルを掲げている)、それでいてユ—モアのセンスがあり、 読者が このマン 
ガを読んで、作者のゴーマンぶ りを アハハと笑い飛ばしてくれてもかまわない、という寛容 さを 持つているよう だ。 

作者がこのマンガで扱うテーマには、「あぶない」ものが多い。たとえば「部落民(かつて日本で賤民視されていた人々)」に 
対する差別、マスメディアの検閲、レイプ、学校でのいじめ問題、ドラッグ、ォゥム真理教問題、血友病患者をエイズにかから 
せた血液製剤汚染の問題、そして「日本の若い女の子はあまりにも簡単に外国人男性とセックスする」という作者自身の意見。 
単行本版の前書きで作者が書いているように、たしかに1980年代の日本の若者たちの頭の中には、ただ「ほんわかと楽しく 
すごせればそれでいい」という考えしかなかつた。まじめな意見は「古くさい」とか「暗い」のひとことでかたづけられてしま 
った。だが作者の意見によれば、 湾岸戦争 以降、日本全体のムードも少しずつ変化して、もっと強烈なメッセージをもつマンガ 
が求められるようになつ た。 ただ楽しいだけではなく、もっと考えさせてくれるものを人々が望むようになつたのだ" 

作者は、 この シリー ズの第一 話で、 自分の立場を はっきり 打ち出している。このなかで小林は日本人 全体を、 「あまりにも受 
け身的すぎる」と叱りつけているの だ。 他人の意見に追随することばかり考え、自分の意見を表明し ようともしない、と。 「右 
に 行ったり、 左に 行つたり. ••波間にただようクラゲみたいな存在になり果てと る！」 そして小 林は、 日本人は もつとはつ 
きりと 自分の意見を 言わなくて はいけ ない、 と 書く。だが、 小林が各エピソードで自分の意見を述べる前の決め セリフは、 毎回 
こうだ—— 「、 コーマンかましてよかです か？」。 これは九州弁な ので、 標準語になおすと「ちよつと傲慢な言い方をしてもいい 
ですか？」。 そして各エピソ ー ドの最後の しめくくりは毎回、 日本人のみならずすべての人間の無知とおろかさに戦いをいどむ 
ような 印象を与える。 

小林の激しい 態度は、 日本でいくつかのトラブルをひき起こしたことがある。だがそれ も、 小林をますます元気付けているよ 
うだ。1993 年、 日本の皇太子が庶民出身の小和田雅子と結婚した とき、 日本全体がこの イベントに 釘付けに なり、 マスメデ 
イアはしばらくのあいだ自主検閲のごときものをおこなっ て、 不敬だとか不まじめだとか判断されそうな記事をすべて排除して 
しまった。だがか 林は、 この 態 Ffp 又は 天皇家に対してあまりに も 過剰な遠慮だと 考え、 「コーマニズム宣言」で次のような シーン 
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小林よしのり「ゴーマニズム宣言」より0マンガ家が、マスメディアおよび、天皇家に対するマス 
メディアの過剰な自主規制に怒りを爆発させている。 

©1993小林よしのり（双葉社刊） 


を描いた。すなわち、新婚の皇太子夫妻が乗った 
リムジンから、雅子が群衆にむかって手榴弾を投 
げ、しかも反天皇制スローガンを叫んだりするシ 
—ンだ。これが r 皇室への不敬にあたる」とみな 
した 「 spa !」 は、掲載を拒否した。だが小林 
はあきらめず、この原稿を日本最高の前衛マンガ 
誌「ガロ」にもちこみ、原稿料はびた一文もらわ 
ずに出版にこぎつけた (「 spa !」 の出版社の 
名誉のために付記するが 、 r コーマニズム宣言」 
単行本にはこのエピソードもちゃんと入ってい 
る〇 

1995年、かの地下鉄サリン事件が起こるま 
え、小林はォゥム真理教をとりあげ、不審な活動 

ぶりをやり玉にあげた。ほかのマスメディアは 
まだオゥムについては沈黙していた頃だった。麻 
原彰晃の異常な言動も一般には知られていなかっ 
た。このため、小林は教団の顧問弁護士に名誉毀 
損で訴えられたが、それだけにはとどまらなかっ 
た。その年、教団が猛毒の VX ガスを使って有名 
人を殺そうという計画をたてていたことがあきら 
かになったが、その有名人リストの中には小林の 
名前もあったのだ。小林はまさに「反ォゥム十字 
軍兵士」というにふさわしく、日本の知識人やイ 
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ンテリ (小 林の連載を担当する編集者も含む)がオゥムを黙って見逃していた、という点で激しく彼らを攻撃し始めた。かくし 
てその年の暮れ、 小 林は 「 spa !」 編集部と公然と喧嘩別れをして (こ、 っいうのは日本のマスメディアの世界では あまり前例 
がないだろう)、 「ゴー マニズム 宣言」 連載の場を、ライバル 誌 「s a pi 〇」に移してしまった。 

だが、こんな「ゴーマンさ」のおかげで、インテリや若者のあいだで小林の人気は高まる一方 だ。 1995 年、 日本のマンガ 
批評家の第一人者呉智英編幕による、知識人たちの「ゴーセン」についてのエッセイを集めた本が出たが、どの筆者もこぞって 
小林の姿勢を 分析し、 高く評価して いる。 

ところで読者はおどろかれるかもしれないが、つい最近まで、小林よしのりはなんと子供マンガの作家としてもっぱら有名だ 
った.。1976年、「週刊少年ジャンプ」に「東大一直線」連載を開始したのが、マンガ家デビユーだ。物語の主人公は、いや 
みでバヵな少年「東大通」。日本の少年の多くがそうであるように、この子も東京大学(略称「東大」)に入りたいという熱烈な 
願望をいだいている。絵のタッチはやや荒っぽく、いたるところに、思わずうなってしまうようなだじやれ、粗削りなジョ—ク 
など、子供が喜びそうな要素がちりばめられている(スヵトロジーや、無邪気な裸シーンもよくでてくる)。この作品は197 
〇年代後半の大ヒット作となった。時あたかも、放課後の塾通い や、 子供たちの激しい成績争いが社会問題になりはじめた時期 
だった。80年代に入って、小林をさらに有名にしたヒット作は「おぼっちゃまくん」だ。幼年男児向けのマンガ誌「コロコロコ 
ミック」連載マンガ で、 楽しいだじゃれや言葉遊びであふれている。主人公は甘やかされた男の子。日本の 自衛隊予算の 半分に 
相当す る 巨額の 小遣いをもらっている 金持ち息子 だ。 

では、「ゴーマニズム 宣言」 が批判を浴びながらも非常に人気を得た理由はなんだろうか？私見だが、日本ではいまだに、 
ほんとうの気持ちすなわち「本音」をいうのがむずかしい、という事情があるからだろう。日本人は、ひたすら体面をととのえ、 
他人と調和して生きているという幻想にしがみつこうとして懸命だ。そのなかで小林のゴーマンさはひときわ新鮮に映る。日本 
にあっては、こ、っい、っ姿勢は波風をたてるだけではなく、えらぶっている奴だとい、っふ、っに見られるだろう。なぜなら、小林の 
ような人物はみんなの注目を集めるからだ(まさにタイトル通り)。だが、まさにそうだからこそ、小林はおもしろいのだ。^ 
もセリフ も、 皮肉っぽいアナーキスト的な筆致で描かれている。まさしく子供向けギャグマンガ特有のアナーキズムだ。それが、 
「やりすぎの姿勢」をおもしろおかしいものにしている。「王様は裸だ」と叫んだ子供と同じで、小林の傲慢さはとりもなおさず、 
無邪気 さと 正直 さだといえる。だが小林のめざすところは、子供っぽいどころか、過激そのものだ。なぜなら、インテリの自己 
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満足と視野の狭 さを こっぱみじんに打ち碎 くことこそ、小 林の目標だから だ。 

J オゥム真理教のマンガ 

宗教としてのマンガ 

ォゥム真理教が出版したマンガをぜひ書店で発見しようと骨折ったのだが、残念ながらもはや不可能らしかった。1995年 
11 月のことで、その数週間前にはォゥムは政府から解散命令をつきつけられていた。戦後の日本で宗教団体が解散命令を下され 
るというのは初めてだった。解散命令によれば、ォゥムは全財産 (建物、車、店舗、 それにマンガも含む)を整理しなくてはな 
らない。教団の顧問弁護士はこれに反論を唱えた が、 日本全国を挙げてのォゥムに対する拒絶反応が功を奏した。東京の地下鉄 
で猛毒神経ガスをばらまき、殺人を 犯し、 荒唐無稽なことを 吹聴し、 反対者を電磁波装置で殺そうと し、 社会を乗っ取ろうとし 
た犯人——それはすべて同一だったの だ。 そうして、教団の リ ー ダ ー は逮捕されて牢獄に おり、 「いずれ死刑になるだろう」と 
いう世論にさらされている。 

なんとかしてォゥムのマンガを探し出そうと思った私は、まずマンガ専門の古書店をあたってみた。米国の場合、新刊市場か 
ら消えた コミックスは、 数年もたてば古書市場で、一山当てたほどの高値が つく。 だから古書店も、儲けをねらってそうい うコ 
ミックス 本を集めるのが普通だから だ。 だが、私が訪れた古書店のあるじは、まるで宇宙人でも見るような目つきで私を一瞥し、 
こう言ったの だ。 「だめ だね、 金輪際どんなことがあってもあんなものは買いたくない ね」。 だが、店員が親切にも教えてくれた 
のだが、まだオゥムの「グッズ」を売っている店があるのだという(グッズという言葉は、日本では土産品とか、ラィセンス商 
品を指す場合が多い)。場所は、新宿の西にある 町、 高円寺だというの だ。 

高円寺の駅を出てすぐ目についたのは、駅前の広場にある巨大な垂れ幕だった。「ォゥムを追放しよう！」とか「住民や街の 
青少年をォゥムから守ろう！」と大きな字で記してあった。駅から数百 メ ー トル離れているォゥムの店まで歩く 道々、 どの電柱 
にも同じ内容の垂れ幕がかかっていた。店に近づくにつれ て、 気持ちがたかぶってきた。住民の気持ちの高ぶりが私自身に乗り 
うつっているような感じだっ た。 
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その店は明るくて、重苦しい雰囲気などみじんもなかっ た。 店のスタッフはロングヘアの若い女性二人で、瞳には信仰を持つ 
人特有の輝きがあり、インドの民族衣装をまねたオゥム服をまとっていた。商品デイスプレイ用のテーブルにのっているのは、 
麻原彰晃そっくりの人形、麻原の歌の録音テープ、麻原の顔写真入り T シャツ、ォゥムの教義本や宗教関係の品物など だ。 うれ 
しかったのは、マンガ本もどつさりおいてあつたことだ(アニメセルもたくさんあつた)。私はすぐさま、買えるかぎり•たくさ 
んのオゥムマンガ本を買い込んだ。店を出る前に、店のレジのそばに開いてあった会計元帳をチラッと覗くと、長い間、私以外 
の客はだれも訪れていないことがわかった。 

外に 出て、 記録のために店の写真を撮ろうと すると、 ふいにどこから ともなく 若い警官が姿を あらわし、 ていねいに手を振っ 
て、 こっちへこいと合図をする。 

「あの店から出てきたんですよね？」 

警官が こう 尋ねる ので、 私は返事を した。 

「はい、そうですが」 

取り締まりのきびしかった1970 年代、 疑り深い警官に何度も尋問されたことがあるので、こういう場合の コツ はよくのみ 
こんでいる。だが敬 H 目の次の質問は予想外だった。1 H 目は、まるでとりすがるような声でこういうの だ。 

「じゃあ教えてくれませんかねえ？あの店はどんな感じでした？われわれもあそこの中には入れないもんで」 

そこで私は、べつになんのへんてつもない店の内部の ありさまを、 できるだけ事細かに説明した。すると警官は、初めて、 
ほんとうに聞きたかった質問を出してきたの だ。 「あんたの名前は？住所は？国籍は？」などなど。ただマンガの研究目的 
で行っただけです、とおだやかに答える と、 警官もマンガ IH- 代だったので、わかってくれたようだった。だが最後に、「店の写 
真をとってもいいですか」と頼むと、別の警官がだしぬけに あらわれ、 きびしい口調で言っ た。「さあ、 それはやめたほうがい 
いですよ」 

あたり一帯は警官隊にきびしく見張られているらしい、と私は気づいた。 おそらく、 店の中で、新たにもっと恐るべきォゥム 
の陰謀が進行しているのではない か、 と警戒していたのだろう。あるいは、まだ逃走中のォゥム幹部が店に姿をあらわせば、逮 
捕できると踏んでいたのかもしれない。 
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高円寺駅にもどる道すがら、相変わらず「ォゥム追放」という電柱が見えたり、(外国人労働者の多い地域に隣接しているの 
に)突然、「外国人お断り」の表示が出ている店があったりした。私は、ォゥム真理教に対する日本国内の反応ぶりを思.い出し 
てみた。かりに国家を震撼させるようなものがあったとしても、ォゥムの信者の中には、非常に頭のいい優れた若者たちが存在 
したし、そういう若者をひきつける魅力がオゥムにはあった、ということになる。考えている私の 横を、 自転車に乗った少年が 
二人通り過ぎた。「麻原彰晃なんか死刑になっちゃえばいいんだよな」と大声でしゃべりあっている。体制やマスメディアが今 
進めている「反オゥムメッセージ」は、確かに功を奏しているようだ。 

ォゥム真理教が成功した秘密の一つは(信者数は日本に1万人、ロシアにはもっとたくさんいた)、邪悪なメッセージを魅力 
的な外装につつみこんで売ったことだろう。教義はヒンドゥ教とタントラ仏教とのまぜこぜだった。そして、信徒に対しては、 
ほとんど盲目的な教祖に盲目的に服従するようにと教え込んだ。その教祖たるや、パラノイアで精神に異常をきたしており、黙 
示録じみた妄想をいだいていた。だがそれよりもなによりも、教義が非常に無邪気に見えたのだ。アニメとマンガは、ォゥムの 
重要な宣教手段だった。なぜならアニメもマンガもきわめて人気があり、これらを使えば情報をよりドラマティックにしたり強 
調したりすることも可能だし、複雑な現実を単純なように見せかけることもできるからだ。それにアニメもマンガも、「かわい 
く」て「ファッショナブル」な感じがする。だから、ォゥム信者をふやすには絶好の道具だ。ォゥム真理教が内部にちゃんとマ 
ンガやアニメのスタッフをかかえていたのも当然だろう。マンガを惡用する方法として、これ以上に最惡なものはない。 

おそらく、 ォゥムが海外布教に力を入れて いたのと、 日本語より外国語のほうが「フ ァッショ ナブル」な印象が あるのと、こ 
のふたつの理由から だと 思う が、 ォゥム•マンガの タイトルは、 例外な く 英語 だ。 

その一つ「ザ•ブッダ」は、次のような物語だ。ごく平凡な若者だった麻原彰晃が、きびしい修行を経て特殊な能力をのばし 
(空中浮揚、予言、そのほか)、やがてインドの宗教的指導者数人のもとを訪れる。そして、人々が魂の救済を得て、来るべきハ 
ルマゲドンにも生き延びることができるようにと、布教を通じて手助けするのが自分に課せられた使命であると 悟る。 この作品 
はドラマティックな男性マンガのスタイルで描かれており(こ、っいうスタイルを普通「劇画」という)、背景には、スピードあ 
るいは感情の高揚をあらわす太い描線がたくさん引かれ、そのためにマンガ中の麻原の顔も、ことさらに力にあふれて劇的な印 
象にしあがっている。まさにこの種のマンガにはぴったりだといえよう。このマンガ体験記のテーマは(日本で オゥム が人気を 
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得た原因の一つだったらしいが)一麻原の教えに従えばだれでも、教祖と同じくらいすごい力を身につけることができる」とい 
う もの だ。 

「AUM comic 」 の中には、短編ものも数本ある。マンガ家はそれぞれ別人だが、内容はみな、若い信者が教団に入る 
過程を描いたもの だ。 教祖である麻原の、マンガなしのメッセ—ジ文ものっている。かわいいマンガスタイルで描かれた、教団 
のショップやレストランの広告もある。裏表紙には、最近の教団出版物の広告が出ている。本の内容は、「日本全国が、オゥム 
が殺人神経ガスを使っているというマインドコント ロー ルにかかっている」、そして「事実はその逆で、教団こそ被害者で あり、 
すべては日本政府と米軍の陰謀だ」と主張するものだそうだ。 

私自身が最もおもしろいと思ったオゥム.マンガ本は、「スピリット•ジャンプ」だった。これはぺーパ—バックの単行本三 
卷セットで、教団に入る前の信徒たちが、精神的にむなしくひたすら平凡な生活にいやけがさし、オゥムに入って幸福になるま 
でのいきさつが描かれている実話シリーズだ。マンガ家たちの作風はそれこそ千差万別で、典型的な少女マンガスタイルのもあ 
る。大きな瞳のかわいいキャラクタ1、感情や感性が高揚するシーンになると背景に乱舞する花、といったスタイルだ。マンガ 
としての質は、おしなべて高い。単行本としての形式も人気商業マンガと同じで、総べージ数 180 ぺージ以上、ちゃんと Is 
BN コードも印刷されており、 一般 書店のルートでも販売できるだろう。オゥム.マンガのマンガ家たちは全員信徒で、おそら 
くオゥムのマンガスタジオである 「AUMMAT STUDI 〇」に所属していると思われる。だが、本には必ず、監修者とし 
て 教祖麻原彰晃の名前が ある。思わずにやっとしてしまったのだが、ある巻には、 著作権所有者 として 「尊師麻原彰晃」 の 名前 
が出ていた。 

だが、オゥムのマンガ家たちは、改心すれば教祖をやっつける可能性もある。1996年1月9日付けの朝日新聞に、 
「AUMMAT STUDI 〇のアニメとマンガ部門の最高責任者(氏名は伏せてあるごに関する記事が出ていた。記事によれ 
ばその責任者は過去七年間以上、オゥムでアニメやマンガの仕事をしてきたが、警察の特別取り締まり期間中に逮捕されたとい 
う。殺人容疑、および殺人神経ガスの製造設備建設に加わったという理由の殺人未遂容疑だった。留置所にいるあいだに、さし 
もの彼の堅固な信仰心も、警察の取り調べにあって揺らいできたらしい。日本の犯罪者の例にもれず、このマンガ家もかつての 
愚かな行為をじっくり反省し始めたようだった。オゥムの犯罪に関与したといってもささやかなものであり、みずから望んだこ 
とではない、という理由で、やがて執行猶予により釈放された。朝日新聞の記事によると、釈放後まもなく、そのマンガ家は才 
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ゥム真理教での日々 を 描く長編告白 マン ガに取り組みは じめ たそぅ だ。 麻原彰晃の マィンドコントロール 技術 や、 地下鉄 サリン 
事件における麻原の個人的な犯罪についても描く予定だとい ぅ。 
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手塚治虫のいたずら書き。 
名前の「虫」に、虫の絵 
が重なっている。 


J 限りない夢のクリエ—夕| 

手塚治虫とはいったい何者なのか？ 

そもそも手塚治虫とはいったい何者で、なぜそんなに有名人なのだろうか？日本では 
手塚には「マンガの神様」「アニメの神様」という枕詞がつく。手塚のことを知らない外国 
人は、「日本のゥォルト•ディ ズニー みたいな人だといえば、だいたいわかる でしょう 一と 


第五章マンガの神様•手塚治虫 

-現代日本マンガの基礎を築いた人物 


1989年2 月 9日、手塚治虫は胃ガンでこの世を去っ た。 外国では少数の新聞に短く報じられただけだったが、日本ではま 
るで国王の逝去のょうに深い悲しみをもって受け取られた訃報だった。手塚の60年の生涯は、ほとんどそっくりそのまま昭和天 
皇の時代と重なる。だが昭和天皇の逝去(手塚にさかのぼることわずか数週間だった)ょりも、手塚治虫のそれの ほうがショ ッ 
クだったという日本人は多いだろう。なんといっても昭和天皇は在位も長く、老齢に達していたから、その死はある程度予想さ 
れたことだっ た。 それに 対し、 手塚の死は あまりに も早く意外だっ た。 涙を流す若者 も 多 かった し、 マスメディアは 何 か 月に も 
わたって、彼の生涯を回顧する特別記事や番組を組んだ。 
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いつた説明を受けたりする。だが実際には、手塚治 
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虫とウオル 
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デイ ズニーは、まるきり ちがうのだ 


第一に、 手塚はディズニーのょぅにビジネスやマネ 
—ジメントの面で成功をおさめるどころ か、 逆に失 
敗した。手塚は経営者で はない。 何ょりもまず物語 
作家で あり、 息をするのと同じくらいやすやすと、 
アィデアや プロットを 広げる希有の能力をもってい 
た。第二に、 天性のマンガ家だった。このふたつの 
才能にめぐまれたからこそ、「ストーリーマンガ」と 
いぅ分野の開拓者となりえたの だ。 スト—リーマン 
ガ はとき には千べージにも達する長編で、小説的な 
複雑な構成を 持ち、 いわゆる「映画的技法」を駆使 
して おり、 現代日本のマンガの主流になっている。 
手冢こそ まさしく、 現代の巨大なマンガ•アニメ文 


化の生みの親といえる。手塚が死去した 翌日、 朝日新聞は感情の こもつ た社説をかかげ、次のように記した 


「日本人は、なぜこんなにも漫画が好きなのか。電車のなかで漫画に読みふける 姿は、 外国人の目には異様に映るらしい 
(中咯 ) 答えの一つは彼らの国に手家治虫がいなかつたからだ。日本の戦後の漫画は、手塚治虫抜きにはありえない」 


〇 


手家治虫は1928年 11 月 3 日、 大阪の豊中市に 生まれ、 宝塚市で子供時代を すごした ◦温泉と劇場と豊かな自然のある町だ 
絵に描いたような理想的な少年時代だったよう だ。 両親は開明的な性格で上層中産階級に厲 し、 しかも芸術好きだっ た。 母親は 
演劇の大ファンだっ たし、 「サラリーマン」の父親は映画 好きで、 自分で映写機も 持ち、 それを 使って、 米国の短編 アニメ やチ 
ャッ プリンの映画を息子に見せてくれたと いう。 手塚少年は幼い頃から絵が うまく、 小学校の授業中によくいたずら描きをして 
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いた。絵のほかに大好きだったのは昆虫採集で、採ってきた虫をきれいに並べ、一匹ずつフルカラーで写真のように精密に写生 
していたという。とりわけ甲虫類の「オサムシ」が大好きだつた。のちに、本名の「治」のあとに「虫」をつけてペンネームと 
し、 サインするときには「虫」の字に点々をふたつ入れて目玉をあらわしたりしたの も、 ひとえに昆虫が大好きだつたからだ。 

最初の成功 

第二次世界大戦が終わってすぐ、 17 歳の手塚は「小国民新聞」でマンガ家デビユーを果たした。新聞の連載マンガで、タイト 
ルは「マアチャンの日記帳」。当時はやりの四コママンガだった。連載開始の一年 後、 酒井七馬の原作をマンガ化した「新宝島」 
を描いたが、これが大人気を呼んだ。200ぺージのマンガ本で、おもしろくてつぎつぎにぺ—ジをめくってしまうようなスタ 
イルで描いてある。米国アニメファンの手塚は、アニメ映画の技法を知りつくしていて、それをマンガの中で駆使したのだ。さ 
まざまの「カメラアングル」が用いられ、ぺージのレイアゥトにも工夫がしてあつて、キャラクタ丨の動きがまるで生きものの 
ようにいきいきしている。視覚的にひじように鮮やかなので、のちにだれかが言ったように、まるで映画を見ているような感覚 
をひき起こす。食事にも事欠くような人々が町にあふれ、マンガに金を使うゆとりなどなかった時代なのに、「新宝島」は 40 万 
部も売れたという。 

以後、手塚は映画的技法を使った作品をつぎつぎに生みだしていく。娯楽に飢えていた若者たちは熱狂的に手塚マンガに読み 
ふけった。斬新な英語タイトルの SF (「ロストワ—ルド」「メトロポリス」 など)、 外国の古典のマンガ化(「ファゥスト」「罪 
と罰」)などもある。 

1952 年、 東京に引っ 越し、 人気子供雑誌にマンガを描くようにな ると、 手 塚の人気はいやおうなしに高まった。住んでい 
た アバー ト「トキワ 荘」 には、 手 塚を神様のようにあがめる若い無名マンガ家たちが 慕い 集まってきた。トキワ 荘 時代のことを 
描いた本やテレビドラマが後年つくられている。当時のアシスタントたちの多くは、いまや大ベテランマンガ家だ(藤子不二雄 
の項を参照)。 

1951 年、 「ジャングル大帝」連載がはじまった。アフリカのジャングルの動物たちがたがいに助け合って生きて いくこと 
をおぼえる、 という 物語 だ。 翌年、「平和をめざして戦う|少年ロボットの物語、「鉄腕アトム」が連載開始される。 ともに、 名 
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<データボ ツ クス > 人類の夢の工場、手塚治虫 

仕事の種類 


量 

描いたページ数 

1 

5万ページ 

ペーパーバック作品タイトル数 

4 

0 0 点 

全 作品タイトル数 

5 

0 0 点 

テレビアニメスペシャルタイトル数 


12 点 

テレビアニメシリーズ数 


21シリーズ 

実験的アニメ作品本数 


14本 

劇場アニメ映画作品本数 


17本 

オリジナルビデオアニメ作品本数 


8 本 

宣伝用アニメ本数 


5本 

パイロット•フイルム本数 


13本 

手塚プロダクシ ヨン、ド) 96年資料より。 



作との定評が早くから定まり、いまでは手塚作品の中でも人気度で 
は一、二を争つている。「ジャングル大帝」の主人公のライオンは 
いま、西武ライオンズのキャラクターに使われているし、アトムは 
通信会社や証券会社の広告キャラクターになっている。 

マンガの名匠 

手塚はどんなジャンルのマンガに取り組む場合でも、必ず新しい 
可能性をその中に発見していた。だからこそ少年マンガだけにとど 
まらず、 少女マンガの分野で も 開拓者になったの だ。 1954 年、 
得意の スト ー リ—マンガのスタイルを用いて描いた少女マンガ「リ 
ボンの騎士」は大 ヒットとなり、 今日の巨大な少女マンガ•女性マ 
ンガのジャンルの基礎を築いた といえる。 1960年代に なると、 
もっと年長の読者向けに、知的なテーマのマンガをもあわせて描く 
ようになっ た。 普通なら小説家が やる ような ことを、 マンガで実現 
しようという試みだった。多くの名作がここから生まれて いる。 多くは数千べージの長編で、人り組んだ プロットと おおぜいの 
キヤ ラク タ 1 から成つ ている。 

手塚の作品にはほとんど例外なく、いわゆる「手塚ヒユーマニズム」があふれている。すべての人間と生命を尊敬し、人間の 
表面的な行動だけを見るのではなく、その奥底にあるものをつかみ、その人間の全体を把握し、置かれた環境、歴史、それにと 
きとして「業」を考えながら描いていくというのが手塚の根本的姿勢だ。だから彼の描き出す主人公は、うすっぺらな紙の上の 
キャラクタ丨ではなく、複雑で、人間的な欠点も持つ。ときとして惡事もおこなってしまう。主人公が死ぬ場合もある。逆に、 
手塚マンガの悪役たちは、善の部分も持っている。「火の鳥」 r フッダ」のように、宗教的哲学的内容をもち、人生の意味、輪廻 
転生といった概念を含んでいる作品も多い。しかも、第二次世界大戦直後の荒廃した日本を実際に目の当たりにしているだけに、 
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手塚は熱烈な平和信奉者でも ある。 

アニメ作家としての手塚 

1960年代はじめには、すでに人気マンガ家として成功をおさめていた手塚は、大好きなもう一つの分野にエネルギーを注 
ぎ始めた。アニメーションである。自身のアニメプロダクション、「虫プロ」を設立し、1963 年、 「鉄腕アトム」を日本初の 
モノクロのテレビアニメ化したのを手始めに、1965年には「ジャングル大帝」 を、 これも日本初のカラーアニメとして完成 
させた。両作品とも米国に輸出され、英語に吹き替えられて、「アストロ •ボーイ」「キンバ•ザ•ホワイト•ライオン」のタイ 
トルで放映されている。米国の子供たちは、まさかこれらがもともと日本のアニメだなどとは、夢にも思わなかった。 

その後も手塚は、テレビ、映画あわせて非常に多数のアニメを制作した。中には、「クレオパトラ」「千夜一夜物語」などのよ 
うに大人向けのエロテイックなものもある。手塚自身は一応は仏教徒だが、彼が死去したとき、プロダクションがちようど制作 
していたのは聖書に関するアニメで、バチカンとイタリアのテレビで放映予定だった(脚本はひじように精霊信仰的で、キリス 
卜教的ではなく、神道に近いようなシーンもあったので、編集の段階でそのシーンはカットされた)。手塚がアニメにうちこん 
だのは、単に商売上おもしろみがあるから、などといった理由だけではない。よく手塚が冗談でいわく、「マンガは女房みたい 
なものだね。でもアニメは愛人なんだ」。マンガで儲けた金を、惜しげもなくアニメにつぎこみ、負債を負うこともしばしばだ 
った。その結果、1973年、「虫プロ」は倒産に追いこまれた。手塚が制作したアニメ作品の中には、実験的作品なのでとて 
も商業べースにのらないようなものも多かった。その好例が、「森の伝説」。エコロジカルなテーマをもったシリアスな作品だ。 
そのほか、ユーモアのある短編「おんぼろフイルム」 r ジャンビング」なども実験作品の系列に属する。この二本は米国のアニ 
メ大会や審査会で公開され た。 

手塚は また、 ピアノの名手で もあり、 映画批評家で も あった。映画批評誌「キネマ旬報」の批評コラムのレギユ ラー 執筆者だ 
ったほどだ。しかも国民的有名人でもあった。だが忙しいスケジユールの合間をぬって、マンガやアニメのイベントには必ず顔 
を出した。ワープロのテレビ•コマーシャルに出演した こと さえ ある。 
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手塚を思い出して 

マン ガ家 、クリエ ー タ—としての 手塚の 業績なら、すぐ 
さま思い出せる。では、なまの人間としての手塚はどうだ 
つたろう？ たまたま私は、手塚をよく知るチャンスにめ 
ぐまれた。 彼は私に とって 先生で あり、 物書きとして 仕事 
をしていく上で、ひじように励まし、手助けをしてくれた 
恩師 だ。 数年間に わたって、手 塚の米国旅行 やヵナダ 旅行 
には通訳として 同行 もさせてもらった。このようなチャン 
スにめぐまれたおかげで、24時間いっしよにいることもで 
きたし、「マンガの 神様」 の素顔をかいまみることもできた 
のだ。 

おそらく、手 塚がベ レー帽を脱いだ姿を見たのは、夫人や身近な部下を除けば、私を含めてほんの数人だろう。なにしろ、い 
つもべレ—をかぶっていた。戦前の日本の芸術家は ベ レー が トレードマークのようなものだった が •..。手塚は有名になるに 
つれて、自前の 髪が 薄くなっていったため、 ベ レ ー は単に「アーテイストのトレードマーク」であるのみならず、半永久的なか 
つらのようなものだった。いってみればベレー着用は、手塚のかわいいささやかな「見栄っ張り」であり、愛すべき子供っぽさ 
のあらわれだった。ベレーを脱ぐのは、寝るときだけだった。 

手塚 ほど会話上手な人物はめったにいない。人生や学ぶことにかけてはひじように熱心であり、マン ガ家 、アニメータ—とし 
ては異常なほどの熱意にあふれていた。ただのインテリではなく、実際に医師免許を持っており(大阪大学付属医学専門部を卒 
業し、のちに医学博士号も取った。大学での研究論文タイトルは、タニシの精虫を扱った「異型精子細胞における膜構造の電子 
顕微鏡的研究」だっ た)、 ほとんどだれと でも、 どんなテーマに関してで も、 ちゃんと議論をたたかわせることができるほど頭 
がよかった。「会話上手は聞き上手」とはよくあるセリフだが、手塚はまさしくそのとおりだった。まるでスポンジのように相 
手のいうことをすべて吸収しながら、たえず質問を発する。頭の中には三つ四つのストーリーのネタがいつもあり、それらを発 
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1990年、「ジャパン • タイムズ」から出版された英訳版「罪と 
罰」より。手塚治虫が描いた日本語の原作は1953年に発表さ 
れている0パラノイア的傾向を持ち苦悩する主人公ラスコル 
ニコフ（訳注：マンガではこの名前になっている）が、殺人 
を犯して逃走しようとする シーン0 
© 1990手塚 プロ ダ クシヨン 


し分なかった。 相手 
に対して見下したよ 
、っな態度でものをい 
、っことは絶対になく、 
もし言葉だけではじ 
ゅぅぶんでない場合 
は、 絵を描いて言葉 
代わりにするのがつ 
ねだつ た。 フアンに 
もやさしすぎる くら 
いやさしく、たえず 
フアンに取り巻かれ 
ており、。公共の場所 
で講演をした後な ど、 
いつもサイン攻勢に 


展させる ために、 人から情報を得ることが必要なのだつ た。 しかもただ情報を吸収するだけでは なく、 それを決して忘れない。 
驚くべき能力だつ た。 たとえば私が何の気なくちらつとしゃべつたことをちゃんと覚えて いて、 何年もたつてから「あのときこ 
んなことを言つたね」と再現してみせる。しかも一言隻句まちがいなしにだ。記憶力がいいのは耳だけではない。目も同様で、 
一度見たものをまるで写真のように記憶する能力を持つ ており、 かつて見た光景をのちにマンガの中で再現することがよくあつ 
た0 

他者に対する手塚のコミュニケーション能力はずばぬけていて、たとえ相手が5歳の幼児であれ、50歳であれ、建設現場で働 
く お.じさんであれ ィンテリ であれ、まつた く 同じように話をすることができた 。スタッフ (やお そらく 家族)には不機嫌な顔を 
したり、 癇痛を爆発 させたり、 ということが しよ つちゅうだつたが、それ以外の人にはいつも笑顔で やさしく接し、 マナ I も申 
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会っていた。スヶ ジユー ルが押せ押せで時間がない のに、 手塚はいつもていねいに、「フアンサービス」としてサインのほかに 
キヤ ラクタ丨の 絵を描きそえたり する。 仕事がうまくいかないと、個人的に不満をもらしたり文句を言ったり、ということもな 
いではなかったが、結局は相手を許してしまう性格だった。ヵナダの映画祭に行った時のこと、手塚のスヶジユール管理を一任 
されていた私が、飛行機の搭乗口の真ん前で手塚との話にすっかり夢中になって、気がついたら乗る予定の飛行機がすでに飛び 
立ってしまった、ということがあった。だが手塚は、私の失敗もまったく気に止めなかった。仏教徒でありヒユーマニストであ 
る 彼は、私の欠点をも許してくれていたの だ。 

手塚の行動力はすでに伝説的になっている。彼のスヶジユールを見れば、ほとんどひまなしに仕事をしていたことにおどろく 
だろう。医師でもある手塚は、もちろん自分の体調には気をつけることもできたはずだ。睡眠時間はたった4時間、それでも、 
はるかに若い人と競っても勝てるほどのエネルギ—と根性にあふれていた。背景や細部を描くのはアシスタントに任せたが、同 
業者に比べればその度合いははるかに少なかったはずだ。テレビのスペシャル番組撮影でフロリダに出かけたとき、長い一日の 
取材で疲れているはずなのに、手塚はホテルにもどってからも、原稿とペンとインクをもって部屋に引っこんだのだ。翌朝早く、 
起き出してきたその顔は、さわやかな笑顔だった。おそらく一睡もしなかったにちがいない。原稿はみごとに仕上がっていた。 
きれいに鉛筆で下描きがされ、インクも入っていて、あとは日本に帰ってからアシスタントに最後の仕上げをさせて、印刷にま 
わせばいいだけ だ。 生涯に仕上げた仕事量は、マンガのべ—ジ数にして 15 万べ ージ、 作品は500タイトル以上にのぼる。 

仕事における手塚 

これほどのエネルギーと熱意をもっていた手塚だが、おうおうにしてこなせる以上の量の仕事を受けすぎることがあった。そ 
の結果、編集者が最も恐れ、あるいは頭にくるマンガ家の一人だったことは疑いない。最後のぎりぎりの締め切りを破ることも 
あったし、マンガ家にはょくあることだが、編集者やスタッフがせかさないとなかなか締め切りが守れない。締め切りぎりぎり 
までねばるのは、 手塚の 日常茶飯事だった。サンフランシスコを訪れたときのこと、あまりにも 手塚が 旅行で羽をのばしてしま 
ったので、ついに一人の編集者が日本からとんできて、「早く原稿を仕上げてください」と催促にきた。なんといってもその編 
集者ょり年上の、有名マンガ家に催促するのだから、それ相応の礼儀というものが必要 だ。 だが締め切りは刻々 迫り、 その編集 
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者は目に見えていらいらしはじめた。まるで脳溢血でも起こしてぶっ倒れそうな顔つきだった。もうこれ以上は一刻も猶予はで 
きないという最後のぎりぎりに なって、 編集者はやっと手塚を カン ゾメにしてホテルの部屋に閉じ こめ、 どうにか雑誌を救うに 
間に合う最小限の原稿だけは描かせることに成功した。編集者はその原稿をかかえて急いで東京にもどった が、 さぞかし捨て セ 
リフを吐くと同時に、やれやれと胸をなでおろしたのではあるまいか。 

手塚はやさしく親切ではあったけれど、反面、ひじように競争心の強い人でもあった。マンガ界には、手塚に匹敵するほどの 
頭脳の持ち主はあまりいなかったと思うが、マンガの流行が絶えず変わるので、流れに乗り遅れないためにはいつも同業者と競 
争しなくてはならなかった。一時「劇画」スタイルが特に大人の読者の間で人気を得、手塚のような丸みを帯びた描線のディズ 
ニー•スタイルの画風は流行遅れになってしまったことがある。すると手塚は懸命に、もっとリアルな絵を描こうと努力をしは 
じめた。また、1980年代に入り、たとえばフランスのマンガの影響を受けた大友克洋 (「 AKIRA 」 そのほかを描いた著 
名マンガ家)のような若手がもてはやされ、批評家の寵児になったこともある。このとき手塚は、内心の激しい嫉妬を隠すべく 
必死に努力していた。いつでも、どのジャンルでもマンガ界のトップでいたいというのが、手塚の切なる願いだったから だ。 才 
能に加えてこの激しい競争心があったから こそ、 手塚がかくも長くマンガ界に君臨していられたのだというのは、おそらくあた 

ってい るだろう。 

日本の 50 歳以下の世代のほとんどが手塚の死にショックを受けた、というのは不思議でもなんでもない。この世代の人々は 
手塚マンガやアニメを見ながら子供時代をすごし、大人になってからも手塚の新たな作品を見ている人が多い。20代の若者なら、 
小学生時代の運動会で、「鉄腕アトム」主題歌のにぎやかなマーチが流れる 中、 かけっこをした思い出があるだろう(歌詞を丸 
暗記している人も多い)。手塚はもはや生身の人間であるというよりは不滅の偶像と化している。手塚の病名が胃ガンであるこ 
とは、公式には発表されなかった。当時の日本の医療の常識と して、 患者本人にガンだと悟られないようにするのが普通だった 
からだ。だが医師免許を持っている手塚自身には、病名がよくわかっていたにちがいない。それでもなお、知らないそぶりをし 
つづけ、逝った。亡くなったとき、連載中のマンガが数本あり、そのなかには楽聖べートーヴェンの伝記物や、ゲーテの「ファ 
ウスト」の三度目のマンガ化である r ネオ•ファウスト」などが含まれていた。 
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海外での手塚 

これほど日本では有名な 手 塚が、 なぜ外国では知られていないのだろうか？なるほど1960年代、米国では 手 塚のテレビ 
アニメが広く放映されたが、その原作者の名前はほとんど知られていなかった。1995年末現在、「アドルフに告ぐ」 シリー 
ズの 英語版が やっと米国で出版されたが、 手塚自身が自分で 描いた作品で、それ以前に 英訳 出版されたものといえば、たったひ 
とつ、1953年の 「罪と罰」 (ドストエフスキーの小説のマンガ化)があるだけだ。しかもこれは、1990年に日本で 英語 
の教本として出版されたもので あり、 英語に 関する脚注付きだった。 

なぜ手塚作品が英語圏で出版されないのか？理由の第一は、その長さにある。欧米の出版社は、数千べージにもおよぶよう 
なマンガの出版には二の足を踏む。第二の理由として、手塚マンガがそれ自体すでに一つの「サブヵルチャー」化しているとい 
うことがあげられる。どういうことかというと、長年の人気作家であったため、古くからのファンとだけ対話するような要素が 
マンガの中にあり、そのため新しいファンにはなじみにくい部分があるのだ。たとえば、初期の頃の人気作はいわゆる「スタ 
システム」にのっとっており、同じ人気キャラクターが、別の作品に別の役柄で出てきたりする。また、ひじようにシリア 
スな箇所で、ギャグを入れたりするくせがあり、新しい読者にはこれが気にさわったりする。さらに、作品によっては、外国の 
シリアスマンガよりはるかに、いわゆる「マンガ的」絵柄で描かれているものもある、という点も、手塚が外国で受け入れられ 
にくい理由のひとつだろう。 

だが日本では、死後の人気と評価は高まる一方だ。1990年には国立近代美術館で、大規模な回顧展がひらかれた。マン 
ガ家としては前代未聞のことだ。1994年には、手塚が子供時代をすごした宝塚市で「宝塚市立手塚治虫記念館」がォープン 
し、開館半年で 40 万人以上の来館者を集めた。作品の単行本の売れ行きもひじように好調で、豪華本を再版するととくによく売 
れるという。手塚の会社「手塚プロダクション」の話だと、1995年現在、過去七年間の単行本の売り上げはおよそ五千万部 
前後になるだろうという。 

手 塚が生涯 かけて追求したのは、 「人生 や 生命の 意味は、いったい何なのか？」という疑問への答えだった。その手段として 
マンガやアニメが選ばれたのは、まったく偶然に、彼がその方面の才能にめぐまれていたから だ、 というにすぎない。だがその 
結果、 手塚は戦後の 日本に大きな 遺産を残す ことになった。それは、それまで軽視されていたマンガという分野への大きな 貢献 
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でも あつた。 手塚マンガのおかげでマンガの読者は飛躍的に 増え、 マンガに大きな期待が寄せられるようになり、質的にもすぐ 
れた作品が求められるようになった。手塚に刺激されてマンガ家になった者も 多く、 しかも手塚を追い抜こうとしてみんな努力 
した。 となると、 現在までつづくマンガ文化の隆盛のもとを築いたのは結果的に手塚治虫で あり、 ひいては日本を世界のマンガ 
文化の発信地にしたのも手塚治虫だとい える。 手塚があともう少しでも長生きできたなら、どんな作品を描いていただろ 
、っ•••そういう空想にひたってしまう。最後の息を引き取るその瞬間まで、手塚治虫の脳裏にはすばらしいマンガ作品の スト 
—リー がいくつ も 形を成していたにちがいない。だが、それらが実際に紙に描かれる 日は、 ついに来なかった。 

r 「鉄腕アトム」 


日本の生んだス—パ—匕—口| 

日本のポップ•ヵルチャーの偶像の一つは、ロボットの「鉄腕アトム」 だ。 1951 年、 手塚マンガの主人公として世に出て 
以来、こんにちまで日本のみならず世界のヒーローとしての地位を獲得している。 

長い年月の間に多少の変化はあったものの、アトムの原型は変わらない。アトムはそもそも少年型 ロボットで、 息子を交通事 
故で失った科学者が息子そっくりにつくりあげたもの だ。 だがさまざまないきさつの 末、 ごく一般的な家庭(ただし全員 ロボッ 
卜だが)に住むことになり、普通の人間の少年と同じように学校に通っている。ほかの少年と違うのは、胸のなかに小型原子炉 
が あり、 脳はコン ピユータで、 目は サー チラ ィト、 手足は ロケット、 そして尻にマシンガンがあるという点だ。空中をとぶこと 
もで きるし、「 10万馬力」の力で壁を一撃でうち砕くこともで きる。 60か国以上の言語もしゃべれる。だがいかにもおそろしい 
ロボット などでは なく、 その正反対 だ。 外見は抱きしめたくなるほどのかわいさ だし、 いつも人間を救ってくれる。人間を守っ 
て怪物や凶悪な犯罪者と戦ったりもする。 

米国の ヒーロー と違う 点は、 米国の ヒーロー たちがいつも「正義」のために戦うのに 対し、 アトムが戦う 目的は、 戦後日本の 
目標で ある 「平和」 だとい うこと だ。 特殊な 力を もっ ているが、 その 力を 駆使す る 際の動機は人間的なもの だ。 医師免許保持者 
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でもある 手塚治虫は、 
マンガ家としてはずば 
ぬけて科学的な関心が 
深かった。手塚自身の 
文によれば、そもそも 
アトムは「21世紀のピ 
ノ ッキオ」として構想 
されたものだとい う。 
ロボットとしてはほぼ 
完璧な出来なのだが、 
もつと人間的に、もつ 
となまの感情をもつた 
存在になろうとして苦 
闘す る ロボット。人間 
と機械をつなぐ媒体の 

役割をはたそうとするロボットなの だ、と。 

おそらくその当時の手塚は知るよしもなかっただろうが、アトムをつくりあげた手塚は、現代日本が世界のファン タジー に 
大きく貢献する基礎を築いたことになる◦すなわち、人間と交流が でき、人 問によって動かされることもで きる、 変身可能な 巨 
大メカ•ロボットの原型をつくつたこと だ。 こ、っいうスタィルのメカ•ロボットが、いまや日本のみならず世界中の子供たちの 
人気者になつている◦日本のマンガにおけるロボットのキヤラクタ ー は、 アトム以前にもいた。しかもアトム自身は、のちの巨 
大メカ•ロボットとは異なり、人間によつて操縦されることもない し、 変身もしない。だが、アトムが子供たちの間で圧倒的な 
人気を博したことにより、「こわくない、友だちになつてくれるロボット」が主流になり、ひいては子供向けのファンタジーの 
世界でロボットが活躍するようになったの だ。 
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現代の日本のファンタジ—に登場するロボットは、大きく二種類にわけられる。第一は、自分の意思で動く自律型ロボット。 
人間の意思からは完全に独立した存在 だ。 第二は、リモコン操作な ど、 人間に動かされるロボット。このタイプの場合、子供た 
ちはあたかも自分が大好きなロボットをわが手で操縦しているかのような気分になれる。第二のタイプの原型といえるのは、た 
とえば1956年に横山光輝の創造した巨大なリモコンロボットマンガ、「鉄人28号」(米国では「ジャイガンタ—」のタイトル 
でアニメが放映された) だ。 1969年には永井豪がマンガ「マジンガー Z 」 を生み出し、1979年には富野喜幸(現•由悠 
季)がリアルな超ヒット作アニメ「機動戦士ガンダム」を原作•総監督している。だが1954 年、 手塚はすでにこのタイプの 
ロボットの人気が出ることを予想しているかのような作品を、「アトム」シリーズの1編として描いている。そのタイトルは 
「火星探検」。火星で、巨大ロボットの中にひそみ、それを操縦する人々の話 だ。 

さて「鉄腕アトム」が外国でもヒットしたのは、マンガではなくアニメの力 だ。1963 年、手塚は「アトム」を、日本初の 
白黒テレビアニメ化したが、これが大ヒットになったため、米国の NBC が目を付けた。 NBC は、ベテランのアニメ •プロデ 
ューサ I 、フレッド.ラッドに、英語版「アトム」のアニメの「パイロット版」を一一、三本試作してみてくれと頼んだ。試験的 
に米国で放送してみようではないか、という話だった。こ、っしてタイトルも「アストロ •ボ—イ」となって米国のテレビで放送 
された「アトム」は大人気を得た。ラッドは継続的に放映することを決意し、結局全部で 104 本の「アストロ.ボーイ」を監 
督監修してテレビにのせることとなる。台本のリライト、英語版への吹き替え、米国の子供たちの心をつかむようにするための 
プロデュースなど、すべてラッドが指揮しておこなっ た。 キャラクターの名前を英語流に変えたのもラッドで、秀逸な命名をし 
ている。たとえば、巨大な鼻の持ち主である「お茶の水博士」 は、 英語版では象を連想させる「パ カ ダマス . J . エルフン博士」。 
もちろん名前を考えるくらいは、そうむずかしい仕事ではないが。 

ラッドは1993 年、 私のインタビューに答えて、次のように語って くれた。 「いちばんむずかしかったのは、アクションシ 
—ンの暴力性をどうするか、という問題だったね。米国の子供にもわかるように、ちゃんと説明して理由づけないといけない。 
文化の違いが目立たないように、一般人にもわかる説明をする必要が出て くる。 だから毎回、まず英語版台本を NBC のきびし 
い放送内容基準にパスさせてからでない と、 アフレコのレコ—デイングスタジオに運べなかった」。 

1993 年は「鉄腕アトム」のアニメが日本で産声をあげてから 30 周年めだった。アトムは依然として、日本中の人気者 だ。 
一つには、アトムの姿がいまだにあちこちに出ていることに もよ るだろう。 1980 年代にはテレビで新たに カラー アニメ シリ 
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1ズが放映されたし、アトムのキャラクターグッズがおもちゃ屋や文房具店によく並んでいる。証券会社や通信会社の全国版コ 
マーシャルキャラ クター にも起用されている。 

.米国では、アトムすなわちアストロ•ボーィは日本ほどの爆発的ブームはひき起こさなかった。それなのに、いまだに根強い 
人気を保っているのはおどろき だ。 オシャレな街のギフトショップをのぞく と、 子供向けのお面のたぐいとならんで、アスト 
口 •ボーィの T シャツやおもちゃがならんでいる • MTV やラジオでは、人気ジャズ•ラップ•グループ「ディガブル•ブラネ 
ッツ」 が、 アストロ •ボ ーィの 出てくる歌詞のヒット曲を歌っている。 また、 これは著作権問題と微妙にからんでくるのだが、 
ある米国の会社が「アストロ •ボ I ィ」のコミック本(描き直されていた)を出したことも あるし、 別の会社はビデオでオリジ 
ナルの「アストロ•ボ ーィ」 のアニメシリーズを出した。このビデオは全米のレンタルビデオショップに並んでいる。 

米国では、「アスト〇•ボーィ」はある種の「キッチュ感覚」を持つものとして受け取られているようだ。ちょっと変わった、 
キャンピーなィメージがあるのだ。「アトムのようなキヤラクタ1はロボット•フアンタジーの世界では珍しいからだろう」と 
いう意見があるかもしれないが、それだけの理由ではない。「アストロ •ボーィ」シリーズのアニメについて、プロデューサー 
だったフレッド.ラッドは語る。「『アストロ •ボーィ J がヒットしたのは、『ピノッキオ』や『ホ I ム.アローン J が人気を得 
たのと同じ理由だよ。力のある子供が悪い大人をやっつける、という要素があるからだ。しかも1960年代、あのテレビアニ 
メはユニークだった。あんなのは放映されたことがなかった。手塚治虫というのはほんとうの幻視者だね。いずれロボットが人 
間の 代役として大きな役割を 果たす ようになり、人間とロボットの 関係が 緊張したものになる、ということを手塚はちゃんと予 
見していたんだ。しかもユーモアがあってユーモアを理解できる人間だった。30 年 前、 『アストロ •ボーィ』を見ていた 10 歳の 
子供がいまや 40 歳 だ。 そういう人にとってはなつかしくノスタルジ—をかきたててくれるアニメだろうね◦その人たちが 今、 自 
分の子供といっしょにビデオで『アストロ •ボーィ』を楽しんでいるわけ だ。 つまり親子の世代が『アストロ •ボ—ィ』を見て、 
それぞれ自分たちに必要なものを受け取っているということになるね」 

「アドルフに告ぐ」 
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第二次世界大戦への新しい視点 

以前私は、ロサンゼルスで、日本人とドイツ人の両親をもつ混血の若い日本人と知り合いになったことがある。神戸出身な 
ので関西弁をしゃべる男だったが、話によると、彼の母親はドイツ在住のユダヤ人で、一度ドイツ人の将校と結婚した が、 やが 
てナチスが権力をにぎったため、夫からもドイツからも逃れて、上海にやってきたというのだった。上海には当時、ひじように 
多数のユダヤ人がナチスを逃れて集まってきていた。そこでたまた ま、 日本の陸軍将校と出会い、結婚して日本に移った。そし 
て生まれたのが、 わが 友人だというわけだった。 

手塚治 虫の名作「アドルフに 告ぐ」(英語訳 版タイトルは「アドルフ」)を 読む といつでも、その友人のことが思い出される 0 
そして また、 第二次 ill : 界大戦のために、不可思議な運命の転変を味わわなくてはならなかった人が世界中におおぜいいたのだろ 
うな、とも考える。 

「アドルフに 告ぐ」 は、 ニュース週刊誌「週刊文春」に、 1983年から1985年にかけて連載され、 手 塚の 最高 傑作の 一 
つと目されている 作品 だ。 総べージ数 1300 ぺージ近く、 1986年には 栄誉 ある 講談杜漫画 賞を受賞して おり、ハー ドカバ 
I の 豪華本 4巻になって出版されたときには、書店のマン ガ本コ—ナ ー ではなく 文学 書の コ ー ナーに並べられた。 手塚 作品にし 
ては ひじよう にリアルな筆致で描かれて いて、 あきらかに作者自身が ひじよう に心に迫るものをもって描いた作品に間違いない。 
子供 向けではなく大人向けのマン ガ である。さらに 手塚 作品にしては珍しく、10 ぺージ程 度ずつ連載されたた 〇 に、 作者よ ぺ一 
ジを 伝統的な レイアウトにせざるを得なかった。そのため、日本人以外の読者にも読みやすい。 

「アドルフに 告ぐ」 の主人公は、アドルフという名前の三人の男だ。まずアドルフ.カウフマン。神戸のドイツ領事館の役人 
と、日本人の妻の間に生まれた。次にアドルフ•カミル。両親はユダヤ系で、ドイツからナチスを逃れて来日し、神戸でパン屋 
を経営している。そして第三のアドルフは、いうまでもなくアドルフ•ヒットラ—。物語は数十年の時を隔て、地域的にはヨー 
ロッバ、アジアにまたがり、キヤラクタ—も数十人をこえる。史実とフイクシヨンとがないまざっ て、 ロシアの長編小説の よう 
に豊かで 洗練され た 物語世界を織り上げて いく。 

物語は、 新聞記者峠草平の 目を通して語られる。峠はかつてマラソン•ランナ—だったことがあり、その関係で1936 年、 
ベルリン•オリンピック取材に派遣され る。 ある日、峠の弟から電話がかかって くる。 この弟は、交換留学生としてドイツの大 
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学に在学中だが、秘密裡に共産主 
義の地下活動に參加しているのだ。 
弟がいぅには 、「ヒットラーと ナチ 
スを転覆させるかもしれない重要 
な書類を手渡したい」とのことだ。 
峠が弟に会いに行くと、弟はすで 
に殺害され、書類は消え失せてい 
た。峠は懸命に書類の行方を捜し 
はじめる。のちにわかるのだが、 
問題の書類はすでに弟が神戸にひ 
そかに送つたあとだつた。ところ 
がゲシュタポも必死になって書類 
の行方を追っていた。 

一方ここは神戸。アドルフ•力 
ミルとアドルフ•ヵウフマンは親 
友同士の若者だ。ヵミルは頭がょ 


く 


おしやれで、流暢な神戸弁をし 


やべり、年下のカウフマンを弟の 
ようにかわいがる。カウフマン.は 

カミルを尊敬している。だがカウフマンの父親は熱烈なナチス党員で、息子に、ユダヤ系のカミルなどとはつきあうなと命令す 
る。 そして息子を、ナチスのィデオロギーに洗脳させるために、ドィツにあるナチスの教育施設に送ろうとする。だがいよいよ 
というと き、 カミルとカウフマンは、峠の弟が送つた書類の謎を知る。その書類には、アドルフ •ヒット ラー自身がなんとユ 
ヤ人の血をひいているという証明が記されていたの だ。 
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ここから物語は発展し、プロットや副プロットがややこしく入り乱れ、謎の 殺人、 陰謀が多発し、キャラクタ 1 も 書類 も、 運 
命の転変をたどっていく。全 li - 界が戰争に巻き込まれ、すべての人の運命が変わっていく。アドルフ.カウフマンは成人し、洗 
脳されてついに SS およびゲシュタポに入り、ヒットラーのお気に入り となる。 だが、神戸にいる親友カミルへの友情は依然と 
して残っている うえ、 自分が半分□本人で あると いう引け g も あり、内心では苦悩している。一方カミルの父親は、リトアニア 
にいるユダヤ人を救うために神戸からやってきたところをナチスに逮捕され、処刑される運命と なる。 その処刑担当を命じられ 
たのはカウフマンだ。そのときカウフマンは、「日本に行って、例の書類の秘密を知っている者すべてを探し出して殺せ」とい 
う命4 F を受けていた。カミルに対する彼の友情は憎しみに変わる。 

ヒットラーはついにベルリンで最期をむかえ、ドイツと日本は戦争に敗れる。だがカミルとカウフマンの物語はまだ終わらな 
い。カミルはイスラエルに移住し、イスラエル 軍の 軍人となる。カウフマンはイスラエルに 敵対す る PL 〇と 「黒い 九月」のた 
めに働く。こうして結局、イスラエルの 軍人 カミルによって、カウフマンは殺される。 

「アドルフに告ぐ」はフイクションだが、物語の構成そのものには有名無名の史実がふんだんにとりいれられている。日本人 
以外の読者にとって は、 第二次[11:界大戦に対する新たで刺激的な視点を与えてくれるいい材料となるだろう。たとえば第二次世 
界大戦下の日本の反戦地下運動が出て くる。 有名な「ゾルゲ事件」も紹介され る。 これは、ドイツのジャーナリストがソビエト 
のスパイ容疑で裁判にかけられ、死刑に処せられた事件だ。読者が理解しやすいよう に、 年表もっいている。この作品は、第二 
次世界大戦に関する日本人一般の視点を反映しているのみならず、手塚治虫個人の視点をも反映している。 

手塚は、ありとあらゆる戦争に激しく反対を唱えた。第二次世界大戦 中、10 代の若者だった手塚は、強い国粋主義宣伝的教 
育を受けた。年齢が若かったため徴兵されはしなかったが、銃後を守る一員として、軍需工場で強制労働に従事させられた。だ 
がいつもマンガばかり描いており、要するに軍国主義的環境やスパルタ的訓練にはまるで適応できない性格だった。しかも第二 
次世界大戦のありとあらゆる空襲の中でも最悪のものの一つに数えられる、大阪大空襲に遭遇している。米軍の爆撃機により、 
大阪全市が火に焼かれ、多くの市民が生命を落としたのだ。この体験が引き金となり、手塚は戦争というものを終生烈しく憎む 
ようになった(それと、戦後の米軍による占領時代、酔っばらった米兵になぐられた経験が一度あるが、これも手塚の戦争嫌い 
を助長した)。こうして手塚は、筋金入りの国際派となったのだ。亡くなる前に書いた文章に、次のような意味の一節がある。 
「私が大好きなテーマは、『正義』だ。そして、なぜ正義はゆきつく ところ、 たいてい国家のエゴイズムとなってしまうのか、と 
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いうことにもひじように興味がある。『アドルフに告ぐ』では、このテーマを好きなように料理することができた」。 

ところで、日本史にあまり詳しくない外国人読者が読むと、「アドルフに告ぐ」の重要な設定の一つである「戦前の神戸にユ 
ダヤ系の少年と日独混血の少年が住んでいて、友だち同士だった」というのが、「そんなこと嘘っぽい」と思えるかもしれない。 
だがこの作品は極力、不自然な設定を避けて描かれている。手塚の育った環境からして、この設定はいかにも自然なのだ。手塚 
が少年時代をすごした宝塚市は、神戸と目と鼻の先だった。国際的な港町神戸には、昔から千差万別の国籍をもつ外国人がおお 
ぜい住んでいた。そのうえ第二次世界大戦中、日本は枢軸国の一員ではあったけれど、ナチスドイツの標榜した反ユダヤ政策に 
は与しなかった。それどころか、リトアニアや上海在住の日本人たちは、ナチスを逃れてきたユダヤ人たちを助けてい る。 だか 
らこの時代、神戸にはユダヤ人もドイツ人も仲良く暮らしていた。少年時代の手塚はそういう人々を実際に知っていただろうし、 
話にきいたこともあつただろう。 

手塚の第一の関心は、「面白いストーリーを創造する」ということにあった。だが、「アドルフに告ぐ」はどちらかといえば、 
まったくの創造ではなく、史実に基づいたリアルなマンガだ。その結果、この作品は、日本の出版界でいま流行中のひじように 
おかしな出版物に対する、大きな抗議ともなっている。おかしな出版物とは何か？それは、ユダヤ人に関するまったくのでっ 
ちあげだらけのへんてこな本だ。：！：！本には明確な反ユダヤ運動が起こったことなどなく、ユダヤ人が昔から住みついていた歴史 
もない。それにもかかわらず、こ、っいう本がよく売れているのだ。内容的には、欧米の反ユダヤ的論文の焼き直しもあれば、 
「ユダヤ人は優等な人種だ。そして(欧米人ではなく)日本人こそが真のユダヤ人なのだ」とする事実無根のでたらめな主張も 
ある。こ、っいう書物がよく売れるということ自体、日本と他国との関係が昔から、しばしばねじれた複雑なものになりがちだ、 
ということを鏡のようによく示している。こういった「トンデモ本」を愛読する人々が、「アドルフに告ぐ」を読んでくれれば 
いいと思うのだが。 

手塚治虫の作品としては、きびしいリアリスティックな筆致で描かれた作品ではあるが、そこここにギャグがはさまれている 
し、人物はマンガ的スタイルで描かれたりしているしで、読者の中にはとまどう人もいるかもしれない。だが通読すれば、マン 
ガ的スタイルで描かれていても、そこに展開しているのは国際的視野をもったドストエフスキーの小説的世界だということがお 
わかりいただけるだろう。 

「アドルフに告ぐ一は1993年春、 TBS ラジオで三時間のラジオドラマとして放送され た。 また1995年末現在、手塚 
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治虫の作品中初めて、米国で翻訳出版されている。 

^「リポンの騎士」 

少女マンガのル—ツ 

「リボンの騎士」を読んだ時、現在の少女マンガの要素がどこに由来するのかが、初めて呑みこめた。ことさらに大きく強調 
された瞳、性別のあいまいさがポイントになっているプロット、ロマンテイックな外国の物語——少女マンガの特徴となってい 
るこういう要素の源が、「リボンの騎士」だったとわかったのだ。だがさらに後になって、手塚の育った宝塚市を訪れ、大劇場 
で宝塚歌劇団の芝居を見た時、手塚が少女マンガのヒントをどこから得たのかという謎がようやく解けた。 

「リボンの騎士」というタイトルは、文字通りには「リボンをつけた騎士」という意味だが、米国ではよく「プリンセス.ナ 
イト(お姫様である騎士)」というタイトルになっている。これなら、日本語タイトルに暗示されている両性具有的ニュアンス 
が外国人にも理解できる。1953年から1956年まで少女雑誌「少女クラブ」に連載されたこの作品は、読者の圧倒的な人 
気を得た。人気の原因は、手塚治虫独自の「ストーリーマンガ」スタイルで描かれ、物語的骨格がしっかりしているうえに、映 
画的テクニックが縦横に駆使されているからだ。少年マンガの分野で手塚が人気を博したのと、まったく同じ理由である。この 
作品が、現代の少女マンガの原型であることは、もはや定説となっている。手塚治虫が先鞭をつけたために、男性マンガ家たち 
が少女マンガを描くようになった。その後、女性マンガ家の数が増えて、少女マンガの分野では男性作家にとって代わり、現在 
の巨大な少女マンガというジャンルができあがったのだ。 

「リボンの騎士」の主人公は、サファイアという名前の少女。この lii * に生を受けるとき、神様のちよっとした手ちがいと、い 
たずらな天使チンクのせいで、王子を望む ョーロ ッバのとある•土家に生まれて しまう。 そのため男の子として育てられるが、王 
家を敵とする惡者たちは、サファイアが実は女の子であることを暴露しようと狙っている。そうすれば王位につくことができな 
くなってし まう からだ。王子サファイアはあまたの冒険を重ね、惡者と别を交えて戦ったりするが、成長するうちに、女性であ 
る本当の自分を押さえきれなくなってくる。天使チンクは、サファイアを「完全な^性」にして やり、 男生 r — トナー として非 
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の打ち所のない「フランツ.チヤーミング」という名前(まさに「魅力的な王子」にふさわしい)の王子を捜し出して、サフア 
ィアと一緒にさせて やる、 というハツピーエンドのお話 だ。 

ロマンス、 冒険、 きらびやかな中世ョーロ ッバ、 キリスト教、ギリシア神話などがふんだんにもりこまれた、華麗で甘い物語 
だ。当時の日本の少女の心をとらえたのも当然だろう。しかも、ある種のミユージヵル•レビユーを思い出させる雰囲気もある。 
いうまでもなく、宝塚歌劇のことだ。 

手塚治虫が生まれたのは日本第二の大都市大阪だ が、5 歳から 24 歳という人格形成上だいじな時期をすごした場所は、大阪と 
神戸の中間にある宝塚市だった。森の多い二つの山脈にはさまれ、武庫川に貫かれているこの街の名物は、温泉、遊園地、そし 
て何よりも まず、 街と同じ「宝塚」の名を冠した歌劇団 だ。 第二次世界大戦前から、独特の近代的かつ無国籍的な雰囲気にあふ 
れる街だった。 

宝塚歌劇団創立は1914年。創立者小林一三は鉄道会社の社長で、演劇が大好きな人物だった。東京で初めて西欧のオペラ 
を見た小林は、日本の伝統的演劇と、オペラとをミックスしたものを創ろうと決意した。その結果できあがったものは、欧米人 
が「日本の演劇」という言葉から想像するィメ—ジをまさにくつがえすよう な、 西欧と日本とが複雑に混合した魅力的な「演劇 
のシチユー」のごときものだった。 

宝塚歌劇団の演目の中には、日本の伝統にのっとったものもあるにはある。だが大部分は西欧的で近代的だ。ブロ—ドゥェ 
ィ .ミ ユージヵルを翻訳上演して成功をおさめたことも何度もある。たとえば「オクラホマ！」「ショーボート」など だ。 宝塚 
のステージの特色は、なんといってもその豪華さだ。パリやブロ l ドゥェィ、さらには1930年代 MGM 映画のレビユーを思 
い起こさせる。だが最大の特色というべきは、男性役者のみを使う日本伝統の歌舞伎や能とは異なり、舞台に立つのが女性のみ 
だという点だろう。男性の役も、そのために選ばれ訓練された若い女性が演じる。だからといってきわどい要素などはまったく 
ない。男性役、女性役、どちらにせよ演じ手はみな独身女性で、絵に描いたような清純な雰囲気を発散し、しかも、「清く正し 
く美しく」をモットーに、何年ものあいだほとんど軍隊のような厳しい教育を受けている。フアンもほとんどが女性 だ。 「男役」 
のスタ1たちには、熱烈な「おっかけ」の女性フアンがついている。欧米人は、こ、っいう場合すぐに「同性愛」とか「ストレー 
卜」の枠にはめる癖がついているから、「そうすると宝塚というのは、同性愛的なフアンタジーの世界なのか」と早とちりする 
だろう が、 そうではない。宝塚は同性愛的なフアンタジーの世界などではなく、単に現代日本の現実の世界であるにすぎない。 
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講談社版手塚治虫全集「リボンの騎士」（1977年発行）より。「なか 
よし」に連載されたものを底本としている。剣を操って戦う「リボ 
ンの騎士」サファイアに、天使 チン クが矢を射かけると、サファイ 
アはちょっとのあいだだけ弱くなり、全くの女性となってしまう。 
©手塚プロダクション 


ただ、宝塚レビユーはいまどきの少女マンガと同じく、女の目から見た男の 111 - 界を強調して描く傾向がある。外国もののストー 
リーの場合には、日本人の0から見た外国が強調される。そして、いまだに男性主導社会である日本で、女性が夢を満たす手段 
の一つとして、宝塚が存在するのだと言える。 

手塚治虫の母が 宝 塚フアンだったため、幼い治虫少年は母に速れられて 宝 塚をょく見に行き、自分もフアンになった。近所に 
は 宝 塚のスターも住んでいた。戦後、フアン雑誌のためにマンガを描いたりもしている。演劇への関心が高まったのも宝塚のお 
かげだった。1946年暮れ、医学専門部学生だった手塚は大学の演劇サークルに参加した。1947年、この演劇サークルが 
ドストエフスキーの「罪と罰」を上演した際の記念写真があるが、これを見る と、 手塚は舞台セットの中でキャストと一緒に写 
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真におさまっている。このセットの、まるで階段のような構造は、のちに1953年、手塚が描いたマンガ「罪と罰」(ドスト 
エフスキーの小説のマンガ化)のシーンに出てくる背景とそっくりだ。後に手塚は演劇サークルを退会したが、演劇及び宝塚に 
対する熱い思いは、そのまま彼のストーリーテリングに反映した(神話や文学など非常に広範囲にわたって作品の材料を得てい 
ることとも関連する〇そのほか、各場面の高度なデザイン性、のちの「スター.システム」などの手塚マンガの特徴は、すべ 
て演劇や宝塚への関心に根ざしていると言える。ちなみにスタ1.システムというのは、要するに「マンガのキャラクタ—があ 
たかも役者のように、いろいろな作品にいろいろな役柄で顔を出すこと」を指す。1970年代、「リボンの騎士」は手塚の手 
で装いも新たに描き直されたが、その前書きで手塚は次のように記している。「何よりもぼくの少女ものの作品は宝塚へのノス 
タル.ジアをこめて作ったものが多い」0 

1950年代、「リボンの騎士」は大ヒットし、同じようなスタイルの少女マンガがぞくぞくと生まれた。この作品を基にし 
たバレエも上演されたし、ラジオドラマ化もされ (1956 年)、さらにテレビアニメシリ—ズにもなつて成功をおさめた (1 
967年〇手塚は、これは彼がときおりやったことだが、この作品のあちこちを手直しし、もっと現代的な絵に描き直したり 
もしている。また、「手塚治虫のタカラヅカ」という定評ある本の著者中野晴行の文によると、「リボンの騎士」は、25年以上に 
わたって出版社四社から出版されたが、どの版もそれぞれ少しずつ異なっている。シナリオはそのままだったが、映画技法の影 
響を受けるにつれて、たとえば舞台の群衆シーンのような、宝塚の舞台に影響を受けたコマが少しずつ減っていった、という。 

また、後年の名作少女マンガのほとんどすべてが、「リボンの騎士」のストーリーに影響を受けている。たとえば池田理代子 
の「ベルサイユのばら」。王妃マリー.アントワネットの近衛兵を勤める父親の娘に生まれ、男子として育てられた若い女性の 
物語だ。「ベルばら」と愛称されるこの作品は、日本では非常に有名で人気高い少女マンガの一つだ。性別のあいまいなキャラ 
クタ—、美しい衣装、ロマンテイックなョーロッパなど、どれをとっても宝塚の舞台にぴったりなので、1974年には劇化さ 
れて宝塚で上演され、最大のヒット作となった。 

「リボンの騎士」のほうは、まだ宝塚で上演されたことはない。だが1994年春、私が宝塚大劇場を訪れたとき、この劇場 
は手塚にささげる最大の賛辞として、二作品を上演していた。「ブラック•ジャック」および「火の鳥」だ。手塚がもし存命だ 
ったなら、どんなに大喜びしてくれたことだろうか。天にいる手塚の魂はきっと喜んでこれを見ていることだろう。大劇場のす 
ぐ近くに、宝塚市は郷土の生んだ大マンガ家への誇りをこめて「宝塚市立手塚治虫記念館」を建立している。 
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医師が主人公のマンガ 


「两 洋医学」は、円本ではおうおうにして 現代 医学の 代名詞 だ。古くから ある 伝統的な日本や中国の医術と区別するためだ。 
19 世紀 半ば、日本が長い鎖国を解くと、西洋医学がどっとなだれこんで きて、すぐさま 古い医術を駆逐して しまった。 特に日本 
人がひじように幻惑され たのは、 西洋の解剖学と外科技術だ。 この 二つこそ、日本の医術より「科学的」な西洋医学が大進歩を 
成し遂げた分野だったからだ。西洋医学を学び医師免許を持つ手塚治虫が、医学をテーマに した マンガを たくさん 描いたの も 当 
然 だといえよう。医師が主人公になっているの も 数本 ある。 そのうちの一つが、手塚作品のうちで も最もファンの多い 作品「ブ 
ラック•ジャック」だ。主人公は、天才的な外科技術を持つ無免許の外科医で ある。 

_^ この作品は、 少年 マン ガ週刊誌「少年 チャンピオ 

M ン」に 19 7 3 年 1 月から 19 7 8 年 9 月まで里 

£ 載され た。 総べージ数は 4 千べ—ジ近い。手塚の連 
- X r 載作品のなかでは例外的だが、 20 ぺージないし 24 ぺ 
V '; 1ジの読み切り短編が集まった形式になっている。 

幻4 主人公「ブラック•ジャック」は、ミステリア 
パ^ P スでメロドラマ的な人物だ。真っ黒なマント、リボ 
T 、コ、幻ン ン形の蝶ネクタィといった服装で、白髪と黒髪が 
t >- v - y シ 半々に入り交じって乱れ、顔の皮膚はところどころ 
。^ジダ 黒い。顔には大きな切り傷が走っている。この人物 
プ の過去はかなり神秘に包まれているが、第71話 
f !フ W (「友よいずこ」)には、ブラック.ジャックが子洪 
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の頃ひどい火傷を負った 際、 黒人との混血の友人が皮府移植を申し出てくれたと いう エピソードが出てくるので、肌の色の謎が 
解ける。友人に感謝した ブラック•ジャックは、 大人になったら外科医に なり、 お金を儲けて、友人にせめてもの恩返しをしよ 
うと心に 誓う。 肌の色が異なる相手に対する差別に満ちた世の中に あって、 黒白 まじっ た肌と大きな傷跡とは 、ブラック.ジャ 
ックの 誇りのしるしなの だ。 

この作品が「サンデー •コミックス」 の単行本になったとき、手塚は前書きでこう 記した。 

「医者が主人公のマンガは、あんまり多くありません。 しかし、 人の命をあずかっている重大な仕事です から、 そのドラマ 
はいくらでも作れるはずです。ブラック•ジャックとは、金属製(昔は革製だった)のコップのことですが、海賊の旗——あの 
がい f をぶっちがえたマーク——の意味もあります。お金をふんだくり、荒っぽくメスで切りきざむというわけで、海賊に見立 
てたのです。いわゆる「ブラック•ジャック」というトランプのゲ—ムとは、関係ありません」 

ブラック.ジャックが住んでいる 家は、 日本のどこかの、風に吹きさらしになった小高い丘の上に ある。 無免許の医師と いう 
存在は、日本の医学界では賤民扱いだ。ブラック•ジャックは自分の仕事に対しては途方もない多額の礼金を取るが、名声が高 
いので、 非常に難しい問題をかかえた患者たちが治療を受けにやって くる。 ひややかな、ほとんど機械の ような 外貌の下に熱い 
心を隠しているブラック•ジャックは、患者の事情によっては礼金を大幅に値引きしたり、時と場合によってはまったく無料で 
仕事をしたりす る。 

「ブラック.ジャック」には、強いモラルと寓話的要素が含まれるエピソードが多い。たとえば第 52 話「えらばれたマスク」 
では、ブラック•ジャックの秘密がわずかだがあばかれる。彼の父親というのは長年行方不明だったが(ブラック•ジャックが 
子供の頃、妻子を捨てて若い女とともにマヵオにかけおちした)、ある日、息子の前に姿を現す。もはや父子の間に愛情らしき 
ものは無きに等しい。父親の現在の妻はハンセン氏病にかかっていて、そのため顔がむざんに崩れて いる。 父は息子に向かい 
妻の顔を形成手術して、「世界一美しい女」にしてやってくれと頼むの だ。 ブラック.ジャックは、手術が成功したら多額の礼 
金を 支払う ことを約束させた 後、 メスを握って仕事にとりかかる。手術後の包帯を取った 時、 女の 顔は、 まさしく世界一美しい 
頦に変貌していた——それは、ブラック•ジャックの母、すなわち父親の元の妻の顔だったの だ。 
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米国の子供向けコミックスの場合、「ブラック.ジャック」のように、手術 シーン が克明にはっきりと描かれる、などという 
ことはまずありえない。飛び散る 血、 生命を落とす患者。画面いっぱいに大写しになる裸体や内臓。米国の有名な神経医学者で 
作家でもある オリヴァー .サックス同様、手塚治虫もまた、好奇心が強いあまりに、珍しい病気や奇妙な病気を物語の中心に据 
えるのが好きだ。ブラック•ジャックは、たとえば子宮外妊娠、脳水腫を手術したり 、シャム 双生児の分離手術をおこなったり 
する。だが気性が激しい性格でもあるので、ヒス テリ ー で心気症の患者が詐病を訴えてやってきたときには、その患者をいきな 
りぶんなぐって追い返す。悪者に襲撃されると、解剖メスを忍者の手裏剣もどきに投げつけて撃退す る。 

この作品は少年マンガ誌に連載されたものではあるが、女性ファンを多くつかんだ。理由のひとつは、「ピノコ」 という マス 
コット的キャラクタ丨にあるだろう。ピノコはコミック•リリーフとしての役割を 持ち、 日本の子供マンガに欠かせないかわい 

さをもつている。「ピノツ 
キオ」に似た響きの名前 
だが、まさにピノッキオ 
同様、ブラック.ジャッ 
クによって作られた女の 
子だ。第10話で、巨大な 
卵巣囊腫の女性患者を手 
術していたブラック.ジ 
ャックは、腫瘍の中に、 
双生児の片方である未完 
成胎児の古い形跡がある 
のを発見す る。 そこで囊 
腫をとりだして、その胎 
児をちやん と 人の形に し、 
ピノコと命名するのだ 0 
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ピ ノコは いつも 3 歳 か4 歳の女の子 だが、ブラック•ジャックにと っては娘であり妻でもある存在 だ。 身の回りの世話をする ほ 
か、 手術を手伝い、元気づけて くれる。 ピ ノコは 「 R 」 音と 「 D 」 音を うまく 発音できないので、 ちよう ど米国の有名な コミッ 
クス 「バッグ ス •バニ ー」 に出て くる 「エルマ ー •フアッ ドおじさん」のようなしやべりかたをす る。 そそつ かしく、しよつち 
ゅう仕事を まちがえ ては自分で怒つている が、ブラック•ジャックには 献身的につくす。 

聞く ところによると、 手塚治虫が自分で一番気に入っ ていたのは、 この作品だそう だ。 文句なしに代表作の一つだろう。か 
つての「マンガ的画風」と後年のよりリアルな画風とをつなぐ橋渡しでも ある。また、 同じキャラ クター が役柄を変えてほかの 
作品にも登場するという 「スター. システム」 も 使われて いる。コメディ、 ギャグ、しみじみした情感、悲劇 性、 冒険な ど、 さ 
まざ まな要素が いりまじつ ているこの 物語は、 もう一歩間違えれば「ごちや まぜ」 的印象になつて しまう。 だが危うい ところで 
そうなら ずに救われた のは、 手塚治虫には 知性と、 高い哲学性への飽くなき志向があった からだ。 たとえ子供向けマンガであっ 
ても、手塚は安楽死問題における倫理的ジレンマを追求せずにはいられなかったの だ。 

医師を主人公に据えた手塚マンガは、他にもある。たとえば年長の読者向けに、「ブラック•ジャック」よりはるかにシリア 
ス路線の歴史マンガ「陽 だまりの 樹」 (1981 年)。この 物語の主人公は、日本初の西洋医学者の一人でもあった、手塚自身の 
曾祖父 だ。 だが人気度に おいては、 「ブラック•ジャック」 に 勝るものは ない。 手塚の死後オリジナル•ビデオアニメ 化され、 
若い世代のフアンをもつかんでいるし、かつてのフアンもこの作品の魅力を再確認した。 才丨 ディ オカセットに もなつている。 

出版元の秋 田 書店は、 1993年、 小型の豪華単行本 13 巻を 出した。1995 年半ば現在、すでに 900 万部以上を売り上げて 

いるという。 

^ 「火の鳥」 

渾身のライフワ—ク 

初めて「火の鳥」を読んだ とき、 私は日本の大学に在学中だった。大学の友だち が、 読んでみろ と 言って貸してくれたのだが、 
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その様子から、何かすごい本ら しいと 感じた。 当時、今と 違っ て 大人はマンガなどそれほど読まなかったが、大学生に とって は 
マンガは重要な表現手段であり、大きな文化だった。ちようど1960年代、1970年代の米国におけるロックミユージック 
のようなものだ。マンガファンの間では、「火の鳥」は永遠のアイドルの ごとき 存在であり、今なおそうだ。 

手塚は生涯にたくさんの作品を描いたが、「自分のライフワークである」とはっきりと名指しした作品は、「火の鳥」だけだ。 
執筆開始は1954年、そして 35 年後、1989年の死の床でも、なおもこの作品に取り組み、結局未完におわった大作だ。 

「火の鳥」においては、ほかのどの作品にもまして、表現手段としての実験がおこなわれている。手塚は生命の意味をこの作 
品によって問うているのだ。創造力を発揮する余地が充分になくてはならなかった手塚の作品には、当然ながら充分なスぺース 
と、時間的な長さとが必要だ。「火の鳥」は全体としてはひとつのスト ー リ I ではあるけれども、実際には12編の物語が集まっ 
てできている。一つ一つが独立の話ではあるが、ほかの話と密接に連関している。12編のタイトルは「黎明編」「未来編」「ヤマ 
卜 編」「宇宙編」「鳳風編」「復活編」「羽衣編」「望郷編」「乱世編」「生命編」「異形編」「太陽編」だ。物語の主人公は、 男、女、 
異生命、ロボットなどさまざまであり、舞台も地球や他の世界であったりで、時間も過去にさかのぼったり未来に移ったりする0 
物語全体としては、過去から未来へとジャンプし、逆に未来から過去へと移ったあと、じわじわと現代に収束し始める。キャラ 
クタ—は異なった時代の異なった人物に生まれ変わったりす る。 だが当人たちはそのことを知らない。ある人物の前世や来世が 
だれであるのかを知っているのは、読者だけ だ。 

ありとあらゆる時代、ありとあらゆるキャラクタ—を結びつけるたった一つの絆は、「不死」を求める人類の愚かしい欲求だ 
けだ。これを象徴するのが、半神話的な「火の鳥」の追求だ。火の鳥を捕らえ、その血液を飲めば不死の身になれるという信仰 
がある。だが、火の鳥はめったに姿をあらわすことがない。超自然的な力ある存在であり、永遠の生命をもつ観察者である火の 
鳥は、宇宙で人間と生命とを守る役割も果たす。この長編大河ドラマの中で、第一に重要な統一性あるキャラクタ— は、 火の鳥 
だ。 

「火の鳥」は総べージ数3千べージを超え、さまざまな版で出版されている。最も一般的な版は、ベーパーバックの 豪華版 単 
行本全10卷だ。もう何年も前から、この作品はそれこそキャラクタ—が生まれ変わるのと 同じく らいさまざまの版で、いろいろ 
な出版社から出ている。一時手塚は、この作品執筆を中断した こと もあった。連載期間 中、 掲載誌を何度か変えた こと も ある0 
そのたび に、 新たな掲載誌のスタイルや読者層に影響されて、作品自体のスタイルも変化している。だがそれでも、手塚汰 あく 
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までもこの作品に取り組みつづけた。人気を得た時期も あったし、 そうでない時期も あったが、 「火の鳥」こそは手塚が最も知 
性を 発揮し、 心血をそそいだ野心 作だった。 

この作品はそもそも、 1954年、 少年月刊誌「漫画少年」の速載マンガとして出発した。だがほんとうに手塚がこの作品に 
没頭しだしたのは、 1967 年になってからだ。 1956 年および 1957 年には、少女月刊誌「少女クラブ」 に、 これの別バ 
1ジョンを連載して いる。 だがこのバージョンは、後の「火の鳥」の展開とはまった く 趣を異にして いる。 「少女クラブ」版の 
舞台は古代エジプト、 ギリシア、 ローマで、内容的にも恋愛物語 だ。 後に 1980 年、手塚はこの「少女クラブ」版「火の鳥」 
を「やたらと甘い作品だ」とみずから 記し、「当時、 古代 ギリシア やエジプトを舞台にした ハリウッド 製歴史スペクタクル映画 
をよ. く見たのでその影響があったのと、『リボンの騎士』を終えたばかりだったのと、その二つが原因だ」という意味のことを 
書いて いる。 

「火の鳥」の最良の部分は、 1967 年から 1972 年までに描かれ、いまや伝説となっているマンガ誌 「 COM 」 に連載さ 
れた部分 だ。 「 COM 」 は手塚自身の会社「虫プロ商事」から発行されていたが、いまは廃刊となっている。 もともと、 手塚を 
初めとするマンガ家たちに、商業マンガではない野心的な冒険作を描く場所を与えよう、という目的で発刊された雑誌 だ。 だか 
ら手塚にとってはまさに自由に描きたいものを描ける場所だった。しかも当時手塚は、子供マンガから脱却して、大人向けの、 
もっと知的なマンガに意欲を見せていた。 「 COM 」 に連載された「火の鳥」のエピソードは、「黎明編」「未来編」「ヤマト編」 
「宇宙編」「鳳凰編」「復活編」である。 1976 年から 1980 年にかけて、「羽衣編」「望郷編」「乱世編」「生命編」「異形編」 
を少年マンガ月刊誌「マンガ少年」に連載している。そして 1986 年から 1988 年まで、青年向けの月刊誌(マンガ誌では 
ない)「野性時代」 に、 「太陽編」が連載され た。 

復活編 

各編のう ちで、 私が個人的に最も好きな二作を読む と、 手塚が 「ストー リー マンガ」をつくるうえで何をめざしていたかが、 
それとなくわかってくる。その一つが「復活編」だ。 1970 年から 1972 年にかけて描かれ、設定ははるか遠い未来。主人 
公はレオナという名前の若者。ある 日、 エア.ヵーから落ちて地面に激突し、いったん生命を落とすが、進んだ医学技術のおか 
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手塚治虫「火の鳥」収録「復活編」 
より。若者レオナは医師に向かい、 
自分をロボットに改造してください 
と頼む。 

@手塚プロダクシヨン 


227 


第五章マンガの神様 • 手塚治虫 


げで壊れた身体の部分は人工的に補綴され、脳は部分的に人工脳に変えられて、よみがえる。だが意識を取り戻した 時、 何か変 
だと気づく。回に映る事物にはおかしなところなど何もないのだが、ただまわりの人々 が、 まるで機械のようなのだ。レオナは 
孤独感に苦しめられる。やがて、一見普通の人間らしく見える美少女と知り合い、熱烈に彼女を恋するようになるが、後になっ 
て、 実は彼女は人間ではないのだと知らされる。アンドロイドでさえ なく、 金属でできた全くのロボットなの だ、 と。少女の名 
刖はチヒロという。レオナは、それならば自分もロボットになりたい、と烈しく願う。 

物語は過去にさかのぼったり、未来に移ったりする。場所も地球からほかの惑星に行き、また地球に戻る。レオナはついに 
自分の望みを果たし、精神、すなわち自分の魂をチヒロの魂と合体させることに成功する。こうして二人が合体した新ロボット、 
その名も「ロビタ」が誕生する。レオナの以前の記憶はすこしずつ薄れていく。だがロビタはロボットとしては一風変わってい 
て人間味があるために非常な人気者になり、何百万体も大量生産されるようになる。やがてロビタたちのなかのある者が、子供 
を殺したという無実の罪に問われ、罰として溶解される運命になった時、すべてのロビタが自殺を図る。そして彼らはこういう 
のだ。「ワタシタチハ全部ガヒトリデヒトリハスべテデス。モシワタシタチノヒトリガ死刑ニナレバ、ロビタハヒトリノコラズ 
死ヌデショー」。こうしてロビタたちは_滅するが、月のコロニーにいるたった一体だけが生き残る。そのロビタの脳裘には、 
かつて人間だった頃の記憶がまだかすかに残っている。ロビタはそのことを明らかにしたうえで、主人を殺してしまう。数百年 
の時がたち、「猿田」という名前の複雑なキャラクター(数回生まれ変わっている)が月を訪れ、うつぶせに倒れているロビタ 
を発見す る。 ロビタは自ら電力を切って人間のように自殺を図っていたの だ。 人間社会から疎外された存在であるロビタと猿田 
は、 深い絆でむすばれ、宇宙にむかって旅立つ 

r 復活編」 は、 まだマンガ的作風で描かれ、ギャグ も ふんだんに盛り込まれているが、 ストー リ ー そのものにはぐいぐいと人 
をひきずりこんでいく力がある。画風的に も、 コマ割りをくずしたり、非常に芸術的にぺ ー ジをレイアウトしたりして、大胆な 
実験がおこなわれている。 

鳳凰編 

「鳳凰編」 は、 1969年から1970年まで連載され た。 この タイト ルは「火の鳥|の古い呼び名で もあり、 英語 タイト 
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ルを付けるとすればサンスクリット語の「カルマ」(業)が S - 当だろう。内容の点からもテーマからも、「火の鳥」全体を最もよ 
く代表しているのは、この作品だろうと思われる。 

時代設定は 81 | 1 -紀。日本が国家の統一を成し遂げた時代だ。主人公は二人で、一人の名前は「我王」(「一 ; [ 11 の猿田の生ま 
れ変わり)、もう一人は「茜丸」 という。 我 T . は T - 供の 頃、 片 g 片脚を失っ たうえ、 成長してからは鼻がひどく変形して しまっ 
た。村人のいじめに遭った結果、我王は暴力的で残酷な性格と なり、 大量殺人者となる。だが、つぶされそうになったテン トゥ 
ムシを助けてやるな ど、 温かな性格の片鱗を示すことも あり、 立ち直る可能性も持っている。一方の茜丸は、我王とは正反対の 
性格だ。健やかでハンサムで、才能あふれる木彫り師でもある。だがある 日、 茜丸と出くわした我王は、茜丸の右腕を 刺し、 自 
分と同じような不幸な身の上にしてし まう。 

二人の運命はその後さまざまな転変をたどる が、 不思議にもたえず何かの縁でむすばれている。我王は相変わらず人殺しを続 
けたあげく、ある僧にめぐりあい、仏の道に入るようにと勧められる。我王は自分が、片腕がなくとも、木彫りの才能を持って 
いることに目覚める。茜丸も 偶然、 ある僧侶に出会い、「元気を 出して、 左腕で木彫りの仕事を続けなさい」と励まされる。だ 
が茜丸は、純粋に芸術の道を追求しようとはしなかった。当時は、芸術が政治と深くかかわった時代でも あり、 茜丸は芸道を道 
具にして身の栄達と出111-をはかるうちに、純枠な芸のこころをしだいに失っていく。 

プロットが複雑に展開し、キヤ ラクタ— の運命もややこしく 変わり、 やがて奈良で東大寺建設がはじまる。我王と茜丸は、木 
彫り師として、東大寺の屋根を飾る鬼瓦作りの競争を行う。我王の彫った鬼瓦のほうが、力強さといい技術といい、はるかに優 
れていた。だが茜丸は、相手が昔自分を襲った殺人者であると 悟り、 衆人環視の 中、 我王の昔の悪行を暴露す る。 我王は勝利を 
失ったのみならず、罰として、残るたった一本の腕までも切り落とされ、荒野に追放され る。 だが茜丸にとっても、万事めでた 
しめでたしとはいかなかった。茜丸は自分の卑劣さを思い知り、後に東大寺の一部を焼いた火事のために焼死する。我王の方が、 
芸術家として高い境地にいたのはだれの目にも明らか だ。 我王は苦しみと懺悔の 末に、 さらに人間として高い境地に 至る。 

「火の鳥」の他のエピソ—ドもそうだが、この「鳳凰編」も、誕生、死、生きるための苦悶といったものにいろどられている。 
そして最終的には、仏教の教義の最大のポィントである「業(カルマごおよび「輪廻転生」といった問題にいきつく。それと 
同時に、この物語は8世紀日本の歴史物語でもある。仏教が宗教であると同時に、日本統一のための絶好の道具だった時代だ。 
歴史上の人物、たとえば吉備真備や橘諸兄などの政治的対立や陰謀などが細かく描かれている。 
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手塚治虫「火の鳥」収録「鳳凰編」より。 
生きたままミイラとなって自ら生命を絶 
つ老師の姿に、我王は、すべての生きと 
し生けるもののなかには仏が宿っている 
のだと悟る0 

© 手塚プロダクシヨン 
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1970年代後半、私は 友人といっしょに、 「復活編」「鳳凰編」 もふくめ て「火の鳥」数 編を、 英語に翻訳した ことがある。 
だが売れ行きがどうかという懸念 や、 英語国民の好みなどの障碍があったた め、 ついにい まだに 英語圏では出版されていない0 
「鳳凰編」の一部は、私の前作「マンガ！マンガ！日本漫画の世界」に載せて あるし、 ほかの人の英訳が「漫画人」にも掲載 
されて いる。 

米国のコミックス文化もすこしずつではあるが変わりはじめ、日本のマンガに似たものになってきつつある。米国のコミッ 
クスファンの好みも変わる日がくると思うので、そうすれば「火の鳥」英語訳版もきっと出版されるだろう。だがこの巨大な作 
品は未完なので、手塚がどのような結末を意図していたかは、われわれには決してわからないのだ。私自身は何年も前、おそら 
く手塚は、この作品を過去と未来との両方から、現代にむけて収斂させていき、そして結末を作るつもりだろうと予想していた。 
そして、たとえ本当にそうであったとしても、きっと手塚自身は、ひそかに結末を描き、どこかにそっと隠して、自分の死後に 
出版させるつもりかもしれない、という気もしていた。しかし、残念なことに1989 年、 手塚がこの世を去ったと き、 私の想 
像がついにまったくのロマンティックな空想にすぎなかった、とわかったのだ。手塚が用意した結末は、どこにも見つからなか 
ったのである。だが、生命、 業、 生まれ変わり、といった重いテーマを謳うこの大河マンガ「火の鳥」 は、 やはり未完のまま終 
わるのが最もふさわしいのかもしれない。 

r ジャングル大帝」 

二頭のライオンの物語 

もし1994年 夏、 手塚治虫がまだ存命だったとしたら、 きっと 苦笑しながら面白がったのではあるまい か。 ゥォルト•デ 
ィズニー•カンパニー製作の最新アニメ映画「ライオン.キング」は批評家にも映画ファンにも好評で、全米の ヒットと なった。 
ところがこの ころ、 日本製アニメやマンガファンの米国人のあいだで、ある噂がぱっと広まったの だ。 インタ—ネットに も その 
噂が書き込まれた。「ディズニー •プロのアニメ —夕1たちは『ライオン•キング』製作の さい、 手塚治虫のテレビアニメ およ 
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びその原作となつたマンガを参考に し、 
あまつさえ盗用した疑いが ある。 それ 
は、 米国では1960年代に『キン 

バ•ザ•ホワイト•ライオン』のタイ 


卜 


ルで放映された作品だ」という噂だ 


つた。 

たしかに、両者は非常によく似てい 
る。「ラィオン•キング」も「キン 
バ•ザ•ホワイト•ライオン」もとも 
に、 アフリカを舞台に、若いライオン 
が成長していく物語だ。「ライオン. 
キング」の主人公の名前はシンパ、 


「ホワイ 


卜 


ライオン」の主人公の名 


前はキンバ(ただし英語訳版のみ) で、 
これまた似て いる。 しかもと もに、 父 
親を殺された あと、 ライオンの世界の 
王位につくのだ。また、主人公を助け 
てメッセン ジヤー の役割を果たすのが、 
ヒステリックな道化役の鳥(「ライオ 


キング」ではサイチ ヨウ、 |ホワイ 


ライオン」ではオウム)であるのも同じ だ。 その他、主人公を叻ける役と して、 年 


老いた賢いヒヒが出てくるが、これまた同じである。そして、主人公に敵対する惡役ライオンの左目には傷跡があること、その 
惡役を助けるのが道化役のハイエナの一群であること。さらに、突出した岩山にライオンの群が立つているシーンが非常に似通 
つていること。そしてとどめとして、最も「剽窃」の疑いをもたれたのは、若いライオンが空を見上げ、そこに両親の姿を見る 
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というシーン(かたや 雲、 かたや 星座、 という違いはあるにせよ) が、 「ライオン•キング」にも「キンバ•ザ•ホワイト•ラ 
イオン」にも挿入されていた、という 事実 だった。 

「サンフランシスコ•クロニクル」紙の記者チヤールズ•パーレスはこの 1 #をとりあげ、199 4年7月 11 日付けで「『ライ 
オン.キング』への遠吠え」と題する記事を書いた。この記事が火をつけた形に なり、 噂は一気に全米のマスメディアにとりあ 
げられ、大新聞や全米ネットワークのテレビニユースにもなった。ディズニー•カンパニ—は7月 14 口付けの「サンフランシス 
コ•クロニクル」紙に回答を寄せたが、それによると「ライオン•キング」はまったくのオリジナルで、製作スタッフの誰一人 
として、「キンバ•ザ•ホワイト•ライオン」のことは頭になかっ たし、 手塚治虫なる人の存在すら知らなかった、とのことだ 

った。 

日本におけるこのニユースの扱われ方は、当然ながら、米国よりも大きかった。すでに日本人の怒りと傷ついたプライドが炎 
のように燃えさかっていたところへもってきて、ディズニー•カンパニーの回答は、まるで油を注いだようなものだった。クオ 
リティ.ぺーパーと目される「朝日新聞」 8 月 27 日付の社説は、すでに天国にいる故ディズニーへの手紙という形で、どちらが 
正しいのかの判断を求めている。マンガ家、 里 中満智子が先頭に立って、マンガファン 数百 人と有名マンガ家たちがサインした 
陳情書が できあがり、(天国ではなく)現世の会社であるディズニー•カンパニーに送られたりもした。ディズニ— •カンパニ 
—はそもそも、みずからの著作権を守る点においては法律的にひじようにきびしい態度をとる会社だ。だからこそ、米国でも日 
本でもこの問題が人々の怒りをよんだのだ。米国の会社の著作権を侵害したとして、日本の会社が訴えられることはよくある 
その米国の会社であるディズニー.カンパニー が、 「日本のゥォルト.ディズニー」といわれる 手塚治虫の 作品を盗用したとな 
ると、 全 くもって皮肉な 事件 だと言わざるをえない。 

7 月14 日付の 全米 紙 「 USA トゥデイ」 で、 「ディズニー.カンパニーの回答はばかげている」とした私の発言が取り上げら 
れ た。 私がこう発言した理由は、何もアニメそのものが酷似しているから、というだけではない。アニメの製作過程という点か 
らいってもばかげた回答だと考えたの だ。 一本のアニメ製作にかかわるスタッフは数百人もい る。 ディズニー•カンパニーのア 
ニメ —ターの中には、 米国で 放映された 手塚 アニメを 子供 時代に見た 者が おおぜいいるはずなの だ。 これは何も私だけの意見で 
はない。アニメ史研究家、フレッド•パッテンも「シンパ対キンバ。『キンバ.ザ•ホワイト.ライオン』と『ライオン.キン 
グ』との相似」と題する 1995 年の論文の中で私と同様の見解を表明している。その論文にも記されている事実だが、「キン 
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バ.ザ.ホワイト•ライオン」アニメシリーズは1966年、米国の NBC 放送で全米に放映開始され、1970年代末まで放 
映されていた。アニメというものの 性質 上、 製作の 際、 やむをえずスタッフが 既成の絵 や 写真に頼って 描くということは、どう 
しても 避けが たい。 特に動物の動作を 描かなくてはならない 場合は なおさら だ。 參考資料を まるで 持たずに すべて 頭の なかで 想 
像して描くのは、ひじようにむ ず かしい。そのうえ、ライオンを 主人公に したアニメというのは、ごくまれ だっ た。 手塚の「キ 
ンバ•ザ.ホワイト.ライオン」 は、 その 数 少ない 一本だった の だ。 

手塚治虫の名前は、米国人一般には知られていなかったが、アニメ界では事情が異なる。1980年代末期および1990 
年代初期、手塚の短編実験アニメ「おんぼろフイルム」「ジャンビング」の二本は全米各地のアニメーシヨン.フヱステイバル 
で上映されている。手塚は また、 米国のアニメやコミックスの賞をいくつも受賞したことがある。しかも日本でデイズニーアニ 
メ関連の産業が大人気を博しているので(キャラクタ—グッズ、デイズニーランドなど)、デイズニー•カンパニーの関係者は 
ひんぱんに来日しているから、そのときに、手塚治虫の名前やライオンのキャラクタ—を必ずや見聞きしないはずはない。現に 
鉄道を持つ大企業西武は野球チームの経営にも携わっているが(西武ライオンズ)、この球団のシンボルマークは手塚の描いた 
ライオンのキャラクタ— だ。 野球帽そのほか、全国いたるところの宣伝広告に手塚ライオンが使われている。 

手塚は生前、よく米国を訪れている。1980年代の旅行には、私も何回か同行した。フロリダのデイズニー•ワールド、力 

リフオルニア州バーバンクにあるデイズニー•アニメーシヨン-スタジオ、そしてデイズニー •アニメの指導者ウォード.キン 
ボールの家などを訪問した思い出がある。1964年、ニユーヨーク.ワールド•フェアにでかけた手塚は、実際にデイズニー 
本人に会ったこともある。デイズニーは手塚のあこがれの人だった。手塚はその時の思い出を後年も繰り返し語ってくれたもの 
だ。その話によると、デイズニーを見つけるとすぐに、まるでファンがあこがれの大スタ—を見つけたときのように喜び勇んで 
駆けより、自己紹介したという。後年の手塚のセリフによれば r 永遠にあのうれしさは忘れられない」。なぜならデイズニーは 
「手塚治虫の名前とアストロ •ボーイは、よく知っている」と言い、しかも「いずれ、アストロ •ボーイのようなアニメを作っ 
てみたいと思う」との言葉をくれたというの だ。 

いまは亡き ウォルト. デイズニーが もし 生きていたら、1994年の「シンパ対キンバ騷動」に対してどんなふうに対処した 
だろう、とは、 だれしも考えること だ。 デイズニー 本人なら、 人間の感情の絡むこうした微妙な問題に対しては、デイズニ ー. 
カンパニーよりはるかに敏感だった だろう。 この問題がもちあがったとき、米国のファンの意見は真っ二つに分かれた。かたや 
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「ジャングル大帝 I より。空の雲にライオンの姿がうかびあがるシーン。 ©手塚プロ 
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デイズニー•カンパニーの肩をもち、両者にはなんら類似点はないとする者。かたや日本アニメの大ファンで、「酷似しすぎて 
いる」と強調し、手塚プロがデイズニー.カンパニーを告訴するべきだ、とする者。反駁につぐ反駁の応酬で論争が燃えさかる 
中、みんながとんと忘れていたこと、それは、「アニメ作家たちが自作の中で、敬愛する他の作家の作品を参考にしたりわざと 
似かよった箇所をつくったりなどして、尊敬の意をあらわすということが、アニメ業界では、ごく普通におこなわれている」と 
いう事実だった。かりに、「ライオン•キング」製作に携わったデイズニー •カンパニーのアニメータ1たちが何から何まで手 
塚の「キンバ.ザ•ホワイト.ライオン」を参考に し、 その結果、コンセプト、キャラクタ—デザイン、一部のシーンまで、偶 
然の一致とは思えないほどよく似てしまった、としよう。それでもなお、手塚作品とデイズニー作品のあいだには、根本的な相 
違点があることを認めないわけにはいかない。ことに スト ー リ ー ラインがそうだ。 

「キンバ.ザ.ホワイト.ライオン」は、196 5年の日本製アニメ「ジャングル大帝」の英語版リメークである。「ジャン 
グル大帝」の原作は530ぺージの同名マンガで、手塚が1950年から1954年にかけて、少年マンガ月刊誌「漫画少年」 
に連載したものだ。「ライオン•キング」には人間がまったく出てこないのに対し、「ジャングル大帝」のストーリ—には人間が 
かかわってくる。動物の王国を人間の‘ II 手から守るために戦うライオンー族三世代の物語だからだ。主人公レオ(「キンバ. 
ザ•ホワイト•ライオン」では、キンバという名前に変えられた)は人間の手で育てられ、そのためズボンをはいている。人間 
の言葉を理解することもできるし、成長してからは人間と戦うために、動物の王国を組織化し、文明化しようと努力する。感動 
的なラストシーンでは、レオは親しい人間を救うために、みずから生命を捨てるのだ。手塚が1977年出版の「ジャングル大 
帝」単行本の後書きにも書いているよう に、 この作品の版は全部で8つあり、それぞれかなり相違点がある。ちがいが出てきた 
理由は、夕—ゲットとする読者の年齢層が異なるためと、時代のちがいのためだ。時代が異なれば、読者が求める要素も異なる 
ので、作品の改変も行われる。さらにアニメ化される段階で変わり、英語版ではまた改変が加えられた。 

「ジャングル大帝」 は、 マンガも アニメ も、日本で最も ヒットした 作品の一つ だ。 だが両方と も、 手塚作品のもつ弱点を露呈 
している。ファンにサー ビスし、 しかも作者自身の知的探求心をも満たそうと欲張る あまりに 時折、何もかもごちやまぜといっ 
た 印象の作品になってしまうすれすれのところをいっている。マンガ版を読む と、 ギャグ あり、コメ デイ的要素 あり、 悲劇的要 
素 あり、 古代の地質学上のプレートに関する話 あり、 「超大陸」の話 あり、 エキゾテイ ックな 医学の話 あり、 とそれこそ何でも 
ありだ。 他の弱点としては、若き日の手塚が米国 アニメ 映画の大ファンだっ たため、 動物 キャラクター がデイ ズニー.アニメの 
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キヤラクタ—に似てしまっている、という点 だ。 さらにもう一つの弱点として、「ジヤングル大帝」に出てくるアフリカ原住民 
の描かれ方は、どう見ても夕—ザン映画に出てくる原住民 や、 戦前のアメ .コ ミに出てくる黒人像にあまりにも似かよっている、 
という点があげられる。現代米国コミック界で は、 たちまち差別的表現という洛印を押される可能性のあるものだ。「キンバ. 
ザ.ホワイト.ライオン」はきわめて魅力的なアニメではあるが、なんといっても 1960 年代当時のテクノロジーで長く放映 
された作品であり、古さは否めない。デイズニーの「ライオン.キング」のほうが、テクノロジーの点でははるかに優っている 
し、 ストーリーラインの洗練度も高い。 

い.ずれにせよ、「シンバ対キンバ論争」は、論争の決着に関する文化の違いを浮き彫りにした事件だった。日本では、法律に 
訴える解決法は好まれず、あくまでも最後の手段としてしか使われない。現在なお手塚プロダクションの中心である手塚治虫 
の遺族は、デイズニ—を相手取って訴えたり、対決したゎという方法を好まなかった。なんといっても、手塚自身が大のデイズ 
ニー•フアンだった、という事情がある。しかも、手塚側には、ちようどタイミングの悪い内情があったことも関係したかもし 
れない。というのはたまたまこの頃、日本国内で「ジャングル大帝」の海外版所有権を巡って法廷で裁判が起こっている真っ最 
中だったのだ(これはアニメの所有権のみに関する紛争であり、原作マンガの権利は関係ない)。それに手塚プロは、マンガの 
「ジャングル大帝」にアフリカ原住民が人種差別的な描写をされている、という批判をすでに受けている。遗族側には、それに 
対する配慮もあった。 

一方 デイズニー.カンパ ニー 側の回答は、まさしく 現代 米国の 一 H 一大産業の反応としては典型的なものだと言えよう。自分に都 
合の悪い ことはすべて否定し、 相手方が訴訟を 起こすのをなんとしてもくい 止める のだ。 皮肉な ことだが、このような論争は、 
デイズ ニー 側が ちよっとした配慮を すれば 避けられたはずだった。たとえば、映画のクレジットや記者会見などで、「手塚 作品 
を参考にした」とでも一言述べておけばよかったのだ。 一年 後、米国のコミックスのコンベンション会場で、この論争に関する 
グッズがいまだに販売されていた。それは T シャツで、胸のところに、手塚のキンバが鏡を見ている絵が描いていある。鏡に映 
っている姿は、デイズニーのシンバだ。そして 絵の下の キャプションにいわく 、 「The Lyin ' King : 鏡よ鏡、いったいどっちがぼ 
くの本当の生みの親なの？ I 。 
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第六章マンガを超えて 

-他 メ 〖丁 イア へと1ムカるマンカ 


マンガは いまや 大衆のための表現手段 だ。 ほかの メディア、いや それどころか文化全般に、 ますます 大きな影響を与えるよぅ 
になっ ている。 また逆にほかの メディア もマンガに影響をおよぼし、マンガ家およびその作品が変わりつつ ある。メディアとし 
てのマンガは21世紀にむけて成熟の道をたどっ ている。 才能あるマンガ家 も、 どんどん21世紀め ざして 作品世界を 開拓し、 マン 
ガの限界と いわれる ものを突き破ろ ぅとして努力している。 

L マンガとアニメ (「風の谷のナウシカ」および、マンガとアニメのリンク) 

宮崎駿 

かつて黄金時代を誇った日本映画界は、ここ数十 年、 商業的にも芸術的にも沈潜状態にある。その中でアニメのみは、 マン ガ 
ブームの背景をなして繁栄して いる。 日本のアニメ産業に比べれば欧米のアニメの規模ははるかに小さいた め、 海外においても 
日本のアニメはますます高い評価を受けつつある。戦後まもなくの海外映画界で、批評家や ファンの 敬愛の的だったのは日本人 
映画監督の黒沢明 だが、現在、 アニメ界でそれと同等の地位にいるの が、 アニメ監督の宮崎駿 だ。 宮崎を一躍有名にし、日本の 
良質アニメの手本となった のが、 名作「風の谷のナウシカ」である。宮崎自身が描いた マン ガを基にして作られた作品 だ。 
宮畸は1963 年、 学習院大学政治経済学部を卒業した。大学では児童文学研究会に長く所属していた。就職先は、日本のア 
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「ビズ•セレクト•コミックス」の宮崎駿「風の谷のナウシカ」英訳版より。 

「風の谷のナウシカ」@二馬力 徳馬書店刊/英語版 ： VIZ COMICS 


ニメスタジオの草分け、「東映動 
画」。ここで長年仕事をし、有名 
なテレビアニメ数本の制作に携わ 

った。 1979 年、 初めて監督し 

た 劇場 アニメ 作品が、「ルパン三 
世： ヵリオストロの 城」。 原作は、 
おふざけ気味のペンネ ームをもつ 
マンガ 家、 モン キー •パンチのマ 
ンガ だ。このアニメは、いまだに 
その後の日本 アニメのお 手本的地 
位に ある。 

「ルパン三世」制作 後、 宮 崎は、 
人気アニメ月刊誌「アニメージユ」 
の編集長と知り合いに なり、 同誌 
にマンガを描いてくれないかと誘 
われた。こぅして 1982年に連 
載開始され、1994年12月号ま 
で同誌に載った のが、 「風の谷の 
ナウ シヵ」。美しく、 神秘的で、 
複雑な要素のあるマンガだ。普通 
のパタ丨ン だと、 マンガ家が描い 
た作品をアニメ会社がアニメ化す 
るのだが、この作品の場合、アニ 
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メータ—がマンガを 描き、 それがアニメ化されたわけだ。 

原作版「風の谷のナウシカ」の時代設定は、核戦争にょって世界が破壊された後の、はるかな 未来。 いみ じく も英語版の表紙 
の謳い文句にいわく、「かつて繁栄をほこった工業文明は、 とうに、 漠々たる時の流れのかなたに消え去っ た。 地球は いまや、 
『腐海』と称される毒気を放つ巨大な菌類の森におおわれている」。この巨大な菌類の森(菌類だけでは なく、 昆虫に似た恐ろし 
い I 王蟲」のすみかでもある)のなかで、中世の小国家を思わせる国々が林立し、互いに戦争をしあっている。滅び去った過去 
の巨大文明のなごりといっては、大きな飛行艇(古代的なデザインだ)がある程度 だ。 

「風の谷」と呼ばれる閉ざされた谷には、五百人程度の人口をもつささやかな王国がある。国民はみな、風力を駆使し、畑を 
耕して暮らしている。だがある日、この平和な王国を西方の国が襲ってきた。しかも巨大な菌類が爆発的に繁殖し、王蟲の暴走 
にも脅かされている。物語の主人公である王女ナウシカは、「メーヴエ」という名のグライダーに乗って空を飛ぶ。ナウシカに 
は、すべての生き物と意思を通じ合わせることのできる能力がある。王蟲と意思を通じ合わせることもできる。ナウシカは、王 
国、ひいては全地球を救おうと苦闘する。その戦いの中で、ナウシカが昔から予言されていた「メシア(救世主ごで あり、 
人々を「清浄の地」へと導く存在であることが明らかになる。 

きわめて個性的なマンガ 

そもそも「風の谷のナウシカ(以下「ナウシカ」と略)」はきわめて個性的なマンガだ。まず第一、形式からして常道をはず 
れている。「アニメージユ」誌に連載されたときの大きさは A 4 サイズで、普通のマンガょり大きい。第二に、宮崎駿はすぐれ 
たマンガ家ではあるが、もともとアニメ作家なので、描き方が普通のマンガ家とは異なる。「ナウシカ」は5巻までは鉛筆描き 
である。背景、キャラクタ—のコスチユーム、小道具などは念入りに描かれている。また、アシスタントをほとんど使つていな 
いこともわかる。というのは、キャラクタ—も背景も絵柄が統一されているからだ。こんな例は日本のマンガ界ではめったにな 
い。また、現在のマンガでは、コマ割りをきっちりとやらないのが普通だが、宮崎は逆に、伝統的なコマ割りを固守している。 
セリフとストーリーテリングを重視するためだ。その結果できあがったものは、日本のマンガとは思えない、むしろフランスの 
コミックスを思わせる(ただしカラーはついていない)作品だつ た。 感性において、フランスの大マンガ 家、 ジャン•メピウ 
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ス .ジロ ーに 似たものが ある。 日本の読者から みると、 「ナウシカ」は視覚的に も、 物語の進行 も、 非常にゆっくりで、時間を 
かけなくては読めないような印象を受ける。中身の濃い情報がぎっしりつまっているためだ。雑誌「コミック•ボックス」誌の 
1995年1月 号に、 宮崎駿の長いインタビュ ー 記事が掲載されたが、その中で宮崎は舌鋒銳く、自作の中身の濃さを弁護し、 
返す 刀で、 現在のマンガ界にはびこっている軽薄短小の風潮を批判している。「ソバを食べながら読めるマンガにしない、なん 
て決めていた」 

「ナウシカ」がほかのマンガと異なる点はまだある。ストーリーに「日本的なもの」がほとんどなく、日本人キヤラクターも 
一人も出てこず、日本的な舞台装置もまったくないという点だ。宮崎自身がョーロッバ志向なので、キャラクター、小道具、コ 
スチューム、場所、すべて中世ョーロッバを思わせるものとなっている。アジアのステップ地帯に似た箇所もある。宮崎は神話 
学、世界の児童文学、 SF など広範囲の読書家なので、たとえば主人公の名前「ナウシカ」は、ホメロスの「オデュッセイア」 
に登場する王女(船が難破して遭難したォデュッセウスを救い、父王の館へ連れていく)の名前をそっくりそのまま借りてきた 
ものだ。そのほか、旧約聖書、新約聖書、古代ギリシア、北欧神話などから影響を受けた要素が随所にみられる。テーマがエコ 
ロジ—と関係あることや、巨大な昆虫型の怪物などは、フランク.ハーバート作の著名な SF 「デューン.砂の惑星」を連想さ 
せる。 

「ナウシカ」のなかにわずかながらみられる日本的な要素は、たとえば古代日本の神話や、仏教(顕教、密教を含む)のかす 
かな残響といったものだ。それに現代日本の問題点も暗示されている。巨大な昆虫が活躍する点は、日本の男性の多くがそうで 
あるように(手塚治虫もそうだったが)、宮崎自身も少年時代、虫に関心があったというということだろう。またナウシカは古 
代ギリシアのお姫様の名前を借りた主人公ではあるが、実際には平安時代の有名な物語に出てくる「虫めずる姫君」に影響され 
てできあがったキャラク タ— だという。核兵器による大量 死、 代替エネルギ ー と風を利用した 動力、 進んだ製陶業などが出てく 
る点は、現代日本そのままだ。日本では、広島、長崎の原爆の記憶がいまだに生々しく生きている。代替エネルギーに関しても 
論議がなされている。進んだセラミックエ業によって生産されるハイテク技術製品は、日本の誇りでもある。また、エコロジー 
的なテーマが強調されている占 r そして中世的な村がロマン テイ ックに美化されている点は、あきらかに現代日本および過剰な 
工業化社会への反発 だ。 ここ数年、宮崎がどのインタビューにおいても必ず語るのは、現代社会や欧米的な個人主義への疑問で 
ある。 
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要するに宮崎駿は、 さまざまな 要素を混ぜて、 I ナウシカ」という豊かなタペスト リー を織り上げたのだ。はるかな未来を舞 
台にしつつ、中世に対する憧憬を感じさせると 同時に、 われわれが生きる現代社会とも強いかかわりを持つ作品がこうしてでき 
あがった。叙事詩的な壮大なスヶールと複雑さを持つという点では、日本マンガの名作と共通点があり、手塚治虫の「火の 鳥」、 
白土三平のマルキシズム的な、日本中世を舞台にした叙事詩的作品群とも相通じる。ある意味では「ナウシカ」は自己完結した 
作品世界であり、ユニークでありながら普遍性をもつという点で、 J.R.R •トールキンの「指輪物語」、あるいは映画の 
「スタ ー •ウォ ー ズ」、「未来世紀プラジ ル」、 「プレ ー ドランナ I 」などに似ている。 

マンガからアニメ、アニメからマンガ 

1984 年、 「ナウシカ」の第 16 話を「アニメージユ」に描き終えた宮崎駿はちよっと連載を休止し、本来の仕事であるアニ 
メにふたたび取り組みだした。そして、「トップ.クラフト•スタジオ」のスタッフと共同作業で、「ナウシカ」の 116 分劇場 
アニメ版を創り上げたの だ。 事実上、「ナウシカ」が大評判となったのは、このアニメのおかげだといえる。きわめて大勢の観 
客を動員したのも当然といえる優れたアニメ だ。 キャラクターの動きなどには、デイズーーー.アニメの名作が持つあの流麗さが 
欠けていた(デイズニー•アニメははるかに高予算でつくられているから当然だが)ものの、他方、原作版「ナウシカ」で宮崎 
が意図した物語性やユニークな視点はそっくりそのままアニメ版に移植され、未来でありながら懐古的な時代設定、工業化社会 
に反発するエコロジカルなテーマも、すべて原作版と同じだった。主人公ナウシカもほぼマンガ通りだが、ただしアニメの方が 
かわいい感じで、より女の子っぽい印象のキャラクタ丨になっている。いったいに日本の商業アニメは、「思春期に達していな 
い女の子のかわいらしさ」を強調する傾向があるため、原作版でもそうだったが、アニメ版のナウシカもかわいいリスのような 
ペットを連れ歩いて、いかにも思春期前の女の子らしい。しゃべる声も甲高くて女の子っぽい。だが物語が進むにつれ て、 たと 
えばグライダーに乗って離陸する時に、短いスカートが思わせぶりに風にはためく、といったやや「あぶない」シーンが増えて 
くる(ナウシカがはたしてパンテイーをつけているか否か、といった論争がインタ—ネットを賑わせた〇だがそれでも、内容 
的には依然として高度な知的要素が多いことはたしか だ。 日本のインテリ、たとえば歴史作家司馬遼太郎、映画監督黒沢明など 

がこのアニメの熱いフアンであることからも、それはわかる。 
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アニメ版「ナウシカ」を^^成させることなら、宮崎駿にとってお^6の子さいさいの灶事であったかもしれない。だが原作版の 
方はそうたやすくはいかなかった。「名作」をつくろうとあまりにも意気込みすぎたせいか(アニメが大評判になったのだから 
当然だが)、あるいはマンガなら、映画のようなやたらきつい制限もないせいか(映画製作には、資金、時間の両面できびしい 
制限が課せられる)、原作版「ナウシカ」は非常に込み人ったものになっていった。登場する王国、住民や聖職者の集団、など 
の数はますます増える一方で、それらがみな奇妙な名前を もち、 たがいに抗争を繰り返す。原作版「ナウシカ」を読み通そうと 
思えば、難語集とガィドブックを手元において読まなくてはならないだろうと思えるほどだ。作者の宮崎自身、あまりにも複雑 
化したこの作品に悪戦苦闘し、ほとんどどうしたらいいのかわからないくらいになったのだろう。というの も、 この作品は何年 
にもわたって、ふいに出版されたかと思うと、次の巻がいつまでたっても出ない、ということを繰り返したからだ。そのため、 
もう未完のまま終わるのではないかとさえ言われていた。ようやく1994 年、 原作版「ナウシカ」終了にこぎつけたあと、 
宮崎は「コミック.ボックス」誌のィンタビュー で、 非常に疲れる仕事だったと述べ、次のような意味のことを語っている。 
「『ナウシカ』を一年も描きつづけるのさえ、大仕事だったね。なぜかと問われても、自分でもはっきりとはわからない。ただ、 
自分でもよくわからない世界を描き出すのが非常に疲れる仕事だということだけは言える」 

アニメ版「ナウシカ」はハッピーエンドで終わる。このアニメを愛し、原作版「ナウシカ」を 13 年間の連載中ずっと 読み続 
けてきた熱心な ファンに とって は、 原作版「ナウシカ」の結末はショッキングだ。地球上の「人類」で生き残った者はすべて、 
事実上、核兵器による 大量 死の前の工業文明によって作り出されたもの だ。 原作版ナウシカも、アニメ版ナウシカと同じように、 
王国の民のために地球を救う。だが原作版ナウシカがアニメ版と異なる点は、人間をつくりだす元の「遺伝子」をも破壊してし 
まう という点 だ。 この意味で原作版ナウシカは、アニメのように' 人類を救うキリスト的存在だとはいえない。 むしろ、 ヒンド 
ゥ教の破壊の神シヴァに近い。 

世界に進出したナウシカ 

いくつかの問題点をはらんではいるものの、宮崎駿の「風の谷のナウシカ」は、日本はおろか世界中で名作との定評を得てい 
る。 1988年、サンフランシスコのビズ•コミュニケ—ションズが原作版「ナウシカ」の英訳版を出版しはじめた。宫崎特有 
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の「日本の古語を思わせる難しいセリフ」もじようずに英語に移されて いる。 翻訳者は最初はダナ•ルィスと トー レン. スミス、 
ついで マット. ソーン だ。 たぶんこの作品があまり日本的な雰囲気をもっていないせいで、米国のマンガ批評家 (もともと、 外 
国のマンガの英訳版にはあまりいい顔をしない傾向がある)にもほめたたえられた。それにもっとおどろくべき ことは、 日本の 
長編マンガの英訳版が出る 場合、 途中までで終わってしまう場合が多い のに、 この作品にかぎっては最後まで英訳され、しかも 
豪華版が数種類出版されたこと だ。 

一方アニメ版「ナウシカ」が海外に紹介されるまでは、いくつかの紆余曲折があった。1985 年、 米国の会社「ニ ユー .ヮ 
1ルド•ビデオ」によって初めて英語に吹き替えられ、リリースされた。ところがこの会社は外国アニメの紹介にはあまり経験 
がないため、できあがったものは20分近くカットされてしまっていた。日本語のオリジナルは高度な思索的要素を含み、反戦的、 
エコロジー的、精神的なテ—マをもっている。ところが米国版は、タィトルも「風の戦士たち」と変えられ、要するに「人類の 
未来を守って善玉が惡玉と戦う」という、単純なキリスト教的テーマのアクション•ストーリーでしかない。トーレン.スミス 
は、 「コミック.ボックス」誌の「ナウシカ特集号」でこう書いている。「この名作が感受性のかけらもないハリウッドの映画会 
社によつてねじまげられ、駄作に作り変えられてしまつたことを知り、胸がむかついた」。米国に住む「ナウシカ」フアンの多 
くも、思いは同じだつたことだろう。 

だが、これほどひどい英訳版が出ても なお、 オリジナル版 アニメ 「ナウ シカ」 の評判はいっこうに衰えなかった。米国の ア 
ニメ フアンたちは日本語のオリジナル版 アニメを見たり、 英語に翻訳された原作版のあらすじを？^んだ りして、 宮崎駿に心から 
敬服の念をいだいたの だ。 宮崎と「ニ ユー •ヮ ー ルド.ビデオ」との契約が1996年に切れるという噂が流れる と、 海外のフ 
アンたち は、 今度こそノ — カット 完全版を英語訳で出してほしいと望んだものだ。 

「ナウシカ」以降、宮崎はマンガの分野ではほとんど作品を出していない。そのかわり アニメ 映画のほうで名作をぞくぞくと 
生みだしてい る。 たとえば「天空の城ラピユタ」「魔女の宅急便」「となりの トトロ」など。 「となりの トトロ」 は1993 年、 
米国にも 紹介され、 批評家にも好意的に迎えられた。だがフアンにとって は、 かずかずの名作のなかでも、 アニメ版、 原作版の 
「風の谷のナウシカ」 が、 名実ともに宮崎駿の筆頭作品であるという事実は揺るがない。 
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u マンガと実写映画 

石井隆 

1994年暮れ、初めて石井隆に会った場所は、新宿の繁華街の一角、ビルの地下にあるジャズ.パーで、タバコの煙がもう 
もうとたちこめていた。金属製のフレームの眼 鏡、 ひげをそった 顔、 きれいに ヵット された髮、といった風貌の石 井は、 予想し 
ていたよりもはるかに若々しく、快活で健康的な印象の男だった。だが風貌とはうらはらに石井の描くマンガの多くはとても暗 
く、自滅的な男女関係を扱っている。近年の石井が上機嫌だとしても、ゆえないことでは ない。 マンガ家すべてがうらやむよう 
なことを実現したのだから。インテリ層にも熱狂的ファンをもち、時として不当にも「元エロマンガ家」という単純すぎる言葉 
で形容される石 井は、 ついにみずからメガホンをとり、自作マンガを基にした芸術映画を監督したの だ。 

マンガ家はつねに映画の fit 界と密接なつながりをもっている。ほとんど全員が映画好きで、ストーリーを考え動作を描くため 
に、大好きな映画をくりかえし見てヒントを得たりする。日本のマンガはいままで考案されてきた映画のヵメラテクニックをフ 
ルに利用してきた。ワイドアングル、クロ—ズアップ、モンタ—ジユにいたるまでだ。まるで映画監督が映画を撮るような感じ 
で作品を描くマンガ家も多い。キヤラクターを俳優に見立て、シナリオを映像化するように物語を組み立てていくのだ。そうで 
あってみれば、映画監督をやってみたいと願うマンガ家がたくさんいても不思議ではない。だがほとんどのマンガ家の場合、た 
とえ自作のマンガが非常に人気を博したとしても、せいぜいその作品が他人の手でテレビアニメ化されるか、または二流の実写 
映画になったりする程度のことしか望めない。石井隆は語る。「子供の頃、映画が大好きで、映画監督になりたかった。油絵を 
習ったりして絵は得意で、マンガ誌の熱心な読者でもあったけ ど、 マンガ家を夢見たことはなかった」 

大学生となった石井は、日活にアルバイトを見つけた。かっては隆盛を誇った映画会社だった日活 は、 1960年代後半から 
1970年代にかけて、いわゆる「ロマン•ポルノ」で当てていた。だが喘息の持病持ちだった石井は、ある 日、 埃がいっぱい 
の スタジオ セットの中で倒れて しまう。 この ことと、 おりし も 過激に盛り上がっていた学生運動の影響を受けた こと、 それに新 
婚の生活を維持する必要性な ど、 いくつかの理由で、石井は結局、映画産業で名を成そうという夢を捨てざるを得なかった。石 
井は いう。 「学生結婚して生活のためにやったアルバイトが実話雑誌の雑文書きで、その際べ ー ジがあまっているからと8ベー 


246 



第六章マンガを超えて 


ジの劇画の仕事ももらって、それで生まれて初めて描いた拙い劇画が、デビュー作になりました。アルバイトのつもりだったの 
で何個かペンネームを持っていて、たまたま『隆』で描いた劇画に注文が続いて、いつの間にかその名前で定着しました。後に 
「天使のはらわた」で話題になった 時、 当時の仕事がいわゆる『三流エロ雑誌』だったので、『三流エロ出身』、それがいつの間 
にか『三流エロ劇画家』と呼ばれるょうになって...」 

1970年代は「エロ劇画」すなわち、リアルなエロティックマンガの雑誌がブームになった時代だった。 当時、 陰毛や性器 
や セッ クスをはっきりと描くことにはきびしい検閲制度があったた め、 しばらくのあいだ、エロ劇画(三流劇画と呼ばれること 
もあった) は、 カルト的地位を保っていた。エロ劇画雑誌の編集者は、ラディカルな左翼だった過去をもつ者が多いた め、 官憲 
の検閲と追いつ追われつのいたちごっこをやって楽しんだりしていた。それがまた、若いインテリ層を勇気づけもしたのだ。若 
いインテリというのは、概して出版物をロマンティ ックにとらえ、 体制に対する反発の象徴というふうに見なす者が多いからだ。 
こうして、エロ劇画雑誌は、特異な才能をもつカルト的マンガ家を育てる役割を果たしていた。 

石井は大学卒業後まもなく、「死場処」というタイトルのイラスト作品集を発表したことがある。それはやがて石井がめざす 
ことになるエキセントリックな方向性をすでに予見していた。たちまち石井は「エロ劇画作家」というジャンルの制約を越え、 
カルト•ヒーローとなった。特に人気を博したのは、ハードボイルドで非常に映画的なマンガ「天使のはらわた」 だ。 この作品 
は1977 年、 「ヤング.コミック」に連載された。1979年 春、 文学批評の雑誌「別冊新評」は「石井隆の世界」と題する 
特別号を組み、「いま、沈滞した青年劇画状況を揺さぶる超三流エロ誌の熱い突風！」とほめそやしている。1978年、「天使 
のはらわた」は日活でソフトポルノ映画化され、ヒットしたため、日活はこれをシリーズ化した。これが、石井にとっては、念 
願の映画の道への願ってもないチャンスとなった。「天使のはらわた」シリーズの第二作目、「赤い教室」では、石井はみずから 
シナリオを執筆している。そして1988 年、 同シリーズの「赤い眩暈」では、ついに映画監督としてデビユーを果たした。 

石井はマンガを描いて25年近くになる が、 いまだに大商業雑誌には作品が掲載されたことがない。当時彼の作品が、表面上は 
あまりに も刺激的に見えたからかもしれない。石井は主張す る。 「性を鏡にして、女と男の相交じりあえない距離感を描こうと 
しただけなんです が、 それをポルノと レッ テル貼りされ て、 呆然としてしまって。でもどう呼ばれてもいいんです。ぼくの読者 
はそんなことどうでもいいはずですから」皮肉なことに、子供向けマンガ誌にさえオールヌードが出る今どきのご時世、いわゆ 
る正統派「エロマンガ」「ポルノマンガ」雑誌には石井がかつて描いていたものょりはるかに「ポルノ」的なものが目にあまる 
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していたわけでもなく、いつの間にかそうなっていた。絵も女性の表情や動きの微妙な変化にこだわって、横長のコマをえんえ 
ん続けたりとか、コマを割るといつもそうなってしまった」みずから街に出て、街頭風景を写真に撮り、ゼロックスでコピーし 
てマンガに取り入れたりしたものだという。 

石井の監督作品には、この手法が一つの特性となってあらわれている。多くの シーン がまるでセットの ように、 きめ細かく仕 
立てられ ている。 1994年の映画作品「夜がまた来る」の パンフレットには、 撮影担当の笠松則通の次の ような 一文が ある。 
「これまでにやってきた監督は コンテを 描かないぶん現場では何度も ヵメラを PI くんです よね。だけど、 石井さん は全くと いっ 
ていいほど視かない」 

では、マンガ描きと映画製作との、最大の違いはなんだろうか？石井はいう。「記号としての絵ではなく、女の存在そのま 
まを描きたかったので、絵の下手なぼくには、しんどかった」なにぶんアシスタントを使わず、しかもいわゆる「マンガスタィ 
ル」ではなくリアルな写実を身上とする石井だから、ひと月に一本か二本のマンガを描くのがせいいっぱいだ。ましてやこんに 
ちのマンガ産業が要求する大 M 生産など、できるものではない。完璧、王義者なので、描き直しをすることもたびたびある。「主 
人公の名美というキャラクターの 顔が、 ある程度一定に描けるようになるのに7年もかかった。それほど、記号化は避けた」だ 
がマンガに も、 一つだけいいところがあるという c r マンガのなかでは、『女優』を好きに動かすことができるけど、実写では、 
生身の女優さんはなかなかいうことを聞いてくれない(笑)」 

そして 石 井は 語る。 「たしかに収入は劇画の ほうが あつたけ ど、 いま映画で描いて いる 物語すら描かせて もらう チヤンスが与 
えられなかつたわけです から、 海いはありません。 M い間一人で絵を描いていて、よく映画の集団作業になじめた な、 と言われ 
ますが、監督も孤独でハ—ドな作業に変わりはありませんから」 


1995年までに石井隆が完成させた映画作品は全部で 8 本。 低予算の なかで、 平均一年に2本を完成させている勘定 だ。 石 
井の映画は、万人向きとは言えない。マンガ作品同様、一人の女性キャラクタ— (名前は名美)に焦点を合わせ、物語が展開し 
ていく。名美は男たちと宿命的な人間関係に おち、 その結果は自殺、殺人、レィプなどに終わることが多い。中には暴力的表現、 
ねじれたエロティシズ ム、 サドマゾヒズムな どもある。日本中で、ほとんど 唯•絶対の信仰のよぅに「かわいくて」「元気がよ 
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いこと」が尊ばれ、ありとあらゆる表現手段においてこの二つが強調されている昨今、石井作品の暗いペシミズムはひときわ目 
立つ。作品の設定や舞台こそ現代だが、宿命を背負った薄幸のキャラクタ—はある意味で古風な日本人のィメージをほうふつと 
させる。かつてのやくざ映画 や、 お涙ものの悲劇映画を速想させる人間像だ。 

石井の映画作品の 多くは、 とりわけ海外の批評家から注目されている。1993年の「ヌ I ドの夜」 は、 東京のサンダンス映 
画祭でグランプリを受賞した。1992年の「死んでもいい」 は ィタリアの ト リノ映画祭およびギリシアの テッ サロニキ映画祭 
で賞を受けている。皮肉なことだが、映画作品が脚光をあびたために、過去のマンガ作品の ほう も改めて注目され、すでに絶版 
となっていた作品が復刻されたりもしている。1993 年、 「名美 RETURNS 」 と題する作品集がワィズ出版から出た。豪 

華なハードヵバーで、「死んでもいい」のシナリオも人っている。 

J ■マンガと小説 

メディア•フユ—ジョン 

マンガを描くという作業は、 スト ーリ—を書くこと、絵を描くことの両方を含む。マンガ家 がす ばらしい ィラストレ—夕— 
や 美術家に なることもあれば、その逆コースもある。現代の日本社会では、マンガの作り手と書物の書き手とのあいだに クロス 
オーバ ー 現象が ひんぱんに起こるようになり、大きな 影響を 相互に 与えつつ ある。 つまり、 「マンガ」 と、 普通は 「文学」 と考 
えられているものとの敷居が取り払われているということ だ。 

このクロスオ1パ—現象は、いくつかのヵテゴリ ー にはっ きりと 分類で きる。 

1•すでに名を成した作家で、若き日にマンガを描いていた経歴がある者。この場合、マンガ家としては大成しないか、さして 
有名にはならなかつたケースが多いので、マンガ家時代に対しては ユー モアやノスタルジアや誇りをいだいている。ときには困 
或心の思いをもって過去を思い出したりもす る。 
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1950 年代、何百人もの少年たちがマンガ雑誌「漫画少年」に自作マンガを投稿した。マンガブームにのってマンガ家にな 
りたいという望みをいだいてのことだった。その中には後年に写真家、俳優、詩人、脚本作家、グラフイックデザイナー、小説 
家などになった者も多い。著名な SF 作家、小松左京もその一人で、 1973 年、「日本沈没」という大ベストセラーを書いて 
いる。もっと近いところでは作家荒俣宏がいる。日本でも最も多作の作家の一人で、ゆうに loo 册を超えるフイクシヨンやノ 
ンフイクシヨンの執筆者であり、翻訳家でもある。 1994 年の著書「マンガの人生」は、マンガに関する自作エッセイの集大 
成で、かつて荒俣自身が描いたマンガ作品 「 TheDustLady 」 が誇らしげに揷入されている。マンガ好きの縁だろうか、かつて荒 
俣が半年ほど結婚生活を送っていた夫人は、江戸マンガの名手として著名な杉浦□向子だった。 

「純文学」と目される作家の 多くは、 かつて売れないマンガ家だった前歴があることを あまり 表に出したがらない。日本では、 
マンガにはいまだにある種のうしろめたさがあるせいだろう。とくにスノッブ的な文学界のエリートたちはそうだ。その中で一 
例を挙げれば、文学賞受賞作家である山田詠美。 1991 年「トラッシュ」のようなハードボイルドでセックス描写が横溢する 
小説を 書き、 海外では「新しい日本の フイ クシヨン」の担い手と目されている山田は、かつて本名「山田双葉」をペンネームと 
するマンガ家で、ポップな感じの少女マンガを描き、原作者としても仕事をしていた。 1994年、 私はマンガ家時代のことに 
ついて山田にインタビューを申し込んだが、彼女は、「マンガ家時代の思い出はもう語りたくない」というような答え方をして 
きっぱりと断ってきた。 

2 •有名なマンガ家だった が、 もはやマンガを描くことを やめ、 小説を書くことに仕事を移した者。 

このカテゴリーに入る元マンガ家で最も有名な のは、 山上龍彦(マンガ家時代は「山上たつひこ」)だ。 1970 年代、連載 
マンガ「がきデカ」で日本のギャグマンガ界に一大革命をひき起こした著名マンガ家である。「がきデカ」の主人公は、不条理 
きわまりない 「少年警察官」で、ごく普通の家庭の息子なのだが、アナ—キ—な性格のせいで周囲にハチャメチャの大騒ぎをま 
きおこす。しよっちゅう自分の 服を 引きちぎっ ては、小さなチンチンを 露出し、 「死刑！」そのほか無意味なセリフをわめくガ 
キだ。まるで、堅苦しい制服を着た日本 社会に、いきなり 大ハンマーで殴り込みをかけたようなマンガだ 。これ 一作で山上は一 
挙に スタ ー ダムに躍り出、金もたくさん稼いだ。 
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だが1990年頃になって、山上はもうマンガを描くのをやめ、短編や長編の小説を書くことに精力を注ぐようになった。そ 
のうち数編は実際に出版されている。マンガ家山上たつひこの本領だった荒っぽいユーモアのセンス、ばかばかしさのセンスは 
小説においても健在で、ある程度成功を収めた。だが、この転身は、山上龍彦の知名度と経済的実力とを低める結果になったの 
も否めない。当時のマスメディアは、あの著名マンガ家がなぜまた小説家に転身したのか、と、根ほり葉ほり知りたがった(私 
は山上にインタビューする機会をなんとかつかもうとがんばったが、山上はこの件で非常に神経をとがらせていて、インタビュ 
I 申し込みをぴしゃりと断ってきた)。雑誌「アエラ」1993年9月 14 日号のインタビューで、山上は次のように語っている0 
「『がきデヵ』を描いていた頃、絵で表現することに対する情熱が急速に薄れてきた。一時はこまわり君が紙の上で勝手に動き出 
し、、ギャグを生んでくれたのに、絵からそういう創作的な刺激を受けなくなってきた」その結果、山上は絵というものが大嫌い 
になり、ついに文字のみの表現手段に移行したのだ。そのほうがはるかに_凼だと感じられたからだ。 

マンガ家としての山上が、壁にぶちあたった、というだけのことであったのかもしれない。だが、彼はただの金持ちの有名マ 
ンガ家ではなかった。自分に比べて金の稼ぎはよくない小説家たちを、ある種の羨望をこめたまなざしで眺めやる有名マンガ家 
は、山上以外にも少なからずいるだろう。だが多くの有名マンガ家が小説家になろうとしてもできない理由は、一つには、すで 
に逃げようとしても逃げられない車輪にはまりこんでいるせいだ。他の分野の有名人同様、マスメディアの好餌になったりもす 
る(有名人の恋愛事件や離婚は、テレビのトーク番組のテーマや、新聞雑誌の大見出しになる)。それに加えて、マンガを大量 
生産しなくてはならない必要上、マネ—ジャ—やアシスタントを雇い、工場のような流れ作業でマンガを描き、先の先までスヶ 
ジュールがびっしりだ。休暇を取りたいとか、仕事量を少し減らしたいとか思ったとしても、仕事を止めれば、マンガ家自身の 
口が干上がるだけならまだしも、まわりにいる十何人もの人々がたちまち生活に困ってしまう。それを思えば、転身をはかる有 
名マンガ家が少ないわけもわかる。 

3 .マンガを描きつづけながら、小説も書くマンガ家。 

自叙伝的な本や、マンガのハゥッー本を書く有名マンガ家なら、けっこうたくさんいる。だが、本格的な著書や小説本の作 
者としてまじめにとりあげられるマンガ家となると、ぐっと数は減る。たとえば内田春菊。普通の有名マンガ家同様、軽い エッ 
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セイやコラムを書いていたが、 1993 年、半自叙伝的な本格的小説の処女作、刺激的タイトルの「ファザーファッカ—」を出 
版した。少女時代、養父に性的暴行を受けたという実体験を元にした作品だ。これは名誉ある直木賞候補作となった。その後も 
内田はフイクシヨン や、 半フィクシヨン的な小説を書いており、 1995 年の「キオミ」もそのひとつだ。ジョン.ヴアチヨは 
「アサヒ.イヴニング.ニューズ」の自筆記事のなかで、海外で「日本文学だ」と思われているものの貧しさについて論じ、次 
のように記している。「かりに「キオミ」が外国で翻訳出版されれば、吉本ばななや村上春樹などの小説の生半可ぶりがわかる 
だろう」。皮肉にも 1994 年、内田は 「 BUNKAMURA ドゥ•マゴ.文学賞」を受賞した。皮肉だというのは、受賞作が 
小説では なく、 マンガだったこと だ。 その作品は、自身の出産をテーマにした「わたしたちは繁殖している」である。 

4 •小説家あるいは ノン フイ クション.ライタ 丨 で、 マンガ界 でも 活躍している 者。 

マンガがストーリーおよび会話に大きく依存している関係上、かつて作家志望者の多くは、心ならずもマンガの脚本作家すな 
わち原作者に「成り下がる」場合もあった。だがいまや、マンガの原作者という仕事には、そんなうしろめたさはほとんどなく 
なっている。たとえば小池一夫(マンガ業界人養成学校の経営者でもある)のように、自分のスト—リー作成能力に自信がもて 
ないマンガ家とコンビを組み、共同製作で仕事を請け負い、なまじっかの小説家などよりもずっと金を稼いでいる原作者もいる。 
マンガ原作者が本業でない作家の場合は、自分の趣味とか、あるいは金を稼ぐためとか、あるいはその両方のために、原作の仕 
事をひきうける。たとえば関川夏央。受賞経験もある、フィクション、ノンフィクション両方の著名作家だが、 1986 年、マ 
ンガ家谷ロジローと一緒に、「海景酒店」というマンガを生み出している (199 1 年、ビズ•コミュニケーションズから英訳 
出版された。英訳版タイトルは「ホテル•ハーバービュー」)。その後も数本の人気マンガの原作を書いている。他の例では、た 
とえば猪瀬直樹。多作の有名なノンフィクション•ライターで、おもに歴史方面の著作が多い。その猪瀬が 1990 年代半ば、 
大人気サラリーマンマンガ「課長島耕作」のマンガ家弘兼憲史と組んで、マスメディア界を扱ったマンガを世に出した。タイト 
ルは「ラストニュース」。中年男性層をおもな読者とする隔週刊誌「ビッグコミックオリジナル」に連載された。マンガの原作 
者となったことは、猪瀬の名を低めるどころ か、 ある意味では、マンガ読者層にも名前を広めるという成果を収めたといえるだ 
ろう。なぜなら、マンガ読者のほうが、猪瀬本来の著書の読者より、はるかに数が多いのはまちがいないからだ。 
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「海景酒店」英訳版より0映画的なシーン。 

⑥1990関川夏央、谷ロジロー /双葉社刊 
英語版：⑥1990 VIZ COMMUNICATIONS JAPAN , INC . 


5 •意識的にせよ無意識的にせよ、マンガと張り合っている小説家。 

小説家がマンガに賛嘆するという現象は、きのうきようにはじまったことではない。1970 年、 自己愛的なサムライ美学に 
のっとってハラキリ自殺を遂げた作家三島由紀夫は、ほとんどマンガ界とはかかわりを持たなかった が、 個人的にはマンガの大 
ファンだった。死をとげる少し 前、 日本の「破壊的な」劇画を擁護するエッセイを書き、自分自身、平田弘史その他の「破壊的 
な」魅力のあるマンガ家たちの大ファンであると書いている(平田弘史というのは、暴力的で超リアリズム的なサムライマンガ 
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を描くマンガ家だ)。だが、三島の小説が平田その他のマンガの影響を受けているかといえば、まずそれはありえないだろう。 

三島より若い世代の小説家となると、マンガの影響がはつきりしてくる。子供時代からマンガを見て育ち、マンガのストー 
リー展開や構成に直接影響を受けた作家が多い。特に女性作家の場合がそうだ。1970年代の少女マンガ、女性マンガは人間 
心理や人間関係に対する洞察や詩的な観察に満ち、文学的な境地に達している。1988年、デビユー作「キッチン」がヒット 
した吉本ばななも、もろにマンガの影響を受けた作家のひとりだ。「キッチン」は 映画化 もされたし、英訳 版 も米国でよく売れ 
た。その吉本が、文芸雑誌「海燕」1993年7月号(「マンガは文学だ」と題する特集を組んでいる)で俎上にのり、「少女マ 
ンガの世界を、悪く言えば純文学に『焼き直した J だけの作家、良く言えば発展させた作家」だとして、ほめられたりけなされ 
たりしている。実際吉本が、少女マンガ家大島弓子の影響を強く受けているとは、よく言われることだ。かと思えば雑誌 「VI 
EWS 」 1994年7月号では、精神科医でマンガファンでもある香山リカがこう書いている。「(吉本が)登場した時に、『大 
島弓子を真似ただけ』というような批評をする人たちがいました。もちろん、けなすつもりで使つた表現なのでしようが、大島 
弓子のマンガに匹敵する小説なんてない、と思つていた私としては、それはすごい賞賛の言葉にみえたものでした」 

純文学ではなく、若者向けの広範囲な読者層を夕—ゲットにした作品を書く小説家の場合は、小説とマンガとの接点を求め 
て作品を掘り下げていく場合が多い。たとえば、「小説すばる新人赏」受賞者、草薙渉。1992年の「ひるがえる一旗」は、 
若いマンガ的才能を使つてこの点を追求した作品だ。日本の現代小説の常道通り、この小説も軽くて読みやすく、まるでマンガ 
のようにすらすら読める。带の謳い文句は、「青春の夢と恋と冒険と笑いが渦巻く、絵にもかけないス—パー面白小説」。小説の 
あとがきで作者の草薙は、自分がマンガの大フアンでいつも読んでいると述べ、こう書く。「僕の書く小説を、僕が漫画を楽し 
むように楽しんで読んで貰えたら、素敵だとおもう」 


マンガと小説が互いに近づき、一点に収束しつつある現象は、マンガ家と小説家とのあいだの壁が取り払われている、といぅ 
だけにとどまらない。産業どぅしも接近しつつあるのだ。米国では、コミックス本の出版社と書籍の出版社は互いに全く別であ 
り、流通システムも読者層も会社の姿勢も、すべてが異なる。ところが日本では、両者が才1バーラップしつつある。なにぶん 
マンガは儲かるので、文学書の出版社もこんにちではマンガ雑誌やマンガ単行本をどんどん出す。昔は文字だけだった雑誌も、 
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いまではどんどんマンガを載せ、売り 
上げをふやそうと画策している。書籍 
出版社にはとうにわかっていることだ 
が、若い読者向けには、マンガ本を連 
想させるような造りの本がよく売れる 
のだ。 

昔なら文字だけだったはずの若者 

向け小説に も、 いまやマンガスタイル 
のイラストが載っている。そのうえ、 
出版社は賢く も、 ヵバーをマンガスタ 
イルのイラストにすると売れ行きがぐ 
んと仲びるということを発見した。書 
つ ;95 店に足を運んでみるとよくわかるが、 
r '>© 若い女性向けロマンス小説のぺーパー 

バックと、同じく若い女性向けマンガ 

の単行本とは、一見してほとんど区別がつかない。ヵバーが共に、人気マンガ家あるいはアニメ作家のイラストになっているか 
らだ。また出版社側は、より年長の読者層にどんどんマンガを読ませようとして、逆にマンガを、年長の読者向けの小型べ I パ 
—バック小説本(「文庫本」と称する)の形に仕立て、一流イラストレータ1に表紙を描かせるという逆の戦略も使っている。 
こうすれば、おとなの読者でも、電車のなかでひとの目を気にせずに、堂々とマンガが読めるからだ。この手で手塚治虫の「ブ 
ラック.ジャック」を出版し、成功を収めたのが秋田書店で、そうとわかるとほとんどすべての出版社が、この「大人にマンガ 
を読ませる方法」にわっと飛びついた。1995年度の出版科学研究所の発表によれば、流通経路で「書籍(マンガではなく)」 
として扱われているこの種のマンガ的書籍の割合は、前年度に比べ、54.9パーセントにもはねあがったが、そのほとんどが、 
この「文庫本型マンガ本」の成功によるものだという。1995年だけで、全部で105の出版社が、2076タイトルのマン 
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ガ本を「書籍」と銘打って発売した。 そのうち 947種は「文庫本型マンガ本」だっ た。 「マンガ単行本」として売られた もの、 
「書籍」として売られた もの、 両者あわせて総売上数は5千700万部にのぼるが、なおまだまだ伸びる余地があるのは もちろ 
んだ。マンガ本は流通経路では「雑誌」とされている場合が多い が、 この手の「雑誌」の1995年度総売上部数は、4億 8 千 
6 0 0万部だった。 

さて最後に、日本で小説があたかもマンガのように読まれている理由と して、 最も大きなものをあげよう。それは、最近のエ 
ンタ丨 テイン メント 小説のかなり多くがマンガのノ ベ ライゼ ーシ ョンだという事実 だ。 何年か 前、 マンガを小説化すると非常に 
よく売れるという ことを 出版社は知った。その理由は単純で、要するに絵より文字を読む方が好きな読者がけっこういるからだ 
(なぜそうなのかは不明だが)。この流れが「小説本」だけではなく「小説雑誌」にまで及んだ。日本最大のマンガ出版社である 
集英社が、「ジャンプ • J •ブックス」と銘打った一連のシリーズを出したの だ。 謳い文句は「新しいエンタ—テインメント. 

スーパー.ビジュアル.ノベルズ」 。この シリーズの小説の 多くは、 同社で出して いるヒット 作マンガのノベライゼーション だ。 
1991 年、 さらに同社は年二回刊で総べージ数400ぺージの雑誌、「ジャンプ.ノベル」を発刊した。同社の大人気マンガ 
雑誌、「週刊少年ジャンプ」を真似た造本で、マンガのノベライゼーシ ヨンか、 またはマンガスタイルで描かれた小説を載せて 
いる。 マンガ家が描いたイラストもぎつ しりで、 「ジャンプ - J . ブツクス」や集英社のマンガ雑誌の広告なども入つ ている。 

「情報マンガ 


文字をマンガにする！ 

東京の新橋に、「トレンド•プロ」といぅ小企業がある。ここの社長、岡崎充の名刺の裏には、会社の業務内容をずばり言い 
表す標語が印刷してある。大きな文字のその標語とは、「私たちは文章を漫画に変換します」。その後に続けていわく、「マニュ 
アル、会社案内、社内報、販促ッー ル、 企画書、社史あるいは自分史、なんでもまんがに出来ます」。 

岡崎は長身で若々しく、愛想がょい。かつてヤマハ•モーターズの営業部の社員だった 頃、 日本中の才1 ト バィの販売店向け 
にマニュアルを作成するといぅ仕事をやつたことがあり、ふと思いついて、「紙芝居ースタィルのマニュアルを作つてみたのだ 
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という。マンガスタイルのイラストのパネルを何枚もつ くつて、 ナレーションを入れるの だ。 このマニュアルをプレゼンテーシ 
ョンしたところ大受けしたので、「教育や情報の手段として、マンガが非常に効果的だ」ということがわかったのだとい う。 ふ 
だんならプレゼンテーションの間中居眠りをしている管理職までが、目を輝かせて見入つていた。このと き、 岡崎の「マンガ. 
パヮー」が始動したのだ。 

1988年、岡崎はヤマハを退社し、「トレンド•プロ」を興して、ビジネス用マンガの仕事に着手した。この分野はほとん 
ど未開拓だったので、日本中のマスメディアの注目を浴びた。1995年には、企画スタッフおょび制作スタッフを務める正社 
員が8名、仕事を委嘱するマンガ家、イラストレータ—、それに脚本が特に必要な場合に備えてのシナリオライターなどが、あ 
わせて総勢 loo 名という規模に成長した。多くの人材をかかえているので、「トレンド•プロ」はクライアントの注文に応じ 
て、どんなスタイルのマンガでも作成することができる。企業出版物の場合は日本のマンガスタイルを用い、物語性があっては 
っきりしたキヤラクタ—がいるものが多い。マンガ家のなかには有名作家もいるが、どちらかといえば知名度はそんなに高くな 
いかわり、腕は確かで、人気マンガ家の絵に近いスタイルで描くこともできるほどの熟練マンガ家ばかりだという。 

岡崎いわく、「最初のヒットは、1990年3月23日の朝日新聞に載ったマンガ形式の『情報 j 記事でしたね」。その記事の 
タイトルは「1990年のビジネス•トレンダー」。架空のジョイント•ベンチヤー企業につとめるサラリーマンを主人公にし 
たマンガで、物語の進行にともない、1990年代の企業環境のトレンドと予測されるものがイラストで紹介されていく (たと 
えば、コンピュータ化や、女性の社会進出など)。夕—ゲットとする読者層が実際にこの種の記事を読んでくれる割合は、全読 
者数に対し、普通はたったの2パーセントほどにすぎない。ところがこの記事の場合、朝日新聞の調査にょれば、なんと38パー 
セントにのぼったという。しかもそのうち60パーセントが、最後までしっかり読んでくれたのだ。読者の年齢層は30代から60代 
であり(断じて10代や20代ではない)、この年齢層に、「ビジネスマンガ」がアピールしそうだ、ということになる。 

現在、「トレンド.プロ」は朝日新聞の記事の仕事を定期的におこなっているほか、じつにさまざまな仕事をマンガで請け負 
っている◦岡崎い わく、 1995年までに200社のクライアントの仕事を受け、500以上の企画を出した。その中には 、： D 

本のトップ企業も数多く含まれている。中でも最も多いのは、マンガスタイルのセールス•マニュアルだが、そのほかにもコン 
ピュータ•マニュアル、政府の白書などがある。ゼネラル石油の注文で、「潤滑油のマニュアル」というのをつくったこともあ 
るという。美容形成外科病院から、「男性向け外科手術のマニュアルを」ということで、パイプヵット、それに日本の若者の間 
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トレンド.プロ 削作作品より。4人の学生が100万円のつまったかばんを偶然み 
つける シーン。 この作品のテーマは「お金の貯めかた」。 
f If You Have ¥ 1 ,000,000 J という英語のタイトル付き。 

「IF YOU HAVE ¥1， 000,000—100万円あったら、どうする？ 一 」 
©1993貯蓄広報中央委員会 
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で流行しつつある「包茎手術」などのすべてを描いたパンフレットをつくったことも あった。いまは、 政府から委嘱された仕事 
を年に二回は請け負っている といぅ。 1994年には、環境白書のマンガ版 50 ぺージ を、 6月5日の「環境の日」にあわせて出 
したほか、 やはり 政府委嘱の仕事と して、 「住宅の買いかた」を解説するマンガ版ブックレットを 作った。 そのほか、1980 
年代のバブル経済の反動で、安易なクレジットにょる個人破産が増えていることへの警告と して、 若者向けの「お金の貯めかた」 
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を描く ストーリ— 仕立てのマンガも 出した。 1996年には文部省と 共同で、 日本の高等教育の改革を テー マと する、 マンガキ 
ャラクタ—出演の CD-ROM を作り上げる予定だとい う。 (編集部注：現在はすでに完成している) 

岡崎社長の固い信念は、「マンガを基本とする情報は効果的だ」というもの だ。 そして、「マンガによる情報がますます求めら 
れるようになっている」ということに関して、次のように力のこもった論旨を展開す る。 「いまは世界中をたくさんの情報がと 
びかう時代です。だが文字の情報の場合、暇がなければとても全部を読みこなせるものではない。新聞がそのいい例でしょう。 
でもマンガ だと、 時間がなくても読みたいという気になる。マンガによって興味をひかれた人が、次には文字の情報も読んでみ 
たいという気持ちを起こす。マンガはいいきっかけになるわけです」 

では、いずれ日本の出版物がすべてマンガになる日が来るのだろうか？「いや、そんなことはありえません。ただし、マンガ 
を基本とする情報が今後どんどん増えていくだろうということは言えます。企業出版物だけではなく、学校の教科書にももっと 
マンガが増えるでしよう。たとえば数学や歴史なんかは、マンガをとりいれればもっと子供の興味をひくでしょうし ね。 そうす 
れば子供もやる気を起こして、マンガ以外の部分も読むようになると思います ね。 つまり、情報に興味をもたせる こと、 理屈で 
はなくて感情の部分で人を引きつけること、それがマンガの役割なんです」そして岡崎は、ともすれば外国人にありがちな誤っ 
た思い込み、つまり「マンガを読むと活字の本を読まなくなる」を次のように訂正す る。 「いまの日本では、マンガ好きな子供 
ほど、活字の本もよく読むんですよ」 

では、文字の情報をマンガに直すのに要するコストはどの程度かかるのだろうか？「だいたい20 0ぺ—ジのマンガを作成す 
るのにかかる 費用は、 ざっと見積もって600万円です ね。 クラィアントとの打ち合わせ、脚本 書き、 実際の作画、いっさいが 
っさい含めてです。文字だけの本をつくるのと比べて、コスト的にはたいした違いはないはずです。それでいて、文字だけの情 
報よりもィンパクトは10倍も強いんですから」 

(編集部注：各数字のデータは 1996 年初頭当時のもので、現在はさらに増えているという) 
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マンガ家とコンビユ—夕 


デジタル•マンガ 

1980年代初頭以来、ア—卜の世界に も コンピュータがどんどん進出してきた。マンガは もともと、 手描き作業が非常に 
多く、 しかも人間の創造力に頼る部分が大きい という 特異性があるた め、 コンピュータにはなじみに くいと 言われてきた。だが 
そのマンガさえ、いまや例外とは言えなくなっている。 

1984年から1985年にかけて、マイク•セーンツという名前の米国人が初めてコンピュータを使ってコミックスを試作 
した。1シヤッタ—」というタイトルのスーパ—ヒー ローものだが、8ビットのコモドア64を使用したため、まるで、線がまだ 
少々ギザギザになっている当時の「高解像度のヵラ I •ドット•マトリックス•プリンター」で印刷したような出来上がりだっ 
た。コミックス制作にコンピュータがぞくぞく使われるようになったのはこの時以来で、米国では多くのマンガ家や出版社が、 
彩色や特殊効果付けにコンピュータを用いている。日本のマンガの場合、セリフ(いわゆる「ネ—ム」 ) はほとんど写植だが、 
米国の読者は手書きのほうを好むので、アメリヵン.コミックスのセリフは手で書かれるのが昔からの伝統だ。だが最近はその 
手書きセリフさえもコンピユータでコピーされるようになっている。 

日本では、コンビュータが一般社会に浸透する速度は米国より遅れた。理由は、コンピュータを使用する際に、日本語処理 
がネックになっていたこと、そしてキーボード操作に不慣れな人が多かったためだ。だが、日本のマンガ家人口は多いし、みな 
新しい道具には敏感で、研究熱心なので、非常に早くからコンピュータを用いてマンガを試作していた人も少なからずいる。た 
とえば1983年 11 月 12 日の日経産業新聞(日本の産業経済紙としては最大部数のもののひとつ)を見ると、「社会風刺マンガ 
家岩本久則が自分のパソコンをマンガのアイデアの研究に使っている(パソコンで描くのではなく)」という主旨の短い記事が 
ある。また同じ頃、たとえばすがやみつる(子供向け有名マンガ家でしかもコンビュータ大好きなマンガ家の一人。きわめて早 
くからコンピュータでマンガ試作を試みている人)は、コンピュサーヴで自分の作品をアップロードし、海外にも知られた存在 
となっていた。 

1980年代終わり頃、日本のグラフイックデザイン界ではマッキントッシュが広く使われるようになり、マンガ家の中で も 
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新技術に関心の深い人々はマッキントッシュの影響を深く受けた。そのことを私が知ったのは1989年、たむらしげるにイン 
タビューしたときだ。たむらは当時、5 0 0万円もするコンピュータ•システムー式を自宅にそろえ、それを使ってマンガを描 
いていた。ただ、たむらはマンガ家とイラストレータ丨の中間的な仕事をしており、どちらかといえばイラストレータ1と見ら 
れることのほうが多い。美しい絵柄、ファンタジックなストーリー、いずれも日本的な感じは 薄く、 ョーロッバ風の雰囲気を漂 
わせている。依頼される仕事もイラスト関係のものが非常に多く、ポスター、雑誌の表紙、絵本などだ。絵本はもともと子供の 
ためのものだが、現代では年齢を問わず女性層にももてはやされている。絵本のなかには、コマ割りやフキダシなどがあってマ 
ンガに似たものもあるが、ぺージ数はおしなべてマンガより少ない。判型もマンガより 大きく、 装丁も豪華なハ ー ドヵバーで、 
紙^®^ P 良くヵラーもきれいなものが多い。 

たむらの作品が コン ピュータで描かれているというのは、 よくよく 注意してみないとわからないだろう。1989年、たむら 
に、 「なぜ コン ピュータを使って描くのですか」とたずねたところ、こんな返事が返ってきた。「単なる手描きより、色が よく 出 
るからですよ。現在のオフセット印刷技術だと、色が変わりやすいんです。私はその点に関しては妥協したくないので、できる 
だけ本来の色をと考えています。色の完璧を求めると時間がかかるというのなら、よろこんで時間をかけるつもりです」 量産 
とスピ—ドアップを身上とする現在のマンガ業界に あつて、 たむらひとりはまるまる一日 コン ピュータに向かい、ひたすら 一べ 
1ジ ごとに線描に専念す る。 翌日はまた、まる一日かけて、色を入れて いく。 

うまく機械を使いこなせるか、それとも機械にふりまわされる結果になるか、というのは、コンビュータを使用するマンガ家 
につきものの大問題 だ。 いかにもコンピュータで描きましたと言わぬばかりの作品ができあがったり、コンピュータ使用の効果 
が歴然としていたりでは、同じコンピュータを持つているライバルマンガ家 に、 同じような技術を使わせるすきを与えてしまう。 
そのうえ、コンピュータ技術の進歩は日進月歩なので、あまりにも安易にコンピュ—夕に依存して作品を描いていると、すぐさ 
ま時代遅れのマンガになってしまう恐れが多分にあるの だ。 

日本の若いマンガ家は概して流行に敏感な「デジタル人間」なので、どんどんコンピュータを使用する人が増えている。 
較的高ハ年齢/1に属するマンガ家で早くからコンピュ—夕になじんでいた人といえば、たとえばモンキー•パンチ だ。 199 


5比 
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年、 私のインタビューに答えて、次のように語ってくれた。「『コンピュータでございます』と言わぬばかりのマンガだけは何と 
しても避けたいですね。理想を言えば、機械で描いたのであっても、絵筆と絵の具で描いたような仕上がりのカラーがほしい。 
つまり言葉を換えて言えば、いかにも機械的な冷たい感じがいやなわけですよ。私の場合、スキャナーを使うとまるで鉛筆で描 
いているような気分になれる。コンピュータは、ようするに私にとつては紙であり筆でありインクである、というわけですよ」 

モンキ I •パンチ(このペンネームで呼ばれるのが好きだという)は、コンピュータでとことんマンガの実験をやつたあげく、 
いまでは、さまざまなイメージのデータべースとして機械を使用しているという。すなわち、キャラクター、背景、小道具など 
のイメージを入れておき、必要に応じて出してきて使うのだ。コンピュータが最大の力を発揮するのは、このデータべースとし 
ての機能だというのが彼の 意見 だ。マンガを描く際にひんぱんに使われる図像上の細かいテクニックなどにも、コンビュータを 
駆使しているという。たとえば、地図のように込み入った図 や、 紗をかけたような特殊効果などだ。アイデアがひらめいた場合 
などにも、コンピュ—夕を使うという。「マンガを描く際にいいアイデアがなかなかわいてこない場合もあります。そういう時 
はデジタル•カメラを持って外に出て、写真を撮るんです。雲や岩や、川や海、地面とかね。そしてそれをコンピュータの画面 
に出して、イメージをいろいろに組み合わせて 見 るんで す。 コンピュ—夕のおかげで、 手で 描く場合より 何倍 かたくさんの実験 
がで きるんですよ。今では絶対に欠かせない道具になりましたね」 

だが便利 だからといって、コンピュータに欠点がないわけではない。モンキー •パンチは語る。「どんな新技術に も、 時間と 
の競争という 問題は かならずついてまわりますね。急ぎの仕事は、コンピュータを使っていてはまずまにあいません。だから 仕 
事が ぎっしりつまつていると きは、 私は手で描きます」コンピュー タを 使つて描いていると き、 システムが突然故障して、その 
ためにせっかく描いたマン ガが全部 消えてしまったという 経験 ありのマン ガ家 もいるという◦モンキー•パンチはその 話を して、 
こうつけくわえた。「だから私は、コンピュー タを使う 際には、描くそばからどんどんバックアップしていくことにしているん 
です」 

コンピュー タと マンガの未来に 関しては、 モンキー•パンチは非常に希望を もつ ている という。 「コンピュー タ •テクノロジ 
—とマルチメディアには無限の可能性があると思います。いわゆるデジタル•マンガに限界があると したら、 それは、マンガ家 
自身のイマジネーションが技術の進歩に追いついて いけない、という 場合だけで しょうね」 
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マンガを描く上でコンピュ—夕を駆使するのはすばらしい、と雄弁に語るマンガ家は、 寺 沢武一だ。 寺 沢はかつて 手塚治 虫の 
アシスタント経験もあり、きわめて「アメリカ的」なハ—ドボイルド . SF アドベンチャーの第一人者として名を知られている。 
代表作は「コブラ」。モンキー•パンチとともに何度も欧米のコミックス•コンベンションの招待を受けたこともあり、海外で 
は最も有名な日本人マンガ家の一人だ。「コブラ」はビズ•コミュニケーションズから英語に翻訳されて出版されている。19 
90年代の初め頃、 MTV がロック•スタ—、マシュー•スウィートの曲「ガールフレンド」のビデオを放映したことがあった 
が、その際に「コブラ」の絵が使われたため、大勢の米国の視聴者が寺沢の絵を目にしたのだ。スウィートは寺沢や円本アニメ 
の大ファンで(お気に入りキャラクタ—のタトウ I を人れたりしている)、ビデオの中に、イメージ効果を狙って「コブラ」の 
アニメの一部を断片的に挿入したのだという。 

寺沢はたえず新技術の研究をこころがけるマンガ家だ。198 5年という時期に、早くも NEC の PC 9 801をべースに 
したコンビュータ.システムー式(当時百万円もしたという)を導入し、「週刊少年ジャンプ」連載の 「BLACKKNIGHT 
バット」をそのシステムを使って描いていたという。その後もコンピュ—夕•マンガの可能性をとことん追求しつづけ、自作の 
マンガをもとにしたゲームや CD - R 〇 M の製作を試みている。「デジタル•コミックス」の 主唱者で もある。 

数年 前、 寺 沢はカリフォルニア旅行の途中、映画プロデューサー、ジョ—ジ•ルーカスのスタッフがマッキントッシュを使 
っている現場を見学した。帰国後、1992年、さっそくマッキントッシュをべ—スとしたシステムをそろえ、斬新な 連載 マン 
ガ 「 TAKERU 」 を描きはじめる。制作過程は次のとおりだ。まず鉛筆でざっとラフスケッチをする。そしてキヤラクターと 
背景を別々にトレースする。次にそれをスキャナーでコンピュータにとりこみ、描線を仕上げ、色を入れていく。色づけに使う 
ブログラムは、「フォトショップ」や「イラストレータ—」だ。そして、描きあがったキャラクターや背景をコマのなかに人れ 
る作業に取りかかる。両方をコンピュータでいっしょにし、さまざまな 特殊効果 もこの段階で入れる。こうしてできあがったフ 
ルカラ ー の SF ファンタジ ー マンガ 「 TAKERU 」 は、 ぺ ー パ ー バックの単行本が1993年に出版され、翌年には続編も出 
て、読者の 大反 響を呼んだ。これはいけると踏んだ出版元は1994年、「マッキントッシュの 電脳 漫画 術 ： Mac で拡がる 寺 
沢武 ーヮー ルド」と 題す る 詳細な ハウ ッ ー 本を出した。 「此界初の CG コミックス 入門編」 と銘打たれた同書には、 「taker 
U 」 の 抜粋が おさめられたフロッピ—ディスクもついている。 
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咨•沢武 一 •がコンピュータでデジタル•マンガ制作中のコンピュータ画面。 


© 1995寺沢武 一 / A -G i r 1 


1994 年 春、 私は東京に ある 寺沢の仕事場 
を 訪れて ィンタビューした。そのおかげで、 
r デジタル.マンガ」に対する寺沢の発想が、 
非常に日本的な ものであるとわかった。 寺沢自 
身の大好きな色は黒な ので、 服装 もいつも 黒と 
決まっ ているし、 仕事場の ィンテリアも 黒っぽ 
くて 未来風 だ。 その 中で、 明るい色の コンピュ 
—タシステムがひときわ目立つていた。へビー 
メタル•ロックのフアンの 中に寺沢 フアンが 多 
いのも、 里一が大好きという ことでうなずける。 

たむらしげるやモンキー •パンチが 言っ てい 
たことと间じこと を、 寺沢 もはつきりと 口に し 
た。「コンピュータで描くのは、手描きよりず 
っと 多くの時間が かかる」少なくとも 三倍は か 
かるという。そして 寺沢は皮肉 っぽい 笑顔で こ 
、っ言った。「コンピュータマンガの 分野に かけ 
ては、 私は草分け だと 思います よ。 私が開拓し 
たあとに ついて くる人たちは 楽で しようね」コ 
ンピュータでマンガを描くことで最も 良い と 思 
、っのは、いろいろなヵラーや 特殊効果の実験が 
自由自在にできることだという。たとえキヤラ 
クタ—と背景をコンピュータ画面で組み合わせ 
たあとで も、 やりなおしは自由だ。しかも影づ 
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けと特殊な照明効果をちやんと使えば、絵に 3 D 効果を与えてキャラクターを透明にすることもできるし、光り輝いてい石よう 
にみせることもできるのだとい う。 たとえば 「 TAKERU 」 のなかに次のようなシーンが ある。 キャラクタ1のひとり、女戦 
士の「飛燕」が巨木の枝にすっくと立っている。太陽光線が木の葉をすかしているた め、 飛燕の顔 や 身体にきれいな模様のよう 
になって光がさしてい る。 非常に美しい絵 だ。 しかし、この効果を出すには、手描きではまず不可能だ。 

寺沢はたむら同様、色に非常にひかれるという。「日本のマンガ産業がこんなに発展できたのは、一つにはモノクロであると 
いうこと、そして紙が安いからでしようね。だから私みたいに色が好きな者にとっては、モノクロばかりだというのは大問題で 
す。この世界の常識の逆を行っていることになりますが。...私がやりたいのは、いろんな方法で自分を表現したいというこ 
とですね。その点たむらしげるさんとは立場がちがいます。たむらさんはどちらかといえばィラストレータ1ですが、私はマン 
ガ家ですから、絵本ではぺージ数が足りない。アメリヵン.コミックスの本で も、 私にとってはべ—ジ数が足りないくらいです」 
話が日本のマンガ業界のことに及ぶと、寺沢は「日本では壁にぶちあたりやすい」と述べた。「日本のマンガ界は繁栄してい 
るし安定しているしで、変化を好まない傾向がありますね。コンピユータマンガに積極的な編集者というのは少ない。だいたい 
は、 やはり手で描いてくれと言ってきます。でもいずれは、こういうマンガ界の体質をひっくりかえさないといけないと思いま 
すね」 

「デジタル.マンガ」にはそのほかにも長所がある〇ィメ ー ジをデジタル化すれば、たとえばゲ—ムソフト、 CD - ROM 、 
アニメなどに移行させるのもたやすい、という点だ。寺沢は、日本だけではなく海外に広く視野を向けている。米国の書店には 
あまりコミックスが置かれてないし、コミックス本専門の書店というのも非常に少ない。だから流通経路はつねに大問題だ。 
「 CD-ROM のマンガを米国で出せば、保守的な流通システムもかわってくる可能性があると思います。コンピユータソフトを 
売つている店ならたくさんありますからね」 

寺沢のマネージャ I 、伊藤淳子が口をはさんだ。「欧米の本は左から右に読んでいく方式になっているため(日本では右から 
左)、欧米でマンガを出版しようと思えば、それにあわせて絵に手を加える必要があるんです。でもコンピユータを使えば、絵 
を左右逆にするのも修正するのも、わりに楽にできますね」 
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第七章英語圏におけるマンガ 

-海外での人気と出版事 tf 


なにぶん英国に行ったことがあまりない私なので、1995年( 35 年ぶりだ)の夏にロンドン大学主催の会議でマンガのこと 
を話してくれという依頼が来た時には、天にものぼるほどうれしかった。その会議のタィトルは「ヒロシマ.ゥィ—ク」で、私 
がマンガの「メッセージ」を聴衆におくった会議としては最も風変わりなものだった。ロンドンは「熱波」の真っ最中で、エア 
コンもなく、会議室はまるで蒸し風呂のょうだった。他の講演者の演題は「広島以来のアジアの戦争」「日本の左翼と原爆」な 
どなど、それに「女性性器切除問題は懸念すべきか？」といったものもあった。その中に混じって私の演題は「マンガの意味」 0 
たぶん主催者側の意図は、あまり堅苦しくない講演も混ぜょう、というものだったかもしれない。聴衆はみな熱心でまじめであ 
り、日本のマンガにも関心が深いという人ばかりだったが、いつも私が接する「マンガ.ファン」たちとは大違いだった。後で 
知ったことだが、主催者も含めて、その会議につどった人々はおもに革命共産党員が多かったという。 

アジアのマンガ 

こんにち、日本のマンガは世界中でホットな話題となっている。ひとたび話がマンガになれば、国籍とか政治的立場とは関係 
ない。マンガがこんなにも注目を集めているのは、一つにはアニメの輸出が盛んなのでそれに便乗したという事情もあった。だ 
が今や、マンガは日本という狭い枠を突き破り、世界をめざして飛び立っている。アニメとマンガが日本以外で最初に人気を博 
したのは、アジア諸国だ。1970年代初期に進出がはじまった。日本は地理的にも文化的にもアジアの|部なので、アジア諸 


267 


第七章英語圈におけるマンガ 


国の人々は、親近感がある日本のマンガにすぐさまと 
びついた。それまで人気のあつたアメリカン.スタイ 
ルのコミックスはたちまち見捨てられた。現在、韓国 
の書店に並んでいるマンガ雑誌は、つくりといい作品 
の画風といい、日本のマンガ雑誌と見分けがつかない 
くらいよく似ている。台湾や香港やタイでは、日本の 
出版社の正式許可を得て翻訳出版されている日本のマ 
ンガが非常に多い。タイをはじめとする東南アジア諸 
国では、「ドラえもん」や 「 DRAG 0 NBALL 」 が子供 
たちのアイドルになっていて、本国同様の大人気を博 
している。台湾には日本のマンガ文化が深く浸透して 
いて、日本の少年マンガ雑誌はほとんど全部と、少女マンガ雑誌や靑年マンガ雑誌も数誌出版されている。講談社の「週刊少年 
マガジン」編集長の話によれば、 1995 ^現在、同社のマンガ雑誌は、日本に遅れることわずか三日でム II 湾語訳版が. 1 i -' せるシ 
ステムになつていると いう。 

1990年代以前は、 日本の マン ガ雑誌の海賊版がアジアで大量に流通して いた。 その中には リプリント 版も あり、 真似て描 
き直したものも あつた。 米国の研究者' ジョン•レント 教授は「アジアにおける マンガと アニメ」 と 題する論文(アジア 15 か 国 
の マン ガ家およびアニメ ータ— 総勢200 人あまりにインタビュ— した結果を もとにし ている) で、 次のように書いている。 
「台湾では、みずから『海賊版出版の帝王』を自称する トン.リ ー ( 東立)出版社(経営者は フヱン.ゥェンナン)が、 15 年に 
わたって千点以上の海賊版 マン ガを出している(訳注〕この会社は、現在では著作権料を 支払い、 正規の翻訳 マン ガ本を出して 
いるご 

日本の出版社 もとうとう 手をこまねいて見ていられ なくなり、 著作権事務所を通じて アジアに おける著作権を 確立し、 海賊 
版横行に網をかけた。だが実は海賊版は、ほんのひとつの問題にすぎなかった。日本のマンガが あまりに も人気を博す ようにな 
った アジア 諸 [1 の 中には、 「マンガは道徳的退廃で あり、 H 本に よる 文化帝国主義の侵略だ」 という IU- 論が 出る 国があらわれた 
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の だ。 特にかつて日本の植民地支配を受けた国がそうだった。この現象が最も強烈なのが韓国 だ。 なにぶん、日本とは昔から、 
親しみと憎惡との いりまじっ た複雑な関係を保っているお国柄で ある。 レント教授は先に挙げた論文のなかで、このことについ 
て、 韓国の倫理委員会の見解を 引用し、 次のように記している。「日本のマンガの『デイープ •キス、裸、 冒流的な 言動、 人を 
斬ったり撃ったりする 行為、 血みどろシーン、手足の切断シーン』 に関して、 韓国ではかなり以前から検閲をおこなっている」 
以前、「韓国マンガ家連盟」が日本のマンガの追放を求めたこともあった。このように韓国では個人や団体によって、「マンガを 
韓国の国情に合う形に矯正しよう」という努力が続いている。 

ml □ツ 。八の マンガ 

ヨーロ ッバでもマンガの人気はめざましいものがある。意外なことに、異文化的な抵抗感はほとんどないようだ。アジア諸国 
の場合同様、マンガ人気に火がついたきっかけは、日本製アニメだった。 ヨーロ ッバでも日本製アニメがテレビ放映され、レン 
タルビデオショップにも並んでいる。19 91 年、 ジャマイカ出身の tEl 人、クリス.ブラックウエル(米国にレゲエを紹介した 
人物でもある)率いるエンタ—テインメント企業(本拠地はロンドン)が、「マンガ.エンターテインメント」なる会社を設立 
して、日本製マンガの輸入にのりだした。日本製アニメ (当時、 誤ってこれが「マンガ」と呼ばれていた)を英語にダビングし 
て販売するほか、マンガ本を英語に翻訳して発売するのがおもな事業だった。「マンガ.エンタ—テインメント」がマンガ事業 
に着手したことで、 ヨーロ ッバ大陸のマンガファンたちは大きな衝撃を受け、米国にもその影響はおよんだ。「マンガ•エンタ 
—テインメント」はさっそく米国にある日本製アニメ輸入会社を買収し、支店を設け、全米の音楽ショップで日本製アニメビデ 
才を販売する供給網を作り上げた。 

一方イタリアでは、子供向けの日本製アニメやマンガ(たとえばいがらしゆみこ 描く、 ミネソタ出身の孤児が主人公を務める 
「キャンデイ D キャンデイ」)が、1980年代初頭にさかんにもてはやされた。1990年代に入る頃には、輸入されるアニメ 
やマンガの範囲もぐっと広がり、巨大ロボットの話や甘ったるいロマンスだけでは なく、 「ジョジョの奇妙な冒険」のような 
「ス ー パ ー .バイオレンス」的なシリーズもの や、 大人向けのエロテイックなものも増えてきた。フランスでは、ニユー.アー 
卜的なレベルにまで洗練された美しいフランス.コミックス本「バンド.デシネ I がすでに存在し、大人向けフランス.コミッ 
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クス本も多く出版され、よく売れている。このようにもともとコミックスが盛んな土台があったところへ、日本のマンガが輸入 
され、爆発的な人気を得た。 r バンド■デシネ」のような大型のハ—ドカバーで出たものと、日本の小型のマンガ本スタイルで 
出たものと両方あった。出版社「グレナ」が、マンガ主体の厚手の雑誌「カメハ」を出しているが、これはハ—ドカバーで、 
「バンド•デシネ」と同じようなスタイルだ。パリでは、上述の「グレナ」や「トンカム」といった出版社が、マンガのフラン 
ス語訳本をつくり、自社経営のコミックス専門書店で販売する、という方式がトレンドになっており、なかなか面白いやり方だ。 
日本製アニメやマンガを売る店はおもにバステイーユ地区に集中していて、店の名も「マドカ」「ガイジン」「カツミ」など日本 
風に凝っている。私はその中の一軒、「カツミ」に足を運んでみた。「カツミ」というのは店主の名前をそのまま借りたものだと 
思ったので、相手が日本人ならば、へたなフランス語ではなく日本語で 話が できるだろうと期待した私は、店主に会わせてもら 
えませんかと頼んだ。だが残念無念、期待ははずれた。店主はれっきとしたフランス人で、ただ g 分の大好きなマンガのキャラ 
クタ丨の名前を借りて店の名にしただけだとい う。 

アジアにせよョーロッバに せよ、 日本製マンガに対する各国の反応はそれぞれ微妙にちがう。ただしョーロッパでは、各国語 
に翻訳された日本製マンガは、英語圏の諸国、ことに米国経由で輸入されている場合が多いという事情は ある。 

k 英訳版マンガの出版社 

遅いスタ—卜 

1980年代半ば、「日本のマンガを英訳して米国で売りたいがどうだろうか」という意欲的なアイデアを持って私のと ころ 
にやってきた人々が何人かいた。「それはいいアイデアですね、ぜひやってください」とは答えたものの、私自身、はたしてう 
まくいくだろうかという懸念を 隠す ことはできなかった。なにぶん、すでに 失敗 例を多く見ているので、日本のマン ガが 米国で 
人気を博すのがどんなに困難かというのはわかっていた。近現代コミックスの生みの親は米国 だ。 だから米国では、読み手の側 
にも出版社側にも、さらに流通経路に関しても米国なりの方式というのが確立している。その他に、私個人の考えとして、悲観 
的にならざるをえない理由があった。1977 年、 私は友人たちと一緒にマンガを英訳して出版しようという野望を抱き、 
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r 駄駄会」という名前のチームを作っ て、 大好きなマンガを英語に訳してみたことがあったの だ。 だがそれを出版してくれる会 
社はほとんどなかつた。 

1980年以前、英語に訳されて米国で販売されている日本のスト—リーマンガといえば、ただ一つ「はだしのゲン」しかな 
かった。作者中沢啓治の半自叙伝でもあるこの作品は、広鳥に落とされた原爆の恐怖を描いたマンガだ。中沢自身、死をまぬが 
れた被爆者である。強いメッセージ性を持つ作品なので、英語版の翻訳と出版はすべて、日本人、米国人両方のボランティアの 
手で行われた。1976年に結成された「プロジェクト.ゲン」という名前の非営利組織がそれで(先述した「駄駄会」のメン 
パーも含まれている)、中沢啓治が作品に込めたメッセージを米国人にも伝えるべく、純粋なボランティア精神で仕事をした。 
このように、もともと「はだしのゲン」の英訳出版という冒険的な試みには、メッセージの伝達という目標があったため、ぜひ 
とも出版しなくてはという大きな熱意が生まれ、その結果、商業出版の流通経路に乗せるまでにこぎつけた。こんにち、「はだ 
しのゲン」英訳版が世界中に読者を持つまでに至ったのは、こうした事情があったためである。この作品は世界中の批評家に 
も好意的に迎えられ、今では多くの言語に翻訳されている。フランス語、ドイツ語、スウェーデン 語、 ノルウェ I 語、 インドネ 
シア語、 ポルトガル語、 ロシア語、タガログ語、 エスペラン ト 語な ど、 さまざまな訳本が出ている。 1983年、 中沢が「はだ 
しのゲン」と同じようなストーリ—をさらに短い形で描いたマンガ「おれは見た」を、米国のコミックスそのままの体裁(完全 
なカラー印刷だった)に直したものが米国で出版され た。 日本のマンガが米国コミックスの形式で出たのはこれが最初で、出版 
元は「エデュコミックス」(スタッフは、社長兼社員であるレナ ー ド.ライフアスー人だけというささやかな出版社)。だがこれ 
は、当時としてはいちかばちかの賭にも似た出版であり、事実、零細企業である出版元は、ほとんど倒産にまで追い込まれた。 
「はだしのゲン」英語版も、最初は売れ行きがよかったとはお世辞にも言えない。 15 年近くたって、「ニュー.ソサエティ•パブ 
リッ シャ—ズ」 および「ペンギン.ブックス」の二大出版社の手で発売されて初めて、「はだしのゲン」は商業的に成功したの 
だ。 

1980年代 初頭、 「はだしのゲン」英訳版が注目されはじめた ころ、 前後して日本のマンガ数篇が英語に翻訳出版されてい 
る。 ただしほとんどがアニメをもとにした短編で あり、 何とかして海外で注目されたいと願うマンガ家が強引に出版したもの か、 
そうでなければ英語を学ぶ日本人読者向け教材出版物で あるか、 のどっちかだった。翻訳されたセリフの英語は稚拙なものが多 
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ば、それは否定せざるをえないだろう。彼らはほとんど孤立状態で仕事をしていた し、 当時の日本マンガは、独自の表現方法が、 
まだ確立されていなかつた。 

1963 年、 米国のテレビで手塚治虫の「鉄腕アトム」(米国タイトルは「アストロ •ボーイ」 ) 放映が開始されたのは、まさ 
に画期的な出来事といえる。少年型ロボットを主人公とするこのアニメを NBC が輸入し、テレビの全米ネットで放映したの だ。 
同時に、「アストロ •ボーイ」のコミックス本も出版された。ところが、この本のスタイルが完全な米国コミックス本の体裁で、 
あたかも米国人コミックス作家が描いたものとしか見えなかった。テレビアニメも、プロデューサ I 、フレッド•ラッドの手で 
完璧に編集され、英語に吹き替えられていたから、米国の子供たちは、まさか「アストロ.ボーイ」がもともと日本人原作だと 
は夢にも思わなかった。コミックス本にも、日本人の手になる作品だと気づかせるょうな箇所はみじんもなかつた。ともあれ、 
こうして「鉄腕アトム」がヒットしたことで、ほかの日本製アニメ数本が米国に進出する道ができた。だが米国のテレビには暴 
力表現や内容に関して規制があるた め、 作品は厳しく選定されたし、せっかく放映されたそれらのアニメ も、 もともと日本製で 
あるという事実をとことん li すべく細工がなされていた。 

成功 

マンガとアニメをめぐる米国の文化的環境が、やがて好ましい方向に変わり始めた のは、 1980年代初頭だった。 

まず、日本製アニメ数本が、米国在住の日本人や口本語を話す視聴者向けに、テレビの0:1:ドチヤンネルで放映され始めた。 
これが当たったのだ。番組の視聴者は、日本語を話す人々はもち ろん、 単純に日本に興味があるという人々も多かった。 

第二に、英語に吹き替えられ、かなり編集の手を加えられたが日本製であるということをはっきりさせたアニメ、たとえば 
「バトル.オブ•ザ•ブラネッツ(惑星の戦い：日本正式タイトルは『科学忍者隊ガッチヤマン』ご「スター.ブレイザーズ」 
(原作は松本零士のマンガ「宇宙戦艦ヤマト」)や「ロボテック」などが、ケーブルテレビやローカルテレビで放映されたことだ。 
「ロボテック」をブロデュースしたのはプロデューサーのカール.マセックで、日本製アニメ三本を混ぜ合わせ、全く新しい台 
本を作成して、このタイトルのオリジナル.アニメを創り上げた。そのため、純粋に日本アニメを追求するフアンたちからは、 
マセックは、「オリジナル.ストーリ—をねじまげ、他の話をむりやり捏造する悪魔のょうな言語道断な人物」とみられただろ 


273 



第七章英語圏におけるマンガ 


、っ。だが「ロボテック」そのものは大成功で、熱心な追っかけファン層をつかみ、日本製アニメへの大きな関心を起こす呼び水 
となつた。「ロボテック」に影響された小説やコミックス 本、 キャラクタ—グッズまでできたほど だ。 

三番目に挙げられる のは、「ヵー トゥーン•ファンタジー•才1ガナイゼーション」という名のファン•グループが、盛んに 
日本製アニメを米国で上映しはじめたこと だ。 このグル ー プは 1977年、 ロサンゼルスで旗揚げされた。熱心なアニメ評論家 
で歴史家のフレッド•パッテンがマーク•マ— リノ、 ロビン•レイドンその他数人の日本アニメフアンとともに、日本製アニメ 
の上映を目的として興した団体だが、じきに米国全土に支部ができるほど発展した。 

四番 目に、 日本の著名なマンガ家が米国のコミックス•コンベンションに参加しはじめたことが挙げられる。その嚆矢となつ 
たの.は手 塚 治 虫、 永井 豪、 モンキー.パンチ、いがらしゆみこの四人が 198 0年、 「サン.ディエゴ.コミックス.コン」に 
参加したこと だ。 

これら四つのきっかけをふまえて、米国および全世界でアニメファンの爆発的増加(およびマンガファンの拡大)現象が起こ 
る直接の引き金となつたのは、なんといつても安価なビデオ•ヵセット•レコーダーの普及だと言えよう◦これが普及したため 
に、ファンたちは大好きな日本製アニメを自由自在にコピーして仲問と貸し借りするようになつた。日本語ができる友人に頼ん 
で、日本語のセリフをむりやり英語に訳してもらったり、そういう便利な知り合いがいない場合は画面を見ながら自分でセリフ 
の意味を想像したりした。マンガとちがってアニメの場合、言葉の意味がわからなくても、物語の筋をつかむのはわりに容易だ。 
マンガの場合は、日本の事情がある程度わかっていて、日本のマンガの「文法」に関する予備知識がないと、外国人がストーリ 
—を理解するのはむずかしい。たとえ英訳されたマンガの場合でも、この問題はつきまとう。近年、コンビュータが比較的安価 
に買えるようになると、アニメファンたちはさつそく、お気に入りの日本製アニメに、コンピュータを使つて自分で英語の字幕 
を入れたりもした。なにぶん日本製アニメは、米国のテレビ放送基準に照らせばあまりにも暴カシーンやエロティックシーンが 
多い し、 文化的に奇妙に見えることもあつて、テレビ放映されにくい。こうして、フアンが自分で英語の字幕をつけた日本製ア 
ニメのビデオはファンたちのあいだで貸し借りされ、ダビングされたりして、全米に広まつ た。 米国に、「ジャパニーズ.アニ 
メーション•インダストリー •リーガル•エンフォ丨スメント•ディヴィジョン(日本アニメ産業の法的強力化を志す部局とい 
う意味。頭文字をとって 、 「JAILED (監獄にぶち込まれた)」という刺激的な略称で呼ばれる)」という組織がある。この団体で 
日本製アニメの英語字幕を入れたり、吹き替えたりの仕事をしているプロデューサーや配給者たち は、 ファンによる海賊版アニ 
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メの普及をなんとかくいとめようと努力した。だがアニメ (やマンガ)が人気を得たのは、これら海賊版のビデオを使ってファ 
ンが英語の字幕を入れたりコピーをしたからこそだというのは、動かせない事実だった。 

1980年代半ばになると、日本のマンガは米国でもある程度の商業的成功を収めるようにになった。その理由の一端は、米 
国のコミックスファンやコミックス作家たちが、米国伝統のスーパーヒーローものに飽きて、もつと異なったスタィルの作品を 
探し求めるようになったからだ。先述した中沢啓治の「はだしのゲン」英訳版が出たのは1978年だが、これを読んだ米国の 
ファンたちは、こういう長い形式だと、きわめて小説に近い効果が出せるということを初めて知ったのだ。ついで米国人に衝撃 
をあたえたマンガは、原作小池一夫、作画小島剛夕の美しい傑作サムラィマンガ、「子連れ狼」 全 28 巻。この作品に大変な刺激 
を受けた米国のコミックス作家としては、たとえば1980年代を代表するコミックス界のス—パースター、フランク•ミラー 
がいる。コミックスというものがこんなにも映画に近いすばらしい効果を上げ得るのだということを、ミラ—その他のコミック 
ス作家たちは初めて理解したのだ。ミラーはこの作品に心酔するあまりに、1987年、シカゴの出版社「ファースト•コミッ 

クス」から出た 「子連れ 狼」 英訳 
版の表紙絵を、みずから筆をとっ 
て描いたほどだ。これは米国のコ 
ミックスファンのあいだでもたち 
まちセンセーションをまきおこし 
た0 

これ以降、米国のコミックス本 
の大出版社で、日本のマンガ本の 
英訳版を少なくとも一度や二度 
出していない会社はないと言つて 
よい。たとえ実際に出版したこと 
のない会社でも、英訳版の企画は 
必ず立てている"それらの中で最 
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もきわだっているのは、「マーヴル.コミックス」(本の奥付は「エピック.コミックス」となつている)が出した、大友克洋作 
の暗い SF スリラー、 「 AKIRA 」 英訳版だろう。これは1988年に初めて出版されている。大友独自の細かいリアルな絵 
柄は、米国人の好みにぴたりと合う(大友自身、フランスと米国のアートスタイルに影響を受けており、日本人キャラクタ—を、 
小さめの眼のいかにもアジア的ルックスで描いた最初の作家でもある)。長篇マンガ 「 AKIRA 」 は、未来の「ネオ東京」を 
舞台として、黙示録的な超能カパヮーを持つ怠惰な暴走族を描く、反ユートピア的な物語だ。まさにずばり、米国の読者の好み 
にはまっていた。だがこの英訳本がヒットした要因としてはそのほかに、「マーヴル.コミックス」のネームバリユーの強さ、 
できるかぎり米国的な作品だと読者に印象づけようとマーヴル側が努力したこと(日本語のオリジナルはモノクロだったが、ア 
メリカン.コミックス風にするために彩色までほどこした)、それに日本ではすでにこの作品のアニメ版が大ヒットしていたこ 
と、などが挙げられよう。このアニメは、やがて英語に吹き替えられて米国のアートシアターで封切られたが、物語が長くてや 
やこしいのにもかかわらず、批評家たちからは好意的に評価され た。 暴力的で絵画的なアニメであり、ビルがふっとんだり変形 
したりの精細なシーンがあって、デイズニ—.スタイルのアニメに慣れた米国のファンには非常に新鮮に映った。だが、マー 
ヴル•コミックス刊の英訳版 「 AKIRA 」 は、米国で出版された日本製マンガとして最大のヒット作になりはしたが、出版継 
続という面で壁にぶちあたらざるを得なかった。この作品は日本では 10 年間の連載ののち、ようやく1992年に完結したが、 
米国では、英訳版の刊行が一時途絶えたままになっていた。そのため、1995年初頭の時点では、米国のファンたちは、この 
作品は未完のまま終わるのだろうと信じていたのだ(訳注：その後、英訳版も完結した)。 

1995 年現在、米国における英訳マンガ出版の最大手は、東海岸の「マーヴル•コミックス」ではなく、西海岸の「ビ 
ズ.コミュニケーションズ」と「ダークホース.コミックス」である。 もともと 西海岸地方では日本のマンガに対する関心が強 
い。「ビズ.コミュニケーションズ」 と、 「ダ ー クホース J 社のマンガ部門である「スタジオ.プロテウス」は共にサン フラン シ 
スコに社屋を持ち、互いにほんの 2、3 キロしか離れていない近さだ。マンガ英訳本の出版に関して、両社に比べればまだ粒は 
小さいものの、急成長しつつある会社としては、テキサスに本拠を置く「アン タ丨ク テイック.プレス」がある。 
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ビズ • ns ックス 

ビズ.コミュニケーションズが日本のマンガ本の英訳出版をはじめたのは、1987年。最初、米国のコミックス出版社 
「エクリプス」と提携していたが、1988年、独立した。この会社の設立構想をたてたのは、サンフランシスコのベイエリア 
に長年住む堀渕清治だ。かつてはカリフォルニアのコミューンに住んだこともあり、日米両国のポップ•カルチャーにじかに触 
れていた経験のある人物である。ビズはたちまち、日本のマンガの英訳出版社としては最大手にのしあがった。1995年初頭 
のビズの宣伝によれば、米国で出版されているモノクロのマンガ英訳版の 90 パーセントは、ビズの版だとい う。 だが同年の終わ 
り頃、ライバルの出版社が、 90 パーセントというのは間違いで、ビズのシェアはじつは 65 から 60 パーセント、もしかしたら 45 パ 
I セントにすぎないと言い出した。ビズ も、 たしかにライバル社に食われつつあることを認めさえしたのだ。だがたとえそうで 
あっても、日本のマンガの英訳出版というささやかな分野において、ビズがガリバー産業であることにかわりはない。すでに 50 
タイトル以上のマンガ英訳本を、ベーパーバックからハ—ドカバ—豪華本まで、いろいろなスタイルで出している。英訳マンガ 
をいろいろ集めた月刊誌「マンガ•ビジョン」も発行している。そして、「ビズ.フラワー.コミックス」の名前の元に、他社 
にさきがけ、日本の女性マンガの英訳版をいろいろと紹介してもいるの だ。 米国のコミックスの読者は圧倒的に男性が多いから、 
これは大変に野心的な試みだといえよう。 

そもそも はじめから、 ビズはマンガの英訳という点に関しては、他社より有利な面があった。日本のマンガ出版社としては最 
大手の一つ小学館の子会社であるという立場から、日本で最も人気のあるマンガを優先的に英訳することができた。経営的な面 
でも大いに有利だ(「マーヴル•コミックス」や「ダーク.ホース」以外の英訳マンガ出版社の寿命は、概して短い。1996 
年にはすでに、英訳マンガ出版の分野のパイオニアというべき、「エクリプス」および「ファースト」は出版社地図から消えて 
いる。大友克洋の 「 AKIRA 」 の出版元である「マーヴル」傘下の「エピック•コミックス」の名前 さえ、 載っていない〇 

ビズは日本の出版社と強いつながりがある ゆえに、 日本製アニメの英訳配給という分野に も 参入することができた。そして 
多くの場合、たとえば高橋留美子の「らんま1\2」のケースがそうだが、アニメと原作マンガを同時に売り出すことで、相乗 
作用を起こさせることができたのだ。1995年になる頃には、ビズのデイレ クタ ーで編集長で も ある 藤井吾が、 「わが社のア 
ニメビデオの売り上げと英訳マンガの売り上げは、だいたい同じだ|と述べている。 
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日本のマンガをどのようにして米国の読者の好みに 
合ったものにするかという点は、最初からビズの大き 
な課題だった。独自の英訳のシステムをつくりあげた 
の も そのためで、翻訳チ ームを 結成し、英訳者一名、 
さらにそれを英語のセリフとして自然なものにするた 
めの「リライト用スタッフ」または編集スタッフー名 
を加えた。また日本のマンガは右から左に読まれるよ 
、っになっているので、それを左右逆にする作業、さら 
に擬音(ブーンとかパーンなどのたぐい)を英語に直 
してコマの中に人れる作業などもある。 1992年、 
藤井は私のインタビューに答えて、会社が独立する 前、 
米国の出版社と提携して仕事をしたときに直面した問題点のかずかずを語ってくれた。「ものすごい議論になったのは編集方針 
をめぐってでしたね。米国の出版社は当然アメリカン•コミックスしか知らないから、日本のマンガもそれ式に変えて売り出そ 
うというんです よ。 たとえば、セリフではなくてキャラクターの心の思いをフキダシにしてあらわす習慣がありますが、米国側 
はこれをいつも口から泡ぶくが出て、その先にフキダシがつく形にしろというんで す。 それから、日本のマンガでは擬音が重要 
な要素を担っています が、 米国側はこれも、アメリカン•コミックス流に直せというわけです」 

さらにカラーの問題があつた。アメリカン•コミックスはほとんどがカラ I だが、日本のマンガはモノクロが多い。モノクロ 
というのは、米国の出版市場では圧倒的に不利 だ。 もちろん、モノクロマンガをカラーに変えて成功する場合もある 。 「A KI 
RA 」 がそうだ。だが、日本のマンガはそもそも、白黒の生み出す繊細なニュアンスと陰影の効果を前提として描かれている。 
へたにカラーを入れれば、その効果がだいなしになってしまう恐れがある。昔の白黒映画を彩色しようという試みがいつも議論 
を呼んでいるのと同じで、マンガをカラー付けするというのには、常に大きな反対の声が上がる。ビズは一、二年かけてマンガ 
のカラー化に取り組んだ結果、断念した。藤井は 1992 年のインタビューでこう語る。「カラーが好きな読者もいるし、そう 
でない人もいる。カラーにしたからといつで売れ行きがよくなるものでもないだろうという結論に達したんです。だからモノク 
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口に徹することにしました」 

日本には、マンガ好きの読者が性別や年齢を問わずおおぜいいる。だが米国では、コミックスの読者といえばまず男性で、し 
かも気まぐれな読者が多い。そのため、英訳する作品の選定は非常な難問だ。1992 年、 藤井はこう言つて嘆いたもの だ。 
「試行錯誤の連続です ね。 というのは、読者の趣味がたえず変わるんですよ。たとえば『ラム』•(日本語 タイトル 「うる 星やつら」)、 
『北斗の拳』などは日本では大人気マンガ だし、 米国にも ファンは います。ところが、実際に英訳して売り出して みると、 思つ 
たほど伸びないんですよ」 

ビ.ズは小学館の子会社だが、今の段階では、日本のマンガ出版の大手で、この方式で米国に参入しているところは、小学館以 
外は皆無 だ。 そのわけは、この方式のはらむ問題点がすでにはつきりと露呈しているからである。藤井い わく、 「日本 だと、 マ 
ンガ出版は巨大産業です よね。 ところがここ米国でうちの会社がやつている仕事は、ごくごくささやかなものでしかないんです 
よ。コミックスの 市場そのものが日本よりはるかに小さい 上、 うちの会社の占めるシェアはたかだかそのーパーセント前後にす 
ぎません。日本の出版社が米国の市場進出に及び腰なのは、儲けが少ないからです よ。 皮肉なことです が、 うちの会社の仕事で 
最も金になるものの 一つは、 英訳マンガをョ ーロッ パの会社に売る際の権利金なんです。 ョーロッバの 会社はそれをさらに各国 

語に訳して出すわけです。おかげでうちの英訳 
マンガは、イタリアではほとんど全タイトルの 
権利が売れました し、 スペインやスウ ェー デン 
でも好調です。最近はドイツもいいですね。イ 
ンドネシアやブラジルでもいい線をいつている 
し、 トルコからも引き合いがきています。英訳 
マンガは、世界中に飛躍する窓口でもあるんで 
すね」。 
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スタジオ•プロテウス 

1995 年現在、米国における英訳マンガの第二の勢力ともいうべきは、「スタジオ.プロテウス」だ。サンフランシスコに 
本拠をおき、経営者は卜—レン.スミスで、「マンガのパッケージング」を事業内容とする会社だ。米国のいわゆる「独立系」 
コミックス本専門出版社としては最大手の一つ、「ダーク.ホース」と密接なつながりがある(「マーヴル.コミックス」および 
「 DC コミックス」は共に、米国のコミックス出版におけるガリバ—企業だが、「ダーク.ホース」はその寡占体制の一部として 
組み込まれることなく、独立している)。「スタジオ.プロテウス」は雑誌「エロス.コミックス」のために、エロテイックマン 
ガの製作もおこなっている。経営者トーレン.スミスは、昔から日本のマンガの熱狂的な読者で、ビズが米国市場に参入したば 
かりの頃、同社で働いたこともある。その頃、スミスが英訳者ダナ.ルイスと組んで世に出した英訳マンガのいくつかは、米国 
でも最も高い評価を得た。たとえば、宮崎駿「風の谷のナウシカ」 や、 白土三平「カムイ外伝」など。だが結局、ビズとうまく 
いかなくなったスミスは退社し、ビズのライバル社「スタジオ•プロテウス」を設立した。スミスの説明によれば、この会社は 
「日本のマンガの『パッケージ』を業務と し、 マンガの中で面白そうなものを 選び、 出版してくれそうな米国の出版社を捜して、 
契約および出版実務を 行う。 英訳、 修正、 レタリングもすベて含めて 行う。 そして、写真製版できるコピー原稿を作成す る」。 
1995 年現在までに、会社が作成した英訳マンガは総べ—ジ数にして一万 6 千べージを越え、作品数は 35 本を数える。 

「スタジオ•ブロテウス」が採用するマンガには、共通点がある。経営者のスミスみずから、非日本的な作風のマンガ家の作 
品を選んでいるのだ。このことと、もう一つ、文才に恵まれたスミスが自分で筆をとって、英訳されたセリフを米国の読者好み 
に書き直していること、以上二つの理由によって、「スタジオ.プロテウス」は業界で立派に生き延びている。大友克洋の「童 
夢」(英訳マンガのうちでおそらく最良のものの一つ)のほか、士郎正宗の諸作品も出している。神秘性を秘めた不思議なスト 
—リ—テリングの作品を描く優れたマンガ家士郎は、「スタジオ.プロテウス」によって紹介されたおかげで、日本よりも先に 
米国のフアンの間でカルト.スタ丨の地位を獲得した。「スタジオ.プロテウス」および「ダーク•ホース」から出版された士 
郎の作品には、「ドミニオン」「オリオン(日本語タイトル「仙術超攻殻オリオン」)」「ゴースト.イン.ザ.シヱル(日本語夕 
イトル「攻殻機動隊」)」のほか、人気作品「アップルシード」がある。 1992 年、「なぜ『アップルシード』がこんなに人気 
があるのでしようね？」という私の質問に答えて、スミスい わく、 「まず 第一に、 絵柄が、米国のフアンにも非常に受け入れら 
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れやすいということです ね。 細密描写が 多く、 日本の平均的なマンガょりはリアルな画風だからです。二番目に、スト I リーが 
日本のマンガにしては緻密にできている。1ぺージにつき2秒などという速さで読み飛ばせるものではなく、じっくり読ませる 
作品です。米国の読者は、内容がぎっしりつまったコミックスを読み慣れているから、読み飛ばせるょうなマンガを馬鹿にする 
傾向がある。三番@にあげられるのは、スト ー リ ー が米国人読者の好みにぴたりとマツチしているということです。黙示録的な 

肚界が終わったあとの未来を舞台にしてい 
るという点がね」。 

ビズ•コミュニケーシヨンズ同様、スタ 
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ことですよ。でもそれ以外で最大の問題点 
といえば、良質でしかも米国の読者に合つ 
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が、それを米国で売っても、千部程度しか 


売れない 


つの理由としては、米国の読 


R 0 者は細かいていねいな絵を好むといぅのが 
IO 挙げられる でしよう。 日本のマンガを左右 
逆にして、擬音も英語流に変えたり、ある 
いは叹り去つたりして、苦心惨 1 S したと し 


ボ©1 ます。 それでも、その絵にスクリーントー 


搞卯版 ンがたくさん貼ってあれば(影付けによく 
^ ^ ^ 使われる)、それは修正不可能です。トーン 
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THE TINY NAGA SE5KA HAS CREATED HAS A MINIMUM NAGA-FORCE(A HARMONIC LEVEL) OF •1•• IT DIFFERS SLIGHTLY IN THE VAJRA NAGA RITUALS. 

士郎正宗の超自然的ファンタジー•ストーリー「仙術超攻殻オリオン」英訳版より0真剣な表情の若い 
美女セスカ。この作品には仏教、神道、道教、量子力学の知識が豊富にもりこまれている。 

©1992 士郎正宗 / 靑心社英語版：©1993 STUDIO PROTEUS AND DARK HORSE COMICS , INC . 


の上にセリフや擬音が書いてあることが多いか 
らです。その占「『アップルシード』はまさに悪 
與夕のような作品でしたね。それと、米国の読者 
は モノクロの マンガには拒絶反応を示します。 
だから書店のうちまず 40 パ—セントは、英訳マ 
ンガを発注さえしてこないだろうと思いますね。 
でも、そういう障碍があっても、英訳マンガの 
売れ行きは好調ですよ。アメリカン .コミック 
スの場合、 モノクロ だと3千部くらいしか売れ 
ない のに、 英訳マンガは一万3千部ははけるん 
ですから」 

こ、っ 言つたからといって、スミスが英訳マン 
ガの未来に手放しで楽天的であるわけはない。 
1 9 9 2年のィンタビュ' —でいわく、「よほどラ 
ッキーな事態にでもならないかぎり、英訳マン 
ガが米国の直販市場でもっと売れるだろうとは 
考えられないですね。まあこれから先 も、 英訳 
マンガの売れ行きは一万部かせいぜい一万3千 
部かそこらでしょう。もちろんヒット作が出る 
余地はあります。もうすぐ士郎正宗の『ゴース 
卜.ィン.ザ.シェル』を出しますが、あれも 
ヒットの可能性は じゅう ぶんあります。3万部 
か4万部 か、 あるいはもっといくでしょう ね。 
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米国の読者の好みにびたりマッチす るし、 各卷 とも、 最初のほうにカラ I ぺ—ジがありますから」。 

日本のアニメが米国の主流文化に根をおろしはじめた 1995 年現在、スミスは当時よりも、やや楽観的な感触を持っている 
よう だ。 アニメ人気の影響で、スミスの出した英訳マンガ本も売れ行きが増しているの だ。 だがスミスがいうには、「悪いほう 
の予想でいくと、将来、大出版社が英訳マンガの出版に乘り出してくることが考えられます。大会社の場合、なにしろ資金をふ 
んだんにつぎこんだあげく、質の悪いマンガをつぎつぎに出して、結局は失敗して撤退ということになりかねません。そのあい 
だに、うちをはじめとする小さい会社は淘汰されてしまうわけですから」。 

アニメとの連携が確立される 

1990年代半ば、アニメ産業が米国やカナダに進出しはじめ、 MTV や「ジェネレーション X 」のあいだでまさに「旬」 
の輝きを放ちはじめた頃、日本と同じように、マンガ出版もアニメとリンクしだした。日本以上に、ということにはならなかっ 
たが。ビズのように英訳マンガを出している出版社は、マンガ原作の日本製アニメを英語に吹き替えて発売しはじめた。時を同 
じくして、 元来、 日本製アニメビデオの輸入販売をおこなう会社(たとえば「セントラル.パーク•メディア」)が出版事業に 
乗り出した。そして 「 CPM .コミックス」のタイトルのもとに、アニメの原作となったマンガを英訳出版しだしたのだ。英国 
では、大出版社「マンガ.エンタ—テインメント」が英訳マンガを出版するほかに、あらたに英語版アニメを発売し、あまつさ 
え、 日本の会社のアニメ製作の费用まで分担し始めた。1995年にできた士郎正宗原作の「ゴースト•イン.ザ•シヱル」の 
劇場アニメは、「マンガ•エンターテインメント」および日本のあるプロダクションが製作資金を分担し合って作られ、英語版、 
日本語版両方が、日米英三国の商業配給によって公開された。 

1990 年代半ば 頃には、 英訳マンガ本のテー マは、 セックスからサイバー.ゥォ I まで実にさまざま だった。 個別のマンガ 
本として出版されているものも あり、 雑誌に連載されているものも あった。ただし 雑誌の 多くは、 ビズのマンガ専門月刊誌「マ 
ンガ.ビジョン」を唯一の例外と して、 ほとんど全部アニメ主体で、マンガは添え物扱いだ った。 雑誌名と しては ビズ発行の月 
刊誌「アニメリカ」(編集者トリッシュ.ルドー は、 アニメファン関係の出版のベテランで、「ザ.コンプリート.アニメ.ガイ 
ド」の共著者でも ある)、 それに英国の「マンガ•エン タ丨 テインメントー発行の「マンガ•マニア|が代表的だ。だが、 たと 
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えマンガそのものを載せないアニメ雑誌の場合でも、マンガに関する情報はたくさん載せていた(そもそもアニメはマンガ原作 
のものが多いから、マンガ情報を載せないというのは不可能だ)。たとえば、ロンドンで発行されていた「アニメ . UK 」 (のち 
に「アニメ. FX 」 と改名)がそうだ。この雑誌の編集長をつとめるヘレン•マッカーシーは、マンガやアニメの熱狂的なファ 
ンで、「アニメ.ムービー.ガイド」の著者でもある。そのためこの雑誌には、アニメ、マンガ両方に関して、歴史をたどる記 
事や紹介記事がふんだんに載っていた。アニメやマンガのファンが世界的に増大することを見越しての編集方針だ。一方カナダ 
のモントリオールには、「プロトカルチヤー •アデイクツ(原始文化の耽溺者ごなる面白いタイトルの楽しい雑誌があり(出版 
元はフランス系カナダ人の会社だが、英語の雑誌だ。もともと、「ロボテック」のファン雑誌として創刊された)、これまた毎号、 
マン•ガ関係の記事を載せていた。そしてあらわれたのが、テキサスに本社を置く「アンタ—クテイック.プレス」発行の「マン 
ガジン ( MANGAZINm ご だ。 創刊 後、 今年で 10 年になる。この雑誌こそ、米国におけるマンガ専門誌の草分けといえるだろう。 

漫画人 ( MANGAJZ ) 

19 9 5年現在、アニメではなく純粋にマンガの情報および、広範囲にわたって英訳マンガを載せている出版物として最も参 
考になる雑誌を一つ挙げよう。皮肉なことに、この雑誌はもともと、マンガやアニメファンのために創刊されたのではなかった。 
その雑誌こそ、「漫画人」(スペリングは、 「 MANGAJIN 」 であり、上記のテキサスの 「 MANGAZINE 」) とは無関係)だ。出版 
元はジョージア州アトランタにあり、そもそも日本語と日本文化を学ぶ米国人向けの雑誌だ。発行人は、もと翻訳家でロック. 
ミユージシヤンでもあったヴォーン•シモンズ。日本の人気マンガ、無名マンガのあれこれを抜粋して載せ、生きた日本語を教 
えようという斬新な編集方針だ。シモンズは、かつて自分が日本語を学び始めたころのことを回想して、こう語る。「頭を休め 
るために、普通の日本語の教科書以外の、なにかもっと面白いのがほしいなと思ったんだ」この編集方針のおかげで、普通のマ 
ンガ関係出版物なら不可能なことが二つ、可能になった。まず第一、日本語のオリジナルの形で、マンガを転載できること。日 
本で出ているのと同じやり方で、フキダシのなかのセリフも日本語のままでよい。セリフの英訳および解説べージをつければよ 
いのだ(文化背景の説明も付ける)。第二に、アニメになったことのないマンガ、英訳されて商業出版されたことのないマンガ 
も転載できる。以上二点により、そもそもの011的は日本語習得にある「漫画人」 は、 当初の目的とは別な意義をもつことになっ 
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た。 すなわち、日本文化にきわめて忠実なマンガ、日本の読者 
の好みをそのまま反映したマンガを、オリジナルの形で読める 
といぅこと だ 。1995 年 現在、 同社はマンガ単行本をも新た 
に出版し始めた。 たとえば、 マンガのアン ソロ ジー 「Bringing 
Home tlie suslll:>n Inslde r ook at Business t rr rouglljapanese 
00 mics (日本のマンガを通して見た日本のビジネスの内幕ご 
など だ。 

(編集部注：「漫画人」 は 1998年1月号の あと、 休刊 
中である…1998年2月現在。巻末の付録資料も参照) 
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米国で出版されている英訳マンガのほとんどは、 
米国のコミックス市場の「歪み」 (すなわち、 読者 
層が若い男性に偏している、といぅことだ)をそ 
のまま反映している。 SF マンガは 、わりに 普遍 
的な テーマ 性があるため人気を得ているし、エロ 
ティツク なテー マのマンガももてはやされている。 
アニメとリンクしたマンガを英訳して出している 
出版社には、ことのほかプレツシャーがかかつて 
いる。といぅのは、その種のマンガ には、 短いパ 
ンティ姿の少女が銃をかまえているシ I ンとか、 
怪物、電脳ロボットなどのシーン、破壊的かつ絶 
望的なシーンなどが頻出するから だ。 だが、今や 
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現状はもっと過激になっている。ビズ.コミ 
ユニケーションズはレデイース.コミックを 
英訳出版したし、ニユーョークの「プラス 
卜•ブックス」は丸尾末広のデカダンで前衛 
的な作品集を出した。カリフォルニア大学出 
版部からは、ベストセラーとなった石ノ森章 
太郎の経済マンガ「ジャパン•インコーポレ 
イテッド(日本語タイトルは「マンガ日本経 
済入門」)」が出ている。同じくカリフォルニ 
アにある「ランチエスター•プレス」は、経 
済市場支配のストラテジーを描いたマンガ本 
の英訳を. , ±-―^ている。英国の学者フレテリック•ウイリアム.ランチエスター (1868 〜 1946) の唱えたストラテジーを 
マンガ化したもので、この学者は(おどろくべきことでもないが)日本では非常に人気があるの だ。 そのほか、テキサスの「ア 
ンタークテイック.プレス」をはじめとする数社が、日本の同人誌すなわち「ファンジン」を英訳出版するほか、幅広く人気エ 
ロテイックマンガも英訳して出している。 

英訳マンガを読む読者にとっての大問題の一つは、途中で出版が中断される作品が多い、という点 だ。 「マーヴル」や「ダー 
ク.ホース」以外にも、米国にはコミックス専門出版社が存在するが、みな中小企業で、経営が不安定 だ。 そういう会社がかり 
に、とかく長編ものが多い日本のマンガ(千べージにも達する場合がある)を英訳出版したとしても、はたして終わりまで出し 
切れるかどうかはわからない。日本のマンガで2千べージにもなる大長編は、週刊誌連載のものが多く、一年程度で終了する。 
一方米国の場合、「コミック•ブック」はすべて月刊で、そのぺースで行くと一つのスト ー リ ー が終わるまで五年ほどもかかる 
の だ。 そして、連載の最初の号のほうが、後の号よりも売れ行きがよい。これは、新連載なので読者が読みたがるという理由と、 
もうひとつ、コレクタ1が将来の値上がりをねらって買いだめするという理由による。「連載が終わりに近づくにつれて売れ行 
きが落ちる」という事情を出版社側がよく頭に入れておかないと、米国におけるコミックス出版はとかく経済的に失敗しがち だ。 
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逆に、 いいかげんな出版社の場合、目先の利益をあてこんで、「どぅせ終わりまで続きつこないさ」といぅ確信犯的な気分で、 
月刊 コミックス 本を出す場合も ありえる。 

——1マンガ「メイド•イン • USA 」 


日本のマンガがアメリカン • n ミックスに与えた影響 

英語圏の諸国では、日本のマンガは単に読むためのものにとどまらず、いい競争相手にもなっていて、しかもその傾向がどん 
どん強まつている。フレッド•パッテンは、「1977〜1992:北アメリカのファンの世界の 15 年」と題する記事を書き、 
そのなかで、日本のアニメやマンガが米国のコミック本に最初に影響を与えた例を挙げてい る。 たとえば1983 年、 コミック 
本「マ ー ヴル•コミックス」第79号の連載作品「スタ— •ウォ ーズ」 (台本と作画は、 トム •パーマーおよび ジョー .ダ フイー。 
ちなみにダ フイ — は日本のマンガのファンでもある)に出てきたキャラクタ丨の一人は、松本零士の人気マンガ「宇宙海賊キャ 
プテン •ハー ロック」のバクリであるという。 

現在ではそれどころか、米国のコミックスに日本のマンガが与える影響はずっと大きくなっている。米国のコミックス作家に 
与えられるぺージ数は日本のマンガ家よりはるかに少ないのに、それとは無関係に、ぺージのレイアウトは日本のマンガをまね 
て、映画的かつドラマテイックになっている。その結果、米国コミックスのなかには、日本の青年マンガとそっくりなものさえ 
あらわれている(日本の青年マンガのレイアウトと女性マンガのそれとは、はつきりと異なる。女性マンガのレイアウトはまね 
しにくい)。また1992年、トーレン•スミスは次のように述べている。「日本のマンガが影付けにスクリーントーンを多用す 
るので、米国のコミックス作家も影響されているね。アダム•ヒユ I ズなんかはモノクロの作品に非常な関心を示しているが、 
そのわけは新しい卜—ンのテクニックをためすことができるからだと言っている。•••その他、日本的な擬音効果を使うコミ 
ックス作家も増えているね」有名コミックス作家アート•スピーゲルマン(グラフイック•ノヴェル•シリーズ「マウス」でピ 
ユリッツァー賞を受賞した。ちなみに「マウス ーは、 シリアスなテーマを扱う長い物語的コミックスであるという占 r 日本のマ 
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ンガと大きな共通点がある) は、 
こう語る。「米国コミックスに出 
てくるキヤラク タ丨の 瞳がしだい 
に大きくなる傾向にあるが、これ 
は日本のマンガの影響だろう」 
いわゆる「アメリカン•マンガ」 

というものがある。米国人作家の 
描いたコミックスのなかでも、非 
常に日本のマンガに似ている作品 
を指す言葉だ。これこそ、米国コ 
ミックスに与えた日本のマンガの 
影響を端的に示す例だろう。ドラ 

マティックで流麗な レイアウト、 

キャラクターの大きな瞳、米国コミックスの人物よりほっそりした体型、丸顔に近い顔の輪郭などが、日本のマンガの影響を如 
実にあらわしている。ストーリーも日本のマンガのそれに近いものがあるし、時には日本人キャラクターや日本に関する事物が 
出てきたりする。こ、っいう作品を描くコミックス作家や原作者が日本のマンガやアニメの大ファンであろうとは、すぐ想像がつ 
くことだ。1990年代初期の作品で好例を挙げれば、まずベン•ダン作の人気パロディーもの「ニンジャ.ハイ.スク—ル」、 
そしてアダム•ウォ—レンおよびトーレン•スミス作「ダーティ•ペア」だ。ベン•ダンは、先述の「アンタ—クテイツク•プレ 
ス」設立者でもあり、「ニンジャ•ハイ•スク I ル」関係で、ぺーパーバック本、 CD - R 〇 M 、 それに「スモール•ボディ」バ 
1ジョンなどをつくる事業をおこしている。「スモール•ボディ」というのは、1980年代後半から1990年代前半にかけ 
て：！；本で流行したのを取り人れたもので、日本では「スーパー•デフォーメーション(デフォルメ)」、略して 「 SD 」 と呼ばれ 
ていた。要するに、人気キャラクターをユーモラスな圧縮された形で描いたものを指す。一方ウォ丨レンとスミスの「ダーテ 
ィ•ペア」 は、 アメリカン•マンガの興味深い一例である。この作品のキャラク タ—は、 もともと日本の人気小説およびアニメ 
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のものだった。正式にライセンス料を払ってキヤラクタ—を借りてきて、「アメリカン•マンガ」に仕立て直したのだ(ちなみ 
に日本では、原作は一度もマンガ化されていない)。アメリカン•マンガのストーリーと台本を書いたスミスは、先述の「スタ 
ジオ•プロテウス」の代表者でもある。カリフォルニア州ミッション•ヒルズにある「スタジオ•ゴ——」のやり方は特に面白 
い。このプロダクションは、日本のマンガ•スタイルのコミック本を 作り、 「セントラル•パーク•メディア」や「アーゴ•プ 
レス」といった出版社から出している。すべて日本のアニメを基にした作品ばかりだ。だが当然ながら、日本のアニメのほとん 
どは、日本のマンガが原作なのだが。そのほか1993年には、小学館の子会社であるビズが、ついに「ビズ.マンガ.オリジ 
ナルズ」と銘打って、アメリカン•マンガの作品シリーズを出し始めた。 

米国はじめ、英語圏諸国で、日本のマンガが最も大きな影響を与えたのは、おそらく出版システムの面かもしれない。コミッ 
クス作家がマンガに影響を受けたのと同じく、出版社も、：0本のマンガ出版のやりかたをまねているのだ。アニメや映画との連 
携がより密接になり、コミックス作家の権利も強くなっている。また、米国の月刊コミックス本はもともと薄手だが、連載コミ 
ックスが 一 I 11 J - にまとめられて厚手のベーパーバックになり、それまでとはちがう新たな流通方式で出回るようになった。たとえ 
ば、書籍流通業者経由で、一般書店の店頭に並ぶなどだ。「ゥィザード.マガジン」1996年4月号に、著述家カール.グス 
夕1フ•ホーンによる「アメリカン.マンガ」と題する記事が載っている。そのなかでホ—ンは次のように記しているのだ。 
「日本のマンガがどんどん人気を得ていることで、かげりつつある米国コミックス界も新たなルネサンスを迎えるだろう」 

」マニァの力 

フアン•パワ— 

実際にマンガを出版しているのは出版社であることにまちがいはない。だが、英語圏諸国でマンガやアニメの人気があがって 
いるという現象の裏にある真の原動力、それは「ファン」だ。 

フアンの 多くは、 時間とエネルギーをた くさん 使っ て、 好きなタイブのマンガやアニメを 探し まわっ たり、 好きなタイプのマ 
ンガを載せている雑誌その他を 探したり、 に熱中する。傍目から みると 「過激でいかれている」 とまでは いかな くと も、 「かわ 
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つたやつら」と見られることもあるが、そんなのはいつこ、っに気に 
しない。1970年代後半頃から、フアンたちが集まつ て、 好きな 
アニメを貸し借りしたり、マンガに関する情報を交換したり、とい 
ぅ現象が起こりはじめた。1980年代はじめ には、 全米で コ ミッ 
クスと SF に関するコンベンションが開かれ、フアンたちはそこに 
集まつてマンガやアニメを上映したり、情報交換したりするょぅに 
なつた(コンベンションには業者 も 集まつ て、 英訳されていない 才 
^ リジナルの日本マンガを販売しはじめた)。だがマンガやアニメ専門 
ラし のコンベンションというのは開催されていなかつたため、マンガや 
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アニメの ファンは、 SF やコミックスのコンベンションで場所を借 

りて、自分たちの活動をするほかなかった。だが1991 年、 そぅ 
いぅファンの数があまりにも膨大になったため、ついに彼らの夢が 
実現した。すなわち、マンガ•アニメ専門の初のコンベンションが 
開催されたのである。 

そのタィトルはコアニメコン⑺^コ日本のアニメ初の国際大会」 
ェ ' r ; U \ T と銘打たれていた。場所はカリフオルニア州サンフランシスコに近 
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)A いサンノゼ 市、 期間は四日間。およそ 2000 人近い一オタク I フ 


レ 


チ アンが 集まつ て 親しく交流し、 本や雑誌やビデオやキャラ クタ— 商 
品を買い あさり、 互いの「コスプレ」ぶりのみごとさをほめたたえ 
あい、 マンガ関係者のサィンを集め まくり、 マラソン上映された日本アニメを長時間にわたつて見続けた。 

特別招待されたゲストのなかには欠席した人もいた が、 さして問題は起きなかつた。たとえば、マンガ界のスーパー スタ—、 
大友克洋と松本零士が出席する予定だつ たが、 キャンセルせざるを得なかつた。欠席者の代理と して、 アニメーシヨン•キャラ 
クタ ー •デ ザィナ ー の庵野秀 明、 貞本義 行、 美樹本晴彦 、園 田健 一、 それに人気マンガ「アゥトランダ ー ズ」のマンガ家真鍋譲 
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治が会場にあらわれた。海外でこんなにも人気があるのを知っ て、 おどろいただろうことはまちがいない。彼らのサインをほし 
いというファンが loo 人以上の長蛇の列を作っ た。 サインをもらいたい一心で、何時間も待ちつづける ファン もいた。 

四日間の日程には、パネル•ディスヵッションがぎっしりつまっており、論題はほとんど「アニメとマンガにおける異文化交 
流について」とか「マンガ制作について」に関するもの、そして外部から見れば、日本の人気アニメについてファンが病的に細 
かい詮索をしていると思われるようなこと(例：巨大ロボット兼モービルス—ツが宇宙で何基のビ—ム砲を持てるだろうか？ 
というたぐいの細かい詮索)に関するものだった。第二夜には、ファンがそれぞれ、ごひいきのアニメやマンガのキャラクタ1 
に扮して寸劇を演じるコスプレ大会が開かれた。富野¢1悠季原作.総監督の超人気宇宙ロボットアニメ「機動戦士ガンダム」に 
登場する悪の帝国「ジオン」の惡役に扮した男性ファンもいた。そのファンがステ—ジに登場するやいなや、客席から一斉に 
r ジーク•ジオン！(ジオン万歳！)」の熱烈なシユプレヒコ I ルがあがつた。アニメのーシーンとそつくり同じだ。フアンたち 
は、 ごひいきアニメのストーリーは知りつくしていて、どのシ—ンも完璧に頭に入っているのだ。 

いうまでもないこと だが、 このような大イベントを開催するというのはなみたいていのわざではない。 とくに 米国人のファン 
ば力りたというのはやっかいた。というのも、米国のフアンタジー•フアンは、集団になるとややアナーキー になり、 ちよつと 
現実から遊離してしまう傾向があって、しかも自分たち自身それを誇りとしている。開催準備そのものは、熱心なボランティア 
の手でてきぱきと運んだ。日本人ゲストのためには通訳が何人もいて、意思の疎通もとどこおりなかった。キャラクタ—の仮装 
をしたファンに対しては、「警備職員」が、本物の武器(剣、ピストル、マシンガン、レーザー砲？)を所持していないかどう 
かきちんとチェックをおこなつ た。 

主催者側が見せたテクノロジーの駆使ぶりもみごとなものだった。入場者の登録、日ごとの連絡事項の編集 (DTP による)、 
上映アニメのプログラミング、これらすベての作業がコンピユータによっておこなわれたのだ。ファンの宿泊ホテルの部屋には、 
テレビのチャンネル三つを使用して、日本製アニメが四六時中流された。四日間、コーラとジャンクフードを飲み食いしながら、 
昼も夜もホテルのテレビでアニメを見続ける(マンガも読みながら)というのは、ファンたちにとってはまさに実用本位の夢の 
ような楽しみといえよう。テレビを見飽きたファンのためにと、同じアニメプログラムのうち数本が、大ホ—ルの大きなスクリ 
—ンに 16 ミリサイズで 24 時間、上映されていた。非常に国際色豊かな大会で、ファンの国籍も米国、日本、フランス、英国、才 
—ストラリアとさまざまだった。モントリオ—ルから、およそ4800キロも車を飛ばして駆けつけたフランス系ヵナダ人のフ 
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「アニメ •エクスポ*92」にて、「機動戦士ガンダム」の原作者、富 
野由悠季とファンたち0「ガンダム」は、アニメ、マンガ、キヤラ 
クターグッズ、小説、音楽などありとあらゆる分野でヒットした。 


ハーマン. カーンのコスプレをしている左の女性ファンは、テキサ 
スから来たドーン.テリーズ.ゴードン0ブライ1、 • ノアに扮して 
いる右の男性ファンは、カリフォルニアのジェフ • オカモト。 


ァン ニ 名もいた。 

この「アニメコン' 91 」こそ、その後のアニメや 
マンガのコンベンションのお手本となつたイベン 
卜だ つた。 米国におけるマンガ•アニメファンの 
数は、あたかもゴジラのょぅに年々ふくれあがり 
つづけ、1995年には、何日もかかる大規模な 

コンベンションが、カリフオルニア、ニユ ー ヨー 
ク 、テキサス、 ペンシルヴァニア、ヴァ—ジニア 
と各地で開かれるょぅになつていた。企画運営は 
アマチュアの手でおこなわれるのが通例なので、 
熱意あるボランティアのほか、この種の大会運営 
に慣れた経験者たちもぞくぞくと集まつてきた。 
いまでは全米のほとんどすべての大学や大都市に 
は、 必ずマンガやアニメのフアンクラブが あり、 
それぞれ独自のフアンジンを発行している。 

米国のアニメ•マンガのコンベンションに集ま 
るフアンの特色と いえば、 年齢性別職業な ど、じ 


つにバラエティに富んでいる、といぅ点 だ。 ただし子供はほとんどいない。年齢層としては 10 代 後半、 20代、30 代、 それ以上、 
など だ。また、(アメリカン .コミックスと SF の大会の場合 もそぅ だが) おおむね 男性 フアンが多い。職業としては、勤め人 
である程度経済的に豊かな人が多い。会場ではコンピユ—夕•プログラマー、弁護士、トラック•ドラィバー、さらに米軍軍人 
などの 姿を よく見かける。 また、 他種の コンベンションでは 白人男性 フアンが多いのに反して、アニメ •マンガのコンベンショ 
ンでは人種的にも多種多様で、特に西海岸在住のアジア系 米国人が 多数を占める。アジア系以外の人々の間でも、大好きなアニ 
メや マンガの祖国である日本は、フアンにとつての文化的な メッカと なつている。日本のニユース週刊誌「アエラ」1995年 
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10 月 2 日 号に掲載され た、 いわゆる「超 オタク」 の日本人、岡田斗志夫に よる「アニメ 文化は カッコイイ M :: 日本に恋する米国 
の オタク」 と 題する記事は、この現象を論じたもの だ。 「ああ、 どうして僕は日本に生まれなかったん だろう？」という、 米国 
のとある高校生ファンの涙ながらのセリフも出てくる(皮肉なことに、この高校生の両親は白人至上主義者 だそうだ)。 そのセ 
リフにいわく、「アメリカ人なんてカツコワルイ。日本人になりたい」。 

_ネツトワ I ク 

ファン•パワ— 

ファンは、時間がたつにつれて、自分たちの手で組織を作るようになるものだ。マンガ•アニメのファンも例外ではない。 
ビジネスマンそのほかプロフェッショナルの社会人がファンになると、自分たちの仕事の方法論をファンの世界に持ち込んでく 
る。 その意味で、カリフォルニアで開かれた初期のマンガ.アニメ大会の才—ガナイザーニ人に出会ったのは、私にとって興味 
深く面白い経験だった。というのは二人とも、現役ばりばりの軍人だったのだ。一人は米海軍の将校で海洋学の専門家でもあり 
(日本の海上自衛隊との間の連絡将校として、数年間の在日経験もあるという)、もう一人は米空軍の将校で、戦闘指令および制 
御の専門家だった。だが普通、アマチュアのファンはまずマンガ.アニメ大会への参加やファンジンの編集などによって腕を磨 
き、やがてマンガ産業の世界に入って、マンガの英訳、出版、営業などの仕事のプロになる場合が多い。こうしてマンガのプロ 
が増えるにつれ、人と人とのネットワークも広がって、多くの情報が交換されるようになる。とりわけ、マンガ.アニメファン 
がたまたま日本で仕事をすることになり、米国に情報を送ることができるようになると、情報量は飛躍的に増える。日米のファ 
ンのコミュニティはどんどん複雑にからみあい(日米の経済界もそうだが)、間に横たわる太平洋も、言語の壁も何のその、友 
情が深まっていく。 

ごく初期の 頃から、 日米のファンをつなぐ重要な手段となっていたもの、それはコンピュータ.ネットワーク だ。 その理由は 
二つある。第一に、マンガ.アニメファンの中には もともと、 コンピュータ業界人やテレコミユニケーシヨン業界 人、 あるいは 


293 



第七章英語圏におけるマンガ 


これらに閲する学部で勉強する大学生などが多かった という *実が ある。 こ、 っいう 人々 なら、 無料でコンピユータ•ネット ワー 
クにアクセス できる。 第二に、マンガ•アニメに関する情報はつい最近まで、米国では入手困難だった(日本でしか手に入らな 
いうえ、 日本語のものばかりだった)。しかも米国の多くの地域では、「日本のマンガ本(「あやしい本」と同義語)が好きだ」 
などと学校の友人や会社の同僚に話そうものなら、眉をひそめられるのがせいぜい だ。 その結果、全米にちらばっているマン 
ガ•アニメのフアンたちは孤独感をいやす ために、 コンピユータを使って他地域の仲間を求め、連絡を取り合う習慣を身につけ 
た。 

米国の商業パソコン通信ネットワークであるコンビユサ—ヴで、「コミックス•アンド•アニメーション•フォ1ラム」のな 
かに.アニメ •マンガセクションが開設されたのは、1988牢頃だった。世界中のファンがアニメやマンガの情報を交換しあい、 
好きな作品の画像を出して見せ合う場所として、現在もつづいている。日本のフアンも、そして時には日本のマンガ家(たとえ 
はすがやみつる)もよ く アクセスして きた'」 もう一つのパソコン jlfifrl ネットヮーク 「 osie 」 では 1 9 8 9年の中頃以降现在ま 
でずっと、同じようなセクション「ジャモ(ジャパン•アンド•マンガ•オン•ライン)」が継続している。19 9 6年には、 
雑誌「ゥィザード•マガジン」が「アメリカ•オン•ライン」に、マンガに関するセクションを開設した。その他、今では、多 
少なりともアニメ •マンガ情報を扱う電子掲示板システム ( BBS ) で人勢のファンの f - で#き込まれているものの数は、およ 
そ数十(数百とまではいかないが)もある。 

だが、全米のマンガファンの集いの場として最も人気があるのは、課金の高いこれらの尚業パソコン通信ではない。「すべて 
のネット 7 1 クの母」といわれる全世界 的 インターネットであり、かつその流れを引いて相互交流ができ、グラフィックの多い 
WWW だ。 1995 年の時点では、何十人ものファンが自分のホームぺージを WWW に開設し、それぞれごひいきのマンガやア 
ニメに関する情報や「無断借用した」画像をぎっしりと載せていた。出版社も企業べージやサイトを開き始めていた。同年、と 
あるアニメ•マンガフォ—ラムのモデレータ I ( 司会者)であるステイ—ヴ•パールは次のように語っている。「米国のアニ 
メ•マンガ産業において、いまやネットは大きな役割を果たしている。フアンの要望に応えるために、マンガの出版元やアニメ 
の配給元の中には、すでにレ—ザーディスク版アニメの字幕を変えたり、エピソードの場面を変えたりしているところまで出て 
きている」そして続けてこういう。「米国のマンガやアニメ関連の会社のほとんどは、『エレクトロニック•ファンダム』という 
ものの存在に気づいているし、そういうファンダムに対抗するために自分たちのゥェブサイトを運営していて、 E メールのアド 
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レスも持つている。だが コン ピユータを使えば世界中のファンが即時に情報を得ることも可能な現在、ネットによるアンダーグ 
ラウンド 的なファン網が爆発的に広がつている。つまり具体的に言えば、ファンが勝手に字幕をつけたり、英訳したり、著作権 
に違反する同人誌を作つ たり、 といぅことだね」 

ところで、 ィンタ I ネットのなかでも 比較的以前から ある、 文字 主体の 「 USENET 」 には、およそ 2 万 もの、多種多様なフォ 
—ラムがあつた。日本のマンガやアニメを テ ー マとするフォーラムの 数は 12 以上 あつたが、日本語が 使用され ておもに日本人が 
アクセスしてくるのは、そのぅち二つだけだつた。1;5{112£1のマンガ.アニメフォーラムで最も人気があるのは何といつても情 
報の交換で、メンバーのごひいき作品に関する情報が多い。フォーラムに参加してまもない 初心者 向けには、 「FAQS (フリ 
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ョン、 すなわち「よくある質問」の頭文 
字をとつたもの)」というリストが、詳 
しい解答付きで出ている。このリストを 
通読すれば初心者にも、そのフォーラム 
が定めている r ネチケット(ネットのエ 
チケット)」がわかるし、あわせて、フ 
才—ラムに集うファンたちが行う討論や 
情報交換を理解するコッもつかめる、と 
いう仕組みになつているの だ。 ネット 
をとびかう情報は実に多い' 
「 rec . arts . amme 」 「 rec . arts . manga 」 の [3 D フ 
才丨ラムのモテレータ . —を務めるスティ 
1 ヴ•パールによね ZB 「 repartsblancrQa 」 
で交換される情報量は、1992年から 
1995年のわずか三年間で、およそ十 
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倍近くも増えたという。両ネットにまたがって活動している一人の ファンは、1995 年 6 月のひと月間だけで、 アニメ 羯連の 
情報を 321 件も送ってよこしたそうだ。一日平均にして10件以上という計算になる(勤め人なら、もちろん出勤前か退勤後に 
送ってきたのだろうが •• .？)。 

およそフォ丨ラムと名の付くところならどこでもそうだが、アニメ •マンガ関速フォ I ラムもご多分にもれず、論争がしばし 
ば過熱し、感情的になるあまりに、口汚い罵詈雑言の応酬になりがちだ。はたから見ていると、フォーラムの連中は頭がいかれ 
ているのではと思えるほど だ。 言葉を換えて言えば、論争が転じてまことに内容貧弱な「ノイズ」になってしまいがちである。 
たとえば 1993 年から翌年にかけて、人気マンガであり人気アニメでもある「ああっ女神さまっ」の「正しい英訳タイトルは 
何か」という問題をめぐって、論争が白熱した。 「 Aah , My Goddess !」 がいいという一派と、いや 「 oh . My Goddess !」 がいいと 
いう他派と、論陣は真っ二つに分かれた(ちなみにこのマンガの英訳版が出版された時のタイトルは後者だった)。傍目には瑣 
末と見えることで激しく論争し合うのは、もともと「オタク」フアンの特徴だが、それがインタ—ネット特有のアナーキー性に 
よってさらに助長され、はてはネットがものすごい「ゥワサ製造機」「インチキ情報製造工場」と化したりすることがしばしば 
ある。 

さて 「 USENET 」 のフォ1ラムで交換されるのは、なにもフアンの意見だけではない。あるフォ—ラムは、アニメ •マンガフ 
アンが自分たちでつくった物語を発表する場となっている。そのほか、日本語がわからないファンのためにと、アニメやマンガ 
のあらすじそのほかの英訳も出ている。こ、っいう熱意あふれる英訳作業は、ファンの手で、ファンのためにおこなわれるものだ。 
好きなマンガやアニメの画像をアップして交換するということも行われるが、これは当然著作権問題にひっかかる。海賊版ビデ 
才の売買のように、それが結果的にファンの数を増やすことにつながり、大きなマーケットが成立して、出版社や配給会社が著 
作権にのっとった正規の出版や上映を行えるようになる、ということはもちろんある。だがたとえそうであつても、ネット上の 
マンガ画像の交換なり海賊版ビデオの売買なりが、著作権違反であることにかわりはない。 

ファンはネットで画像の交換をするだけではない。マンガやアニメビデオの売買もネット上でおこな〇-ている。この点で、フ 
ァン集団というものの暗い側面が出てくることもある(たとえば、 USENET のある人気フォーラムの名前は 
「 aFbinaries . piccresbrotica . anime 」 •わかりやすく言えば、「エロテイックアニメの画像の選択」という意朱だ)。 

米国のマンガ•アニメファンは、大部分が若い男性 だ。 ビズの調査結果によると、英訳マンガの読者の 90 パ I セント近くが男 
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性で、年齢は 18 歳から36歳、年収は2万5千ドルから3万ドル。ここから予想されるのは、 I 性別や年齢から言って、アニメ • 
マンガファンがエロテイックものを好むのは、当然なことであり、アニメ•マンガ産業はただその需要に応えているだけではな 
いか」という意見だ。たしかにそのとおり。1992年3 月、 「テキサス州グレープヴァイン在住のドライブイン映画批評家」 
とユーモラスに自己紹介するジョー•ボブ•ブリッグズという男性が、このことについてまさにタイムリーなコラム記事を書い 
た。記事のタイトルは「日本の『アニメ』：子供向けマンガに登場するヌードの女性」。その文にいわく、「この種の『銃とおっ 
ぱい』を強調する日本のアニメ映画は、要するに背中にロケットを背負った裸の女性が宇宙にとびだし、悪役エイリアンをレー 
ザーガンで撃って倒し、タイムワープして、ほとんど同性愛かと思えるような友人の女性を救い出す、という内容だ。親たちに 
とっては恐るべきことに、 こ、 っいうアニメビデオが、レンタルショップの子供向けコ I ナーに堂々と並んでいる」。 

アニメやマンガ産業の業界人、そしてファンたちと話していて気づくことは、ファンが惹かれるエロテイックマンガやアニメ 
というのが、ほかのファンタジーのファンの惹かれるタイプのものとは少々ちがうらしい、という事実 だ。 米国のアニメ •マン 
ガファンの男性の好みはどうやら、年齢が若くて目が大きい、ほとんど思春期前のような女の子であるらしい。そういう女の子 
が、パンテイのような短い服装でとびまわったり、どのべージでも(アニメならどのシーンでも)服をびりびり破かれたり、と 
いうようなのが、マンガ•アニメファンのお気に入りなの だ。 なぜこういう現象が起きるのかは、ある意味ではすぐ説明が付く。 
シャイで引っ込み思案で、まだ成熟途上にある若者から見れば、米国コミックスや映画によく出てくるようなエロテイックで成 
熟した女性キヤラクタ1は、あまりにも大人っぽすぎてこわいの だ。 そういう若者にとって、日本のファンタジ I に登場する、 
まだ幼くて、米国コミックスの女性キヤラクタ—よりはやさしそうで、攻幣的なフェミニズムなど持ち合わせていない女の子た 
ちは、救いの場と映るのだろう。だが、日本の 「ロリー タ的エロ テイ シズム理想像」 が、 精神的に不健康な傾向をもつ若者たち 
生来の小児性愛的好みを助長し、正当化している、という結論が出てしまうのも、やむを得ない部分もある。いずれにせよ、日 
本のアニメやマンガが今後ますます米国文化の主流に浮上するのはまちがいない以上、ファンの中にあるこういった暗い面にも 
いっそう目を 向け、 論議していく必要があるだろう。 
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マニアの世界を超える 


マンガ•カルチヤー 

ファンの一部がどんなにスケベな関心を持っていようが、それは英語圏諸国においてマンガやアニメが一般の真剣な関心を 
どんどん集めつつあるという事実の、ほんの一部でしかない。1990年代初頭には、マンガやアニメはせいぜい美術館の展覧 
会のテーマになるのが関の山たった。たとえば19 91年、ロンドンの「ポムロイ•パーデイ•ギヤラリ^—」が「日本のコミッ 
ク•ストリップ•ブックであるマンガ」というタイトルの展覧会を開催した。1992年には、ボストンの「チヤイルド•ミュ 
—ジアム」およびサンフランシスコの「カートゥーン•ア—卜•ミュ—ジアム」でマンガ展がひらかれた。サンフランシスコの 
展覧会のタイトルは「浮 S 一の世界〔 H 本のカートゥーン•アート」たった。また19 9 5年には、オーストラリアのシドニー大 
学でマンガやアニメに関する国際大会が開かれたし、米国はワシントン DC のジョージタゥン大学では、マンガに関するシンポ 
ジゥムが開催されている。 

マンガとアニメは、いまや学者や大学院生や大学生のあいだでも研究対象として人気を集めている。論文の例をあげよう。1 
9 8 9 年、カールトン大学の学生ハート•ララビーは、白土三平のマンガをテーマとする卒業論文を書いた。アニメとマンガの 
英訳者として働くジョナサン.クレメンツが 1994 年に書いた、スターリング大学の哲学修士論文は、「日本のマンガとアニ 
メの海外輸出について」だった。オックスフォード大学のシヤロン•キンセラは、博士論文のテーマとして日本の青年マンガお 
よび少年マンガを研究した。コロンビア大学の文化人類学者マシュー(マット).ソーンは、本業のかたわらビズのマンガ本の 
多くの英訳者でもあり、日本の少女マンガのセクシュアリテイとジェンダーの問題について力のこもった研究を行い、それをも 
とにして本も書いている。ハーヴアード大学の学生デイヴイツド.ヴアーネルは、 199 4年、 卒業論文として「命令する力ぃ 
日本の SF マンガとアニメにおける社会、権威、個人|と題する研究をした。 


19 95 年 9 月 17 日付けの「ニユ—ヨーク•タイムズ」紙掲載の、タイ•アーマッド•テイラーの署名記事によれば、 199 
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4年度の米国における日本の マン ガ本の売り上げ高はおよそ一千万 ドル、ホ—ムビデオは 5千万 ドルに のぼると いう。 私が マン 
ガ業界 人に 会って話したかぎりでは、「英訳 マン ガ売上高の数字は水増しされている(実際には500万 ドル か600万 ドル か 
そこらだろう)」という意見が大多数だった が、 どちらにせよ急速に売り上げがのびているというのが世間の見方のよう だ。 そ 
の原因は主として アニメの 人気上昇に ある。スタジオ•プロテゥスの卜 I レン•スミスは、 _社が発売する英訳 マン ガの読者の 
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うち80パーセントは、アニメファンからの移行だろうという。スミスい 
わく、「上げ潮になればどの船の水位もあがるのと同じことだね。アニメ 
は米国の主流エンターティンメントの一部になりつつある。マンガもそ 
れと同じだ」。 

それにもかかわらず、全コミックス市場に占める英訳マンガの割合は、 
相変わらず小さい。 1992 年、ビズの藤井悟に、「なぜ米国の若者が日 
本のマンガに熱中するのだと思いますか？」と質問したときの藤井の答 
えは、 まことに単刀直入なものだつ た。「いや、 米国人で日本のマンガが 
本^に好きな 人は、 こくわずかです ょ。 米国のコミックスファンの 9 割 
は、 日本のマンガはしょせん外国の情報だと思って いる。 画風 も、 コマ 
の流れ も、 物語 も、 米国のものとは異質だと思っているんで す。 だが、 
本当に日本のマンガが好きな少数の フアンは、 心底好きなんですよ」。そ 
れから三年後の 1995 年になつても、依然として藤 井は、 米国におけ 
る日本のマンガの未来に関しては懐疑的だ。「英訳マンガが受け入れられ 


るス 


ドは遅い」というのが彼の見方 だ。 だが同時に藤 井は、 「もしか 


りに、 本当にアニメが米国の主流文化の一部になる時が きたら、10 年と 
たたないうちにマンガの真のファン も 飛躍的に 増え、 アニメを見て育つ 
た子供たちがマンガをどんどん買うようになるだろう」 という 意味のこ 
とを語つ た。 そして希望をこめて次のように話す。「日本の名作マンガは 
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現段階ではまだ売れそうもない が、 マンガファンの数が飛躍的に増えてくれれば、そういうのをどんどん英訳出版するつもりで 
すよ」。 

日本では、アニメはマンガの宣伝広告的な役割を果たしており、観客の年齢層も若くて、「オタク」的なファンが多い。マン 
ガは日本においては立派な主流文化となり、大人の lit 界のすみずみにまで入り込んでいるが、アニメはそうではない。たとえば 
会社の管理職が暇な時間にアニメ映画を見に行く、というようなことはまず普通では考えられない。しかし英語圏の諸国では、 
アニメを見るということは、アニメという全く新しい世界への入り口になるのだ。そしてそのファンの大部分は大人である。な 
んといってもマンガは、米国のコミックスとは異なる「語彙」、異なる「文法」をもち、日本人の「ィド(意識下の世界)」と切 
っても切り離せない関係にある。いってみれば、マンガというのは、秘儀を受けるための奥まった部屋のようなものだ。 19 世紀 
の有名英国作家ラドヤード.キップリングは、「東は東、®は匝。両者は決して相交わり合うことはない」という人口に膾炙し 
た#!一句を吐いた が、 たぶん英訳マンガの最も大きな特色といえるのは、英語圏の国々において人気を得ている、という点だろう。 
特に米国では人気がある。キップリングの名文句に照らして言えば、特に興味深いのは、その米国に最も「西欧的」であるはず 
のフランスやイタリアや英国の「コミックス.サブカルチヤー」が存在していないこと、むしろ「異質」であるはずの日本のマ 
ンガが根をおろしはじめている、ということ だ。 


このへんで結論を出そう。日本以外の諸国でアニメやマンガが人気を得ているという事実は、 もっと 広範囲なある現象を象徴 
的に あらわして いるの だ。 広範囲な現象とは何か？ それは、 戦後の先進諸国の若者たちの間で起きている「精神的相似化」現 
象 だ。 先進諸国の若者たち は、 みな同じような物質的世界(その世界はしだいに縮小化され、自分の身の回りだけの小さなもの 
になっていく)に生きている。 車、 コンピユー タ、 高層ビル、そのほか人工的な事物やシステムで構成された世界。 もちろん、 
物質的環境が似ていると言 っても、 各ヵルチャーによって若者たちの思考パ タ丨ン にはいまだに相違が見られる ため、 外国人同 
士が接すればその点で刺激は ある。 だがたとえ外国人同士で あっても、 精神的に共有できる範囲はますます増大しつつ ある。 そ 
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のため現在では、普遍的に人間の最も深い感情や経験の部分で、外国人と理解し合える可能性が、かつてなかったほど高まって 
いるのだ。 

199 5年、 ロンドンで私が参加したマンガに関するパネル.デ イスカッ ションでは、社会学者のシャロン.キンセラが次の 
ような内容の意見を述べていた。「いまや、マンガは r 茶道」のように、□本政府のお墨付きの日本文化みたいなものになって 
しまうかどうかの、あやうい瀬戸際にある」まさに卓見だ。日本政府はつい最近まで、欧米諸国に対して日本文化を宣伝する 
にあたり、「安全な文化である」ということを強調する傾向があった。要するに、「日本の文化はなんら危険性はありません」と 
いうことであり、美術工芸品、禅、茶道など、みなこの範囲内におさまっていた。大衆文化は昔から「低俗だ」と見なされ、外 
国向けに宣伝されたりはしなかった。そのため外国人が日本の大衆文化を見る目が、混乱しがちだったのもたしかだ。しかし、 
1996 年 1 月 7 日付けの「朝日新聞」の記事にはこうある。「外務省海外広報部が、雑誌『漫画人 ( Mangajin )』 を世界 180 
力国の日本大使館および領事館に送る予定だ。そのほか最近の国際会議でも、『ビジネス.マンガ』の英訳版作品集が、集まっ 
た世界各国記者 5 0 0 名に配布された」。 

マンガを積極的に海外に宣伝することに関して、一つの懸念がないでもない。それは、マンガを読んだ外国人が日本に対して 
はたして良い印象をもつかどう か、 保証はないということ だ。 それに、外国人が好むマンガというのは日本人好みのものとはか 
ぎらない。さらに、外国人が妙な解釈をしてしまうということもありえる。最惡の例を挙げれば、すでに述べた小児性愛的「口 
リ—夕•コンプレックス.ウイルス」とでもいうべきものが、ついうっかりと海外に伝染しないともかぎらない。 

なるほど懸念ならある。だがそれ以上に何よりも まず、 マンガは「高尚な」茶道や禅などよりもはるかに、現代日本をよく映 
し出していると言える。コミックスは大衆文化の一種だから、どの国でも、その国固有の文化や国民の思考と切っても切り離せ 
ない密接なかかわりを持つ。その中でもとり わけ、 日本のマンガの英訳版は、エンターテインメントであると同時に、日本人と 
外国人の相互理解のためのロゼッタ スト ー ン、すなわち手がかりとなり得る可能性を秘めているのだから。 


301 



ゲスト対談一日米マンガ事情あれこれ 


《ゲスト対談》日米マンガ事情あれこれ 




づ野，■世 

フレデリック•シヨット 

-997年6月対談 


(※編集部注：この対談中では、「マンガ」ということばは、特に日本のマンガに限定していません。) 




まず マンガ文庫についてお話を聞かせて 下さい。 日本 くさん入って きて、 むしろマ 


で最近マンガ文庫が売れていますが。 


ンガの方が地位が高いような 


シヨツト文®本がこれだけ多くなつているのは、電車の中 感じもありますね 


で、 大人でも人前でマンガを平気で読めるからとか言われた 
ことがあるんですけど。 


シヨツト文庫本で出すとい 
うのは周期的に行われている 


小野 ぼくは やはり、 日本の文化の中でもマンガの地位が上 らし いんですね〃 



がってきたんだと思うんです。文庫っていうのは前にもあつ 


小野 マンガの本の大きさつ 


たんですよね。 70 年 f ^: に 小学館文庫が 出て、 それから講談社 て ブームがあるで しよう。 新#判の本が出る と 全部新樣 、ど 


のマンガ文庫もあつたんだけど、結局、長く続かなかったで 


こかが文*で成功す ると、 ほかの出版社がすぐ文庫を出す。 


しよう。あのときの文庫はいかにもマンガの文庫という感じ 『手塚治虫全集』が初めて講談社から出たとき、ちようどマン 
で、 普通の文庫とはちよっと 別の 感じだった。昔は安く手に ガの文庫が出はじめたころ で、 講談社の人が、じや全集を文 
A ると いう 2 ナだつたの が、 今はもつ と 紙もいいでしよう。庫にしたらどうですかと言つた。そうしたら手塚さん は、 い 


デザイン もよくて、 印刷もきれいになって 


や、 文ポじ ややつ ぱりかさいから、大きくしてくれと言つ て、 


文庫自体が変わつてきているといぅこともある。昔は純文 あの今の大きさにした。後で手塚さんが、文庫にしてたら読 
学的な乍品が多かつたのが、エンタ—ティンメントものがた みにくかつたろぅし、あのとき文庫にしなくてょかつたつて。 
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その後、文庫ブ—ムが終わつちやつたからね。 


小 P 


3 7 


シヨツ 


手塚さん は、 自分の絵がそこまで縮小されれば、に割と空間が 


絵と して 死んで しまう と思つたんで しよう。 

小野 文庫のいい面は、昔の作品をまた読めるようになつた 


空いているじ 
やないですか。 


ことで しよう。で、 新しい読者をつかんでいるで しよう。 昔 人間の頦のア 


の作品を懐かしんで読む人もいるだろうけれど、初めて発見 


ップがあって、 


して、あ、 こ、ついうおもしろいマン ガが あつたんだと読む人 後ろに il'm き ^ 


もいると田^つんです。 

シヨツトそれは日本の市場のすごくいいところですね 


みが多くない 
作品にもよる 



小 1?アメリカのマンガを買おうとすると、昔の古典なん か、 けどね。そう 

豪華本が中心でしょう。『リトル•ニモ (winsorMccay "Little いう絵のスタィルそのものの差がある。マンガの描き方自体 
Nemo in slumberland : 1904)』なんか復刻版が出ていて全集が が違うんですよ。 


あるけ ど、 高いでしよう。 40 ドルとか 50 ドルして？ 

シヨツト 寸法も大きい。 


シヨツト アメリカの 場合は コレクターの 収集本が中心にな 
つてしまつているようなところがあるで しよう。 日本ではわ 


d 野 確かにいい本なんだけど、ああいう本を買う読者はや ざわざ昔のものを M 十万円で買う必要は ない。アメリカよ 古 


つばり特別な人でしよう。研究家とか 
シヨツトよっぽどのマニアですね。 


いものがなかなか手に入らないため、コレクタ—自身がどん 
どん値段を上げちやって、それで市場にちよつとひずみが出 


小1 ?部数もそんな多くない。だから値段も高くなる。□本 てきている。 

の場合は文庫になつて、たくさんの人に読まれる。それと日 小野 そ、つらしいですね。ただ、コレクタ丨の存在とい、つの 
本のマンガの方がアメリカのマンガより文庫になりやすいん は、ぃぃ点と惡ぃ面がぁる。0〇コミックス(『スーパーマン』 


じやない？文字が少ないでしよ、つ。 


や『バットマン j を生み出したコミックブックの出扳社)の歴史の 


シヨツト絵柄が もともと 結構 シンプル。縮小しても、あま 本を読む と、 70 年代に一度 アメリカのコミックブックの売り 
り 線力つぶれない。 上げが ぐんと 落ちて危機感が あつたとき、 それを 救つ たのが 
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小野耕世 

1939年東京生まれ。漫画評論家。アメリカ 
大衆文化に造詣が深い0「バットマンにな 
りたい」「マンガがバイブル」「伝記•手塚 
治虫」など、マンガに関する著書をはじめ、 
海外の コミ ックスの翻訳なども多数。 


マンガ専門店。ああいうマンガだけを売る店が出はじめ て、 
それが新しい流通のル—卜になって、マンガの市場がまた復 
活してきたというのが ある。 おもしろいことに日本も大体 70 
年代終わりと80年代ぐらいからマンガ専門店が少しずつでき 
てきたでしよう。 

シヨ ツト日本のマンガ専門店は新刊が主で しよう。 アメリ 
力は専門店といっても、 多分 売り上げの 半分 以上は中古のコ 
レクタ1たちから出ている。販売しているものはほとんど昔 
のコミックスで、出版社もそれをちよっと意識し過ぎている 0 
それでアメリカのマンガの市場がおかしくなつて しまつ てい 
るという人もいますよね。コレクターを対象に新刊を出した 
りするところがあるで しよう。 表紙のバリエーシ ヨンを わざ 
とつけて、コレクタ—志向の子どもたちをねらつて (笑)。 


di ? 1 9 9 1 年に 『 x - men 』 の第 1 号 (ジム •リ—画)で表 
紙を4種類作ったのは有名な話です よね。 それで700万部 
も刷って販売記録を作った。だからコレクターの弊害もある 
んだけれ ど、 それを当てにしないと儲からないということが 
あるんでしようね。ということは日本の場合は アメリカより 
も普通の人がマンガを読んでいるということでしよう。 

シヨ ット日本の市場は アメリヵより そういう意味では健全 
なところがあるかもしれないです ね。 いろんな問題はあるで 
しようけれども。 

小野た だ、 こんなにマンガを読んでいる国民というのは世 
界中にほかにないで しよう。 いいとか悪いとかい うんじ やな 
くて。 

シヨ ット全くないですね。 

小野 50 年代と か60 年代は少年マンガ というか、 子ども向け 
のマンガ中心だったのが、今は ショットさんも ご存じの よう 
に、 いろんな人が読めるようにマンガの幅が飛躍的に広がっ 
ている。情報のマンガだ とか、 歴史のマンガだ とか、 扱う題 
材が広い。 

シヨ ツト何でもあります ね。スト ーリーマンガを読んでい 
ない層というのは、今では60代以上ぐらいだけじやないです 
か。 

小野だから電車の中で読むといっても、マンガ自体がいろ 
んな要素を含んで いて、 日本製品の内幕を書いたものすらあ 
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るから、マンガで情報を得ているということは確かにありま 
すね。大体文庫というもの_体が日本独特ですょね。文庫と 
いうべーパーバックの形式なんだけど。 

シヨツト それに相当するサイズというのはもちろんアメリ 
力にはない。 

小野 あれはドイツがもとになっているんですけどね。 

シヨツト 「文庫本」ということばを訳すときにいつも困り 
ます。単なるぺーパ I バックと訳すといまひとつですね。ア 
メリヵでぺーパーバックと言つてもいろんなサイズのものを 
言います。だから日本の文庫本に相当することばというのは 
ないですね。 

-英語圏ではマンガも苦戦して いて、 アジアなどの方 

が元気がいいとおっしゃっていましたが、そういう状況は今 
も変わっていないんで すか。 

シヨツト 変わっていないですね。ただ、そこでいつも問題 
になるのは、マンガというのは何かということです。マンガ 
を、スト—リーマンガに限定してしまえば、確かにアメリヵ 
では読んでいる人口はすごく少ないんですけれど、新聞連戦 
マンガや1コママンガを入れると、逆転する。アメリカでマ 
ンガは読まれていないと言っても、主にストーリーマンガの 
ことで、社会風刺マンガとか政治マンガまで広げると、状況 


も全然ちがってくる。 

小野 アメリカの場合は新聞の政治マンガを集めた本が出た 
りしますものね。パット•オリフアント (pat oliphan .. アメ 
リカの政治マンガ家の一人でピユリッッァー賞の受賞者)の作品集 
なんか出て人気がある。 

シヨット 出ますね。ほとんどの人が読んでいます。影響力 
が日本より断然大きい。日本でマンガというのは、ほとんど 
ストーリーマンガのことでしよう。 

小 野そうですそれでよく闲るんです。アメリカのマンガ 
というと『ス I パーマン』とか『バットマン』とか、『スパイ 
ダーマン』と、みんな思つているでしよう。 

シヨツト それしかないというふうに思っているから大変で 

すね。 

小野 ぼくも M るんですよ：アメリカでものすこく人気があ 
つても、たとえば『カルヴィン•アンド•ホッブス (nalvill 
ano- Hobbes )』 なんか、本になると loo 万部売れたりするん 
だけど、全然日本では知られていない。それについて雑誌に 
書いたりしたんだけど、反響がない。アメリカでこういうお 
もしろいマンガがあって、ぼくも好きだっていうのをあちこ 
ちに書いたりしたんだけど。 

シヨツト 質的に日本のをかなり上回るようなこともなくは 
ないですよね。 

小野 ぼくもそう m うんです。だから時々、日本のマンガが 
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海外に受け入れられているから、日本のマンガは世界一だ と 
いう意見が出たり すると、 正しい而もあるけ ど、 半分正しく 
なぃ。 

シヨ ット数字の面で言えば間違いなく正しいけれど、量ィ 
コ I ル 質、 とい、つ簡単な図式じやないんです よね。 

小野 日本のマンガが全部が質がいいわけじやないからね。 
質のいいのも確かにあるけ ど。 大友克洋さんの 『 Akira 』 
なんていうのは世界的な作品だと思うけど。 

シヨ ツトアメリカの SF 作家の、マスコミいわゆる大衆文 
化の 『スタ I ジ ヨン 法則 (sturgeorrs Law 一 SF 作家 Theodore 

^11^360コのことば「いかなるものも 9() %は屑である」今ではさまざま 
なメディアに関しても 用いられる)』というのがありますよね。 
9割以上は、もう屑だとか言つていますよね(笑)。日本のマ 
ンガに対しても同じように言えるんじやないかと思うんです。 
今の日本のマンガを見ていると、ぼくがちよつと疑問を持つ 
のは、量産至上主義というか、そういうところがすごく強い。 
いっぱい売れているからいいというふうに簡単に考える人が 
多いんじやないですか。 


小野 ショットさんのこの本ですが、『ドリ I ムランド•ジヤ 
パン (Dreamland Japan )』 というタイトルがまずおもしろいと 
思つたのね。おもしろいと思つたのは、日本をドリームラン 


ドとしたというところ。ちよつと皮肉もあるかもしれないけ 
れ ど。 シヨ ット さんが日本をドリームランドととらえる見方 
について聞いてみたいなと思うんです が。 

シヨ ットそれは先ほど小野さんが言っていたよ うに、 世界 
でこれだけマンガが読まれているのは日本だけで、マンガと 
いうのはもともとファン タジー なものだから、日本というの 
は、今、 夢の中に生きているというような感じでつけたわけ 
です。 

小野 日本人はマンガの夢の中に入っていると いう。 

シヨ ットそうです。 

小 野外から見て憧れの国と いう、 そういうこととは違うわ 
け？ 

シヨ ットじゃなくて。ある意味で今の日本人は強烈なファ 
ンタジーを思い描いているというニュアンスにとれるかもし 
れない。マンガに夢を託しているというか。 

小野 わかりました。それはそのとおりだと思うけど。ただ、 
もはや単なるエスケープじゃないで しよう、 日本人にとって 
マンガというのは。 

シヨ ットそうです ね、 もちろん。情報伝達という こと もあ 
る。 でもそれはそれで、またちよっと問題があるように思う 
んですよ。ぼく自身は、これだけマンガが多くなっているの 
はすごくうれしい こと だと思っている けど、 反面、情報を伝 
えるためにマンガを中心に使うというのはちよっと抵抗があ 
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るんです。もちろん 教材としてマンガは使えない ということ 
ではないけれど、一番の情報源がマンガになってし まうのは、 
ちょつと 危険 じ やない かと思うんですよね。 

-今、 古典文学をマンガ家が描いたりしています。 

ああいうものについてもそうお考えです か。 

ショット古典文学をマンガにするというのは、ぼくは全然 
問題ないです。どのマンガでも問題はないんですけれど、た 
だマンガから情報を全部得るということはすごく危険だと思 
うんです よ。 いわゆる ノンフィクシ ョンの場合は、 ジ ャーナ 
リズムの歴史というものが何百年も続いているし、注釈と か、 
解釈のつけ方と か、 事実の紹介の仕方と か、 きちんとしてい 
るわけです ね。 ル—ルがはっきりしているわけです。映画の 
場合も映画なりのルールが、特にドキユメンタリー映画の場 
合は、一応確立されているわけです。丨〇〇年ぐらいの歴史 
があつて。でもマンガとなると、マンガはもともと現実、事 
実を紹介するための媒体じやなくて、誇張したりデフォルメ 
化したりするためのものですから、そこで事実あるいは現実 
が紹介されると、やっぱりみんなの考え方がちょっとずれて 
くるんじやないかなとちょっと不安です よね。 

マンガがこれだけ多くなる とともに、 日本の文学そのもの 
がちよ つと 軽薄化して いると ころが ある。 映画もすごくマン 
ガ化して いると ころが あるでしよう。 その辺のマンガの影響 
は、 ぼくは決して否定して いる わけじやないんだけ ど、ただ、 


マンガ固有の特徴と いうか、 表現媒体としての特徴をやはり 
意識しない と、ちょっ と危険だと思うんです よ。最近、 日本 
の本を読んだりしている と、 内容的にマンガとの境界線が崩 
れている でしょう(笑)。 

小野文学作品にマンガの影響ってあります ね。 よく言われ 
るで しょう、 吉本ばななの小説なん か。 ぼくは吉田秋生に似 
ているな と 思つ たり。 

シヨツト というより、 大島弓子さんじやないですか。 

小野でもそれは逆に、マンガがそれだけ内容もあるという 
ことでもある。これはおもしろいですよね。 

それと日本のマンガの特徴というと、これはもう前から変 
わらないけど、女性のマンガ 家。15 年以上前のショットさん 
との対談を見たら、少女マンガのことを話し合っていたけ ど、 
今はもう少女マンガだけじやないで しょう。 女性のマンガ家 
が男性のマンガ雑誌に描いて、かえって男のマンガよりも元 
気がいいかもしれない。『おかみさん』という相撲のマンガを 
書いている人は女性なんです ね。 あれは相撲レスラーの男の 
気持ちをよくつかんでいるんで、てっきり書いているのは男 
だと思っていたら、女性だって聞いてびつ くりし ましたけれ 
どね。女性が女性の雑誌に書くというのももちろん今もある 
けど、 そうじやなくて一般誌に描いていて、全く不思議はな 

くなつてい る。 

シヨツトいいことです ね。 


308 



ゲスト対談 一 日米マンガ事情あれこれ 




1|獅圓 

art 


にしているようなところもあります。小野さんは『マウス』 
を翻訳したんですね。どうですか、日本での売れ行きは。 

小野 そんな悪くはないけど、いわゆる普通のマンガとは全 
然比べものにならない。だから、その辺が難しいんですよ。 
少しずつ版は重ねているんですけれども、全体の部数とした 
ら、いわゆる日本のマンガの売れ行きと比べたら全然低いで 
すね。 

ショットもちろん歴史的背景が全然違うから。 

小野 あれは読んだ人はみんな感動して、おもしろいと言っ 
て くれる。 ぼくが東大で教えていたときのアメリヵ科の先生 
にその本を差し上げたら、息子さんの小学生がいて、息子が 
読んで感動して何度も読み返している、という手紙が 来て、 
それはちよつ とうれ しかつたですけれどね。『マウス』 は、 ア 
メリカでも大人にも読めるマンガができたという意味での突 
破口だったんですね。その後、ああいうものが出やすくなつ 


版 

語-1-, 
本著 

日 


1 


マ : tt 


たといぅ意味では 
画期的だった。そ 
れ と、 あれはスピ 

—ぅルマ 

( spiegelman ) が苦 
心したんだけど、 
マンガの出版社で 
なくて、 文芸ものの 


小 野手塚治虫の『アドルフに告ぐ』は 今、 英訳が出ている 
んです よね。 どうなんです か、 反響は。 

ショツト反響はすごくいい.ですよ。販売部数は、もちろん 
普通の本と比べれば断然少ないんだけ ど。 読んだ人の反応も 
大変いいです。評論家は結構取り上げて、すごくユニークだ 
とか、スト ー リ ー 展開の仕方がすごくおもしろい とか。 マン 
ガというよりもノベルズを読んでいるような感覚で読めると 
言っている人が多いです ね。 

小野 それは手塚さんの意図したとおりですね。 

ショツトアメリカでも『アドルフ』が出る 11(1 にア—卜•ス 
ビーゲルマンの『マウス(：2£1118-.:>ュ5130*22-111巨によるナチ 
スと ユダヤ人についての コミックス 作品。 ピュリッツァー赏 受赏こ 
というのが出ていて、多分『マゥス』が『アドルフ』を可能 
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出版社が出しているでしよう。マンガを出していないところ。 
シヨ ツト パンテオン社 ( F>amheon :純文学専門の出版社)が 
出したというのは大きいですね。 

小野それを彼 も 意識して いて、 外国で『マゥス』が出る場 
合に、 マンガの出版社からは出さないでくれという条件で や 
つたらしいです ね。 日本では晶文社ですけどね。マンガ専門 
でない、いわゆるコミックスの出版社じやないところから海 
外版も出るようにしている。 

シヨ ツト 『マゥス』の場ム ロは、アメリカでは、 並日通のマン 
ガの読者じ やなくて、 いわゆる ィンテリ層と いうんですか、 
ニユーヨ—クの出版界の人たちがかなり読んで評価したとい 
うのも あつて、 それもまた手塚さんの『アドルフ』にいろい 
ろ可能性を与えたんじやないですかね。 

ただ、 『アドルフ』のすごく珍しいところは、最初から ハー 
ドカバーで出したということ。多分アメリカのコミックスの 
歴史では初めてじやないかと思います。アメリカの場合、初 
めは必ずべーパーバックで、コレクターを対象にした豪華本 
であれば、後で ハード カバ ーで 、サィズをうんと大きくして 
出すというのが中心でしょう。分厚い本を最初から ハ ードカ 
バーで出したというのは手塚さんの『アドルフ j が初めてじ 
やないかと思います ね。 日本の場合も、もしかしたら初めて 
だつたんじやないですか。 

小野 いや、 ハードカバーのマンガというのは 70 年代から出 


ているんですよ。もちろん雑誌に速載はしていますけどね。 
シヨ ツト 『アドルフ』はアメリカでは雑誌連載が全然なく 
て、 最初からいきなりハードカバー。 

小野それは、非常に珍しい。『マゥス』の場合はまず雑誌の 

『ロー (poaw : ニユ—ヨ—クの 前衛的な大判の コミックス 雑誌だっ 
た) J に載っ て、 それから、ちよっと大きいぺーパーバックに 
なって、最後はあまりにも人気があって、ピユリッツァー賞 
までとつたから、今度は ハー ドカバ ーに なつた。後から ハー 
ドカバーが出た。そういうことはありますけどね。 

ぼくも手塚さんの作品をああいうちゃんとした形で出すに 
は、 『アドルフ J が一番いいかなという気がしたんです。国際 
的な話 だし、 大人が読んでおもしろく、導入部分もうまいで 
すしね、一体何が起こるんだろうと思わせていって、入って 
いくでしよう。題材もおもしろいからね。 

シヨ ツト コマ割り も、 スト ーリ I の構成そのものもア メリ 
力人にとってかなり親しみやすいですね。『火の鳥』のように、 
大胆なぺージの構成やレィアゥトを使っていない。比較的卜 
ラディシヨナルな構成ですね。 

小野あれはマンガ雑誌の連載じゃなくて、普通の週刊誌の 
連載だったでしよう。一般向きの『週刊文春』で。 

シヨ ツト かなり短かかったらしいですね。 

小野1 回、 8ぺージだからね。そういう連載だから、大き 
なコマを使うことができない。逆にそれがよかった。手塚さ 
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んのマンガの場合、お話はみんなおもしろいんだけ ど、 問題 
は絵のスタイル、何というのかな、ちよつとデイズニ—的な 
絵でしよう、初期の作品は。 

シヨツト 『アドルフ』はそういう意味でちよつとリアルな。 
小野あれは手塚さんの後期の傑作です よね。 大人向きの雑 
誌に描くときのスタイルを手塚さんが完全に自分のものにし 
て描いている。それでいいわけです。それまでの子ども向き 
のマンガのスタイルと内容は、日本人は非常に親しんでいる 

けど、外国の人から見るとちよつと違和感があるかもしれな 

\ 〇 
レ 

シヨツト確 かにそうです ね。 今まで手塚さんのマンガが英 
訳されていない大きな理由の一つはそこにあるんじゃないで 
すか。アメリカ人にとつて は、 シリアスな ストー リ I にコミ 
カルな描き 方、 あんまりデフォルメ化された 描き 方をされる 
と、ちよっと違和感を覚える。手塚さんの特徴ですが、 シリ 
アスな場面をずうっと描き続けて、あまりにも深刻になつて 
しまうと、いきなりちよつと一歩引いて、ヒヨウタンツギを 
登場させるとか。 

小野そう、冗談を入れる。 

シヨツト 読者ともう何十年の対話がないと、できない こと 
ですから。 

小野やっぱり理解できない。 

シヨツトええ。 それをそのまま アメリカ人に 紹介 しちやう 


と、最初は、エツと思うようなところがいつぱいありますよ 

小野『アドルフ』は話の設定も国際的で、そういう意味で 
もいいですね。 

シヨツト ユダヤ人やナチスや、アメリカ人にとつて今でも 
なお興味のあるテーマですね。日本では、よくこのマンガは 
もう文学ですと言いますが、『アドルフ J はまさに一つの文学 
です。ノベルですね。 

小野ぼくはあの作品が好きなんです。戦争中の神戸のこと 
がよく出てくるでしょう。ぼくは手塚さんがまだ生きていら 
っしゃる とき、 手塚さんの伝記を書くので一緒に取材した と 
き教えてくださったんですが、ドイツ人一家の家が、宝塚の 
手塚さんの家の近くにあって、そこにずっと代々ドイツ人が 
住んでいて、そこの子どもたちを見ていた。それをマンガに 
取り入れているから、リアルなんです。 

シヨツト ぼくも実はた またま 自分の周りに、高校時代に神 
戸で育ったいわゆる白人の子どもたちがいて。ロスで知り合 
った日本人のハーフの友達なん か、 お母さんがユダヤ系ドイ 
ツ人で、お父さんが日本軍の将校だったりして いて、 上海で 
結婚して神戸に移って、友達自身は神戸で育ったというよう 
なエピソ—ドが あって。 かなり『アドルフ』に似ている背景 
の人たちに何人か会ったことがあ るから、 すごく リアリティ 
—を惑じました0 
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小野 全体の話は虚構で、つまり作りものですけれども、手 
塚さんが自分で実際に体験している世界を軸にしているから. 
リアリティー を感じるんですね。 

-手塚さんの後を継ぐ大家はあまりいないと言われ 

ています が、 海外に通用し そうな、 期待されているマンガ家 
などについては。 

シヨツト まあ、 大友さんじゃないですか。海外で一番知名 
度が高いのが大友さんですね。 

小野 日本のマンガがアメリヵで売れているなんていうこと 
が話題になったのは 『 AKIRA 』 です よね、 とにかく。 今、 
いろんなマンガが海外に出ていますけ ど、 少なくともア メリ 
力に関して言えば 『 AKIRA 』 がやっぱり一番で しよう、 
売れている部数から言っても。 

シヨツト 部数から も、 影響力から も 『 AKIRA 』 です ね。 
最近の日本のマンガ家で 言えば、 やはり士郎正宗さんの影響 
がすごく大きいで すね。 日本 以上に、アメリヵの 方での影響 
力が大きいです。 

小野 ショット さんが関係しているか知りませんけど、あの 
翻訳はうまいです ね。 

シヨツト 『アップルシード』はぼくはやっていないんです 

けれど、『攻殻機動隊』や『オリオン』は翻訳しています。 

小野 全部読んだんだけど、士郎正宗のマンガは独特ですよ 


ao 

シヨット 情報の密度がすごく高いでしよう。 

小野むしろアメリカのコミックブックに近い感じがありま 
すね。だからアメリカ人だと逆に違和感がない。かなり描き 
こみがある絵で。 

シヨット アメリカ人は、ある意味で日本人より入りやすい 
んじやないですか〇 

小野ぼくもそう思った。台詞が多いでしよう。ぺージ数が 
あって、結構長いんだけど、普通の日本のマンガの描き方を 
したら、もつと長くなりそうなのね。 

シヨット 3割ぐらい長くなるんじやないですか(笑)。 

小野それをある長さの中でうまく細かく描いていて、それ 
にもかかわらず、ちやんとユーモアがあるんですよね。あれ 
は感心する。 

シヨット あとは絵もすごく。 
d 野うまいですよ。 

シヨツト ちよつとデフォルメしているけど、日本のマンガ 
としてはかなりリアルな感じですね。 

小野あの人は、学生のときから描いていて、急速にうまく 
なった人ですね。大阪の小さい出版社で出しているだけだっ 
たでしよう。今は講談社。最初に読んだときはびっくりした。 
描いている世界のビジョンが大きいし、最先端で、オリジナ 
リティがある。 
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ミヨ ゞ ト アメリカのコミックスの フアンは、 ある意味でス 
トーリーよりも絵を大事にするから、そこでもう士郎さんの 
絵がすごく人気がありますね。アメリカ人って、結構、絵で 
買うところがあるじゃないですか。 

d 野アメリカのコミックブックなんかみんなそう r すよね。 
表紙なんかカッコィィですもの。 『 x - men 』 でも何でも。 

シヨツト アメリカのコミックスの読者なん て、 高いお金を 
出して、あんまり早く読める と、 だまされたような感じにな 
っちゃうわけですよね。高いお金を払って、何で10分で話が 
終わってしまうのか、と。同じべージを何度も何度も読み返 
して、じつくり絵を味わいながら、ことばを吸収していつて、 
それで初めて、あ—これはいい買いものだったと思う(笑) 0 
士郎さんのマンガは、まさにアメリカ人読者の要求に応えて 
いるわけです。 



小1?あれはそうです ね、 読みでがあります よ。 

シヨツト 大学生なんかだったら、 もう ハッ パを吸いながら 
コミックスを 読みます よね。 入っちゃうわけです ね、 何回も 
何回もその絵を読み返して絵の中に自分が スーッ と入ってい 
くんですね(笑)。読み方が違います ね。 
小野：：：本でももちろん士郎正宗ってちよっとカルト的な人 
気があるけど、藤子不二雄さんなんかと比べたら違うでしよ 
う。 アメリカで受けるというのは よく わかりますね。もちろ 
んヨーロ ッバでも受けているけ ど、 アメリカで一番受けるだ 
ろうと。だから、すぐ翻訳されたんでしようけど。 

あの翻訳も、ぼくの英語力ではあんまり偉そうなことを言 
えないけど、 ユー モアがうまく訳されていて、英語を読んで 
いて吹き出しち やう。 ことばのちよつとした ユー モアをち や 
んとうまく英語に訳してあって、ぼくは読んで感心した。英 
語版を見て、 あ、 これは日本語よりおもしろいかもしれ ない 
と思つ て。 

シヨツト あれは翻訳のプロセス もちよっとおもしろ いんで 
す。一人でやっているんじゃなくて、一応基本翻訳はぼくが 
自分でやって、もう •人、 スタジオ•プロ テウスのトーレ 
ン •スミス さんがぼくの翻訳を書き直しているんですね。 皮 
はアメリカンコミックスの 経験が豊富で 。アメリカンコミッ 
クスの 英語って独特で、普通の英語じゃないんですよ。非常 
に特殊な英語で、 トーレン•スミスは その辺の コミックスの 
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読者が求める ようなスタィルがすごく 上手で ぼく 力翻訳し 
たものを、 読者が喜ぶ ような 書き方に してくれる わけです ね。 

-たとえばどういうことなんですか。 

シヨ ツトたくさん読んでいただかないとなかなか難しいん 
ですけど、誇張されているような、ある意味、ちよつと古典 
的な英語です ね。 普通の会話より派手なところが あって、 使 
われていることばがドラマチックです。だから n 本のマンガ 
をそのまま翻訳して、あまり スト レ—卜に書いたりすると、 
アメリカのコミックス ファンが抵抗を持つ場^もあります‘ 
何 だ、 英語として死んでいるじやないかというんです。これ 
は コミックスの 英語じやないというわけです。 

小野トーレン•スミスさんは、そういうのはベテランなん 
です ね。 

シヨ ツト原作 も 書いて いるし、 ベテランですよ。 

小野 ほかのヶースで は、 たとえば宮崎さんの『風の谷のナ 
ゥシカ』の英語版がありますよね。あの場合なんかどうなん 
です か。 

シヨ ツト同じです よ。 あれは最初の半分ほどトーレン•ス 
ミスさんがデービッド•ル—ィスさんと組んで同じ形でやつ 
たんです。編集みたいなことをやるんですね。後半はマツ 
卜•ソーン氏が担当したんですが。 

小野なるほどね。しかし、本当に士郎正宗というのは日本 
のマンガ家の中でもちよつとやっぱり特殊です ね。 普通 、 H 


本のマンガというのは早く読めるということを編集者が求め 
るわけです。抵抗なく読めて、どんどん話が進むようにと。 
彼のマンガは違うんです。1回読んだだけじゃわからないか 
もしれない。 じっくり 読んで、何度も読者が読み返したくな 
る。 細かいんです よ。 いろんな世の中の 動き、 たとえば映 
両でいうと『ブレードランナー』あたりの影響があるのかも 
しれません。 サイ バ I •パンク (SF 用語だが、かなり一般化 
して音架などでも使われる)と一一一一 n われたりするけど、1±界のあ 
り方が勧善懲惡じゃないで しよう。 一体だれが敵だかわから 
ないという混沌とした111-界を描いて いる。 

シヨ ツト また彼の場合は物理学が好きで、仏教とか密教と 
かそうぃうのも好きで、物理学の最先端の情報と密教の情報 
を取り混ぜて人れるというのもおもしろさを増す。 

小野 それと非常にセクシーな女性をうまく 描く。 あれも大 
事です よね。 

シヨ ツト メカも 上手ですね。 

小野 だからアメリカ人好みだな と。あ、 これは受けるだろ 
うという感じがする。非常にレベルが高いですね。 

シヨ ツト 読者 だけでは なく、マンガ家にすごく大きな影響 
を与えていますね。この間のウイザード ( wizard : アメリカで 
最もよく売れている コミックス 評論雑誌。スーパーヒーロ—ものなど 
コレクター が g ハ味を持つものが中心) に、 アメリカ人マンガ家の 
インタビュー 調査というのが掲載されていて、最後のところ 
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の、 あなたは今だれから一番影響を受けているかという質問 
に、2 割から 3 割ぐらいの人たち が、 士郎正宗さんと言って 
います。これにはちよつと驚きました。純粋にアメコミを描 
いている人たち、つまりコミック•アーティストがそう書い 
たというのが驚きだったです。 

小野そうすると影響という点 だと、 大友さん よりも 士郎正 
宗の方が大きい？ 

ショツト2年前ぐらいに同じような調査をしたら、大友さ 
んが日本のマンガ家としては一番上に載ったんでしようけど、 
最近は士郎正宗さんも大友さんとほぼ同じぐらいの影響力を 
持っているんじやないですか。最近のアメコミを見ていると、 
目が結構大きくなっているでしよう。あれは士郎さんの影響 
が間違いなくあります ね。 大友さんは i を小さく描いていた 
から。 

小野その辺もちよっとお話ししたかった。15年以上前にシ 
ョット さんと対談した ころは、 日本のマンガで目が大きいの 
はおかしいとアメリカ人のマンガ家にも言われたりしたんだ 
けど、このごろはあんまり言われなくなっ た。 おそらく年配 
の方って今でもすごい抵抗があるんだろうけど、今の若いア 
メリ カのマンガ家 は、 むしろ日本のマンガが開発した一つの 
表現手段、表現スタィルと思っているんじやないかと。 

シヨツトアニメの影響がすごく大きいんじやないですか。 
今、 アメリカでコミックスを描く人たち は、 もうみんなアニ 


メを見て いるし、 日本のマンガも結構見て いる。 キヤラクタ 
I の目が大きくなるだけじゃなくて、女の子を描く線もどっ 
ちかというとちよっと日本 向き、 ちよっと士郎さんぽく柔ら 
かくなってきています ね、 全体 的に。 

小野 『 x - men 』 シリーズの中にそういうのを描いている人 
がいました ね。 日本のファンから見る と、 抵抗があるという 
人もい る。 アメリカ的じやなくて、どうもなんかなよなよし 
ているという感じを持つらしい。 

ショット柔らかくなっているのは問題ないんです けど、 悪 
く言えば、ちよっ と 日本の ロリコン ものから影響を受けてい 
ると ころもなくはないです ね。 若くなっているんで すね、 間 
違いなく。 

小野アメリカのコミックブックに出てくる女性っていうの 
はみんな強いで しよう。 実際にアメリカ人の女性と日本の女 
性との違いもある。たとえばシンディ•クロフ ォ丨 ドみたい 
なのは、いかにもモデルという感じで、美女で、体も大きく 
て、 颯爽として、大人の女性。日本の場合は、大人っぽいと 
いうより、 ちよっ とかわいい感じが受ける でしよう。 マンガ 
全体がそういうかわいい文化ですから。日本のマンガで女の 
子が出てくると、強くてもやっぱりかわいさがあるというふ 
うになる。アメリカの場合にはハリウッド映画のヒロィンの 
ような強い感じ。アメリカのコミックブックを読んでいると 
キャットウーマンでもいいんだけ ど、 ぼくが好きなのはそう 
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いう女性。このごろ日本のマンガの影1:で 、ちよっとなよ な 
よと している と、 逆に少し寂しい感じで(笑 〇 
お互いになんか影響があるんですね。日本のマンガ家も、ア 
メリカの コミックブックを 実際どのぐらい読んでいるかわか 
らないけれども、 『 x - men 』 のウルバリン ( wolverine ) みたい 
なキャラクタ丨を描いたり ね。 少年ジャンプで人気のある 
『るろうに剣心』を描いている人なんかも 『 x - men 』 が好きだ 
とい•うのを聞いたことがあるんですが。だから、あんまりは 
っきりは出ないけど、そういうアメリカ的な力強い描写の影 
響が日本のマンガにあるかもしれない。 

シヨツト 絶えず影 W を与え合っているんじゃないですか 0 
日本のマンガの目の大きいところだって、あれはディズニー 
の影響をもともと受けたんで。 

小野 もちろんそうです ね。 だんだん抵抗がなくなってくる 
と、 主人公が日本人だとかいう こと、 士郎正宗のマンガなん 
か、 どこの国の人かというのはもう関係ないで しよう。 日本 
人にしては目が大きいとかそういう問題じゃない し。 大体 サ 
ィボーグが主人公だったり。そういう新しい時代の感覚です 

050 

シヨツト 登場人物が、 ハーフとか、 いろんな血を有してい 
るキヤラクタ—が多いです から、 関係ないですね。 

小野 突然ああいう人が日本で出てきたというのはおもしろ 
いな0 


シヨット 同人誌の世界から出てきたんじやないですか。神 
戸ですね。 

小野そう ですね。大阪の小さい出版社から出して良かった 
のかもしれませんね。最初から東京の大きい出版社に行く と、 
編集者からいろいろ言われて、スタイルを変えなきやいけな 
かつたかもしれないし。 

シヨツト 周りと全く同じスタイルになつてしまうわけです 
ね0 

小野 好きなように描いていて、それがたまたまうまくいつ 
ている。ああいうタイプの人はいいですよね。国際性を持っ 
ていますからね。 

シヨット それは日本のマンガにとつて絶えずある問題 じ や 
ないです か。 特に東京の場合は産業都市であまりに巨大化し 
て、編集者から、今これが売れているから、こ、っいうス タイ 
ルで描いてほしいと言われたり、そう言われなくても、無意 
識にこういうスタイルで描かなきやならないと思い込む若い 
人たちが多いんじやないですか。自分のスタイルを確立する 
のが今の日本ではすごく大変という気がするんです。『ガロ』 
とか、 同人誌の世界で描いていれば話は別です けど。 いわゆ 
る商業誌 だと、 それなりのプレッシャーがあるん じ やないで 
すか。 

小野 マンガ家の違いとか絵の違いというけれども、基本的 
には日本とアメリカ、またはヨーロッ。ハとの違いというのは 
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マンガ産業のあり方の違いです よね、 出版形態の。日本みた 
いなマンガの週刊誌というのは世界中ないわけです。3 〇 〇 
ぺージ 以上の雑誌がたくさん あって、 それが何百万部も出て 
いるというふうな日本の状況は。その構造を支えていかなき 
ゃいけないから競争も激しいわけです ね、 マンガ家の間でも。 
シヨツト 下手したら量産になつて しまう。 

小野 編集者もマンガ家と共同作業みたいな形でマンガを作 
つたり するわけで しよう、 初めのう ちは。 

シヨット あとはやはり 分業制になつて しま うんです ね。ア 
メリカと 違う意味での分業制です。 

小野 アメリカの 場合は また おもしろいです よね。コミック 
ブックの分業制と いうのは、 それぞれの個性を出していいと 
いう形の分業制で しよう。 

シヨツト でも、自分の個性はここまで出していいという境 
界線がはっきりしていますよ。一定の枠の中で自分の個性を 
出していいんですね。 


-作家の才能を 伸ばしたり、 新人の作家を育成する 

ことにつ いて、 日米の違いはどうで しよう。 

シヨツト 日本の場合は人を育てるシステムということにつ 
いて、アメリカよりはるかに、ノウハウが確立されています 
ね。 新人賞を与えるなども、アメリカで全くないことはない 


んですけど、闩本みたいにシステムとしてはできていない。 
また日本の場合はアシスタント制度というのがあつて、アシ 
スタントで入つ て、 プロになつていく人がかなり多いんじや 
ないですか◦アメリカでそういうのは少ない。アシスタント 
を使つているところが少ないんです。 

-同人誌から入つていく人が日本では結構多いと思 

うんです が、 アメリカでマンガ家になる道として' 同人誌と 
いうのはどのくらいの比重なんです か。 

シヨット 日本みたいな同人誌というのはほとんどないです。 
いわゆる「フアン•ジン」(フアン•マガジンの略)、フアンに 
よるフアンのための雑誌というのはありますけど。そこで自 
分や友達のために描いたりしていて、最終的にプロを目指し 
て、 自分で勉強してプロになつていく人は多いと思うんです 
が、 日本にあるような巨大な同人誌世界というものは、まず 
想像できないですね。そういう意味では、プロを目指す人の 
入り口はやはりもつと限られていますね。ほとんどはやはり 
自分で描いて持ち込むという か、 アメリカの場合は持ち込む 
んじやなくて送つたりする ケース が多いんですけど。 


小野 アメリカのコミックブックのこの15年ぐらいの間の変 
化で気がつくのは、描写が随分バィオレントになりましたね。 
70年代には、ジャック•カービィのダィナミックな描写をぼ 
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くは 好きだつたんです けど、 その後だんだんぺージの レィ ア 
ウトも 変わつてきました ね。 大きな画面 も 増えましたし、ア 
クシヨンの 場面も増えた。 

シヨツトあれも日本の影響がなくはないんですね。 

小野昔はあまり人を殺さなかつたのが、今はよく死んだり、 
血が 出たり、 特に『スパィダーマン』ものなんか、ベノムな 
んていう怪物が出るようになつて。前はあんまりそういうの 
がなかつたけれども(注•このべノムがすごい人気で、『るろうに 
剣心』にも最近似た悪役が出ている)。 

シヨツトやはり コミツクスコード (1950 年代、 教育や政治 
や宗教団体の圧力に 負けて、 アメ•コ ミの 出版社がはじめた自主規制 
システム)の拘束力がすごく小さくなつていますね。 

小野一応コミツクスコードの名前(しるし)は。 

シヨツト名前ぐらいはついているんですけ ど、 それに対す 
る制約というのはもうほとんどないと言つてもいいですね。 

小野世の中の影響もあるんでしようね。ハリゥッド映画自 
体もそうでしよう。 

シヨツト映画 も、テレビもそう です ね。 結構暴力の場面が 
多いです ね。 アメリカで問題になることがあります。 

小野技術も進んでいますね。ハリウッド映画で特殊効果が 
進んでいるのと 同じように、 マンガの本 も アメリカのマンガ 
は、 彩色は もう 完全に コン ピュータ—を使つている でしよう。 
きれいになりましたよね。値段 も 高くなつたけ ど、 本当に 印 


刷がきれいになった。 

シヨツト彩色 カラー はすごくきれいに なった。 

小野アメリカと日本の一つの大きな違いでもあって、日本 
はカラ ーぺ ージというのがあんまりない。日本でもコンピユ 
I 夕丨を使って色をつけている人はもちろん何人かいる し、 
寺沢武.一さんみたいにコンピユータ—を一生懸命やっている 
人もいるけど、一般的にはそもそもカラーのべージが少ない。 
アメリカは逆にカラ—が基本。 『 AKIRA 』 あたりからです 
ね、 『 AKIRA 』 アメリカ版のカラーは全部コンピユ—夕— 
なんです よ。 あれで成功して、今はもうコンピユーターが 当 
たり前になりましたね。 

シヨツトここ 10 年の間、コンピユータ—を使っているお陰 
でアメリカのマンガは本当にきれいになつた。 

小野紙もよくなって、印刷も非常によくなりましたね。 

シヨツト昔はざら紙みたいなものを使って、汚い感じだっ 
た0 

小野アメリカのコミックの場合は絵が重要だというのは、 
下手な絵だっ たら、カラ ーになるとごまかせないでしよう。 
せっかく カラー になっているんだ から、 いい絵じやない と、 
という こともありますね。 

シヨツト昔できなかったグラデーシヨンがもう今は主流と 
なつていますね。 

小野 メィンストリーム(主流)のコミックプックで変化を 
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見る と、 昔はフィジカルな力の強いキヤラクタ—が主人公で 
人気があって、 『 x - men 』 の最初のメンバ—も割とフィジカル 
なパワーなんだけど、今はメンタルパワーですね。サイコパ 
ワーをもっと複雑にして、相手の心の中に入り込んでめちや 
くちやにしちやう とか、 ゥルバリンみたいに過去の記憶を全 
部失ったりとか。 

シヨツトフィジカルパワーが一種の限界に来ているという 
こともあるんじやないですか。力だけで何でも打ち崩せると 
いうところまで行つてしまえば、ストーリーとしては、もう 
おもしろくなくなつちやいます。 

小野今の犯罪に似ていますょね。心理的な暴力みたいなの 
が非常に強くなっている気がしますね。新しい 『 x - men 』 の 
キヤラクタ—も、心理的なパワーが相手の神経をぐだぐだに 
するとかね。あとブラックホールみたいなところへ吸い込ん 
じやうとか、異次元に飛ばしちやうとか、昔は考えられない 
ょうな非常に複雑なパヮーを持ったのが出てきて、その方が 
人気があるんですね。 

シヨツトアメリカ社会を反映しているところがあるんじや 
ないですか。 

小野そうだと思いますよ。 

シヨツト子どもたちにとつて、単なる武器で対抗するんじ 
やなくて、サイコロジカルパワーでできればという夢の部分 
があるんじやないですか。今後のアメリカの動向がどのよう 


になつていくかというのはちよっと興味深いですよね。おも 
しろいことに、アメリカの犯罪率がここ二、三年の間に急激 
に下がりつつあるんですよ。殺人率にしても、強姦率にして 
も、強盗にしても、全部下がる傾向にあるんです。これも不 
思議。コミックスがそれをどのように反映していくかという 
のは興味ありますね。 

小野 映画とか、そういうメディアの中での暴力はむしろ激 
しくなつていますよね。『セブン』なんていう映画を見ると、 
異常性格者の犯罪みたいなものが多くなっている。日本でも 
そういう事件が起きていますけれど。 

シヨツトそれが、今、アメリカで問題視されているし、暴 
力をもっと抑えるべきだと主張する政治家や教育者がたくさ 
んいる。でも犯罪率が下がれば、コミックスの中でもっと暴 
力のシーンを出してもいいんじやないかと主張する人が出て 
くるかもしれない。その辺のプロセスがどうなるかは興味あ 
りますね。よく日本の社会は比較的安定して治安がいいから 
こそ、マンガの中の暴力などを自由に描いてもいいんじやな 
いかという人がいるでしよう。読者がそういうシーンを読ん 
でも直接影響を受けないと。アメリカはもつと単純に考える 
人たちが多いですね。映画でバイオレンスのシーンを見れば、 
すぐにそれを試すんじやないかという人が多いですね。(笑) 

小野 実際に武器が買える国ですからね。それと気になるの 
は、たとえば今、アメリカで、いろんなところで日本のマン 
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ガのコンベンション(日本の フアン 大会とは 違い、 販売されている 
のは同人誌で なく 商業誌の バック ナン バーで、 買うのは主にコレクタ 
I たち。 日本の アニメや マンガをテ I マに した 大会では、商品 やグッ 
ズもたくさん 売られている)みたいなのがあるでしよ、 つ。 そうい 
うときに日本のアニメのビデオを上映す ると、 テレビで放映 
しているのはいいけれ ど、 そうでないものはかなりセクシー 
でエロティックなものがあるでしよう。日本国内でもあまり 
知ら.れてないそういうものが、相当輸出されているんですよ 
ね。 テレビはコードがあるから放映はされないけど、ビデオ 
になつ て。 

シヨット ビデオになつて、どんどん出ています。 

小野 国によつていろんなセックス描写の制限があつて、な 
かなかそういうものはないから、日本のものがソフトコアの 
ものとして受け入られたりしてね。実は中近東にまで輸出し 
ているんですよ。それはいいんだけど、アメリヵかどこかで 
そういう大会があつたときに、そういうものを上映している 
ということがわかつて、周りのコミュニティーの人たちが非 
常に反感を持つたというのを前ちよつと聞いたことがあるん 
です。そんなものを上映しているというのはけしからんと 0 
つまりマンガのオタクじやない一般市民が、非常な抵抗を感 
じて、非難が起きたというんですよね。そういうことは今後 
もあるんじやないかなと思うんですよ。 

シヨツト それは問題になる可能性が大きいですね。アメリ 


力では日本のアニメがすごく人気がありますけど、その背景 
に結構、日本のエロものに引かれている人が多いという一種 
の悲しい事実というのもあるで しよう。だから、よく 日本の 
マスコミが、アメリカやヨーロッバで日本のマンガがすごく 

人気があります、と単純な書き方をしていますけど、実際読 
まれているものや見られている アニメで、 誇りを持ってはた 
していいかどうかというのはまた別問題ですよね。ちよっと 
危ないものも送られていますし。 

小野 もっと基本的なことです ね。 要するに子ども文化と大 
人文化の区別。 

シヨツト この前のシンポジゥム(手塚プロが主催している「日 
米マンガ家のシンポジゥム」)のときに小野さんがそれですごく 
いい発言をされたんです ね。 つまり日本では子ども文化と大 
人文化の間の境界線というのがほとんどないというようなこ 
とをおつしやつて いたんです。 アメリカは 逆に子ども文化と 
大人文化との間には つきり した境界線が引かれて いる。 これ 
が日米を比較する上でのすごく大きなポイントだっていうこ 
とをおつしやつて、 すごくいい指摘だなと思つたんです。 


-マンガの評論についてはどうで しよう。 日本では 

最近マンガのガイドの本やマンガの研究をやっている方も増 
えましたが、アメリカでもそういう雑誌があると。 


320 


ゲスト対談一日米マンガ事情あれこれ 



Protoculture Addicts 

©Protoculture Enr. 

マンガ.アニメ評論誌の一例。 
カナダのモントリ オールの 会社から 
発行されている、英語の雑誌。 


ショツト 評論雑誌は あります。『コミックスジャーナル 
(comics Journal )』 というのがあつて、大変権威があります 0 
ほかに も 『ゥィ ザード ( wizard ) J というのがありますけれど、 
評論の雑誌と いうよりも、どつちかというとコレクタ—を 対 
象に している 紹介の雑誌です 。『コミックスジャーナル』 は一 
番権威の あるものです。 

dp いろんなマン ガ 家のィンタビュ—とか、内容が非常に 
充実していますよね。 

ショツト時々信じられないぐらい充実していますよ。よく 
も マンガ についてこれ だけ書けた なと思うような 記事が 多い 
です ね。 

di ? もちろんアメリカのコミックブックの IH : 界が中心だけ 
と、 必ずしもアメリカだけじやなくて、いろんな外国の話題 
も 取り上げたり していて、いい 雑誌です ね。 


シヨット大変いい雑誌です。細かく書いていますし、メジ 
ヤーシーンだけではなく、アングラのものも紹介してくれる 
し。マンガそのものの発展を図つているわけですね。 
dp インタビューの内容が長く、通り一遍じやなくてなか 
なか深みがありますよ。 

、ンヨツトほとんど編集しないみたいですね。ほとんどカッ 
卜しないんです。会話の中で、エッとか、え— とと か言つた 
りすると、それがそのまま載つたり。 

dis しわゆるメインストリーム (Mainstream Comics ••主流 

のアメ .コミ r ス ー パ ー ヒ ー ロ ー ものを意味する)のコミックスア 

I テイストだけじやなくて、オルタナティヴ (Allemative 
Comics : 主流以外のもので、独立系出版社から出ているもの)な作 
家のインタビュ—など、いろいろあつて、それがまた おもし 
ろいですね。アメリカのコミックスつていぅ と、 日本で汰 
『ス—パーマン j とか『スパイダーマン』、あとは『ピーナッ 
ッ J とかになつちやぅんだけど、本当はいろんなものがあつ 
て、ぼくは今でも 『 x - men 』 なんかは読んだりはするんです 
が、本当はオルタナティヴが一番好きでね。たとえばへルナ 
ンデス.ブラザースの『ラヴ.アンド.ロケッッ 』 (Hernandez 

crrothers:rove and Rockets :) など。 

シヨじトアメリカで一番文学に近いマンガつて言えば、や 
はりオルタナテイヴですよね。 

d 野日本ではつげ義春の作品が文学的だとよく言われるん 
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ですけれど、アメリカにもそういう 文学的な形の ものがある 
んですょ。 

シヨツト それに匹敵するものはいつぱいあります。ただ、 
そういうマンガの売れ行きは、大変限られています。 

小野 限られているけれども、 一応 マーケットはあつて成り 
立つている。そういうマン ガ家が活躍して いる。 

シヨツト 熱狂的なファンもいることはいる。 

小野 ニ ユーヨークで 活躍して『アンダ ーワー ルド 
( underworld ) 』というマンガを描いているカッツ ( 内£とか 
おもしろい人がいますょ ね。 クレージーな世界を描いている。 
ニ ユースベーパー•ストリップ (新聞連載マンガ)では、やつ 
りぼくは今でも『カルヴィン•アンド•ホッブス』が W き 
です けど、 作者が描くのをやめちゃつた。あとリン•ジョン 

ストンの『フォ— •ベター •オア•フォ— •ワース 』 (ry ココ 
Johnston Tor Betteror For Worse (『良かれ惡しかれ j ) ：〇 
シヨツト 新聞マンガとしては、彼女のが一番内容的にも充 
実している。 

小野 リン•ジョンストンは ホーム ドラマなんだけど、やさ 
しさや 深みが ありますね。もともとカナダ 出身の 人なんだけ 
ど、アメリカで成功して。 

シヨツト ただ、残念ながら、 アメリカの 新聞連載マンガは 
スぺース がだんだん限られて きて、 悲しいですね。 30 年前と 
か 40 年前の 方が、、 つんときれいに描けたんです けど。 スぺ一 


スが少なくなると背景も描けなくなる し、 日本マンガみたい 
こ頦のアップだけで終わつてしまうようなところがあります。 
小野 ショットさんから見て、アメリヵのマンガで今一番い 
いとい、っか、この辺は注目していると い、 っのがありますか。 
コミックブックでも、ニユ トス ぺーパーでも、オルタナテイ 
ヴでも。 

シヨツト いわゆるオルタナティヴで言えば、ジェイソン • 
ルート (Jason Lutes ) という人がかいている『へルリン 
( Berlin )』 というのが非常に興味深いですね。スト—リーの構 
成とか、ぺージ構成がすごくおもしろい。 

小野 いい出版社もありますね、ファンタグラフィックス 
(Famagraphics :マンガ出版社の名)はオルタナテイヴの タイト 
ルをたくさん出していますよね◦今でもロバート•クラム 
(Robert Crumb :アングラから出発したコミックス作家。日本でいえ 
ば、 つげ義春のような感じ。作品は文学や私小説に近い。日本では小 
野耕 IH- 氏が： Fritz the nar の日本語訳を担当)のマンガを出してし 
るし。 

シヨツト クラムはアメリヵで一番ある意味で権威のあるマ 
ンガを描く人ですよ◦いわゆるメインストリ—ムじやなくて 
アングラと言えばアングラですけど、もうマンガの領域を出 
はじめているものがある。存在感の大きい人ですね。 

クラムはマンガの中に、自分の気持ちをものすごく素直に 
表吳する人です ね。 自分の潜在意識をそのまま全部べージに 
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ぶちまけようというか。ショッキングです。描くマンガが深 
い。 周りを意識しないで、自分の思っていることをそのまま 
出すというのはすごく大変です ね。 

小野 出し 方が難しいです よね。 ああいう形で スッと 自分と 
その世界をマンガに 出して、 読む人を感動させるというのは 
大変なことだと思うんです。ただ出せばいいというものじ や 
ないし、 その辺はやっぱりすごい人だなと 思う。 

シヨ ツト アメリカでは、おそらくクラムだけが、マンガ家 
というだけじやなくて文学の、いわゆるアーティストの部類 
で評価されているんじやないですか。 

小野今の時代というのはおもしろいですね、世界中にある 
数、 そういう人たちがいるんですね。彼らがマンガというも 
ののジャンル自体を非常に高めている。アート•スピーゲル 
マンもそうですけれども、そういうタイプの人が生まれてき 



ているんですね。 

シヨ ツト さっきの 手塚先生の後継者の話に ちよっ と関連し 
てく るけ ど、 必ずどこかで、まだ目に見えないかもしれない 
けれど、それに相当する人間が活躍していますね。 10 年先に 
初めて評価されると か、 そういう人たちが必ずいます。アメ 
リカで も 日本で も、最近、 本当に力のある人がいないですね 
というんですけれ ど、でも、 どこかで必ず一生懸命やってい 
ますね。 

小野ただそのこと が、 日本ではビッグビジネスになつ，てい 
るいわゆるコミック産業と、どうかみ合うかはまた別の問題 
ですよね。そこで売れて、ベスト セラー を出しているかどう 
かはまた別の問題。クラムが偉いと思うのは絶えず描いてい 
るんですね。今もずつと描いて いるし、フアンタグラフィツ 
クスからも新作が時々出て いるし。 

シヨ ツト あの人は描かずにはいられないんでしようね。お 
金のためにやっているんじやなくて、仕方なくやつています 

ね(笑) 0 

小野生きるためというの か、 空気を吸うみたいに描いてい 
るような人ですね 

シヨ ツト 手塚さんもそういうところがあつたんじやないで 
すか。動機はちよつと違うけど。アメリカのマンガ家で、ク 
ラムを褒めない人ってあんまりいないです ね。 もう一種の神 
様です ね。 かといって一般社会では認められていないところ 
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もあります。手塚先生もクラムの絵が好きで、ぼくはよくク 
ラムのマンガを買つて送つたりしたんです よ。 

小野 ところで、 ジェフ •スミス (Jeff smith ) の 『ボ ー ン 
( Bone )』 というのはおもしろいですね。感動し ましたよ。 あ 
れは日本の 影響 かどうか知らないけ ど、 読みやすいですね。 
つまり、アメリカの 一般の コミックスより、レイアウト、 画 

面構成が。文字も吹き出しがそんなに多くなくて、絵もきち 

つとしていて。 

シヨ ット 子どもでも大人でも楽しめる。 

小野 絵が うまいだけじゃなくて、スト—リーや 構成が非常 

にぃぃ。 

シヨ ツト もともとアニメータ1だつたのが大きいんじやな 
いです か。 

小野 彼はあれだけ人気が あっても、 でも一応 イン ディペン 

デント(独立系出版社)なんですよね(マンガのジ ャンルとして 
はオルタナティヴに 厲 する)。 奥さんというのが出版；^の社長で、 
しかも質の 高い、 いい仕事をしている。アメリカの古典コミ 
ックスと いうか、 アメリカのコミックスのいい意味での伝統 
を引き継いでいますよ ね。 自分の世界を作っている。あの人 
はまだ若いですよね。 

シヨ ツト これからどんどん活躍するんじやないですか。 

小野そういう人もいるんですよ ね。 自分で出版して、それ 
がう まく 成功して、海外にも翻訳されている、ああいう人も 


いるんだなと思つ て。 

シヨ ット 全部台詞を 読まなくても、何となくストーリー が 
わかる ような。 

小野 その点ではちよつと日本のマンガに似ているんじやな 
いかな。ちよつと似ているなと思つたのは、日本の影響かど 
、っかはわかりませんけれど、何もないコマがあるでしよう。 
ポーズ 、間というか、スッと何もない、 台詞の ないコマがあ 
つて、そういう日本のマンガ的な間のとり方がうまいから、 
おもしろいなと思つ て。 アメリカのコミックブックはぺージ 
数が 少ないから、 間が あんまりなくて、どんどんアクション 
でいく。絵は大分大きくなつてきたんだけ ど、 ちよつと日本 
人から見ると読みにくい。 

小野 オタクの状況というのはどうなんですかね。いわゆる 
オタクつて世界的に共通していて、オタクという日本語が海 
外でも通用するようになつたと聞きますけれども、英語で言 
つたら何という言い方が一番いいんですか。 

シヨ ット 今、アメリカでは、オタクで結構通じるようにな 
つているけど。アメリカ人の とらえ 方は、どつ ちかと いうと、 
ハ—ド•コア•ファン (hard core fan ) とか、ナード ( nerd ) 
とか。ただ、 日本語でいうオタクとちよつ と ニュアンスが違 
いますね。 


324 



ゲスト対談一日米マンガ事情あれこれ 


小野善悪は関係ないんです か。 

シヨツト日本の場合はネガティブなニュアンスがまた少し 
残っているでしようけ ど、 アメリカではネガティブな部分が 
完全に削除されて輸入されたわけですから、単なる、日本で 
いうマニア、あるいは英語でいう ナー ドに近いようなニュア 
ンスで使われるんで す。 アメリカの日本マンガのフアンは才 
タクと自称します。暗い背景は、全然意識していない。 

小野む しろ誇りを持って言っている。 

シヨット H 本でも誇りを持って言っている人がいなくはな 
いけれ ど、 どうしても 宮崎 事件などにたどり着くようなとこ 
ろが抜き切れない。日本ではちよっと異常者というニュアン 
スがなくはないでしよう。アメリカにはそれが全然ないんで 
すね。 

I —女性もいるんで すか。 

シヨットアメリカ人は男性、女性は全然区別しないで、い 
わゆるマニアを指していうんですね。ただほとんどはアニメ 
とかマンガのフアンを指しています。日本のようにコンピユ 
—夕 I オタクと か、 料理オタクと か、 そこまではまだいつて 
いない。いずれはそうなつち や、 っで しようけ ど。あと一年ぐ 
らいじやないですか(笑)。 

小野そういう人たちは日本のマンガなら日本のマンガに熱 
中して いて、 ほかのことに関してはどうなんですか。 ただ、 
日本のマンガだけをとにかく追求して いる？。 


シヨット日本のマンガやアニメだけですね。 

小野 その人たち は アメリカのマンガは読まないんですか。 
シヨット日本のマン ガを 一生懸命読んでいる人たち は、 普 
通はアメリカンコミックスをあまり読まないですね。いつと 
きは読んでいたかもしれないけど、ほとんど日本マンガに変 
わったんです。というよりアニメが中心です、アメリカの場 

合は。 

小野 あ、 そうです ね。 

シヨット量的、 数 的に 言えば もうアニメがだんとつです。 
アメリカの コミックス フアンが□本のマンガを読みはじめる 
一番のきっかけも、ほとんどはアニメです ね。 日本とちよう 
ど逆じやないですか。日本ではまず 雑誌で 読んで、それでテ 
レビでちよこっと見て、単行本を読んだりしている けれど、 
アメリカは一番初めにビデオで見て、見ているうちに、実は 
その原作はマンガであるということを知っ て、 もっとその ス 
卜— リーについて細かく知りたいから、英訳されているマン 
ガを買って読みはじめるというパターンです ね。 やっぱり口 
コ ミですね。日本の場合には、ヒットするアニメ作品の大部 
分は原作はマンガだから、一番最初に目に触れるのがマンガ 
です よね。 

小野 ビデオはやっぱり広がりやすいですものね。 

シヨツトアメリカのテレビで日本のアニメはまだほとんど 
が放映されていないです。 
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小 P その辺も、ちよっと錯覚があるんですよ ね。 アニメが 
非常に海外に人気があるというと、なんかいろんなチャンネ 
ルでたくさんやっていそうだ けど、 実際はそれほどではなく 
て。 

シヨ ツト ほとんどビデオです。テレビだと、どうしても内 
容の規制がかかる。よっぽど編集しないとできないです。不 
可能です。ですからアメリカでマンガの普及を一番助けてい 
るのは、ビデオと映画のアニメ、そしてインタ—ネットです 

UO • 

小野 あ、インタ—ネットね。 

シヨ ツト インタ， —ネットがすこく大きいです。いわゆるア 
メリカの オタク、 つまり日本アニメのマニアは、早くから コ 
ンピュ^ —夕—を使いこな^てインタ^ ~ネットをすごく上 f - に 
活用しているんですよね。英語の字幕付きのビデオが販売さ 
れるずっと前から自分たちで英語のシナリオを作って、それ 
を インタ1 ネットで交換したり、 見せ 合ったり、 情報の交換 

を行っ たりし ます。マンガについてもそうです ね。 すごいマ 
ンガのファンなんかは自分たちで一生懸命辞書を使いながら 
英訳をしちゃうんです ね。 英訳が発売されていない ものを、 
日本語が あまりよ くわからなくても辞書を使って、日本人の 
友達にしつこく頼んで、一生懸命英訳を作って、それをイン 
夕—ネットに乗せて、 友達から コメントをもらつたりして、 
その英訳をだんだん完成度を高くしていつてやつています。 


おもしろいでしようね。おそらくインタ1、不ットなしでは今 
のアニメブ I ムというか、アメリカにおけるマンガブームと 
いうのはあり得ないですね。 

-どのくらい 前から、 それは動いているんで すか。 

シヨ ツトインタ—ネットを使っているのはかなり前ですね。 
やはり6、7年前じゃないかな。というのは、アニメとかア 
ニメのファンはどうしても大学生が多くて、インタ^ —ネット 
はもう随分前から大学で無料で使えた。学生たちはインター 
ネットを 使うのが上手だった し、 無料で使えた から、 フルに 
活用していたんです ◦ 一 般の人よりも早くインターネッ•卜を 
使っていたんですね、 

小野オタクというのはやっぱり 男性の方が 多い？ 

シヨ ツト 男性が圧倒的に多いですね。アメリカでマンガを 
読む人口の多分9割ぐらいは男性じゃないですか。そこは日 
本と大分違いますね。アメリカは女性があんまり読まないし、 
女性作家も少ないですね。とても悲しいことです。これから 
のアメリカでは、やはり大人も女性ももっとマンガを読むと 
いいですね。 

小野ただアメリカでもたとえばシグニー •ウイルキンソン 
(signe Wilkinson ) みたい な、 女性の政治マンガ家ですぐれた 
人がいるから、これはすごいなと思う。日本ではちよっと考 
えられないですね。 

シヨ ット政治マンガとか、社会風刺マンガとか、新聞連載 
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などはまた 全然状況が 違います。リン•ジョンストンなど 女 
性マンガ家で活躍している人が 多い。でも、 いわゆる ストー 
リー マンガに限定す ると 少ないで すね。 圧倒的に若い男性で 
す。 

小野 スー パーヒー ロー もののコミックブックをかいている 
アーテイストで、 女性はいない ことは ない けど、 少ないです 

050 


シヨツト日本のマンガ家でアメリカンコミックスのために 
描きたいという人はあんまりいないんじやないですか。 

小野 あんまりいないです。というか、日本の場合はマーケ 
ットが 大きい し、 日本で も 十分忙しいで しよう。ちよっ と絵 
が描ければ引っ張りだこになるから。 

シヨツトじやあよっぽど趣味的にやろうとしている人でな 
いと。 

小野そうでしようねえ。『モーニング』の編集者なんかに聞 
くと、 ヨ|ロッパのマンガのマ I ケットが冷え込んでいて、 
産業自体がちよっと落ち込んでいるから、むしろ日本の雑誌 
に描いた方が原稿料が高くて喜ぶみたいですね。 

シヨツトそういう意味で『モーニング』はすごく大きな貢 
献をしていますね。 

小野していますね。編集長の栗原良幸さんが熱心ですね。 


だって、 日本で これ だけたくさん コミック 雑誌が あっても、 
あれ だけ海外の マンガを 導入する ことに 意欲的な雑誌ってほ 
かにないです もの。 『モーニング』ぐらいで すね。 講談社 系の。 
シヨツト 『アフタヌ^~ン』とか。 

小野 同じ系列ですけど、あの辺がやっているぐらいで。 

シヨツト『ガロ』にたまたま海外のマンガ家が登場してく 
るとか、 そのぐらいです ね。 

小野 その辺が ちょっと、 何というの か、 鎖国状態で もない 
けど、 これだけ日本は国際化を目指して いながら、 外国のマ 
ンガは意外に受け入れないんです よね。 

シヨツト例外はアジアのマンガ家です ね。最近、 台湾と か、 
韓国と か、 売れるようになつ てきました。 

日本でアメリカの人気のあるマンガというのは、どつちか 
というとキャラクタ—商品の人気で しよう。 

小野 スヌーピ—とかね。だれもミッキーマウスのマンガは 
知らない、実際にはたくさんあるんだけど。ドナルドダック 
なんかすばらしいのがあるんだけど、だれもほとんど知らな 
い。 みんな、ただキャラクタ—を見て いる。 

シヨツトぼくもキャラクターが好きですから、わからなく 
はないんですけど(笑)。 

小野 ドナルドはすばらしいですね。『ドナルド•ダ ック』 の 
コミックスを 長年手がけて きたカール•バ I クス( 〇 31 
Barks ;『ドナルド •ダック j を長く描いていた一人 Uncle 
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Scrooge という、ドナルドと 一緒にょ く 登場する人気 キヤラク タ 1 を 
作った)なんか、苦労した時代が多かったけど、今はもう本 
当にアメリカのマンガ界で非常に尊敬されています ね。 そう 
いうアメリカの、本当にいい伝統というのがあります ね。 そ 
れはアメリカだけのもので、日本とも違う し、ヨーロ ッバと 
も違う。本当に楽しい、子ども向きというか、家族向きのマ 
ンガの伝統というのがあります。今でも『ポゴ ( pogo )』 と 
か『リル•アブ ナー (Lrl Abner ) J が復刻されて出ているで 
しょう。 あれ読むとおもしろいです ね。 

シヨット 当時の アメリカの 社会情勢というか、歴史的背景 
がそのままマンガに表れていますね。あれは一種の政治マン 
ガです、 もともと。 子どもたち も 読んでいたにし ろ、 どつち 
力というと大人を対象にしている。子どもはキヤラクタ 丨 に 
まず親しむんです。かわいいでしよう。でも内容はすごく複 
雑で、すね。 


-ユ—モアに関して読者の意識の違いなどについて、 

日米で差を感じることがあります か。 不条理マンガなどもあ 
ります が、 日本では。 

シヨツト アメリカにもあります。アングラの lit 界には。『ザ 
ツプ•コミックス (zapoomics ぃ 60年代を代表するサイケなアン 
グラマンガ雑誌)』にもたくさんあります。あとはジム•ウド 


リングの『フランク 』 (Jim woodring : F 3 nk :) 。 

小1?クレージーなマンガというと、日本よりもつとクレイ 
ジーなのがありますよね。 

シヨツト 特にアングラやインディペンデント。 

小野 面白いも.のがありますね。ただ、日本では全く知られ 
ていない。 

シヨ ツトむちゃくちゃなやつが多いですね。 

小野そういうものがあると思われてないんですよ。そんな 
にたくさん売れるというんじゃない けど、 マーケットがある。 
少なくとも続けて出されているという ことは、 採算がとれて 
いるからです ね。 

シヨツト 結構共通しているところもありますね、意外と0 
これだけ文化が違うのに、結構ユーモアが重なっている部分 
があります。 

小野 だから、やっぱりぼくは思い上がりだと思うんだけど。 
たとえばつげ義春のマンガなんか、こういうのは外国じゃあ 
わからないだろうという。『ロー ( Raw )』 に二つつげ義春の 
短編が載っているんで すよ、 『紅い花』なんか。あれはぼくが 
紹介して、翻訳は向こう。 

シヨット 非常によかったです ね。 

小野ええ、あれも絵だけ見たときはわからなくて、翻訳し 
て、ストー リー がわかったら、 あ、 これはすごい話だってい 
ってア ート.スピー ゲルマンが感心して ね、 それですぐ売れ 
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たんですよ ◦『 Raw 』 というのは、そんなにものすごく大勢の 
人が読むというわけじやない。やっぱりわかる人はわかるん 
で^ ON よ。 

ショット 影響力がすごく大きかったです ね。 

小野 そういうことがありますからね、このマンガ、わから 
ないだろうというのは逆に思い上がりですよね。それだった 
ら、•ぼくは日本にいてアメリカのマンガはおもしろいと思つ 
ているけど、アメリカ人は、このマンガは日本にはわからな 
いだろうというのかなと思つて。日本人はわりとすぐそんな 
言い方をしますよね。これは難しいでしようとか。日本のマ 
ンガも、アメリカ人がちやんと翻訳して説明すればわかると 
思うんですね。 

ショット どうしてもわからないのは洒落の部分ですね。訳 
しようがないです。 

小野 それはあります ね。 そういうことはどこの国でもあり 
ますよ。だけどマンガというものは絵を中心にしているから、 
かなりわかりますよね。この本にもちよつと書いているけ ど、 
日本の、いわゆるアングラマンガが英訳されていますよね。 
発行部数はそんなに多くないとしても、ニユーョ—クで出て 
いますね。 

シヨツト ええ、 去年二つも出た。影響力は大きいですよ。 

小野つ まり、向こうの アー テイストが読んだ場合の影響力。 
シヨツト 日本でもそうでしようね。そんなに部数が売れな 


くても、ものすごく影響力のあるマンガってあるでしよう 0 
『ガロ』系のマンガ家はほとんどそうです ね。 

小野： n 本国内でもつげ義春という名前は非常に有名ですか 
らね。もちろん『ちびまる子ちやん』みたいに売れることは 
あり得ない。でも、どこの国でも、それはそれでいいんじや 
ないかと思っているんで す。 いろんなレベルのマンガがあっ 
てね、どれが悪いということじやないですからね。 

シヨツト マンガを表現媒体として発展させる意味で、そう 
いう人たちがすごく大きな役割を持っています ね。 『ガロ』系 
のマンガ家も、そういう意味でものすごく影響力が大きいよ 
、っに 思います ね。 

小野 おもしろい 人、 いますよ。『ガロ』系のマンガ は、 アメ 
リカでも一部の人は評価するし、ヨーロツバで非常に人気あ 
る人いますものね' ああいうものはフランスで人気がありま 
すね。ヨーロツバで人気がある。2年ぐらい前にスペィンの 
マンガ編集者がフランスのマンガ家を連れてきて、丸尾末広 
さんに会いたいというわけ。ぼく、ガロに電話して、連絡先 
を聞いて、丸尾さんを訪ねることになった◦そうしたらその 
フランスのマンガ家はすごく感動して、丸尾様へって1ぺ一 
ジ原画を描いて持ってきて、この絵、丸尾さんに差し上げま 
すって。だから日本よりヨ1ロツバの方に尊敬されているな 

って。 

シヨ ツト丸尾さんの海外アーティストに対する影響力は強 
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いんじゃないですか。 アメリヵのアーティストでは、ジョ 
ン•ゾオン (Jhon Zorn ) とい、 っフリー •ジャズの ミ ユ—ジ シ 
ャンが CD の ジャケットデザインに丸尾さん の 絵を使ってい 
ますね。ところが丸尾さん の 『少女椿』 の 英語版が出された 
ときは、 話に よると、ニユーヨ —クの印刷屋では大騒ぎにな 
ったそうです ね。 どうも作業する人が、一回輪転機を途中で 
完全に 止めて、 拒否したそうです。 アメリヵの 法律であの 内 
容はマズイと言って。自分たちまでが逮捕されるのではない 
か、 と不安がっていたらしいです よ(笑)。 

小野ぼくもずっ と、 いわゆる スーパーヒ ーロー コミックス 
を読んできたけれ ど、 だんだんやっぱりオルタナティヴの本 
当にいいやつが好きになってきました ね。 やっぱり アー ティ 
スティックなマンガというのはいいです よ。 

シヨツトデザインが好きな人たちは メジ ャーに出ていっち 
ゃうんですけど、自分で一人で考えて、表現したい人たちは 
みんなオルタナティヴにいっちゃうんですね。 
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付録英語圏のマンガ情報 

英語圏諸国におけるマンガ関係企業の数は近年急速に増えており、ここに掲載したリストはその 
中のほんの一部である。またここにあげた会社やコンピュータサイトは、マンガだけではなくアニ 
メ情報をも提供しているところが多い0なお各会社のアドレスや連絡先は変わることが多いので注 
意されたい。（以下の情報はすべて1998年2月現在のもの） 


□英訳マンガ出版社 
Antarctic Press 

7272 Wurzbach #204, San Antonio, Texas 78240 TEL:210-614-0396 FAX:210-614-5029 
E-mail: webmast@antarctic_press.com Web:http://www.antarctic-press.com/ 

•同人誌、エロティックなマンガなどを含むいろいろな英訳マンガを幅広く出している0いわゆる 
「アメリカン•マンガ」も出している。 

Blast Books 

P.O. Box 51， Cooper Station, New York，New York 10276 -0051 

_ 丸尾末広、日野日出志などの「とんがった」 マン ガや 、 I Comics Underground Japan 」 という アンソ 
ロ ジーな どを出している。 

Bloomsbury Children's Books 

2 Soho Square，London W1V 5DE ，United Kingdom 

參前川たけしの「鉄拳チンミ」その他を出している0本の形式は、右から左へという日本語のオリ 
ジナルそのままを採用。 

Central Park Media (CPM Comics/ U.S. Manga Corps.) 

250 West 57th Street, Suite 317, New York，New York 10107 

TEL: 212-977-7456 FAX: 212-977-8709 Web: http://www.centralparkmedia.com/ 

• 「アメリカン•マンガ」そのほか0 

Dark Horse Comics /Studio Proteus 

Department DG, 1095 6 SE Main Street ， Milwaukie, Oregon 97222 

TEL: 800-862-0052 FAX: 503-654-3218 

E-mail: mailorder@dhorse.com Web: http://www.dhorse.com/ 

•英訳マンガの出版社としては最大手の一つ。 

DC Comics 

1700 Broadway, New York, New York 10019 Web: http://www.dccomics.com/ 

❿ 「バッ トマン」など、いわゆる「アメ •コミ」系の出版社だが、最近は日本マンガも扱う0 

Educomics 

P.O. Box 45831 ， Seattle，Washington 98145-0831 TEL: 206-322-6838 

•中沢啓治「おれは見た （ ISawIt )」 および「はだしの ゲン （Gen of Hiroshima ) 」を米国 コミックス 
本の形式で翻訳出版している。これはあまり売れなかったため、途中で終わっている。 
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<英訳マンガ出版社つづき> 

Eros Comix 

P.O. Box 25070, Seattle, Washington, 98125-1970 Web: http://www.eroscomix.com/ 

參 Fantagraphics の子会社。 「 Mangerotica 」 そのほかを出している。 

Fantagraphics 

7563 Lake City Way NE ， Seatle ， Wshington， 98115 TEL:800-657-l 100 

Web: http://www.halcyon.com/fgraphic/home.html/ 

參前衛マンガのアンソロジー 「Sake Jock 」 を出している 0 

し anchester Press 

P.O. Box 60621 ， Sunnyvale, California 94086 

TEL/FAX: 408-732-7723 Web: http://www.lanchester.com/ 

•ビジネスマンガ、経営学マンガを出している。 

Last Gasp 

777 Florida St. San Francisco, California, 94110 TEL: 415-824-6636 FAX: 415-824-1836 
E-mail: lastgasp@hooked.net Web: http://www.lastgasp.com/ 

# エロ テイックマ：； ガを英訳出版するほか、取次会社でもある 0 また、現在「はだしのゲン」を出 
しているのはこの会社である。 

Mangajin, Inc. 

E-mail: webmaster@manga)in.com Web: http://www.mangajin.com/ 

籲 1998 年 2 月現在休刊中であ i が、バックナンバーや単行本は下記宛てに連絡すれば購入できる。 
また、本書の原書である 「Dreamland Japan 」 も下記で取り扱っている。 

く日本発売元〉（株）世界出版〒 107-0062 東京都港区南青山 2-18-9 

TEL: 03-3479-4434 FAX: 03-3479-5047 E-mail: QZD13301@niftyserve.or.jp 

Marvel Comics 

Marvel Entertainment Group ， Inc. 

387 Park Avenue, South，New York，NY 10016 Web: http://www.marvelcomics.com/ 

•「 X - men 」 などいわゆる「アメ •コミ」系出版社だが、日本マンガも出している。 

Studio Ironcat, し • し • C. 

607 William Street Suite #2, Fredericksburg, VA 22401 Web: http://www.ironcat.com/ 

•永井豪「キューテイ•ハニー」などを出している。 

University of California Press 

2120 Berkeley, California， 94720 TEL: 510-642-4247 E-mail: ucpress@ucop.edu 

修石ノ 森章太郎「マンガ日本経済入門 （Japan Inc .)」 を出している。 

Viz Comics (Viz Communications Inc.) 

P.O. Box 77010, San Francisco, California 94107 

TEL: 415-546-7073 FAX: 415-546-7086 Web: http://www.viz.com/ 

參英訳マンガでは最大手の出版社。 
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□雑誌（英訳マンガやその紹介記事を載せている雑誌） 
ANIMECO 

Limelight Publishing Co. 

1513 Young Street，Suite 202, Honolulu，Hawaii 96826 
TEL: 808-942-0081 FAX: 808-942-0277 

E-mail: whols@aloha.net Web: http://planet-hawaii.com/lime/animci.html/ 

春評論の雑誌。 


ANIMERICA ("Anime & Manga Monthly") 

癱連絡先は Viz Comics と同じ。 


COMIC BOX 

( 株）ふゅ 一 じよんぷろだくと 

〒 166-0001 東京都杉並区阿佐ヶ谷北 2-13-13 TEL: 03-5373-5780 FAX: 03-5373-5783 
E-mail: comicbox ゆ ask.or.ip Weo: http://www.ask.or.jp/ comicbox/ 

♦ □本語の記事がメインだが、ときどきすぐれた英語記事が載っている。 


MANGA MANIA 

Titan magazines (Part of the 1itan Group) 

42-44 Dolben Street, London SE10UP ， U.K. 

phone: 0171-620-0032 E-mail:101447.2455@compuserve.com 

• Titan 杜は上記雑誌のほか、本も出している。 


MANGA VIZION (North America's Only Monthly Manga Anthology) 

籲連絡先は Viz Comics と同じ。 


MANGAZINE ("Anime and Comics") 

籲連絡先は Antarctic Press と同じ。 


MIXXZINE 

746 W. Adams Blvd.，Los Angels, Califonia， 90089 

E-mail: info@mixxonline.com Web: http://www.mixxonline.corn/ 

•講談社系の マン ガなどを連載して いるマン ガ雑誌。 


PROTOCULTURE ADDICTS ("The Anime & Manga Magazine") 

Protoculture 匕 nr. 

P.O. Box 1433, Station B ， Montreal, Quebec H3B 3L2, Canada 

FAX: 514-527-0347 E-mail: flip@odyssee.net Web: http://www.protoculture.qc.ca/ 

PULP 

籲連絡先は Viz Comics と同じ。 
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背景カタログ 

B 5 判/並製 

1〜10、12巻定価本体1942円（税別） 

11巻定価本体971円（税別） 

13巻定価本体2000円（税別） 

マンガ.アニメ.イラス ト等で背景を描く 
ときに必携の写真資料集。 

1学校編/2街角編/3駅•乗り物編/ 
4アミューズメント編/5病院編/ 

6飲食店編/7住宅編/8緊急事態編/ 
9コンビニ•デパート編/10自然編/ 

11空港•高速道路編/12街角編]！/ 

13学園生活編 


ポーズ カタログ 

B 5 判/並製 

1巻定価本体2500円（税別） 

2〜7卷定価本体各2524円（税別） 

8卷定価本体2330円（税別） 

マン ガ. アニメ.イラス ト等で人物を描く 
ときに必携のポーズ写真集。 

1基本編/2動き編/3生活編/ 

4二人編/5子供編/6顔•手•足編/ 
7和服編/8制服 • ユニフォ ー 厶編 


書籍目録をご請求くださし 


株式会社 "^™" ル社 


〒丨丨 3-0033 東京都文京区本郷卜 20-4 池田ビル 2 F 
TEL 03(3812)5437 FAX 03(3814)8872 
ホームページ http://www. maar • com/ 
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くマンガ•オスカー像とともに〉 Photo : Misao Mizuno 


著者：フレデリツク•シヨット (Frederik L . Schodt ) 


■意識下を司見く 

ー マンガにあらわれる現代日本人の姿 

■世紀末現象としてのマンガ 

一日本マンガは本当に「危険」なのか？ 

■マンガ雑誌の世界 

一高度に細分 化 されたジャンルと読者層 

■マン ガ家と作品 
一 注目すべき作家たち • 作品たち 

■マンガの神様.手塚治虫 

一 現代日本マンガの基礎を築いた人物 
■マンガを超えて 

一他メデイアへと広がるマンガ 

■英語圏におけるマンガ 

一海外での人気と出版事情 

■ くゲス ト 対談 > 小野耕世 X フレデリック 


1950年アメリカ生まれ。作家、翻訳家、 
通訳。知日家で、日本文化に詳しい。 

70年代はじめ国際基督教大学留学中に 
日本 マンガの 魅力に とりつかれ、 現在 
まで テーマの 一つと して研究を続ける。 
故 • 手塚治虫と親し かったこと でも知 
られる。1983年日本漫画家協会より、 

第2回 マンガ.オスカー 特別賞を受賞。 
サンフランシスコ在住。 


定価本体1400円 

(税別） 

マール 社 

シヨツト 



































































